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はしがき
欧州石炭鉄鋼共同体(FXSC) が1952年に誕生し，ヨーロッパで経済統合運
動が本格的に始まってから，すでに半世紀近くの時が経った,。1993年にはEU
が成立し，1999年1 月には遂に通貨が統合されて，単一通貨ユーロが出現する
ところにまで漕ぎつけた。国民経済を越えてヨーロッパを共通の単一経済圏に
統介しようとする運動は，いよいよ政治的統合をも含む新しい段階に入ったの
である。このヨーロッパにおける大変革は,   世界の政治・経済にますます重大
な影響を及ぼすものと考えられる。
私かヨーロッパ経済，とくにその重工業について研究を始めた時にちょうどKCSC
が発足しかため，私の研究対象は重工業と同時にヨーロッパの経済統合
連勁ということになった。炭坑業と鉄鋼業という 一部の産業部門に限定されて
はいたが, 複数の国家が十権を共回体に移譲し，国境を撤廃して単 一の自由市
場に統付することを目指すということは，それまで歴史上起こったことのない
出来巾で，ひじょうな驚異を感じると㈲時に 強い関心を抱かされることにな
った。
当時の日本社済は敗戦の影響もあり，まだまだ弱体で，鉄鋼業の企業規模や
生産体制も, 叫欧諦岡よりはるかに立ち遅れていた。欧州の先進的企業が国家
の枠を越えて活動することになったら，さらにめざましい発展を遂げ，日本鉄
鋼業にとっていっそう強大な競争相手になると思われた。
ECSC は1950年5 月9 日のシューマン宣言に基づいて成立した。現在5 月9
田よヨーロッパ・デーとされ,   I'llの創設記念日として祝われている。ヨーロ
ッパでは本格的な統介はECSC の成立によって始まったと考えられているので
ある。今日のRU はECSC の設立。によって産声を上げたと言うことができる。tit
界経済におけるEU の重要性が増してくるにつれて，その原点である
ECSC も，最近改めて注目されるようになってきた　なぜ'【剛吹では195【】年代初
頭にまず石炭と鉄鋼業において経済統付が行われたのかという問題については，
さまざまな議論がなされている。　[・CSC 設立前後には，そのほかにも運輸几同
体，防衛共同体,  政治共回体，農業共同体，衛生共同体( 医薬臨 医療関仁い
等の統合計画が提案されたが，いずれも実現しなかった，結局この問いに谷え
るためには，欧朴|を中心として|世界の政治，経済の状況を分析するとともに
欧什iの鉄鋼業および炭坑業の実態，そしてこれらの産業の担い予てある企業の
活動を明らかにすることが最重要の課題の一つであI), したがって共同体の研
究に当たっては，これらの問題を中心としながらECSC の本質に迫りたいと思
った。そしてそのためには当該産業の現状のみならず, さらにIぴ史をさかのぼ
って解明する必要があると考えた。
すでに公刊した拙著『欧什|鉄鋼業の集中と独i帽 は，‥・部E玉C にもふれな
がらECSC の成立とその政策を中心として欧州鉄鋼業について書いたものであ
るが，その第1 章は欧什|鉄鋼業の歴史的発展の叙述に当てた。このたび十。俘す
る本書はこの歴史的部分をより掘り下げて，フランスを中心としながらイギリ
ス，ドイツ，ベルギー，ルクセンブルク等の諸国を含めた欧朴|鉄鋼業の歴史的
発展過程について明らかにしようとするものである。すでに発衣した論文に1
を加え，ここに一書に編んだ。
ECSC 設立の基礎にはそれまでの長い歴史的発艇によって形成された':.} ー ロ
ッパの鉄鋼業および炭坑業があった。これらの産業は多くの田家によって細か
く分断されてはいても，実は古くからの国境を超えた諸活勁によって桐胴こ競
争し，対立しながらも同時にさまざまな強い㈲祭的な結介・協力関係を形成し
てきたのである。資源の獲得，技術開発, 資本調達，巾場の確保，企業問の競
争・と協調，資本の集中等を通じて，欧州鉄鋼業はそれぞれ田家の内部に留まら
ず，歴史的に早くから国家の枠を越えて活動してきた。しかも欧朴|鉄鋼業は鉄
鋼業単独の存在ではなく，原料，加工産業，そして金融業も含めて雄大な資本
集団を形成し，経済の中枢を担ってきた。
このような欧升|鉄鋼業の特質が第2 次世界人我後の殼初の共同体の設ぐを肘
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第2 次|n-界人戦後における先進工業国経済の拡人発展は，歴史上特筆される
べきめざましいものであるが，この発展を支えている工業の拡大に伴って，巨
人資本への集中はこれら諸国においてますます急激に進行している。これら巨
人資本の各国経済および圃際経済において果たす役割は，いっそう注目すべき
ものとなりつつあるが，今日の経済における彼らの意義および今後の経済発展
において米たす彼らの役割および影響について考えるには，これまでの彼らの
暦史的発艇を検討する必要がある。
とくに最近は国境を越えた巨人資本の発展，すなわち国際的大企業の発展が
注目を染めるようになっているが，こうした資本の国境を越えた活動は，3  ―
ロッパにおいてはその経済的特性から，ひじょうに古くから見られるものであ
るいフランスはヨーロッパ大陸諸国の中ではもっとも早く近代資本主義を発達
させた国の ・つであり，その国力および地理的位置から，ヨーロッパ諸同経済
の中心的存在として発展してきた。ここにフランス重工業の歴史的発展を中心
として，フランスおよびその他ヨーロッパ諸国の近代的大工業の形成とその発
艇とを検討する。
4第1 節　 絶対工政時代のフランス経済
1. 絶対王政下におけるフランス経済の繁栄と変革
フランスは中世以来，欧州の継済的・え化的中心として栄えてきたが，‘ノ'ン
シヤン・レジームの時代，とくに17世紀のルイト1 HI;の時代には隆盛の頂点にし
った。フランス経済はこの時代にコルベールによって。朽しく強化された，コル
ベールはコルベルティスムともいわれる重商主義政策をとり，フランス経済拡
大のために辣腕を振るったのであるが，国内における し素政策としてにり と業界
を再組織して，あらゆる職業組合を国家の強力な統制ドにおき，また多数の」ミ
立工場をつくってそれらを支配するという政策をとり，このような国家の強力
な指導および助成によって，フランスの工業を急速に発達させた，その中でも
コルベールがもっとも力をいれたのは奢侈品工業であったが,  兵器生産のため
の重工業も大きな進歩を遂げ，グルノーブルやサン＝テチェ ンヌの製鉄業が印」
設された。
しかし1683年にコルベールが死んだあとは，効果的な収に素政策は行われず，
工業の発展は停頓的となる。さらに当時とられた新教仕川迫政策によって，フ
ランスの商工業は多くの資本と事業家，優れた職r. を失うことになった。そし
てこれら新教徒はイギリス，プロシア，オランダに移住し，その地の に素の発
展に寄与することになったのである。
ルイ14世時代からの相次ぐ戦争によって，フランスの国ノ]は故だしく疲弊し
つつあった，ことに1701～14年のスペイン継承戦争のころには，国川は窮乏を
告げ，国民は度重なる増税に苫しんだっ また1756～63年の7 年戦争には，海外
植民地を英国に奪われ，のちの経済発腱にとって人打撃を蒙りた。
さらにフランス経済の立ち遅れの原囚として，封建㈲」度の改.'lVC)遅延がある。
コルベール以後も周到な保護政策，および厳桁な統制が行われた。　しかし商業
第］Q　 産業革命前におけるフランス製鉄業の発展　5
資 本主 義 時 代 に は， 一部 の特 殊 な 工業 は利 益 保 障 ま たは 特 権 の授 与 に よ っ て振
興す る こ とも で き た が,   18tit紀 後 半 に な る と, 産業 全 体 の 発 展 は す で に国 家 の
奨 励 だ け に 頼 る こ と は 不 口f能 であ っ た， む しろ 国 家 に よる 厳 格 な 統 制 は 民 間 の
産業 の 自 由 な 発 展 を 妨 げ た の であ る。
イギ リ スに お い て は， す で に17 世 紀 に クロ ム ウェ ルの 革 命 に よっ て 王 権 は 後
退し ， 議 会制 度 が 確 ぐ し て， 新 し い資 本 主義 的 工 業 発展 の土 台 が で き上 か っ て
い た 。 外 国 貿 易 に よ り， 海 外 か ら 流 人 し た莫 大 な資 本 は， 新 たな 投 資 の 機 会 を
侍っ て お り， そ の レ イン グラ ン ド 銀 行 そ の 他 多 く の 私 人 銀 行 の 発展 に よっ て ，
資 令の 流 通 は 容 易 とな っ た 。 国 内 の富 お よ び 人口 の増 加 は， 膨 大 な需 要 を喚 起
し た。 こ れら が り本と な っ て ， イギ リ ス の 生 産 力 の増 加， お よ びそ の ため の 新
技 術 の 発明 を促 進 し た 。 こ の よ う に し て， イ ギ リ ス は 世 界 の先 頭 を きっ て 産業
■|'-ii|iを遂 行 し,   18 111:紀 乍ば ご ろ か ら19 世 紀 半 ば ごろ に か け て， イギ リ スの ほ と
ん どす べ て の 卜 業はl; 場 化 し た の であ る。
し かる にフ ラ ン スが 初め て 近 代 的 工 業 国 家 の 基 礎 と し て の 産 業 の 自由 を確 立
し た のは,   1789年 の フ ラ ン ス 人:ff'-命 以 後 で あ っ た。 ア ン シ ャ ン ・ レ ジ ー ム にお
いて は， 少 数のn 族 お よび 僧 侶 が 支配 階 級 であ っ た。 彼 ら は そ れぞ れ 別の 支配
秩序 を持 っ て い たが ， 事 実 上 こ れら の 秩 序 の 構 成 員 は 同 一一の 社 会 階級 ， 同 一の
家 族 の-u で あ っ た。 僧侶 は フ ラ ン ス全 土 の 約5 分 の1 の土 地 を 所 有 して お り，
円 也お よ びI- 分の 一税 の よう な 税 金 か ら あ が る 収 入は， 国家 の年 収 よ り も 多額
であ っ た。I'i族 も同 じ くフ ラ ン スの 国 土 の 約5 分 の！ の 土 地 を 所 有 し， 各種 の
税 金 を と り た てる 権利 を持 っ て い た 。 彼 ら は 領 地 内 の 市 場 で 販売 さ れ る 商品 に
税 を 課 し， ま た関 税 障 壁 を 設け て ， 関 税 を と り た て た。 し か も 僧 侶お よ び 貴族
階 級 自 身 は 税 を 免 除 さ れて い た。 こ の ほ か に 王 も 約5 分 の1 の 土 地 を 所 有 し，
かつ 最 強 の王 権 を もっ て 国 家 を 支配 し て い た 。
第ぐ 階 級 にお い て 指 導 的y 場 に 立 つだ の は ， ブ ルジ ョ ワ ジ ー ・ グ ル ープ で あ
る。 そ の巾 ギ ル ド ・ブ ル ジ ョワ ジ ーは もっ と も古 い も の であ り,   1700年 ご ろ に
は まだ フ ラ ン ス経 済 にお い て 極 め て 重 が な 役 割 を 果 た し て い た が， し か し すで
にそ の 最際 期 はす ぎて い た 。 ギ丿レド は 過 大 な 借 金 や 繁 雑 な 法 律 に 縛 ら れて お り，
6他方ギルドの権威を認めまいとする競争者もすでに現われ始め，これに対処せ
ねばならなかった。
続いて出現したのは商業，工業および令融ブルジョワジーであるが，中でも
金融ブルジョワジーはもっとも強力で，かつ僧侶およびn 朕の支配階級ともっ
とも密接に結びついた。
農民は封建的支配階級のドで，おそろしい竹田にあえいた，人目増加のため
に食糧の価格は騰貴を続けたが，それは支配階級に吸い1-.げられて彼らの収人
を増大させることになった。またイギリスの闘いこみ運動をまねた大規模農業
経営が発達したが，これも支配階級の経済力の増人を示すものと号えられる ，
しかも実はこれらの地主的支配階級の勢力は,   18 It);紀になるとすでに新しいブ
ルジョワ階級にとって代わられようとしていたのであるい
すなわちそれは支配
階級の生活がひじょうにぜいたくになり，収入以 ヒの支出をするようになった
こと，および国民の経済生活における農業の地位がしだいに低ドしてきたこと，
のためであったI几 農業はなお第1 位を占めており，その生産も年々増人しつ
つあったが，しかし工業生産ははるかに急速に発展していた。したがって農匙
すなわち支配階級の経済的基盤は相対的に失われていた，そのために 支配階級
は収入の不足をブルジョワ階級によって補充されるようになった‥
封建制度の下に発達したギルド制度が，その重要性を漸次喪失してきたのは，
取締法規がますます繁雑化しかこと，および特権を維持するために，国家に 支
払う特許料その他の費用が[j]額にのぼり，借金に苦しむようになったことにも
よるが，さらに根本的な原因は経済の新たな発展である。封建的な特権による
独占に対抗して，新しいマニュファクチュアが出現し，ギルドよりもいっそう
安価に，いっそう大量に生産し，より広い巾場を開拓し始めたのである。彼ら
はギルドが失った市場のみならず，さらに新しい巾場を獲得するようになった。
これら新しいマニュファクチュアは，新しい自山な経済制度を強く要求するに
㎜ー・至った。
ただし18 世紀後半においては，大工業はまだほんの芽生えたばかりで，繊却
工業で は二， 三の人企業 が生産を始め，製鉄 泉では ル・ クルーソー(l,e
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Crcusot) や ド・ ヴ ァ ンデ ル(de Wend 印 の 工 場 が 生 産を 開 始 した こ ろ で あ る ，
元 来フ ラ ン ス 産業 は 常 に 令 ヨ ーロ ッパ が 模 範 と し た 洗練 さ れ た 趣味 の芸 術 品 の
製造 に 人 きな 特 色 を 持 っ て い た ， ヨ ーロ ッ パ 諸国 のあ ら ゆ る宮 廷 で フ ラ ン スの
芸術 家 が 求 め ら れ ， フ ラン ス職 人の 製 作 品 が 供給 さ れ たっ18 世紀 に は フ ラ ン ス
のぜ い た く品 が 人 きな 流 行 とな り, 世 紀 末 に は フ ラ ン ス品 が外 国 で 模 造 さ れ始
める よう な状 態 で あ っ た 。 フ ラ ン ス工 業 は こ う し た職 人 の于 に よる 優 れ た趣 味
の 芸術 品 的 な 製 品 の 製 造 に 専 念 し て い て， 大 工 業 に よ る 大 量生 産的 製品 には 比
較的 興味 を示 す こ とが 少 な か っ た の であ る几
フ ラ ン スは 近 代i: 業 技 術 に お い て イギ リ ス に完 全 に 立 ち 遅 れ た ので ， フ ラ ン
ス 革 命 前か ら イギ リ ス との ほ とん ど 絶 え まな い 戦 争 に も か か わ ら ず， イ ギリ ス
の新 し い 機 械 技 術 の 導 人に 努力 し な け れ ば な ら な かっ た。 こ の よ う にし て 近 代
的 人 規役 機 械 工 業は フ ラ ン ス 革命 直 前に 初 め て 発 展 の緒 につ い たの で あ る 呪
2.   18世紀における製鉄業の特徴
18111:紀においては， まだ近代的製鉄業は確立されていなかった。製鉄企業は
ひじょうに小規模であり，I目式の製法で生産していた。そのため製鉄企業はほ
とんどあらゆる 日也に分散して存在していた。フランスでは原料である鉄鉱石
の鉱床は小組模なものがひじょうに広く分布していたのである。但し長年の採
択による洲渇もあり，今川では大規模な製鉄企業によって有利に利用されうる
鉱山は少なくなってきている。だが18i片紀およびそれ以前の製鉄業および鉱山
楽はまだ機械化されていなかったために，小鉱山でも十分に利益をあげて操業
できたのである八
また18 III-紀においては，木炭が製鉄業において有効に使川された唯一・の燃料
であった。コ －ークスはイギリスで殼初に使川され始めていたが,   18世紀末まで
は木炭はなお使川され続けた。燃料消費は当時の小規模，非能率な炉ではひじ
ょうに人きかったから，鉱石消費。朧よりも燃料消費量の方が多かった。そのた
め当時の梢錬所は鉄資源よりも燃料資源，つまり森林の近くに設立される傾向
が強かった。そして本材資源が伐採されて減少してくると，新しい森林を求め
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て製鉄所は移動した
のである。この移動
付 発に行われたの
はイギリスであるが，
フランスにおいては
それぼど著しくなか
った。というのは木
材がイギリスよりも
じ富に存在したこと
とともに，フランス
ではイギリスよりも
新工場を設置するこ
とが法的に困難だったからである。フランスでは炉や鍛造所を設置するのには，
王の許可状が必要であった。実際にはそれほど厳格に適用されたわけではなか
ったが，それにもかかわらずこの規則は企業家を拘 束したへ
18世紀の製鉄業の動力源は河川であり，それによってふいごやハンマーを操
作していた。そのため製鉄所はまた河川の畔に設ヽ'Aされることが必要であった
い
河川の水流は夏期に減るので，製鉄所の操業度も低ドせざるを得ないが，これ
らの作業所には農民が兼業で働いていたため，夏の農繁期にちょうど製鉄所の
仕事から解放されることができるという什組みであった。当時の製鉄作業は熟
練を要せず，農民でも簡単に従事することのできるものであった。ただし鳥級
鉄鋼の精錬には高度の熟練を要したが，そのような鉄の産地は限られており，
フランスではアリェージュ（Ariege,ピレネー地方）やドフィネ　巾a叩仙石 ，
ドイツではゾリングン（Solingen）の鋼，スウェーデンの鉄などがイj叩lであっ
た。これらの高級鉄鋼は広い範囲に販売されたが，普通の鉄はその地方の需要
（主として農機具製造）を満たしていただけである。
このような状態にあった当時の製鉄企業がどの位の規模であったかは正価・に
わかっていないが，まずパウンズ（Pounds) が推定した18111;紀における各|刈
s; 1 な　産業革命前におけるフランス製鉄業の発展　9
の製 鉄 量 は 表ト1 の とお りで あ る 。
18  If!-紀 末に お い て， フ ラ ン ス の 銑 鉄生 産 は 第1 位 を占 め て い る 。 デ ィ ート リ
ッヒ 男 爵(Baron Dietrich) に よ る と,   1788年 に お け る フ ラ ン ス の 銑 鉄 の 生 産
は約13 万8,000 ト ン， 棒 鉄 は9 万6,000 ト ンで あ っ た。 しか もフ ラ ン スは 少 量 で
はあ る が 銑 鉄 を ス ペ イ ン， イギ リ ス， ス ウェ ーデ ン， 低 地 諸 国 お よ びド イツ か
ら輸 人し て お り， 反 対 に 輸 出 は 強 く 阻 止 さ れて い た。
フ ラン スの 製鉄 量 は こ の よ う に 大 きか っ た が， フ ラ ン ス 製鉄 企 業 の 規 模 は 商
務 省 の1788 ～89 年 の 製 鉄 業 概 観 に よ る と， 大 部 分 が ひ じ ょ う に小 さか っ た と言
わ れて い る。 お そ ら く 少 数 の 例 外 を 除い て， イ ギ リ ス 企業 よ り も小 さか っ か と
思 わ れる 。
1717 年 の イ ン グラ ン ド の 記 録 に よ る と， イ ン グ ラ ン ドの 高炉 の 数 は59 で ， 年
間約1 万7,350 ト ン の 銑 鉄 を 生 産 し て い た。 一 部 鋳 物 に使 用 さ れ た 残 りが,   1
万2,060 ト ン の 棒 鉄 に精 錬 さ れ た。 さ ら に 下 っ て マ シェ ッ ト （Mushet) の 記 録
に よ る と≒　1788 年 に お い て81 の 高 炉 に よ り 銑 鉄 を6 万5,800 ト ン， 棒 鉄 は3
万2.000 ト ン 生 産 し た。 イ ギリ スの 場 合高 炉1 基 当 た り 平均 製 鉄 量 は812 ト ン で
あ っ た
い
ロ ー ラ ン （Laurel 示 に よ る と,   1788年 に 稼 働 し て い た 高 炉 は88 基 と
なっ て い る が ， そ の う ち60  基 は コ ー クス 高 炉 で あ り,   28基が 木 炭炉 であ っ た≒
こ の 峙 す で に イギ リ ス 製 鉄 業 は 新 しい 技 術 を大 幅 に取 り 入 れて い た とい え る。
ひ る が え っ て， フ ラ ン ス 製 鉄業 を みる と， 大 革 命以 前 に お け る フ ラ ン ス製 鉄
企 業 の も っ と も 普 通 の タ イプ と し て ハロ ー(Ch.  Ballot） は 次 の よ う に記 述 し
て い る叫 まず 鳥炉 丿 心を 有 し て い る が， こ れ は 通 常1 年 の う ち 一定 期 間 （6~1()
ヵ 月 ） し か 稼 働 し な い 。 稼 働 し て い る時 の 月 間 生 産 高 は年 率 で 平 均!00 ト
ンであ る。- 部 の も の は80 ト ンで あ り， 他 方120 ～130 ト ン の も の も あ る。
イギ リ ス に 比べ て ひ じ ょ う に小 規模 で あ っ た と い え る 。 な お こ の 時 期 に は ほ
と ん ど す べて の 高炉 は 木炭 炉 で あ っ た。
し か も当 時 の 人目 が フ ラ ン ス は イギ リ スの2 倍 以 上 で あ っ た こ と を 考 え る と，
フ ラ ン ス 製鉄 業 の 実 力 が 相 対 的 に イギ リ スに 勝 っ て い た と は い え な い。 む しろ
技術 的 に はす で に イギ リ スの 発 展 に 比 べ て 立 ち遅 れ て い た。 イギ リ ス 製 鉄 業 に
おいて一般的になりつつあった人工場は，フランスではまだ発達しておらず，
僅かにアルザスのディートリッヒrミ場やロレーヌのド・ヴァンデルけ特等少数
の工場が例外的に作在していたにすぎなかった,．ディートリッヒr.場の経営 片
はディートリッヒ男爵であり，彼は6 つの製鉄所をアルザスおよびヴル ジーュ
に所有しており，製鉄業の令部門を 支配していて．この時代においては注目す
べきある程度の垂直的集中をすでに行っていた[]. そしてこれらの例外的な人
工場はその後のフランス製鉄業の新しい発展の先駆となるのであるが，その巾
でも野心的な計画と強力な政府の助成をうけためざましい発艇とによって注目
を浴びることになったのはル・クルーゾ一工場であった1ト
3. 製鉄技術の発展とフランス製鉄企業
18ii-紀におけるフランス製鉄業のイギリスに対する立ち遅れは，まずその技
術的発展の緩慢さによるものであるっそして技術的進歩はまた近代的人企業の
発展を左右する要因である，18世紀においてイギリス製鉄業はすでに木炭から
石炭への転換にかなり成功していた。イ_j炭の利用が研究された結果，1730 年ご
ろイギリスでは石炭のコークス化か考えられるようになり,   1735年に'/ ービー(Darby
）に よって コー クス銑 の発明 が なされ,    1784年 には アニ アン ズ
（Onions) とコート（Cort)　によってパドル法が発明されて， イギリス製鉄業
は完全に新しいものにかわっていった，18  HI:紀末にはイギリ スの高炉の人部分
はすでに新しい燃料を使用していた。
18世紀後半，ことに1775年以後フランスでは製鉄業を変乍し, 強力な競争者
であるイギリスの発展に立ち向かうための人きな努力がなされた。フランス製
鉄業はイギリスの競争に勝つだけでなく，存続するためにも変・i': されることが
必要であった。
しかしフランス製鉄業はイギリスの技術を啓人しようとしたが，なかなかう
まくいかなかった，たとえば1756 年にフランス政府はガブリエル・ジャール
（Gabriel Jars)　という者にヨーロッパの鉱山および製鉄所を視察し，フランス
製鉄業を改札 拡人させる方法について研究することを命じC いる。ジ｀ヤール
第1 ff-　産業-■*:命ti!iにおけるフランス製鉄業の発展　II
は イン グ ラ ン ドの コ ー ク ス 製造 法 お よ び そ れ の 高 炉 に おけ る使 用法 を 親 し く見
聞 し た ，しか し彼 の 報 告 書 に 基 づ い て フ ラ ン スで 行 わ れ た コ ー ク ス製 鉄 の 試 み
は失 敗 だっ た 。 だ が こ の 報 告書 が 産 業 界 に 刺 激 を 与 え， 新 製鉄 法 に対 す る 世 の
関心 を 高 め た こ と は 確 か で あ る 川二 な お ジ ャ ー ルは ブ ル ゴ ー ニ ュ（Bourgogne)
の モ ン スニ(Montcenis ） を 近 代 的 人 規 模 工場 の 建 設 に 適 し た 土 地 で あ る と 指
摘 し,   1776年 に 政 府 の 支援 の ド に こ こ に 新 し く 大鍛 造 所が 建設 さ れ たが ， こ れ
がの ちの ル ・ クル ーソ ー工 場 の 基 礎 と な っ た， 政 府が1784 年 に デ ィ ー トリ ッヒ'}]
爵 に 委嘱 し た 調 査 報 内 書 に よ る と 当時 の モ ン スニ の 工場 の 状 況 は 次 の よう で
あ る 。
39フ ィ ー トの 高 さ の 高 炉 が4 基あ り， 年 間1,000 ～1,100 ト ンの 鋳 鉄 を 生 産 す
る 。 ま た4 基 の 反 射 炉 が 建 設 さ れ て お り ， ∩ 川]の 鋳 造 で1 万2,000 ポ ン ド の 重
さの もの を つ く る 能 力 を 持 つ。 い ず れ も コ ー クスで 精 錬 さ れて い る1几 こ の モ
ン スニ の:r.場 は ， 当 時 の フ ラ ン ス に おけ る最 新式 の 大工 場 で あ っ た1呪
18111-紀 に お け る フ ラ ン ス 製鉄 業 は， こ の よ うに 一 方 で は 伝 統 的 な 作 業 方 法 を
改 善 し， 新 し い 能 率 的 な技 術 を抹 用 し， 燃 料 （木炭 ） の 制 約 か ら 逃 れ よ う と 努
力し て い た 。 し か し 製 鉄 に コ ー クス を使 用す る 試み も， 大規 模 な 生 産 単 位 を 建
設す る こ と も ， 令 体 と し て は失 敗で あ っ た とい っ て よ い 。 また 生 産 量 は 著 し く
拡 人さ れ た が ， こ の拡 人 は 品 質 の改 善や コ ス トの 低 下 を 伴 わな か っ た 。
フ ラ ン スの 技 術 名‘は イギ リ ス の役 術的 発 展 に追 随 す る こ とに 失 敗 し た が ， そ
の 理 山 を 説 明 す る の は む ず か しい ， と パ ウ ン ズは 言 っ て い る 。 ス クリ ヴ ナ ー(Scri
、・eiu
 r) は
こ の 点 に つ い て ，「 コ ー ク ス高 炉 が フ ラ ン ス で 発 展 す る の が こ
の よ う に 困 難 だ っ た片 山 は， フ ラ ン スの 原 料 が イギ リ スの そ れ と 同 様 で な か っ
た こ と であ る。 今 で さ え， そ れ らを い か に 使 用 す る か を 学 ぶ の に フ ラ ン ス製鉄
業 は 多 額 の 支出 を し なけ れば な らな い 」 と述 べ て い る1几
し か し フ ラ ン ス製鉄 泉の 立 ち遅 れの 根 本的 原 囚 に つ い て さ ら に 検討 を 進 め れ
ば， まず ダー ナ ム　巾iinham ） は フ ラ ン ス企 業家 の性 格 をあ げ てい る 。
「製 鉄 業 者 の怠 慢 ， 地 方主 義 ， 保 守 主義 お よび 個 人 主義 は フ ラ ン ス産 業 の
特 徴 な の であ り， そ の状 況 お よ び進 歩の 欠 如 を 理 解 す る| こで 重 要 であ る。 不
十分な輸送手段，石炭が遠隔地にあること，資本の欠如は, 著しい後進性に
対する十分な説明ではない。フランスにおける小規模生産は, 'itにこれらの
重要な経済的・地理的・地質的要囚によるばかりでなく，節倹および伝統囚
執と結びついた個人iミ義の深い愛好によるものである
いそれはフランス1喋
および農業の典型であり，今日の人量生産時代まで存続しているir.∵J
さらに大革命およびそれに続く帝政時代には，フランスは政治的に他の諸岡
から孤立していたので，イギリスで当時製鉄業を吊:命的に発展させたl つの発
明に頼ることがあまりなかった。この二つの発明とは1769年のワットによる蒸
気機関の発明，および1784年のコートによるパドル法の発明である，後名’は1818
年にロジャース(RoKers) によって人きく改善された。これらの発明の原
入が進まなかったのは，フランスの政治的孤 ＼Vだけでなく，たとえフランスi:
業家が蒸気機関を知ったとしても，積極的に採川したとは考えられないとダー
ナムは言っている，なぜならば当時必要な水力は十分にあったし，また蒸気機
関に必要な石炭を高価だと考えていた， さらにパドル法については，製鉄業者
はそれに必要な石炭を十分に得られず， また彼らはその生産する鉄の喘よりも
質に誇りを持っていて，精錬法を変えようとはしなかったであろうからである。
なおフランスにおける石炭資源の不足も近代工業の発展を阻害した人きな原囚
の一つであるが，たとえば，革命直前の1787年におけるフランスの町炭牛。産は
年間20万トン強で，ほぽ同量をイギリスから輸人している。,，イギリスはその当
時すでに600万トンを生産していたと思われる1町 フランスの石炭問越につい
ては第2 章で詳述する，
結局こうした新技術に対する彼らの消極性は，これらの発明がひじょうに人
きなスケールで生産するのでなければ利益を ＼-げえないという事実にもかかわ
らず，彼らが小企業に強い愛着を持っていたことからきている。つまり肖時の
禁止的関税の助け もあって，フランスの製鉄業者は彼の企業を変化させずに存
続できると考えたのであるj≒
当時のフランスの典型的製鉄所の規模は，高炉1 基，鍛造所- つで，後れに
は通常精錬炉2 基，条鉄炉｜基がある。さらにしばしば板や線の に場が付随す
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る こ と もあ る。 また 高炉 だけ ， あ る い は 鍛 造 所 だ け が 独 立 し て 存 在 す る こ と も
あ る。 こ れ ら の工 場 の 中で 雇 用 さ れて い る 労 働 者 の 数 は 多 く な い， 普 通 高 炉 に
は2 人 の 熔 鉱 丁 と3 人 の原 料装 填 工 が 働 い て い る 。 鍛 造 所 で は そ の 規 模 に よ っ
て10~2(  人で あ る ， し か し 工場 の外 部で は 製 鉄 業 は 鉱 夫 ， 木 材 伐 採 夫， 炭 焼夫 ，
運 送 業 等, 多 数の 人 々 を雇 用し て い る 。
製 鉄 業 者 は 鉱山. 森 林， 水路 を も所 有せ ねば な ら ず ， 大 きな 資 本 を 必 要 と す
る。 そ の た め に当 時 の 製鉄 業 の所 有 者は 大部 分 が 貴 族 か 大修 道 院 で あ っ た 。 鉱
山採 択 権 は ほ と ん ど領 主の もの で あ り， 森 林 の 所 有 権 も一 般 に 領 主 の 手 にあ っ
た， し か し富 有 なブ ル ジ ョ ワ， 金融 業 者 ， 工 業 家 の 手 に 移 る も の も し だ い に多
くな っ た。 また 貴 族 は めっ た に 自身 で 生 産活 動 を 行 わな か っ た 。 彼 ら は 鉄 工 場
の 親 方 や 生 産 に必 が な資 本 を 有す る ブ ル ジョ ワ に 鉱 山 お よ び 森 林 の 権 利 を 持つ
企 泉を 賃 貸 し た ので あ る卜 。
こ の よ う に1 剛礼紀 の 製鉄 業 は 他の 工 業 部 門 に比 し て 大 資 本 を 要 し， し た が っ
て 企 業家 は封 建的 諸 ㈲」約 の 存在 す る 中 で ， す で に 特 別 に 資 本 家 的 性 格 を 強 く 有
し て い た。 そ の た め前 述 し た よ う に イギ リ スと 比 較 し て 保 守 的 特 徴 が 強 く み ら
れ た に も か か わ ら ず， 製鉄 業の 人規 模 企 業 的 性 格 か ら ， 大 企 業 へ の 集 中 運 動 の
胎動 は すで にこ の 時 代 に 認め る こ とが で きる の で あ る。 こ の 時 代 の 企 業 集 中 の
形 態 は，- つ の 企 業の 拡 人 発展 に よる 人型 化 ， お よ び 企 業 家 がつ ぎっ ぎ に 多 数
の 貴 族 や 修 道 院 か ら 製 鉄事 業 を 請負 う こ とに よっ て ， 同 一 人 の 手 に い くつ も の
製 鉄 所が 集 中 さ れる とい う 形 が あ る ノ 前 者の 例 は 特 に ロ レ ー ヌに み ら れ る。 最
人 の も の は モ ワ イヨ ー ヴ ル （Moyeuvre ） と モ ン ト ロ ー セ ン(Montei'hausen)
であ る。 た と え ば モ ワ イヨ ー ヴ ルは ワ アベ ー ル(Faberl ） が 中心 と な っ て 設 立
し た も の で,    1781年 に ナ ン シ ー （Nancy ） の 領 地 の 管 理 人 で あ る ヴ ィ ヴ ォ ー
（Vivaux ） に賃 貸 さ れ た。 そ の 規 模 は 高炉2 基 （銑 鉄750 ト ン を生 産), 精 錬炉7
基， 鋳 造所- つ ， 内 部労 働 者51 人， 外 部 労 働 嗇20
後 者の 例は ア ルザ スお よび ロ レ ー ヌに み ら れ る が ， そ の 他 の 地 域で は ま れで
あ る。 た とえ ばロ ー ラ ン （Laiii'ent） と い う 者 は5 つ の 製 鉄 所 を 請 負 っ て お り，
コ ロ ンビ エ （Colonibicr） は6 つ を 持 っ て い た が ， と く に 次 の3 大の 工 業 家 は
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強大なグループをすでにつくり卜げていた。すなわちエヤンジュ　(llavjinKcり
のド・ヅアンデル，バスごアルザス(l^asse-Λlsace) のデf  ー トリッヒ，およ
びベリー（Ben-v）のオーベルト（Λu be riot)である。,エヤンジュは18 111;紀初
頭以来，ド・ヴァンデルに所属している。ド・ヴ’アンデルはしだいにI-.地およ
び領 主 権を買 収 していった，1784 年 まで は シャ ルル・　ド・ ヴァンデ ル(Charles
de Wendel), それ以後は息了・の イニャース(iL'nace）に助けられたマ
ルグリット（Marguerile) の指導によって，ド・ヴァンデルはだんだんと周囲
の製鉄工場を吸収していった。1788年にエヤンジュはZ 基の人高炉を持ち，月
間120～125 トンの銑鉄を生産した。その 一ー部は爆弾, 砲弾の製造に使)1]され，
のこりは板工場，鍛造工場を含む三つの精錬所で加L された，ド・ウ） ンデル
はエヤンジュのほかにもシュザンジュ(Suzan βり，アンブール 田an山oi四 ）
等いくつかの工場を所有していた2n ■
フランス革命以前に機械主義の幕が開かれなかったのは，製鉄業のみならず，
繊維，製紙等の軽工業においてもそうであった，しかし，これらの産業部門に
おいてもやはりその先駆的現象は18世紀後 句こすでに見え始める。新しい技術，
すなわち水力モーター，動物によって動かされる機械装置等が採川され，綿糸
工業はイギリスの最新式機械を導入した。1775 年以来，ジェニー機加佐及し，
アークライトの水力紡績機械も1782年以後イギリス人によって紹介された。そ
してこれら工業部門にも多くの機械および労働者を擁する人上場が設,ンこ れ始
めた。たとえば絹糸，絹織物については南部やリヨンに人 に場が現われ，ラシ
ャ，麻織物，製紙工業にも人規模牛産を行うものがでてきた。
しかしこれらもなお機械主義の殼初のかすかな発現にすぎなかった。　に業令
体としては，依然として手工業，小什事場(pelits aU'lit'fs)が支配的であった，
こうした機械需要の未発達は，製鉄業の巾場を人規模な武器製造r.場のほかは，
ひじょうに限られたものにとどめていたのである。
このように製鉄業の発展は経済全体の発展状況によって規制されたわけで，
資本主義的大工業への発展は，けっきょく技術竹机　 人資本調達の要請に応え
ることのできる金融制度，株式会社組織の発達，川業組合にかわる自山な経済
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制 度 等 の 実現 に よ る、 経 済 ・社 会 令般 に わ たる 変 革 が 必 要 で あ っ た の であ る、
また 同 時 に 収i で業 は資 本 上義 経 済 の 発 展過 程 に お い て 、 そ れ を リ ード す る 役割
を 果 た し か
!9ilt紀 に は な ば な し く 展 開 す る 近代 的 重 工業 の 発 展 、 お よ び企 業 集 中 運 動 に
よる 人:資 本 の 形 成 を 前 に し て,   18世紀 フ ラ ン ス工 業 はそ の 変 革 を し だ い に 内 部
に醸 成 しっ つあ9 た ので あ る、
□　JCirKeii Ki 】cz＼'nski, .4 Short  /listθrvリof'Labour C θndiliθns in France ・1700  lo the  Pre-SI'Hl Dav
］946.  pp.  27-28 ，
2)     V..Le ＼・asseui・. /li.sloiri一di's Classes ヽOnvrien,s  en  France  depuxs la じひ,叩 副e  de  JulesCV'.SH
リ'isqu'd  la  R 皿'olntioi,  Tc  ni. 11., 1859.pp. 365-371.
3)     J. 11. Claphani.   I｀ hc /{印,四,面/ 炳'cl卵 斟・nl of  France and Gi ・mian ＼' 181 了一191-S. 1923,pp.M-SS.
■1)     Not'inan i-'ouncis  and W.  Parker.  Coat  and  Sled  in  Western E,r ゆe. 1957,  p. 19.
S)/hu/..  p.  32.
6)1).  Miislu'l,  I'a/vrs  an  Iron  and  St・'ii. 18-10 ，
7)     Coiifrrt'ncc dc M. L.aiii'fnl. in I.a   Ii山li( aヽqueヽ du Musoe  Social.   ルDevelopp ・匹nt
＆・,|U)剛(ntf・ d,・ la rnuicr. /'. ■I s^riniltuu・,  ｀ hid,stri ・ m,'-lalluri;iqne. Ics Industries t ・xiili's.
円ぽis丿912 ，p. 76.
8)Charles Rallot.  l.'lntrodnclion di に＼lacl山ii'smc  dans i'!}iciustrie  fra}iccii・se. Paris,  1923.9)Pouiuis anc
川*arker.  o/い ■I/., pp.  乱ト・11. Ballot,  卯 イ 江丿p.  426-427.
川) 本 占 第2 部 第7  び 参 照.
II)Ch.  Ballot.  卵. ril.. np,  436-441.  founds aiui Parkor. op.  cil。p.43.
12)      llarr・v Sci・ivcn 叫・. m 油 八of  U,丿ra イTra 心,  First edition 184 1. Second edition 1854.New impression
 ( f the Scconc にヽditii n 1967,  pp.  178
り79.
口) 第7  ぴ 参 照 ．1789 年 ご ろ ま で の ル ・ ク ル ー ソ ー に お け る 工 場 建 設 に つ い て はI!^
・lll( t、i,lnlroduction  du N 。h帽 ・nism,' dans ・ l・Indnslrii' franぐais,・カ'''f,fシし い 。
H)II.  Scrivfiior,  o/い ■it.. p. 183.
卜) Λ．I.. Uunhani.  'I'lic Indnslrial Rfi'olutitDi 1・心Fr 皿re  IS  15-1  心S バ955.  pp.119-120.16)
     K.C.Eckel,  Coal.  Iron
 and  War ，1920 丿.  63.
17)      )unham,  op.cil.pp ］19-20,
18)H; 川ol,  op. cil., p. 424.
i6
19)
20)
Ibid., pp. 425-426.
ド ーヴァンデルについて は本書第2  部第8  び参照。
第2 節　近代的大工業発展のための基盤の成,l.
1. フランス革命による近代社会の形成と経済
封建制度の諸矛盾が爆発して起こったフランス大革命は，絶対 に
初めて個人的自由主義に基づいた新しい近代国家の確久をもたらした　人仏以
の担い手は，市民の中でも新しく勃興してきた産業市民（マニュファクチュア，
およびそれから発展してくる近代的大Iで業資本家）であった-, A; 革:命は暉til」度
をくつがえし，まったく新しい自由な近代的社会の基礎を形成した。
フランス革命は封建制度から資本家と労働者を解放した，農奴は自山になり，
ギルド制度は解体され，国内取引や外国貿易の白由は確立され，正常な金融・
財政制度が組織されて，マニュファクチュアおよび工場制度一 一資本主義的企
業- が自由に発展を始めることができるような条件が作り出された。しかし
革命直後の数年間は，混乱のため生産活動は仏
セー(Henri See ）もフランス革命の経済的発展に対する意義について次のよ
引こ言っている。
じ苓命によって制定された労働の自山が, 服要な経済的結果をもたらした
ことは事実である，しかしそれはずっと後になって初めて実現する。種々の
革命的できごとは，アンシャン・レジーム末期に予想されたようなフランス
の工業的発展をむしろ遅延させることになった呪」
アンシャン・レジーム末期には大きな産業上の危機があったが，それは ・部
は］786年のイギリスとの通商条約に起因するものであった。 革命はこの危機を
さらに拡大した。すなわち貴族階級に属する多数の金持ちが国外に移住したし，
国内の混乱および物価騰貴は消費を著しく減退させた七
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産 業の 機 械 化 に と っ て ひ じ ょ う に重 要 な 蒸気 機 関 の生 産は ， 大 革命 まで 促 進
さ れて きた が ， 革命 後 は 発 展 が 停 止 し て し まっ た;,    5執 政官 政府 時 代(1795 ～9
叫 丿 に お い て も,  産 業 の 状 態 は なお 危 機 的で あ っ たっ1797 年 に な さ れた 調 査
に よ る と ， 生 産 活 動 は 大 革 命 以 来 低 ドし て い る 。 機 械 化 は ノ ー ル(Nord ） の
よう な 人Iミ業 地 帯 に お い て さ え， ほ と ん ど 発 展 して い ない ，
2 ． ナ ポ レ オン 時 代 に お け る 新 し い経 済 制度 の 確 立 と産 業 の 発 達
フ ラ ン スが 近 代 産 業 資 本 ニド義 の 本 格 的 な 発 展 のL 合 を築 い たの は， ナ ポレ オ
ン1  111:の 時 代 で あ り ， そ し てTに業 資 本 家 が 決定 的 な 支配 的 地 位 を得 る ほ ど に発
腱す る に は ，'f'-命以 後 さ ら に｀=ト 世 紀 を 要 し たの で あ る っ
ナ ポ レ オン は 革命 に よ っ て 疲 弊 し か フ ラ ン ス経 済 を 強力 な政 治権 力 に よっ て
直接 に 指 県 助 成 し ， ふ た た び 秩 序 を 回復 させ た， 彼は 革 命後 の 自 由 主 義 に対
して ， ル イト川H.-リ瀬の フ ラ ン スの 伝統 であ る統 制的 経 済 政策 を再 度加 味 し たの
で あ る,。 こ の よ う な 卜 か ら の 統 制 的経 済 政 策 は， ナ ポ レ オ ン以 後 も復 古 王 朝 ，
第2  ■;'(;■政， そ し て20  111;紀 に い た る まで 継 承 さ れ てい る。 と く に ナ ポレ オ ンは フ
ラン スの 統 制 経 済 的 伝 統 を 強 化 し た とい わ れて い る 。
ナ ポ レ オン の 心 接 的 産 業 保 護助 成 政 策 と して は， 国 費 に よっ て 近 代 的 大 工 場
を址 設 し た り， また イギ リ ス か ら 新技 術お よ び機 械 を導 人 させ た りし たこ と，
人規 模 な 陣 覧 会 の 開 催 冷 かあ げ ら れ る。 た とえ ば1801 年 には 国 内 工 業 奨 励 協 会
をつ く り ， バ ッ シー に 模 範 機 織上 場 を 建 設 し た。 綿 布， 羊 毛 ， 化 学, 機 械 工 業
等に は 新 技 術 を 導 入さ せ， こ れ ら 産業 の急 速 な発 展 を も たら した 。 と くに 重 工
業は 車 事 目 的 か ら ナ ポ レ オ ン の 濃 厚 な 育 成 政 策 に よっ て 拡 大， 進 歩 し たの で あ
る 。 1801年,   1802年,   1806年 の パ リ 博 覧 会の 出 品 者 数 は,   229,   540,   1,422 と
増 人し ， 国 内［l業 の 発 達 を よ く物 語っ てい る。
し か し 金 試 し業 に つい て み る と， 武 器 製 造業 を除 い て は ， 比 較 的 停 頓 的 で あ
っ た。 た と え ば ロ ア ン ヌ （Roannc ） の オノ レ ・ ブ ラ シ(Hoiiore Blanc) は ， 銃
の 製 造 を 機 械化 す る こ と を 試 み， ひ じ ょう に繁 栄 し たマ ニ ュ フ ァ クチ ュ ア をつ
くり 上 げ た。 し か し 製 鉄 業 は武 器 製造 業 か らの 大 量 の 需 要に よっ て 活 気づ け ら
i8
れたにもかかわらず，生産は依然として令地域に分散的に存在する多数の小 に
場によってなされていて，集中化はほとんど促進されなかった
こうした状況の原因として，ハローは次の2 点をあげている卜
1. 新製法の採用は，製鉄衷嗇に大きな支出を要求すること。
2 . 保護主義によって利益をうけている製鉄衷者の保守的性格と無知
近代的大製鉄 に場をたてることは，機械化された製糸 に場の建設よりもはる
かに人きな資金を必要としご　そのし 繊維!:場はそれまでの家内 に農にかわ
つて新たに建設されるものであったが，製鉄 に場の場俘は|川式設備が犠牲にさ
れなければならなかった。しかし製鉄業者は保守的で㈲習にしがみついており，
しかも関税によって保護されているので，そのような努力を払うことはなかっ
たのである。繊維工業も関税の保護を受けてはいたが,  密貿易が容易に行われ
ていた。鉄の場合にはそれができにくいという事情があった，イギリスの鉄の
価格は1801~]4 年に約4 分の1 引きドげられたが，フランスでは反対に価格は
上がり続けた。少数の例外はあったが，フランス製鉄業は全体としてイギリス
よりもはるかに立ち遅れ，依然として木炭銑の生産に止まっていた。
なおフランス工業全体としてみれば，ナポレオン時代には前述のように確か
に発展がみられたよ 一部の部門では機械化がひじょうに進んだ
い
たとえば蒸気
機関の採用は，革命直後停滞していたが，1800 年から拡人し始めている。すな
わち生産の集中化が促進されたのであり，その間接的証明として石炭採択鳥を
みると，1789 年の12万5,000 トンから41 万トンと3 倍以|こに増 人している。　し
かし決定的な近代工業への転換は1840年以後になって起こったのであって，こ
の時代にはまだ資本主義的人工業はようやく現われ始めたところであったにす
ぎない。
しかしナポレオンは資本主義経済の発展のL 台を築いた点で，ひじょうに人
きな功績を残した。まずナポレオンの人事業の 一つ は人道路網の建設であった。
経済的・軍事的目的から，莫人な費用を投じて国道，県道の改良, 糾持を計り，
かつ国外に通じる人追路をも建設した。現在のフランスのH 要道路網は実に彼
によって完成されたものであり，その後の経済的発展に大いに貞献した。後年
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発 達 し た 鉄道 も， だい たい こ の 道 路 に 沿 っ て 建 設 さ れ たっ
また ナ ポ レ オ ン の とっ た 重 要 な政 策の 一 つ は， 財 政 の 健 全 化 お よ び金 融組 織
の 改・酉で あ る 。 そ の 中 で も 服 要な の は ， フ ラ ン ス銀 行 （Banque de France) の
段 ぺであ る-   18就紀 に は ミつ の 主 要 な発 券 銀 行 が 設 立 さ れ た が， 第1 の もの は1716
年 の ジョ ン ・ ロ ー （John Low ） の 銀 行 （Banque fj むnぐrale) で， こ れ は の
ら に バ ン ク ■ロ ワ イ ヤ ル(Banqiie R(
 yaltり　
と な り,   1720年 に 破 産 し た。 第2
は1776 年 の ケ ス ・ デ スコ ン ト(Caisse d'Escomplc) で あ る が， ア ン シ ャ ン ・ レ
ジ ー ム 未 期 の 政 府 の 過 人伶 人 れ に よ っ て 同 行 の 地 位 は ひ じ ょ う に弱 体 化 し，1793
年 に 解 敞 し た。,第3 は1796 年 の ケ ス・ デ ・ コ ン ト ・ ク ー ラ ン(Caisse desCo
 niptcs Courants) で,   2,000
万 フ ラ ンの 銀 行 券 を 発 行 し て い た。 フ ラ ン ス 銀
行 は ］800年 に 没 ぐ さ れ， ケ ス ・ デ ・ コ ン ト ・ ク ーラ ン を吸 収 し た。 同 行 は国 庫
の 銀 行 と し て 機 能 し， ま た パ リ にお け る 銀 行 券 発 行 の 独 占 権 を 得 だ。 同 行が フ
ラ ン スに お け る完 全 な 発 券の 独,'f権 を獲 得 し た の は1848 年 であ る。
ナ ポ レ オン は また1803 年 に 新 しい 貨幣 制 度 を制 定 し た。 こ れ に よ っ て 従 来 の
り ー ブ ル貨 は 廃 ＼トさ れ て フ ラ ンが 採 川 さ れ た。 ま た金 貨 お よび 銀 貨 を もっ て 法
貨と し た
い
こ の 複 利 紬ヽij度 はそ の 後 長 くフ ラ ン ス貨 幣 制 度 の 根 本と な っ た。
ナ ポ レ オン は貿 励に おい て は 強 ノjな 保 護貿 易 七義 を とっ た。 輸 出 を 奨 励 し，
か つ 強 人な 競 争 国 であ る イギ リ ス の 商品 は， 国 内 市 場 か ら 閉 め だし て 国 内 産 業
の 振 興 を は か っ た。
し か し こ う し た 保 護 上義 的 政 策 に よ っ て イギリ ス との 経 済 関 係 は 悪 化 し， ひ
い て は 内 圃 の 敵 対 関 係 を 醸 成 レ（, つ い に ナ ポ レ オ ン は 大 陸 封 鎖 （le blocuscontinent
川　 とい う 大 規 模 な 対 英 封 鎖 政 策 を 断 行 する こ と に な っ た。 こ れ に よ
っ て ナ ポ レ オン は イギ リ スと 人 陸 の経 済 関係 を完 全 に た ち切 り， 欧 川 大陸 を‥一
つ の 人 経 済 ブ ロ ッ クと し よ う と し た ので あ る 。 こ れは の ちの ド イツ の 汎 ゲ ルマ
ン上 義 と|rfJ様 の 欧 朴ijt - 市 場 実 現 の 野望 の現 わ れで あI), こ の 欧 州 統 一が20 世
紀 に は い る と さ ら に 切 実 な 要望 と な っ て 欧州 諸同 に復 活 し ， 第1 次 大 戦 後 の 汎
ヨ ーロ ッ パ 運 動 か ら,   第2 次 人 祓 後 の シュ ーマ ン ・ プ ラ ン, 欧 行 経 済 共 同 体
（EEC) そ の 他 とな っ て 実現 さ れ て き た の は 興 味 あ る 事 実 で あ る 。 た だ し ナ ポ
レオンの大陸封鎖は現在の欧州統合運動とは異な1), 征服国であるフランスの
独裁的地位を強力にうち出したものであり，フランス品は他の人陸諸国で優越
性を持つが，フランス市場は外国に対して閉鎖されるという. 自岡中心の勝｛
な思想であった。
この大陸封鎖政策は，人陸諸国の工業の飛躍的発達をもたらした　しかL  以
料の欠乏はしだいに工業を危機に陥れ，ま/z商業も片人な損害を受けた　さら
に大陸封鎖はそれを完全に行うためには密輸を防1トしなければならず,  人汗諸
国に間隙を許すことができないので. 武力による領 ＼-.の支配を必要とし，結岫
ナポレオン没落の一原因となってしまった，ナポレオン政府の積極的工業助成
政策にもかかわらず，フランス工業に大きな打撃をリ・え，その発腱を万しく埋
らせたのは，これらの激しい戦争であった。
1790～18!O 年の工業生産の発展をみると，鉄生産はイギリスの場介は6 万8,000
トンから25 万トンと約4 倍に増大しているが，フランスは4 万トンから8
万5,000 トンと約2 倍の増大にすぎない，繊維の生産に関してもフランスの
発展率は低く,   1780～1800年にイギリスが2,600万ポンド（膀）から3, cot 万ボ
ンドに増大しだのに対して，フランスは2,ioo;j ポンドから2.7i)0万ポンドに増
大するにとどまったのであるっ
3. イギリス製鉄業との比較
フランス製鉄業は18世紀における近代的大工業への発展の準備期において，
すでにイギリス製鉄業に完全な立ち遅れをみせ，もっぱらイギリスから新しい
技術を吸収することに努めねばならない状態であった。イギリスは匝界で殼初
に産業革命を遂行したが，その発端は繊維工業における新しい機械の発明とそ
の採用にあった。この機械化が進むにつれて，蒸気機関が出現し,  産業革命は
本格化するが，こうした機械および新しい動力の普及は，製鉄業に近代的人規
模生産を可能にさせるとともに，戦争およびこれらの機械し裳からの需要の急
激な増大がまた製鉄業の発展を支えたのである。
イギリスにおいては1713年にアブラハム・ダービー（Λbrahani Darby）がす
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で に:j  ー －クス に よ る 製鉄 の 実 験 に成 功 し た とい わ れ て い る が，1740 年 にお い て ，
木炭 の 供給 が さ ら に 不 ト分 にな っ た に もか か わら ず ， 石 炭利 用 の 試 み は なお 軌
道 に の ら ず， 製鉄 業の 活動 は沈 滞 し て い た 。 こ の 停 頓 状 態 か ら 発 展 に 移っ て い
くこ とが で き たの は， 製鉄 にお け る 石 炭 使 用 の 増 大 が技 術的 に 可 能 に なっ たか
ら であ る,り81 ≪;紀 にお け る そ の 発 展 の 過 程 は 次 の と お り であ る卜
巾　1769 年 に ニ ュ ー コ メ ン(Newconie 削 のエ ン ジ ン に 対 す る ワ ッ ト の 改 良
が特 許 を と っ た。 こ れ に よっ て 高 炉 （ 木 炭 ） の 平 均 生 産 量 は 著 増 し た。1750
年 には 平 均294 ト ンで あ っ たの が,   1788年 に は545 ト ン に増 加 した の で
あ る 。
肺　 木炭 に 対 す る コ ー ク スの 代 置 に よ っ て/OO 年 に はコ ー ク ス高 炉 の 平 均
生 産 朧 は903 ト ン に 増 加 し た 。 こ の 時 期 に は また コ ート の パ ド ル 法 お よびI-I-.
延 技 術 の 発 明(1783 ～84 年 に 特 許 を と る ）が 行 わ れて い る 。 こ れは 棒 鉄
生 産 の 革命 と な っ た
い
ま た 銑 鉄 の 総 生 産 量 は1740 年 の1 万7 、350ト ン に 対
し て,   1788年 に は6 万 に300 ト ン （ 木炭 ・ コ ー ク ス銑 今計 ） に 増加 し た。(3)　1788
～90 年 の ワ ッ ト の エ ン ジ ン の採 用 に よっ て,   1796年 の 銑 鉄 生 産 は，1788
年 の2 倍 と な っ た。 そ し て 高炉 の平 均 生 産 量は1.048 ト ン と なっ た。
フ ラ ン スは イギ リ スか ら こ れ ら の技 術 を吸 収 し よ う と 努力 し た が ， そ れ に も
かか わら ず ］8 Hi;紀 末に お い て 個Sを 除い て そ の 普 及 にほ と ん ど成 功 し て い な か
った こ と は 前 述 の と お り であ る。
こ の よ う な 発 展 に 伴 い， 剛II-紀 末 に は イギ リ ス製 鉄 企 業 に 近 代 的 大 規 模 企 業
の形 態 を と る も の が 多 数 出現 し て きて い る
い
ス クリ ヴ ナ ーに よる と,   1803年 に
お い てCvfar 山fa の 裂 鉄 工 場 は イ ギ リ ス 帝 国 最 大 の も の で あ り,   2,000 人以 上
の労 働 行を 雇 川 し て い る。 また ギ ャロ ン(Carron ）, ダウ レ ス （I）ovvlais)な ど
も ㈲じ よ う な 大資 本 に よ る巨 人工 場 で あ っ た。 新 し い タ イプ の 製 鉄 工 場 は， 鉄
鉱 石 お よ び 石炭 の採 択, 製鉄 ， 精 錬 ，ii-:延, 棒 ， 枚 等 へ の 成 形， 鋳造 等 を 含 む
総 合的 人 工場 で あ っ た。 こ う して18 世 紀 末 には イギ リ スの 製 鉄業 は すで にそ の
組 織 にお い て， 近代 資 本主 義 的 企 業 の 性 格 を 濃 厚 に帯 び て き てい た。
製鉄 業 を 含め た イギ リ ス産 業 に お い て 近 代 工 業 制 が 他国 に さ きが け て 実 現 さ
れた原因としては, 次のような諸点が考えられる:;・。
山 イギリスが海外に広大な巾場を確保していたこと,   !2川 内購Tiノjも比較的
大きかったこと，1.3!石炭を豊富に埋蔵していたこと 巾' 産業の山川 をV・い
時代から享受していたこと,   ふ非国教徒の優れた企業者をたくさん持っていた
こと,   (6)イギリスの生産する商品に実用的なものが多かったこと,   テ イギリス
が地理的に好条件に恵まれていて，戦争にわずらわされることも少なく. v- い
時期に大規模生産を行い得たこと,   （8)地方分権による商品流通阻害の弊を免れ
ていたこと,   (9)比較的寛容な宗教政策を採川したこと，iio氏問に十分な資本が
蓄積され，その利用を能率的にする金融機関も整備され, 利率が低かったこと
このようなイギリスにおける産業革命招来の原囚をみると，フランス経済の
特徴にこれらと対照的な性格のものが多いということがわかる　それがつまり
フランスにおける新しい近代的人工業発展の立ち遅れの原因である。そしてれ
炭埋蔵量の不足，国土がヨーロッパ大陸諸国と国境を接していて，たえず戦争
にさらされており，また水運の便も悪いなどという自然的条件は変えることが
できないとしても，フランス企業家の個人主義的，保守的性格，小規模企業の
分散的存在，国家の保護・助成政策，統制的政策等の特徴は，第2 次他界人幟
後まで引き続き存続したのであった。戦後フランスはモネ・ブラシその他によ
って鉄鋼業をはじめとする諸工業の改造を大胆に行ってきてはいるか，現代フ
ランス鉄鋼業の原型の大きな部分は実に18他紀にすでに存在していたのである。
］)    Henri Set'. //isloire ＆・m尚mique dc  la France. Tom.   I|. ）951，p. Til.
2) た と え ば 主 要 製 鉄 業 者 に対 す る 乍 命 の 影響 に つ い て は,    Ballot, i:ii山・odncl(ni (IllMachinisme
 dans  I'h柚istrie fran四ise丿p.512-513. 参 照 。
3）Ballol,  op. cit.. pp. 522-523.
4)    John A. Hobson,  The  Evoliiliun of Modem 八じ'apitalism: a SIndv of Ma・hi)U' Pr。Khui一i<in.1949,
 pp. 86-87.
5) 増 田 四 郎 他 『西 洋 経 済'il』 巾 巻 ， 有 斐 閣,   1955 年, zm （ば仁
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第2 章　19 世紀前半にお けるフランス近代製鉄業 の確立
一 木炭から石炭への転換と生産費の構成および
フランス政府の産業政策の影響-
け じめ に
r.政復占の時代は，次の 回ロミ政としばしば対比して説明される。すなわち|
舟行は停頓の時期で, 後者は急激な発展期の一つであるとされるのである。,確
かにI-政復川りjは大革命およびナポレオン戦争に次ぐ時期で，フランス経済は
疲弊していた。また1816～17 年には農作物の著しい減収があり，激しい不況に9
われだ.  19111:紀初頭の に業生産額の㈲m 比較は表2-  1のとおりである。
178(ト1800 年の年同工業生此の増加率は，英，仏とも約30 ％である。しかる
に180(ト20 年の増加率はイギリスの26％に対してフランスは僅か16％にすぎな
い
い
また1807年に封建的性格から，少なくとも部分的に解放されたドイツの同
朋の参㈲率は制)％以[lにI-.り，フランスよりもはるかに急速な発展を示し始め
ている
い
この時期にフランス政府は□額の戦争賠償金を支払わねばならなかっ
たし, 製鉄条のような川内産業は,   戦争による需要がなくなったために強い打
撃を受けた。さらにフランスは長い間イギリスから離れていたため，その新技
術即吸収において他の諸国に遅れをとっていた。アンリ・セー(Henri See)
は，この経済生活のぐちおくれによって，|840 年ごろまで，フランス経済はア
ンシャン・レジーム時代と同じ性格をもっていたと言っている。
しかしそれにもかかわらず,   1820年代にはすでにフランス経済に大きな変革
がはっきりと現われはじめた。制限選挙君主制時代は，古い封建[的経済から新
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表2 －1 年 間 工 業 生 産 額
丿≪(・ l : i・! /j::に
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1780
1800
1820 ?177230290?1-17l
叩220?
卯608S
出l'lf:I.     Kiuvvnski,     .1    Sl,測I  listen- nl‘Labour
  C卜 ㎡山り,s   山/mnr, ‘I  Toll  u,thr
 }'r,'senl Din・p ．50
しい近代資本i-;義的経済への過渡間であった．
発艇はイギリスと比較して緩慢ではあったが，
機械主義がしだいに浸透し，産栗集中化の傾
向が見え始めた時代である，したがって新し
い タイプの企業家や銀行家の活動も漸次活発
になってくる，ただしこうした変化はまだ経
済の人勢を占めたわけではなく，保護的制度
によって維持されたフランス諸工業，とくに鉄鋼業においては，依然として伝
統的な製法が採用され続けていた。
本章においては,   19世紀後半の飛躍的な経済発展の準備期といえるこの時代
におけるフランス製鉄業の発展を，とくにその新技術の採川状況との関連から
とらえ，さらに技術的発展を規制した諸原囚のうち，ことに重要と号えられる
製鉄コストに対する燃料費および運輸費の影響について考察し， またこれらの
費用の大きさを左右した政府の産業政策について検討する，
第1 節　 フランス鉄鋼業の発展
1 ．生産の拡大
フランス鉄鋼業は1815年以後もイギリスの進歩に容易に追いつくことはでき
なかった，まずこの時期の製鉄量についてみると，ダーナムがli｛しいものとし
て引用しているウージェーヌ・フラシヤ(Ku 収ne Flac-h岫 の数字は長2 －2
のとおりである‰
1819年の銑鉄生産はH 万2,000 トンである， またクラッパム（Clapham ）に
よると，!812年の銑鉄生産は約10万トンであった。このころのフランスにおい
ては，なおほとんど例外なく|川式の木炭精錬が行われていた。　したがって に場
は森林の付近に存在しており，工場分布の状態はI8匹紀とほとんど変わらなか
一一 一 一
¬
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表2 －2　 フ ラ ン ス鉄 鋼 生 産
申(.;■.:トン・
¬ ⊇こ ‾∩石-
?
?
?
?
?
一 一
鋼
鋼
ク<<^-－シブ ル
七 メ ンテ ッド
ヨ
18引 年 ｜-
■' Ofi7
ご.・u回
羽.622
376.000-
1843年-
3,527
5.8 口
・:りi ¶ ト ＼     I      .>l・㎡ ヽ.j…… '"I:, ・1'1;..i;4ヽ・ly ・,.・:'.    !・'■・y.・lil:s.・ 1， J.
I-run, ・,リsi:,-  / 刈 べp □7 ．よ り 作 成
図2-  1　1789 年 に お け る フ ラ ン ス 製 鉄 業 分 布 図
汁:  川境線iiiys! 岸 のiM 境線である　 点ぱ ■f.・の製鉄. 場を,]U・　そ れ■..'->人部'& は熔
鉱'; t醇*  '; f・■*.', ffl./.:ト.場である
日;山|(I.Hill・μiuお よびA  .lViiKiin,viinによる．
つた。
図2  －1は1789年，図レ2 は1826年のフランス製鉄業の分布図であるが∧両
図はひじょうに密接に照介している几 そしてけ匪紀牛ばまではほとんど変化
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図2 － 2　1826年 フラン ス県別銑鉄生産
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が な く， こ の 状 態 が 継 続 す る 。
表2 べ の よ う に そ の 後 の フ ラ ン ス の 鉄 生 糸 は か な り 忽 速 に拡 大す る が， イ
ギリ スや ベ ル ギ ー と比 較 す る と そ の 発展 速 度 は なお 遅 れて い る ， クッ ッパ ム に
よ る とフ ラ ン スの 銑 鉄 生 産 は1821 年 に22 万 ト ン,   1剛7 年 に は油 万ト ンで^い ソ:
の に対 し， イギ リ ス 川 巾 ごく佃 万 ト ン お よ び200 万 ト ンで ， ツ ジ ン スは イギ リ
ス の 発展 に ま す ます ひ き離 され て い る。
な お 当時 の フ ラ ン ス の 鉄 の 需 松 状 況 を み る と ， 八 レ3 の とお り で あ る ，1818
年 に お い て フ ラ ン ス の 鉄 の 消 賞 総 量 は 回 万2, ㈲O ト ン を越 え な か っ た が ，
そ の う ち11 万4,000  ト ン は 高炉 で 生 産 さ れ た もの, r),( O(川ヽンは 佃 仏IIIII， そ し て
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3,000トンが輸 人によって賄われ
ていた．フランスは鉄の純輸人田
であったI，輸人先はトとしてスウ
コ",デンお よびロ シアであった(
夫2- ・|ト
2.   技術的発展の立ち遅れ
フランスにおいては実際には製
鉄 に似 皿 皿 上場は，.回 か
ら加熱川にある程度石炭を使川し
ていた，18匪紀には石炭の使川は
表2 －3　 フラ ン スの 鉄 需 給
単位：トン
ノ、
費
3丿00122,000
16・!, 0007
、00(1175,00
り
出'*i : Sに。,・n・.r.;/出・.rv。・I f'!,・ly哨I
Vi,;J,・ |i I8n
表2 －4　 フ ラン ス鉄 輸 入
。肌位：トン
- -
ス'') ;i.一デン鉄
ロ　 フ　ア　 鉄
?8Σ1'年
｜.9()()
1 ㈲
ilii'i; : SiT1VI・nn,い ヂ  ・il.p ISI
!823年-
2.-100
MO
182・1年-
3.900
330
1825年-
5.400
同O
炭鉱に近い製鉄r.場にいきわたっていた。当然熔鉱用木炭に石炭を代置する試
みもなされていた。しかしそれによって生産される銑鉄の品質がひじょうに悪
いために　 木炭の使用を継続せざるをえなかった。石炭が効果的に高炉に使用
されることができるようになったのは,   1782年のル・クルーソーにおけるコー
クス叫 口鳥炉の火人れ以>R-である。　しかしこの栢去もすぐフランス全上に普及
したわけではなく,    1806年においてすでにイギリスでは227 基のコークス高炉
に対して木炭高炉は僅かに2  基が残存しているにすぎなかったのであるが，同
時期に　フランス政府の調介によれば，フランスにおける製銑，製鉄にはすべ
て木炭が使川されてお（　 ル・クルーソーのみが例外だったのである几
ル・クルーソーは良い問この生産方法を独占していたが，ようやく1818年にJ-
ヤンジュ(llayaii即）の諸n 場，さらに遅れて1822年にロワールのテールノ
ワール汀crrenoirc）の諸 に場がコークス高炉を採用するに至った。1828 年に
はコ―クスを使川する目的で，サン＝テ千エンヌ(St. Etienno）に口基の高炉
が住設中であった。そしてロワールの炭坑も活発に活動し，フランスの石炭生
産日7万2,000 トンのうち,   55万トンを占めるという状態であった。当時はロ
ワールの炭坑が最人の生産量をあげており.   第2 位はノールであった。この時
期には新しいコークス高炉は主として中部地方において採川された。
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コ ー ク ス 高 炉 の 普 及状 況 を み る と。1830 年 に は 抽8  法 の デ らコ ‥ タ ス高 炉 は29
基,   1840年 に は462 基 の う ち4 けたで あ る　186-1 年 に は4 □ 基 の う ら 木炭 炉 が143
基 に な っ て い る。1864 年以 後 は， こ の 木炭 か ら コ ー ク スへ の 転 換 は 極 め て
迅 速 に行 わ れ た卜 こ れ は と く に 当 時 の 欽 道 建 設運 動 に よっ て 製 鉄 裳が 人 きな
刺 激 を受 け た た め で あ る 。 鉄 道 の 発 展 は そ れ 自 体鉄 の 人 以害 要を もた ら す とと
も に， 原 料 の 輸 送 を 改 善 し， また 鉄 の 新 心場 を 開拓 して ， 顧 客 を増 加 させ た
コ ー ク ス高 炉 はこ の 需 要 増 人に よ く 対 心 す るこ とが で き た。
こ う し て フ ラ ン スで は1819 年以 後 よ う や く 木 炭の 利用 は 相 対 的 に 着実 に 減 少
し て い く。1830 年 に 鉄 の86 ％ は 木 炭 に よっ て 生 産 さ れ て い た が,    184( 年 に は79
％，1850 年 には57 ％に な っ た 。 そ の 後 は さ ら に減 少の 速 度 を まし て18 印 年 に35
％,   1870年 には 僅 か に8 ％,   1880年 に3 ％,   1890年 に は1  ％に なり だ ， こ の
僅 か に残 っ て い た 木炭 炉 も 遂 に 第1 次 大 戦 中 に 消 滅 し た 。
こ れ に対 し て イギ リ スの 場 合 は ， 前 述 の よ う にす で に1806 年 にお い て 製 銑 は
まっ た くコ ー ク ス化 さ れ て い た， こ の よ う な 木 炭 か ら石 炭 へ の 転 換 の 遅 延 に は
種 々 の原 因 が あ る が( 後 出 諸節 参 照) ， 結 局 は フ ラ ン ス製 鉄 業 の 技 術的 ンヽス 迦
れ を示 す もの とい っ て よい で あ ろ う。
新 しい 製鉄 技 術 の 発 展 は 規 模 の 拡 人 を も た ら す も ので あ り， 近 代 的 人 ト 衷発
生 の重 要 な原 因 の 一ーつ で あ る ，1735 年 に ア ブ ラ ハ ム ・ ダ ービ －ー2  111;に よ,つて 完
成 さ れ た コ ー ク ス製 鉄 法 に 続 い て ， イギリ スで は 服 要 な 製鉄 技 術 の 変 乍がっ ぎ
っ ぎ に現 わ れ， そ れ が や が て フ ラ ン ス に も 原 人 さ れ るの で あ る が,   ロ)III;紀 画叶
まで に行 わ れ た もの の う ち 玉な も の を あげ れ ば,   1775年 にお け る ジョ ン・ ウ フ
ル キ ン ソ ンの 蒸 気 機 関 を 応 川 し か 蒸 気 送風 機 の 発明,   1784年 の ヘ ンリ ー・ コ ―
ト の パド ル法 の発 明,   1828年 の ジ ョ ン ・ ビ ア モ ン ト ・ニ ー ル ソ ンの 熱 風 炉 の 築
造等 が あ る。
こ れら の 技 術 的 変 革 は い ず れ も 人 量 牛。産， 生 産性 の向 に 品 質 の 均 ・化 を も
た ら し， 資 本上 義 的 人 工 業 の 発 達 の 源 と な る も ので あ る 。 た とえ ば パ ド ル法 は
そ れ以 前 の錬 鉄 製造 が 木炭 を 燃 料 と し， 小 さい 炉 に よっ て な さ れて い たの に 対
し， 石 炭 を使 川 して 人什 掛 け の 反 射 炉 を 川 い て 行 う も ので あ り， こ れ に よっ て
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多m. の銑 鉄 を 処 理 す る こ と が で きる よ う に なっ た,。
フ ラ ン スは パド ル法 の 導 人で も遅 れ を と っ てい る が ， こ れ は一 つ に は フ ラ ン
ス吊丿命お よび そ の 後 の 政 治 的 ・ 経 済的 混 乱 の た め， 二 つ には フ ラ ン スは 従 来 の
カ タラ ン法 で よい 錬 鉄 を 生 産 し て い た の で， 転換 が あ ま り必 要で なか っ た た め ，
さら にフ ラ ン スの 石 炭 を 使 用 す る 人 型 高炉 の 発達 が 立 ち遅 れて い たの で ， 錬 鉄
の 人量生 産の 必 要 性 も きし 迫 っ た も の で は な か っ た か らで あ ろ う 。
18 lit-紀 末以 前に ル・ ク ルー ソ ー で す で に パ ド ル法 が 採 用 さ れて い た 可 能 性 が
あ る とい われ る が ， もし 試 み ら れ た と し て も， そ れ は 不成 功 だっ たの で あ ろ う。
いつ そ の 単 人 に成 功 し た の か は， は っ き り わ かっ て い ない 。 しか し明 確 に 知 ら
れてい る 最 初の 導 入の ケ ー スは ，1817 年 に グロ スー ヴ ル(Grossouv 副 で デ ュ
フ ォ ー(Dufaud) に よ っ て な さ れ た実 験 で あ る， こ の 工 場 は そ の 後 ま も な く
ロ ワ ー ル 河 の 反 対 側 の フ ル シャ ン ボ ー　(P'ourchambault) に 移 さ れ た ので あ る
が， こ れ に 公 融 し， 経 営 し て い た の は ボ ワ グ(Boigues) 兄 弟 と そ の パ ー ト
ナづ 全で あ る 。 ボ ワ グ兄 弟 は ア ン フ フ　(Iniphy） の 人」:場 に も 参 加 し て お り，
人資 本家 で ま た有 能 な 冶 金 技 術 者で もあ っ た。 こ れ に続 い て1819 年 に ロ レ ーヌ
の ド ・ヴ7" ンデ ル,   1819年 また は1820 年 に サ ン ＝テ チ ェ ン ヌ にお い て ド ・ ガ ロV
   （（いCallois ） お よ び ジ ョ ゼ フ ・ ペ ッ シ ー(Joseph Bessv). お よ び シ ャ ラ ン
ト ン （CharcMitDu ） と ル・ ク ル ー ソ ー に 人 に場 を 持 つ マ ン ビ ー(Manby) お よ
び ウ 丿 レ ノン(Wilson) が パ ド ル法 を 採 川 し て い る≒　 ド ・ ヴ ァ ン デ ル もエ ヤ
ン ジ ュに 人工 場 を た て た
い
こ れ ら は そ の 後 の 大 に場 建設 の モ デ ル とな っ た 。 そ
して 部 分 的 また は 令面 的 に 石 炭 を 使 川 す る 大工 場 の 数 は ， ま もな く増 大 の 傾向
を示 す よう に な る。。
1827 年 の 調 べ に よ る と， す で に フ ラ ン スで は15 県 に149 の パド ル炉 があ り，
顔,037 ト ンの パ ド ル 鉄 を 乍 産 し て い る ㈹ ス ク リ ヴ ナ ー に よ る と,   1820年 に イ
ギ リ ス式 の コ ― ク スを 使 う 鍛 に所 が 初 め て 建 設 さ れ たが ， 】823年 には ， そ れ は
稼働 中 の ものn ， 建 設 中 の もの 川 こな1),   1826年 に は3レL 場 ， さ ら に1828 年 に
は・10工 場 に 増 人し た。 そ し て 同 年 に お い て 石炭 に よ る 棒 鉄 生 産 は4 万8.000 ト
ン に達 し た 。 こ れ は 金 錬 鉄 生 産 の 約3 分 の1 で あ る 。 なお コ ー ク ス高 炉 は14 基
3 °
表2 －5　 フ ラ ン ス鉄 鋼 業 労 働 者1 人
当 た り生 産 の 推 移
I卜 がし-  llllV
メー弔-
1830
心 引18321833183-1i8:-i5183618371838
指 数
一 一l
㈲li>3
川8l
目
じ1i:
≪131
□6135
年。1839IS
拍
?
‐
‐
?
‐
?
―
???
?
????
? ???
????
指 数
????
??
?
ー???????
﹇??
?
??
【???????
出叫: KuL-zvnski. 呻コ・皆.p 】ifi
表2 －6　 旧 世紀 前半に おける イギリ スの製鉄規模
（England およびSouth Wales)
?1823年・ ?1831) 年
高炉数
鉄生 産 叶 ンJ
高炉1 基肖たり生産 卜 刀 ?237
■117.r)fi6I
 .7G1 ?XV.i(i
 1 f). り17I
 ,819
出 所:Scri 、・。nn,・バ巾>. ri(.. p. I3r> の 表 よ り 作 成。
に川 人し ， こ れ に よ,} て1 万7.000
ト ン の 銑 鉄 が 生 産 さ れ
た が ， こ れ は 令 銑 鉄 土 産 の10
分 のI に 達 し な い;ik'ごあ る
錬 鉄 生 産 に お い てrj  ー －ク ス使
川 が は る か に 進 ん で い た こ と
を示 し て い る 。
こ の 相 違 は 銑 鉄 が 氷炭 に よ
っ て な お 有 利 に 生 産 さ れ るこ
と， そ し て そ れ を 石 炭 に よっ
て 精 錬 す る の が 好 都 介で あ っ
たこ と か ら き て い る ■     （ 第2
節 参 照 ハ
緩 慢 と は い え, 以I-.の よ う
な 生 産 方法 の 変 化 が 起こ っ た
こ と に よ っ て， フ ラ ン ス製 鉄
業の生産性は，とくに1830年代にかなり急速なL 昇を示した( 長2 －r.卜。
当時の高炉規模の発達状況をみると，前述の数字により1828年のコ －ークス高
炉1 基当たり生産は1,214トンであることがわかる。木炭高炉は379 怯であ1),18
万4,000 トンを生産したから，1 基平均485 トンである仁 なおこれでも木炭
高炉の規模は1801年に比べると2 倍に拡人している,バ801 年には妬O 坊の木炭
高炉があり, 11 万2.000トンの銑鉄をつくっていた，以 し) ようなフランス製
鉄業の状態を同時期のイギリスと比較すると衣2 －6のとおりであり，フラン
ス製鉄業がはるかにひきはなされていたことは明白である。
製鉄業の機械化，人規模化を町能にし，さらに自ら鉄の消賞を拡人する役割
を果たした蒸気機関の普及については，製鉄業をも含めた全体で181 f)年には伽
かに15の企業がこれを使川していたにすぎなかったが，1830年までにその企業
数は62r3に増人している。このことは，この時期に石炭をエネルギづ 川とする
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動 力 が 外 及 し 始 め た こ と を 示 す も の で あ る っ
D　I'.ii μi'nc  K 】a,・h;il ，・I  Ak'xis Ba-rauU. Traili-  血la   fahriralinn  du   fer et 面la  fonteClll'l
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 in ドra}h・c
，;s;5 一括/H.
 p バ37.
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バ■il.. pp.  127 一
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8)     昂 沁.. p.  183.
第2 節　燃料の需給およびコ ストの問題
1 。フランスにおける石炭の需給状態
フランスにおけるコークス精錬の頓ち遅れは，
川　 当時の製鉄業者の技術的知識が幼稚なための新燃料の受け入れ困難，
(2) 初期コークス銑の品質の悪かっかこと，
(3) 製鉄業の木材消賞を存続させるため，大地主達のriミカによって政府が外
国炭の輸入を制限したこと( 政府の重工業政策については後述する),
とともに，良質な石炭の不足が重大な原囚として数えられる。クラッパムはそ
の片書でこの点を強調している。また，エッケル 厄C.  Eck剛　も石炭不足を
フランス経済の致命的欠陥としている貼
フランス国内 の行炭生 産は18ト1年に出 された報告書(L. Cordier, Snr les
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表2 －7　 フ ラ ン ス1 人当 たり 年 間 石 炭 消 費
パ㈲ヽ ': : ぃ、・[ぐ
1787～に89年1802
181ト1820
0. ・10.70.7
出 叫:KiKV.>nsk!.  of-. ,・l・1。。）sr.
心 ド 抑 年1831
～181018-11
・-18511
・ ・ = ・
1 ：・iI'.O3,:)
Mines (k llomlli- (/(' rrann:,18M)
に よる と ， 国 内 需 要 を 賄 う に|・分
で あ っ た　 こ の こ ろ は まだ 消賞 の
人:きな 拡 人はf'lりlさ れ てい な か い
た　 また 輸 送｛ 段 が 幣 備 さ れ てい
なかったので，重量物である石炭にと。ては輸送が困難な問題であ,i た
当時の最人の産炭地はロワール県(50 万3.000トンj およびノール県(45 万6,000
トン）であった。そのほかにも小さい炭坑が存れミしたがいずれも地方の
需要を賄うだけであった，しかし1830年以後，石炭生産は令国的に急激に増加
した，これは前述のような新技術の採用の発腱に伴う行炭消費柚の増人による
ものである。
そしてこの石炭消費量は工業，ことに機械化された大| 喋 の発展の有効な指
標である，またこの時期に鉄道網か拡大され，石炭が広い巾場に販売されるこ
とができるようになったことも示している 衣2-7 卜
この時期における出炭の増加はノール，パエド ＝カレー（FasdcC 心iis）お
よびロワールの炭坑の発展によるところが人きい。しかしI剛O年代には，川時
にフランスは生産の6 割近くに当たる量の石炭を外川から輸人するようになっ
ている。このようなフランス炭坑業の生産力の弱さが，フランスにおける人|ミ
業の発展に抑制的な役割を果たすことになる。さらに輸人炭に対しては，肖時
の大地主達の要求によって，トン当たり0.55フランの輸人税を課すという憚護
政策がとられるようになった，（表2-8)
フランス産の石炭の場合は，ほとんどその性質が製銑に適していないことも
石炭への転換を妨げた，フランスには粘結性の石炭が少なく，その大｛ は製鉄
業者にとってなかなか困難なことであった‰
またフランス製鉄業においては，石炭の高価格が石炭利川の発展をりモ辿して
いたといえる，イ1炭のコストが高いことは，後述のようにトとして輸送賞負担
の大きいことに原囚がある，
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表2 －9　 フ ラ ン ス製 鉄 業 部 門 別 生 産 額
・叫位：£ノ
表2-8　 フランスの石炭生産
二
ニ ヤ
ニ
ヤ ∧
○
出・叫:  I・: .1.,・,・;,.,4・U,-.;/.toir.・ij.・.i Class.・t
リj・け;・卜卜 ふ・ / 7,-^'-> 4 IK TO.II ，p WAKiii'Mli's
，|:,:<i:,,川ir ll ・・,りゆ"u" ・    in   r'l,・.Si'i
・(i^, )・りi Cf・睨t,T＼・■ p i:!'.i
表2-10　 フ ラ ン ス 製 鉄 業 に
お け る 燃 料 コ ス ト
i 'it(>: 白
?
?
?
‐
?
j ゝ11
一 一 一 一
炭
材
・-　ク　 ス
炭
‥　　 ト ?1
 ,()-i:i,K2613,(11096,972285,23r,691
計 ?2,039.767
出1*1 : Sにv, ・II・,I-, * 。・tl,.1) IKCi
2 。鉄鋼生産と燃料コスト
1
2
3
4
－n
鉄　鉱　 石　採　掘i　　500.632
銚　 鉄　 生　 産|，　　1、969,132銚　 鉄　 生　 産I
鍛　 鉄　 生　 産！
鋳物，引伸し， 圧延'^ l
鋳 造 冷， 製
ぷ
，
506.247
812.486
186,927-
総　　　 額 ?4.975.424
itli''r : s、・rl、t-ii.>r. ず ・丿. p   ISrt
表2-11　 生 産 行 程 別 燃 料 コ ス ト
?£ ? ％
1. 鉱　　 石　　 焙　　 焼2.
    製　　　　　　　 鉄3.
    精 錬， バ ド リ ン グ悴1.
鋳造，引伸し 圧延冷fi,
鋳　 造　t 、 裂　 鋼 ?1,7821.132.039737.888121.556・16,502 ?0.08755.50036.1755.9592.279
俘　　 計 ?2.039,767 ?100.000
il」所:Sol ・．l'Tli,・.・jf』nl・
■ p i8i;
いまこの時間(1836 年）の製鉄業における生産コストを検討してみると，ま
ず部門別の生産額は衣2 づ のとおりである。
この総額の顛％以h.iよ各生産行程において使川された燃料のコストである
（表ご ㈲ 。
この燃料コストは各生産行程において表2 一口のようになっている。
以I".のことから，まず燃料コストはなお5 分の4 が木炭によって構成されて
いることがわかる。コークスは1820 年まで製鉄工場では使用されなかった。ま
た燃料の<-M％以 には製鉄および精錬行程で使用されている。
そこで183G 年の各種燃料のi'-均価格をみると次のとおりである。
木　　 炭
石　 炭
コ―クス
?
??????
??
????
???
????
???
??
lOd.
??
????
???
??
い ン 当 た り ）
（　　 ク　　 ）
（　　 々　　 ）
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木　　材　　　　2　　　10　　　　 い丿方メートル当た ○
木炭だけが製鉄に使川されているところでは. 鉄?, メトリカル・キンタルの
生産のために　木炭l8 メトリカル・キン幻レを必安とした　コークスと石炭が10
対9 の割合で使用されているところでは，鉄1 キンタル生産するのに燃料約3
キンタルを必要とした。またコークス。と氷炭が1 Hに の割介で使用される場
合には，鉄8 キンタルの生産に，燃料10キンタルを使川した ，
それぞれの場合の燃料コストは，
キンタル肖たりフラン9.92
第1 のケース（木炭使用ダ
第2 のケース（コークス・石炭）
第3 のケース（コークス・木炭）
そして生産物の価格は，
4.45
7.  (50
キンタル当たりフラン20.99
第1 のケース
第2 のケース
第3 のケース
鉄の価格から燃料に支払われた額を差し引くと，
日
20
13
32
ト ン・".た1)  £,1
£Os.    6(13()
n‰3　
1　　8
ト ン 当 たi)  £8
£　lOs.    Ul4
10      ，18
4　II
トン当たり£
第1 のケース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4 £9s パ0(1.
第2 のケース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　日2 柘
第3 のケース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　3　　3
そこでコークスと木炭の混合使用が，当時はもっとも有利であったと考えら
れる几
イギリスの場合には石炭の価格が相対的に安いため，劉肖は違ってくる。フ
ランスにおいて木炭から石炭への転換が阻まれたのは，こうした鳥い石炭価桁
も原囚の一つをなしていたのである。
フランスにおいては石炭の品質が悪く，またコストも高かったため，石炭製
鉄と木炭製鉄を技術的にさまざまな形で組み介わせて，できるだけ低コストC
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しか も良 質の 銑 鉄 を得 る た め の 工 夫 が な さ れ た、 こ の よ う な事 情 か ら もフ ラ ン
スで は イギ リ ス よ り もは る か に 緩 慢 に 石 炭 製 鉄 へ の 転換 が行 わ れ たの で あ る 、
D
丿
.1'
Clapham.  瓦on四m・r Dinrlo即icnl v/'Frau。,・and  Germanw.p. 56. E.  C. Eckei.  Coal，Ironand
 War ，19:^(1. pp. 6卜68 ，
I,t'＼;inn・llle, I.'/nd,slrirヨdu だer en I・吊川r*'.pp. 61 －62.
Sen  、・r皿r, History of lル IronドTrade, pp. 186 丿88.
第3 節　運輸千段の発達とその製鉄業に与える影響
1 ．フランスにおける輸送費と製鉄業
行炭利川の発展テンポの遅れは，またフランスにおける輸送網，とくに水路
の未発達による輸送コストの大きいことも重大な原因となっている。それには
また，製鉄地と原料賦存地域とが離れている場合が多いという悪条件も加わる。
そのために山元では安い石炭も，製鉄所においてはひじょうに高価になり，そ
れが製鉄コストをおしト。げるという結果をもたらす。
オーギュスト・ペルドネ(M ‥Au卯sU' Perdonnet）は183!年の報告書におい
て，次のように述べている
い
ト企業の申に入ってよく見てみれば，すぐ次のことに気がつく。すなわち
製造方法のこの軒しい発展は，かならずしも製鉄業者の利益の源になってい
ないことである。彼らの工場の多くはひじょうに苦しい状態にある。すでに
げ額の資本が投じられている。またトップに優秀な理論家や技術者がいる。
関税は保護のために引き1-.げられている。それでもなお，彼らは繁栄にほど
遠いのである。その原囚はたくさんある
い
まずこれらの工場のうちのあるも
のは，原料からあまりにも遠い。また鉄鉱石は品質が悪い。経営者のうちの
あるものは能力がない。また最近の諸事情によって商業が打撃を与えられた。
これらすべての条件が明らかにフランス製鉄業の発展を抑制するのに貢献し
36
ている。しかしこれらの条件のあるものは今日終結したづ万働コストはひに
ょうに下がった。だが輸送および通信丁・段の欠如が，わが国の　一部の製鉄衷
者にとって他の国の場合よりも嘆かわしいものに感じられている　なぜなら
わが国製鉄工場のあるものは，このことからの破滅の危機に脅かされている
からである。」
銑鉄生産にコークスが使用されているフルシャンボー，サンしテチェ ンヌ，
エヤンジュにおいては，運輸の費川だけで令製造費の3 分の1 になる，したが
って鉄トン当たり運輸コストだけで，60フラン,   70フラン，または80フランも
負担しているのである。通常の道路による運輸コストは平均して100 kgを1
リーグ（約4 km) 運ぶのに,   1フラン50であると推定することができる。木炭
でつくられた鉄を石炭で精錬しているシャティヨン（Chatillo巾 においては，
その目的に最良のものであるリヴ・ド・ジエ(Rive de Gicr ）の石炭は，トン
当たり56フランであるが，それは山元では僅か20フランで売られているもので
ある。サン＝テチェンヌの石炭は山元では5 フランなのに，フルシャンボ －ーの
製鉄工場では30フランになる。 オータンクール（Λudincourt) ではロンシャン
（Ronchamps ）の石炭が使用されているが，山元ではトン肖たI) 25フラン，製
鉄所では38フラン50である1ヘ
フランスはコークスに適当な種類の石炭を持っており，それは山元ではごく
少数の例外を除いてイギリスのものよりも安い，また石灰石や耐火粘I-も行切
場ではイギリスと同じくらい安いし，労働コストはイギリスよりも安い。しか
し全部の原料が完全にいっしょに存在するところはどこにもない。イギリスの
場合は，たとえばウェールズがそうであり，同- 鉱山が石炭，鉄鉱石，耐火粘
土， 石灰 石 を供 給 す るの であ る。　なお アレ （Λllais)お よび オー バン
（Aubin ）ではそれらは互いに近接して存在している。
2. 水路の発達状態
輸送費は水路を利用することによって低ドさせることができるので， に業地
帯が主として内陸に存在するヨーロッパにおいては，水路の発達状態はとくに
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表2 -12　 フ ラ ン スに お け る水 路 の 状 態
・甲.卜 ：マイし
マ イ ル；
航行"ほ;"Vn
航行■'I能運河
航行司能運河 り&^-i年現在 建設中の ものう
／>.
巾 計
川"i|・: s,Tui・ll・f ・イ・, it.. p ■>?(")
表2 －13　 英 仏 水 路 の 比 較
・1.668
915.5
1.388-
6.971.5
・f.に
?イギリス
唯iiKlandおよびW 心丿 ?
イギリ
スふ>  7,
と同じ(
割 介におけるマ イル数)
航行 皿」'能河川
洲 河 航 行
連 河.   本 流
運 河.   i: 流
連　 刈　 計 ?1
 .275.5545.92.()2:i.5150.6
一一一2.174.
 1 ?1.261.6247.4375.1
介計マ イル数 ?3,99ri.r) ?1.884.1
出所:Si'r・ls・,・[i,ir。of. ’t..p. ii;O
帽ll物を消費する製鉄業にとってそのコストにひじょうに重大な影響を与える。
フランスにおける水路の発達をイギリスと比較すると，ここでもフランスはか
なり遅れていることがわかる（衣2 -12）。
囚I:の広さはフランスがイングランドおよびウェールズと比較して3.7倍で
あるので,   |耐国の水路の発達状態を比較するにはこのことを考慮に入れる必要
がある。そこでフランスの数字をこの割合に従って減少させた上でイギリスと
比較すると表2 一口のようになる。
災仏山川を比較すると，水路延長の絶対数ではフランスがなおはるかにまさ
っているが，密度においては著しく劣ることが明らかである。
しかしそうはいっても，フランスでは王政復古の時代に運河の建設にひじょ
うに力が入れられたことは事実であった。それまでは1、200 kmの運河があった
が,   1830年までには900km以上の航行可能運河が建設された。ブ）レターニュや
ベリー（Berry）運河が改良され，ソー ヌ～ラ イン（Saone―Rhine）運河の
ソース~ ドゥー(Saoiic ―Doiibs）間が建設され，また北東部では石炭輸送の
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ために新しい運河がいくつかつくられた。当時の政府は水路の発展のためにひ
じょうに力を注いだ。運河は　・般に田家の援助を受けた株式会社によって建設
された。政府は運河会社に資金を貸し，また政府の ＼＼か 小7)技術名・がしばしば
建設に従事した七
1830年の革命も運河建設計画の進展を阻まず，むしろルイ・フリトノゾはそ
れまでよりもいっそうの成果を挙げた。1848 年までにはさらに2,0(10 kmが完成
した。1835年から1848年までに，ライン，ローヌ，マルヌというような人河川
を結ぶ重要な運河がいくつも開削されているし
3．鉄道の発達状態
製鉄業の発展につれて，石炭および鉄鉱石の人量運搬の必 要がおこったが，
とくにサン＝テチェ ンヌを中心とした中部地方の山店地帯で輸送問越は深刻な
ものとなった。道路輸送では不ト分であるとされ，水路の建設が要望されたが，
こうした水路の建設には莫大な費川が必要だったので，この問題はなかなかト
分というところまでは解決されなかった,。この時ド・ガロワ（de （allois）と
いうサン＝テチエンヌの政府の鉱山技師がイギリスの軌道(tramr(  a（s) を紹
介するパンフレットを出した，それは建設に安価で，道路と水路を連絡するこ
ともできるし， また山地のような運河の建設の田難なところでも容易に建設で
きるものであった。
鉄道がイギリスで初めて建設されたのは1825年よりも前のことである,り8  III;
紀末ごろにはイギリスでは馬にひかせた 鉄道¨ がとくに南ウェールズの炭坑
地帯，その他の工業地帯で多数建設されていた，
フランスでは同様の発展がまずサン＝テチエ ンヌの炭坑地帯で行われた。1823
年になると勅令によってサン エテチェンヌからアンドレジウ（Λlulrφzieux）
（ロワール河の港）までの約15 マイルの鉄道建設が許吋された。これがフラン
ス最初の鉄道といわれる。3 年後にはサン＝テチェ ンヌとリヨン（l.y< n）お
よびローヌ河とを結ぶ線が許旺された，
フランスにおける初期の鉄道建設はイギリスの場合と同様に，よったくさし
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迫っ た経 済的 必 要 か ら民 間 の企 業 に よっ て 行 われ た もの で， 国 家 の援 助 は受 け
てい な か っ た ，こ の フ ラ ン ス 最 初の 鉄 道 は 。 主 と し て こ の 地 方 の 炭坑 お よ び鉄
鉱山 ， お よ び サ ン ＝テ チェ ン ヌ 地域 以 外 の 製 鉄 企 業 に 重 大 な 関 係 を持 っ てい る
製鉄 業 者の グル ー プ に よっ て 建 設 さ れ た， 彼 ら の 大 部 分 は 個 人 的 友 人 か 親 類同
仁ぐあ る 。 そ の 中 には ア ン フ-f    (Imphv) お よ び フ ル シ ャ ン ボ ーの ボ ワ グ 兄弟 ，
テ ー ル ノワ －ール （Terrenoire)　 お よ び ラ ・ ヴ ル ト （La Voulte) の フ レ ー ル ジ ャ
ン(I'"rereit'an), こ の 地 方 の ラ ・ ペ ラ ルデ ィエ ー ル(La  Berardiere) 鉱 山 の所
有 抒で 技 術 者で もあ る ボ ーニェ(Bcaunier) 等 がい る。 山 地 であ るロ ワ ー ル地
方 にお い て そ れ まで の 伝統 的 な 運輸 手 段 で は 石 炭 の 輸 送 費 は 著 し く 高 く， そ れ
が鉄 道 建 設 へ の 刺 激 と な っ た ので あ る 。
サ ン ＝テ チェ ン ヌ か ら リ ヨ ン まで の 第2 の 鉄 道 は58  kmあ り ， 製 鉄 業 の 中心 地
と 人 商 業 都l卜 と を 結 ぶ 経 済 的 に 収要 な 本 格 的 な 鉄 道で あ っ た 。，イ ギ リ ス で は1804
年 に リ チ ャ ー ド ・ ト レ ヴ ィシ ッ ク　(Richard Trevithick ） が 最 初 の 蒸 気 機
関車 を 走 ら せ た が. 彼 のエ ン ジ ンは 重 す ぎて ， 採 算 的 に 成 功 す る に は なお 不十
分 で あ っ た
い
そ し て ジ ョ ― ジ ・ ス テ ィ ー ヴ ン ソ ン(George Stephenson) が1825
年 に 初 め て こ れ に 成功 して 以 来， イギ リ スで は 鉄 道 時 代 が 始 ま っ た ので あ
る
い
フ ラ ン スで は1832 年 に は 最 初の 蒸 気 機 関 申 が こ の 第2 の 鉄 道 を 走 る こ と に
なっ た。
そ の 設 ぐ 名・は セ ガ ン （S加 山l） 兄弟 ， ビ オ(Hiot ） 等 の技 術 者 の グ ル ープ だ
っ た。 彼 ら は エ ト ア ー ル ・ ビ オ(Kdouard liiot ） の 父 の 援 助 の 下 心 最 初 の 株
式の4 分 の ｜ を引 き受 け たが ， 彼 ら の 関 心 は 金 もう け よ り も も っ ぱ ら技 術 上の
川 発にあ 。 た。 経 営 的 手腕 は不 ト分 だっ たの で セ ガ ン 兄弟 の1 人 を除 い て ， ま
も な く 彼 ら は 会 社 の 支 配 権 を 失 っ て し まっ た。 最 初 の 二大 株 主 は ア ン リ ・ブ
ヤ ー ル （llcnri lioulartト　 代 議 士 ， 公 証 人 ） お よ び パ リ の ロ ―ラ ン ・ ガ ル シ
ア （Laiir
（nl  山rcia.s一一一職 業
不 明 ） と い う もの で. 有 名 な 製 鉄業 者 や炭 鉱 主 のy
巾 は 初 期 の 株 主 の 中 に は みあ たら ない 。 し か し10 年 の う ち に 同 鉄 道 は競 争 相
卜 の ジ ヴ ォー ル(Ciivors ） 運 河 の 支配 権 を 獲 得 し，1845 年 に は サ ン ＝テチ ェ ン
ヌ地 域 の 大 石 炭 ト ラ ス ト と 事実 上 同- の もの に な っ て い た 几 第3 の 鉄 道 はや
4°
はりロワール地方に建設された。サン＝テチエンヌ～アンドレジウ線に接続し，
ロワール河下流のロアンヌ(Roanne) に至るものであった。このようにレC
フランス第3 の鉄道も最初から製鉄業と結びついて発展しじ 。
以上が鉄道建設の第1 期であるが，第2 期における最初の鉄道はパリ～サン
＝ジェルマン(Paris ―Sainl-Germain.)間のものであり，これは最初の旅客吟
用線であった。またパリを起点とする最初のものでもあった， またこの線で初
めてジェームズ・ド・ロスチャイルド(James ik' Rothschild）のようなフラン
スの大金融業者が出資者として参加するようになった，この鉄道は経営的に大
成功をおさめ，その後の鉄道建設ブームの出発点となった。
最初鉄道建設は民間にまかされていたが，しだいに鉄道に対する国家的関心
がたかまり，フランスの経済的・政治的要求に　・致した鉄道網をつくるために
は国家的援助と国家による統制がなくてはならないと考えられるようになった
そして主要幹線は国家の建設に委ねられた。しかし政府が本当に完ぐな国家的
鉄道組織をつくるために全面的に金融的責任を負うというところ まではいかず，
地方の鉄道には部分的に資金援助を行ったり，あるいは保証を'}■えたりするに
とどまった。しかしこのようにして,   1841年には全体で約350 マイルの鉄道が
開設された。
1842年6 月11日法では基本的に関係者の意見の一致をみて，国家的鉄道建設
計画が作成された。そしてパリを中心として放射状に鉄道が建設されることに
なり，国家と民間企業とが共同してこれに当たった。18枡年代はフランス最初
の鉄道ブーム期になったっ
］848年革命の時，鉄道会社は30 ないし顔社存在しており,   2,( 00マ イル以 ＼:。
が建設されていた。このうち企業の希望しない線360 マイルは川家によって肖
接建設作業が行われた，しかし鉄道全体の発展状況はこのころはなお不|・分た
った。鉄道企業は能率的に作業するにはあまりに多数でありすぎたし，『｀面計
画通りに建設されない線がたくさん残されていた。フランスの鉄道網が完成し
たのは第2 帝政の時期である。
1840年代におけるフランスの鉄道建設の状況はイギリスはもちろん米国およ
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びド イツ より も遅 れ て い た.,   1842年 にお い て フ ラ ン スは 僅 か に885  kmの鉄 道 を
持ってい たが ， こ れ に 対 し て イギ リ ス は3,600  km, ド イツ は2,800  kmを 建 設 し て
い が5レ。 またフ ラ ン スは1847 年に は よう や く1.830km を 開通 させ6' あ る い は19
世紀 中ご ろ に は3.000  kmを 建 設 し た と も 言 わ れ て い るが ≒　同 じ こ ろ に ド イ ツ
では すで に5,800  kmの 鉄 道 が=七要諸 都 巾 を結 びつ け て い た。
リト|ミ政 は 金 融 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー が地 主資 本家 にう ち勝 っ て 優位 を占 め た 時 代
であ る， 彼 ら は 鉄 道 業 に おい て も 前述 の よ うな 国 家 の 援 助 を受 け なが ら， 鉄 道
企業家達 と結 びっ き， また は 自 身鉄 道 企業 を経 営 し て， 鉄 道 業 に勢 力 を伸 長 し
た，彼 らは また 鉄 鋼, れ 炭 業 と も結 合 し た。 そ し て こ れ ら 大 金融 業 者 を通 じ て，
しだい に重 要 産 業 部 門 の 同 盟 が 形 成 さ れて い く。
た とえ ば 前 述 の よ う に 建 設 第2 期の パリ ～ サ ン こジ ェ ルマ ン 間 の鉄 道 はD
スチ ャイ ルド が 人 きく 出 資 し て お り， エ ミ ー ル・ ペ レ ー ル(Emile Pel ・eire） に
より て プ ロ モ ー ト さ れ た もの で あ る が， こ の 鉄 道 の 資 本 金 は 最 初600 万 フ ラ ン，
まもな く900 万 フ ラ ン に増 資 さ れ た 。 そ し て そ の ほ と ん ど が ロ ス チ ャ イ ルド，
テュ ル ネ サ ン　げhurneyssen), ダ ヴ ィ リ ル （Davillire), お よ び デ ク タ ル(
（'Eichlh小 ） 家 に よっ て 引 き受 け ら れ た仁
また パリ ～ ヴ 。バ レサ イユ 問 鉄 道 はロ スチ ャ イ ルド 家 とペ レ ー ル家 が プロ モ ー
ト し, 彼 ら の 銀 行 家 仲 間 は ほ と ん ど 令 部 が 出 資 し た。 こ れ に は マ レ ー(Mall
岫 兄弟 も重 要な 参 加 をし て い たが ， マ レ ー は フ ラ ン ス 銀 行(Banque de
ドran耐 と 密接 な閉 係 を持 っ て い た
い
パ リ ～ オル レ ア ン鉄 道 には ロ スチ ャ イ ル
ドの はか に銀 行 家 の ピ エ
エヴ でル （Pillel-Will）， オデ ィエ(Odier) ， バ ル トロ
ニ ー （liaillK
 lonv) が
参 加 し て い る。 フ ラ ン ソ ワ ・ バ ル ト ロ ニ ー （FrancoisBarlholi
 ny） は ひ じ ょ う に 成功 し た 銀 行家 で， サ ン ＝テ チ
ェ ン ヌ の鉄 道 を 建設
した ボ ーニ エ （1柏lunier ） の 親 友で もあ っ た 。
北 部鉄 道 は ひ じ ょ う に 有望 で ， 礼 益 が 多い と み ら れ たの で ， ロ スチ ャ イ ルド
はそ の 支配 権 を握 ろ う と し たが ， 下 院 が 金 融的 に 有利 な 引 き合 い があ る まで は
政府 が 支 配 権 を維 持 す る こ と を 希 望 し た の で 果 た さ なか っ た。 し か し 結 局 ，
＼弱 年 の 鉄 道ブ ー ムの 頂 点 に お
い て 北 部 鉄 道 はロ スチ ャ イルドお よ び ラフ ィッ
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ト(Laffitte)，ブ ラント　(Blount), オタング 田ottinL'iR'r)等のようなオー
ト・バンク　(haute banque一 一鳥等銀行）によって指蝉された人作回に吸収さ
れた卜
こうしてフランスにおいては鉄道建設は政府とl心問責本との協働の形をとり
ながら，しだいに重工業および金融業の人資本のr にその 乞配権.が槃中されて
いく，
D　Scri ＼・enor. I/istorv of ll。 Iron，Trade, p. 18・4.
2)     W.0.  Henderson. 】ndtislrial Revolution 0)1 tlw Co}ituu'nt. pp. 97-98.
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4)     Dunham,  The  /nduslrial Rn ・柚山ひu 函Frauf,'. p. ^3.
5)     Henderson,  op. cit.. p. 113.
6)     Ibid., p パ15.
7)    Rondo Cameron, FrafKf. and   till' Eronon 面Devel や川nil n/‾Eiin聊IHOO- に川・/. pp 。141
一142.
8)     Dunham,  op. cil., p. 60.
9） 】b・id., p. 77. な おRothschi 】dは フ ラ ン ス語 で は ロ ッ チ ル ド。 ド イツ 語 て ににJ  ■ー ト
シ ル ト と 読 む が ， 日 本で は 普 通 ロ スチ ャ イ ル ド と 発 汗 さ れ てい る の で ， 本,1トぐは
ロ スチ ャ イ ルド を 使 川 す る ，
第4 節　 フランス政府の産業政策
1 ．関税政策とその効果
フランス政府の製鉄業に対する政策も，その発展の什力・に人きな影響を及ぼ
した。フランス政府の産業政策は伝統的に国内産業保護政策であり，また産架
に対して指導的役割を果たしてきたことはすでに述べたところであるが，製鉄
業に関してもこのことは当てはまる，ただし単に保護政策のみではなく，他力
では製鉄業の発展を阻害するような政策もとられていたといえる。すなわち当
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時の 新興 人T 業で あ る 製鉄 業 と， そ れ まで 経 済 上 の 実 権 を握 っ て い た 大 土 地 所
有者 との間 に 利 害 対 ヽ'/.が 生 ま れ， 後 者の 利 益 擁 護 の 要 求 が 製 鉄業 に対 す る 圧 迫
的政 策と なっ て 実現 して い る 。
まず!9 仕紀 前 自 こおけ る 政 府の 政 策 にお い て ， も っ と も 重 大 な 影響 を 及ぼ し
たの は関 税政 策 であ ろ う-   1815年 まで の 戦 争 お よび そ れ に よ る貿 易の 中 絶 に よ
って， フ ラ ン ス国内 で は 新 しい 産 業部 門 が 育 成 され て い っ た 。 製鉄 業 もそ の 中
の‥-つ であ る。 と く に 戦 争中 は武 器 製造 の た め の 著 し い 需 要 が鉄 の増 産に 刺 激
を与え た， し か し 戦 争が 終 わっ た時 ， 当 然 こ の 種 の 需 要 は 大 き く 減退 し， 武 器
に関す る 産業 は 故だ しい 困 難 にお ちい っ た の で あ る ， し か し 武 器 製造 業 が 農 具
やと くに し場 設 備 の 製 造 に転 換 す るこ と に成 功 す れ ば， フ ラ ン ス 製鉄 業 の 販 路
の問題 は解 決 し たで あ ろ うが ， フ ラ ン スは 依然 とし て 工 場 設 備 を 主 と して イギ
リ スか らの 輸 入に 頼 っ てい た ので あ る 。 す な わ ちフ ラ ン ス国 内で は ま だ近 代 的
機械i; 業の 発 艇 は ほ と ん ど 見 ら れ ない 状 態 で あ っ た 。
1815 年に ず和 が 回 復 さ れ て 後 数年 して ， 石 炭 に よ っ て 精 錬 さ れ た イ ギリ スの
銑鉄が 人偏:に フ ラ ン スに 輸 人さ れつ つ あ る こ と が 明 ら か に な っ た。 ま たパ ド ル
鉄やり-.延 さ れた 錬 鉄 の 輸 人 に対 して も 不安 が もた れ る よ う に なI), そ の 結 果 関
視引 きト。げ の た め の1822 年法 が 議 院 を通 過 し た 。 当 時 の 制 限 選 挙 下 の議 院 は ，
人製鉄 業 各や 森 林 所 仁 者を 含 む 人 地 ト に よっ て 支 配 さ れ てい た。 すで に ナポ レ
オン レIll: (7）第 レ剖 攻時代 に フ ラ ン スが(毎 帽 呆護 関 税 を 設 け てい たこ と は前 述 の
とお りであ るが 貼 王 政 復 占 期 に さ ら に 著 し く 関 税 が 引 き卜 げ ら れた の で あ る 。
銑欽に 対す る 関 税 の場 介， 海 上 を通 っ て 輸 入さ れ る もの （つ まり イギ リ ス産 の
鉄）に 対し て は ト ン 当 た り90 フ ラ ン， 陸 上 を 通 る も の に 対 し て は60 フ ラン に 引
き1:.げ ら れた。 また れ 炭 に よっ て 製造 さ れ た錬 鉄 に 対 す る 関 税 は， ト ン当 た り150
フラ ン か ら250 フ ラ ン に引 き 上げ ら れ た。 な お こ の 関 税 に も2 種類 あ り， 上
記の町 炭 に よる 錬 鉄 に 対 す る 関 税 の ほ か に， 木炭 に よっ て 精 錬 さ れ た錬 鉄 （主
として スペ イン お よ び オラ ン ダ 産） に対 す る 関 税 が 別 に 設 け ら れて い て ， こ れ
はト ン当 た り150 フラ ンだ っ た。 つ まり250 フ ラ ンの 高 率 関 税 は ほ と ん ど イギ リ
ス産の 錬鉄 を 目 標 に し た も の であ っ た几
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この結果とくに錬鉄の輸人が強く制限されることになり，特別のI‘Iぽtが必変
とされる場今，あるいは鋼を製造する目的でのみ錬鉄は輸人されたにすぎない
全体としてフランス製鉄業は関税によって完ヤに外国の競争から保駿されてい
たといえる。
しかし一般産業界からはしだいに鉄の高関税に対する不満が鳥まってきた。
議院よりも関税に関してはむしろ自山判義的であった政府は，鉄関税の引きド
げに努力したが，政府はこの点であまり強力ではなく,   1836年の法律でようや
く石炭によって精錬された錬鉄に対する関税の25 ％引きドげに成功しただけで
あった几
この高関税はその目的を達した，すなわち1817 年には棒鉄の輸人は1 万7,824
トンで，!5フランの関税にもかかわらず,   1821年まで盛んに輸人され続
けた。 1821年における輸入は1 万3,133トンであった，しかし関税引きI-げに
より直ちに次のような輸入の減退が生じている卜
1822年18231828 4,800トン4,200
5,500
だがこのような高関税政策によってフランス製鉄業は発展への刺激を受けた
と同時に，競争力低下というマイナスをも生じさせたのである。その状況をス
クリヴナーは生産コストの分析を通じて人要次のように説明している。
製鉄業者は大きな利潤をあげ，平和以後6 ないし7 年で生産を2 倍にした。
彼らの成功は新しい資本をこの産業に注人することになり. 製鉄裳は急速に前
進した，製鉄業にはいくつかの物資が必要とされるが，もっとも収要なのは燃
料である，フランスでは主としてそれは本材または木炭である。鉄の川価にお
いて鉄鉱石は僅か1!％であるが，燃料は39 ％に|い ている。ところで鉄の生岸
増大は木材のより大きな消費をもたらす。鉄の価格はI-.がるが，しかし木材の
価格も同時に上昇する，市場は増大する木材需要にうまく対処することができ
ないので，価格は長期にわたって鳥騰する。コート・ドール（Cole d’（川 に
あ るシヤテイヨン＝シュル＝セーヌ(Chatillon-sにSeine ）の製鉄 業者は，
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年 に 木炭1 バ ンヌ(50 立 方 フ ィ ー ト） を16 フ ラ ンで 購 入で きた が， 今 で は23
フ ラン50 で あ る， と い っ て い る。 ム ー ス(MeuseJ で は1 バ ン ヌ は1822 年 に18
フラ ン3 で あ っ た が， 今 で は37 フ ラ ン50 で あ る 。 フ ル シャ ン ボ ー で は 製鉄 業
各は 本材1 コ ードバ64 八方 フ ィー ド　 を1821 年 に3 フ ラ ン50 で 買 っ た が， 今 は5
フラ ン ない し6 フ ラ ン し てい る‥ 政府 に よっ て 任 命 され た 調 査 委 員 会 の報 告
による と， 鍛 工 所 で 毎 年 使 川 さ れ てい る燃 料 用 木 材の 総 額 は3.000 万 フ ラ ンで
あ るが， こ れは 森 林 収 人の 約4 分 の1 に当 たる ， とさ れて お り ， 製 鉄業 が森 林
業の重 要 な収 人源 と な っ て い た こ と が わ かる 。
した がっ て1822 年の 関 税 に も か か わ ら ず， 製鉄 業 は 以 前 ほ ど 利 益 があ がる も
の で は な く なっ て き た。 シ ャ ン パ ー ニ ュ の 大 製 鉄 業 者 に よ る と,   1 ト ン(1.040kM)
を450 フ ラ ンで 販 売 し て い た 時 に は 利 益 を 得 てい た が， 今500 フ ラ ン
で売り で損 失 を 出 し て い る
い
そ の 原 因 は1819 年 に1 バ ン ヌの 木炭 が18 フ ラ ン3
だった のが 今で は37 フ ラ ン50 し てい る か らで あ る ， 云 々 几
こう して 鉄 の 生 産 コ スト は 高 騰 し， 関 税保 護の 効 果 は 木 材 の 値 上 が り に よっ
て杷殺 さ れる に い た っ た。 そ の 結 果利 益 を得 だの は 木材 所 有者 ， す な わ ち地 主
であ っ た。
人'i-命の 際, 外 国 へ 亡 命 し てい た 人地 七達 は， フ ラ ン スへ 帰 っ て きて旧 領地
の人部 分 を川 復 し た
い
そ し て 鉄 の 輸 人 に 禁 止的 関 税 をか け ， また 木 材 と 競 合 す
る 石炭 に 対し て も ， 前述 の よ う に 輸 入税 を課 す よう 政 府 に 強 要 し た。
当 時 の 鉱山 局 長 ， エ ロ ン ・ ド ・ ヴ リ レフ ォ ッ スは 科 学 ア カ デ ミー にお い て ，
フラン ス 製欽 衷の 本材 消 費 額 は， フ ラ ン ス 木 材生 産額 の4 分 の1, 金 額 に して2A00
万フ ラ ン に達 す る が， か く し て 森林 所 有 者 に は， 製 鉄 業 者 の 所 得 に まさ
る にioo 万 フ ラ ンの 所 得 を与 え て い る ので あ る， と 述 べ， さ ら に　 こ の よう に
考えれ ば鉄 の 値I-
。が り に よ っ て 利 益 を 得 る も のは むし ろ 森林 所 有 者 であ り， ま
た鉄問 題 とい う も の も， 実 は そ れ は 木 材お よ び国 内 交 通 の 問 題 であ る と結 論 し
うる， とつ け 加 え てい る肌
しか しこ う し た 木材 の 値 上 が りが 新 しい 燃 料， す な わち 石 炭 の 使 用 を促 進 し
たともい え る の で あ っ て， 新七 い 参 人 者 に よっ て 建 設 さ れ た 多 数 の鍛 工 所 は イ
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表2 -14　棒鉄価格の国際比較（1825年1 月）
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生 産 賞 を み る と. 氷炭 銑が1 キン
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た の に 対 し， コ‥ クス 銑 の そ れは1
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さ れ, 後 が・の 力が は る か に安 かっ
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さらに進んで,   1825年における鉄価格の国際比較を示すと表2 -14のとおり
である。
フランスでは棒鉄（普通木炭によってつくられた）は，銑鉄の価格の約3 倍
である。この表からみると，イギリスは最低，フランスは最高の価格となって
いる。
こうして禁止的高率関税は，国内製鉄業を外国の競争から守ったが,   す・面価
格は著しく高くなった，そのためフランスの他の産業部門に対する悪影響が強
く現われるようになった。スクリヴナーは高関税による貿易制限によって，フ
ランス経済は年間最低160 万ポンドの損失を出している，と述べている（フラ
ンスの年間鉄消費量!6 万トン以 に　英仏問の鉄の価格差はトン当たり10ポンド
以上として計算長 英仏間の鉄価格の差は保護貿易が始 まった肖時 よりも開い
ている。近代工業の基礎資材である鉄の高価格は，フランス1:聚令体のその後
の発展にとって困難な問題を提供したといってまい。
しかも高関税による保護政策にもかかわらずフランス製鉄業名-に破滅的損失
を出すものが多く，ル・クルーソーのような当時最人の製鉄会社も破産したが，
その主な原因は保護主義がとられているにもかかわらず，コストがあまりにも
高くなりすぎたことにあったといえる。
2. その他の製鉄業政策
関税政策は製鉄業にとって一応は喜ばしいものであったが，他の諸政策，す
なわち鉱山，森林，河川に関する法律や規則は，必ずしも製鉄巣を利するもの
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では なか っ た， む しろ そ の 発 展 に とっ て 阻 害 的 影響 を 与 え る もの で あ っ た とい
え る。,1810年 の法 律 は ， 鉱 山 が 政 府 の 正 式 の 採 掘 権 を 取 得 す る こ と を義 務 づ け
た。 その た め 製鉄 業 名・に とっ て 鉱 区 の 取 得 に は 時 間 が か か り， ま たそ の 費 用 も
高価 につ く こ と に なっ た。 た だ しい っ た ん 採 掘 権 を 取 得 し た場 合 に は， そ れは
ほ とんど完 令 に 保 証 さ れる とい う こ とに もな っ た 。
しか しこ の 法 律 は法 的 に ミニ エ ー ル(minieres) と呼 ば れ て い る ， 地 表 か ら
採掘 され る 浅い 鉱 床 には 適 川 さ れな か っ た ， ミニ エ ー ル は 鉱 山 と は区 別 さ れて
お り， し か も卜|H:紀 前 十の この 時 代 には フ ラ ン スの 大 部 分 の 鉱石 は ミ ニエ ー ル
から 供給 され てい たの で あ る か ら ，1810 年 法 は ， 実 際 に は そ れ ほ ど 強い 影 響 力
を持 って い な かっ た と も 号えら れる 。，ミニ エ ー ルに お け る よ う な小 さい 臨 時 的
な採択 裳は， 採 択 権 を必 要 とせ ず ， ただ 地 方 当 局 に 採掘 の 申 請 を す れ ば よか っ
たの であ る。
裂鉄業 に必 安 な森 林 お よ び河 川の 利 川 に つ い て も， 製 鉄芙 者 に とっ て種 々のl
利難があ っ た， フ ラ ン スで は 森 林の 大 きな 部 分 は 地 主 賢 族 と な ら んで 国 家 お よ
び地 方政 府 に よっ て も所 有 さ れて い たが ， 政 府 当 局 は 森 林 保 護 と 森林 か ら の 収
益増 加 とい う 禾盾 し た 安求 を持 っ て い た 。 国 庫 は 森 林 か ら の 収 入 を上 げ る ため
製鉄 業の 発 展 を促 進 し よう とし たが ， 森林 保 護 機 関 は こ れ に 反 対 す る 傾向 が あ
っ た
い
政 府 の 森 林 統 制 は1820 年代 まで は ， 全 体 と し て 保 護 的 色 彩 を 強 く持 っ て
い たよう に 思 わ れ る。
燃 料 とし て の 水材お よ び 石炭 につ い て とら れた 諸 政 策が， 製 鉄 業 の 発展 に阻
占的 影響 を'}
■
え た点 につ い ては ， す で に し ば し ば 述 べ た と お りで あ る 。
製鉄業 は 鉄 鉱 わ を洗 い ， ま た 水力 を得 る た め に 水 を 必 要 と す る が， そ れは 農1
か) 利益 と対 し し た。 農民 はそ の 畑 に潅 漑 せ ねば な ら な い の で， 水 を流 し て し
まう こ とは 欲 し な かっ た。 また 運河 や 運 河 化 さ れ た 河 川 の 発 達 も， 製鉄 業 に お
ける 水力 の 利 川 と 対 ふ.す る もの で あ っ た 。 王 政 復 古 お よ び7 月 王 政時 代 の 政 府
におい て は， なお 地上 毀族 の勢 力 が 強 く， 農 業 の 繁 栄 と そ の た め の水 路 の 開 発
に強い 関 心 を持 っ て い たの で ， 製 鉄 業 者 に と っ て 水 は困 難 な問 題で あ っ た。
し かし 鉱 山 検査 官 制 度 に よっ て 政 府 が フ ラ ン ス 製 鉄業 の技 術的 発展 に 果 た し
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だ役割は，大きく評価することができる。政府の製鉄業に対する直接の監督抒
は，鉱山検査官であった。彼らはナポレオンの法律によって組織されており，
製鉄業者に対してひじょうに人きな影響力を有していた。彼らは令 に場を監督
しており，あらゆる変化は彼らの認"I を受けることが必要とされていた。彼ら
はまた工場に課される税金を査定したので，製鉄業社は彼らを'itに徴税人とみ
なす場合もあった。，しかし鉱山検査官は優秀な技術行達であり. 製鉄梨打をよ
く指導して，進んだ製法と設備とを彼らに教え，フランス製鉄業の技術的発展
に大きな貢献をした卜
1)    1790年以来lOOka 当 たI) 2 フラン20であ った輸人鉄に対する関税は,   181.1年に15
フ ランに引 き上げられ た， これは それまでの約V 倍に当 たるScrivt'iKjr. up. fit..p.
189.
割　Ibtd.. p、191.
3)    Dunham. The  Induslri・a/ ?pvolution i  France /べ}.5-1＆川.川）.＼奎卜 目7.
4)   Scrivenor。op. cil・. p. 192.
5)    Ibid., pp. 192-194、
印　LevainviUe. L'治山nsttie du Fer en Fra)u-e. p  62.
7）Ibid., p. 62.
8)    Dunham, op. cil。P． !47．
お わりに
18世紀においてフランス製鉄業は生産量ではイギリスに匹敵するといえども，
その技術的発展においてすでに大きく立ち遅れていたが，19  III;紀前いこおいて
その立ち遅れは決定的となった。フランス近代製鉄業の弱点についてはすでに
第1 章において考察したところであるが，蒸気機関を中心とする新しい機械十
義の時代に入った19世紀においては，石炭に関する条件が服要性を増人させて
くる，フランスはその点でイギリスおよびドイツと比較してはるかに不利な状
態にあった。また石炭資源をも含めた製鉄業のし地条件および愉送問題も，フ
ランス製鉄業の競争力にぐ inをかけるものであった。また関税政策，森林政策
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第1 節　19|H:紀前半における製鉄業者および製鉄企業の状態
フランス経済における雌業革命の緩慢な進展のために，王政復古期における
フランスの産業企業の状態を見ると人規模企業の発達はまだ例外的にしか見ら
れず，ほとんどの企=靭よアンシャン・レジーム時代のままの古い形態をとって
いたレ製鉄業といえどもその例外ではない。1815年当時のフランス製鉄企業は，
なお 般ーにひじょうに小規模で，10人あるいはそれ以下の労働考数であった。
企業 にはi-.として人地十あるいは新しく台頭してきたブルジョワであった。
製鉄楽器は中|旧こおいては人地上である領上あるいは僧侶であった。そのこ
ろは森林中に鉄鉱床の露頭が発見されると，そこに製鉄業がおこった。森林を
所イfしていれば，他の特権と同時に抹鉱および製鉄所設置の独占権をも得るこ
とができど丿製鉄業の建設には当時としてはひじょうな資力を必要としたので，
製鉄業者の数は少数に限られ，大財産を擁する大地七貴族や僧院のみがこれを
なすことができたのである
いまた当時は交通の便が悪かったため，販売は熔鉱
炉のある近辺の地方に限られていたので，生産のみならず，販売市場もまた独
占的であった。
水力が製鉄業に利用されるようになると，工場にはより大規模な機械が設置
され，原料の訓達のためにもより大きな上地が必要となるので，製鉄業はいっ
そう莫人な資金を必要とするようになった。資金不足とみなされ，工場の新設
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の申請が中央政府によって却ドされることもしばしば起こった　またこのよう
に工場が人規模化すると，その監督の什事もいっそう吸変になった。他万，n
族達の中には，贅沢，浪費のために金銭の必 要一を感じるものが多くなり, r に
の製鉄工場を第三者に賃貸した1卜 あるいは譲渡したりせねばならなくなった
こうして新たな引き受け千に製鉄工場が娶ねられたが,    18 III;紀末には製鉄衷は
まだ大きな利潤をあげていたので，製鉄業者の中には産をなすものが続出した
製鉄業者の身分は世襲であった。そして時が経つにつれ，製鉄 袋者の社公的地
位は貴族そのものになり，平民出,の製鉄裳者が穴族や高級官僚に成I) I",がるよ
うになった。さらに大資本調達のための共同出資や，遺産分配による所イ/≪分
割によって，共同所有の例が多くなり，製鉄聚者はかつての封建領 に　人地i-:
から，しだいに本来製鉄業地帯とは無縁な資 本家の到こ移っていくト
この時代のフランスの典型的な製鉄業者は，自らは何ら製鉄に関する知識が
なく，技術上のことは1 人か2 人の鍛造工や鋳造上に頼っていた
い
圭だ彼らは
経営者としても特別の才能を持っているわけではなく，もっぱら父親時代の慣
習に従って事業を続けている，という状態であった。
1848年までのフランス製鉄業は，他のヨーロッパ諸川に比して緩慢ではあっ
たが，しかしともかくかなりの発展をポした。木炭から石炭への転換も漸次行
われ，技術的発達によって高炉の規模も拡人した，1786年にt;室の鉱山委山 よ
ディートリッヒからル・クルーゾ一工場の視察報告書をとり寄せているが，そ
れによると当時の最新鋭製鉄所であるモンスニ(M(  n(ヽ 'iiis)では,
    
鳥さ祁フ
ィートの4 基の高炉が鉄鉱石をコ―クスによって溶解しており， 川口佃)出銑で1.200
斤の溶銑を流し出す，とされている肌　しかし1820年になってもなおフ
ランスの高炉の平均の高さは多分O フィート以ドであった。それが18卵年には
少なくとも30フィートになっており, 多くの炉は邨フィート，あるいは60フ
ィートのものさえ出現するようになった几
そのため企業規模も若十の拡大がみられたと思われるが，なお人部分のもの
は旧式製造法に固執して，依然として小規模家族企業にとどまり，近代的な人
企業に脱皮することがなかった。この時代のフランスの製銑において木炭から
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石 炭 へ の 移 行 が 遅 れ て お り ， な お 両 者 混 在 の 状 態 に あ っ た こ と は す で に 第2 章
で 述 べ た が ， 木 炭 銑 の 製 鉄 「 場 は 技 術 的 に も ， 生 産 規 模 か ら も， 遂 に 近 代 的 大
工 場 と な る こ と は で き ず ， 小L 業 の 域 に と ど ま ら ざ る を え な か っ た の で あ る っ
しか し 他 方 ， こ の 時 代 に は い く つ か の 大 上 業 の 先 駆 者 が 現 わ れ 始 め る ， フ ル シ
ャ ン ボ ー ， ド カ ズ ヴ り レ(Decazeville 〉, エ ヤ ン ジ ュ 等 が そ れ で あ る ， こ れ ら
人 工場 は 木 炭 の 代 わ り に 石 炭 を 使 っ た 製 鉄 法 ， 精 錬 法 を 採 用 し た の で あ る が ，
彼 ら は 鉄 鉱 山 と と も に　・部 の 炭 坑 を も 支 配 す る よ う に な る 。 ま た 鉄 道 建 設 の 初
期 に は ， こ れ ら 製 鉄 業 者 が 石 炭 輸 送 の た め の 鉄 道 建 設 に 大 き く 参 加 し た 仁
づ
こ
う し て は や く も 人 製 鉄 企 業 は 資 本 的 集 中 を 開 始 し ， ま た 銀 行 資 本 と の 結 合 関 係
を つ く り 出 し て い く の で あ る 。
し か し 何 と い っ て も イギ リ ス と 比 べ て ， フ ラ ン ス に お け る 近 代 的 大 工 業 の 発
達 は 遅 れ て い た 。 そ の 原 囚 と し て は ， す で に 前 述 し た よ う な 種 々 の 困 難 が あ る
が ， さら に 進 ん で 資 本 の 不 足 ， 近 代 的 金 融 制 度 お よ び 株 式 会 社 制 度 の 未 発 達 が
考 え ら れ る 。 し か し こ れ は 反 対 に 当 時 の 工 業 的 発 展 の 遅 延 が 大 規 模 な 金 融 市 場
を 必 要 と せ ず ， ま た 株 式 会 社 組 織 に 対 す る 要 求 も 弱 か っ た た め で あ る と も い え
る 。
と もか く フ ラ ン ス 経 済 はin ソド。政 に な っ て 初 め て ， 地 主 貴 族 に か わ っ て よ う
や く 金 融 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー に よ っ て 支 配 さ れ る よ う に な っ た の で あ り ， こ の 時 期
に ロ ス チ ャ イ ル ド ， ジ ャ ッ ク ・ ラ フ ィ ッ ト　 隔cques LaffiUiO), オ タ ン グ 等 の
名:名 な 銀 行 家 が 台 頭 し て い る 。 そ し て 製 鉄 業 を は じ め ， 鉄 道 建 設 等 の 大 規 模 事
業 に 対 す る 貴 令 の 供 給 を 通 じ て
， そ の 発 展 に 貞 献 す る よ う に な っ た 。 こ れ ら 金
融 業 軒 は 製 鉄 企 業 お よ び 炭 坑 業 に 融 資 す る こ と に よ
っ て こ れ ら と 結 び つ く よ う
に な っ た し( 顕 著 な ‥-例 と し て ル ・ ク ル ー ソ ー が あ る) ， ま た 鉄 道 に お い て も
彼 ら は 鉄 道 企 業 家 と 結 介 し
， あ る い は 自 身 で 鉄 道 企 業 を 設 立 ・ 経 営 し て ， 鉄 道
業 に 勢 力 を 伸 長 し た
。 こ う し て こ れ ら 大 金 融 業 者 を 通 じ て し だ い に 重 要 産 業 部
門 の 同 盟 が 形 成 さ れ
て い く 。 本 章 に お い て は フ ラ ン ス エ 業 企 業 の 発 展 とあ わ せ
て そ の 裏 づ け と な
っ た 令 融 制 度 の 発 達 を と く に と り 上 げ て 検 討 し た い 。
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第2 節　 企業 形態 の変 化…一 t;
1 。19世紀前半における株式会社の発達
大規模企業が発展を開始した19世紀前半の時期においては，その資本的拡人
の要求に対応して，新しく会社組織，とくに株式会社形態の企業が発展してき
たことが注目される。それまでの数世紀には, 企業のほとんど人部分け佃人企
業や無限責任の合名会社であって，僅かに人貿易会社，少数の銀行。公共的性
格の会社（パリ水道のような）のみが，株式会社に組織されていた。　イギリス
においても南海泡沫会社および運河時代には，株式会社組織は片通抹川されな
かった。
フランスでは19世紀における会社組織の発展の歴史は，ナポレオンの制定し
た1807年のフランス商法(le  Code de Comnierce) に基礎をおいている
い
この
商法はその後ベルギー，オランダ， スイス，イタリア，スペインの会社法，ド
イツの初期会社法の手本となったものである，イギリスにおいては株式会社の
禁止令であるバブル・アクト（Bubble ΛcU が廃止されたのが1825年であり，
株式会社の法人格が確立されたのが1844年，有限責任の 一般的承認が規定され
たのが1862年の法律であって，法的にはフランスのみが進んでいたように地え
るが，金融市場の条件がフランスとイギリスとでは賢なっており，実際の金融
市場の発達がフランスにおいてイギリスよりもまさっていたということはでき
ない几
フランス商法は株式会社(societりpar acti< ns) についてほとんど完備した
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規定 を設け て い る が， その 採 川 に対 して は 免 許 制 で あ り ， また そ の規 定 が あ ま
りに繁 雑で 厳 蔵な ため に， 一般 企 業が 株 式 会 社 制 度 を 採 用 す る こ と を事 実 上 強
く制約 し てい た　 そ こ で ー-般 の 企業 は， 自 由 に 設 立 で きて 厳 格 な 公的 監督 も受
け ない 介資 会社(societt'  en comniendite) の 形 態 を 選 ん だ≒
しか し ど ちら の 聖 の 企 業 形態 も1820 年 以 前 に は まだ 多 く な か っ たっ 僅か に12
程の 株式 会社 が ナ ポ レ オン時 代 に創 立 さ れ,   1815～20 年 ご ろ に もなお 同様 の 状
態であ っ た， し か し1820 年以 後 に な る と し だい に 増 加 す る よ う に な っ た。 株式
会社は] ■-.とし て 銀 行, 保険 ， 公 共的 企業 （ 水道 ， ガ ス， 鉄 道 等 ） に採 用 さ れた
が， 少数の 収i: 業 企 業 の 中 に も 株式 会社 組 織 を とる もの が で て きた 。
こ の本 来の 株 式 会 礼 の ほ か に1807 年の 商法 に よっ て ， フ ラ ン スで は 株式 合資
会社(societe
 t'n c( mnu'iulilo sur ac 面us) とい う
形 の 企 業 が つ く ら れ た。 こ れ
は経営 を担 当 す る 無 限 汽・任 の出 資 者 と， 譲渡 性 株 式 の 株 主 と の2 種 の 出資 者 に
よる 企業 形態 であ る
い
株式 会 社 に 関 する 厳 しい 規定 の 適 用 を く く丿 抜 け る ため
に上 火さ れた もの で， 法的 に は 合資 会社 の 形 を とっ て い る が ， 実 質 的 に は変 態
の株式 会社 に ほ か な ら ない も の であ り，1867 年の フ ラ ン ス商 法 改 正 に よっ て 株
式 会社に 対す る 免 許 制 が廃 止 さ れ る まで, 盛 ん に利 川 され た 企 業 形 態 であ っ た。
とく に7 小 や冷 後 の 会 材l役 し 運動 の 爆 発的 発展 期 に お い て ， こ の 形 態 の 企業 が
多数 段ヽ/■され た 。
他 力， 株 式 会 什 の 設 し も よ り 緩 慢 で は あ る が 着 実 に 進 ん で おi) ， た と え ば1840
～48 年 に は,   177の 株式 会 社 が 設 々lさ れ た。 年 平均22 社 で あ る 。 また こ の
刈問 に株六 介資 会 社 はl,'lOO社 以［l設 立さ れ たが
， こ れ は年 平 均175 社 であ っ た
こ うし て184(  年 以 後 は ひ じ ょ う に 多 くの 株 玉が 出 現 す る こ と に なっ た。 こ の
よう な良 朴組 織 の 一般 化 の 結果 は株 式 取 引 所 の 発展 と な り ， そ れ に よっ て さら
に多 数の資 本 家 か ら の賞 金 調達 が 行 わ れ うる よう に な る の で あ る が， その 半 面 ，
それはい っ そ う 激 し く投 機 お よ び その 反 動 と して の 恐 慌 を も た ら すこ とに な る。
ナポレ オ ン戦 争後
， 株式 会f I.I圓度の 普 及 まで に25 年 か か っ た とい う その 緩 慢 さ
は・ 一一9 には 会 社 に対 し て 要 求 さ れ た繁 雑 な法 的 手 続 きお よ び 株式 会 社許 可 の
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際の政府の処置の遅延に重要な原囚があるが，それのみならず什会 一般に銀行
および人会社に対する不信があったことも見逃せない。犬｀ 1・1 II・与に
気変動および投機によって，しばしば人会社が破産していた　その点株式介資
会社はむしろ裕今企業に似ているために 比較的そうした不信を受けることも
少なかった。
しかし1848年までの時期を見ると，フランスの場 介政府および匪論によって
株式会社制度の発展がとくに岩しく阻害されていたとは思われない，むしろ産
業，貿易の発展にほぼ見合って，その要求に心じて株式会社制度は採川されて
いったと考えられる卜
2. 重工業における株式会社組織の発達
イギリスにおけるように，フランスでも運輸, 保険，貯蓄銀行は, i& 初に株
式会社として確立されたのであるが，上政復古時代のはじめにおいてはに僑梁，
運河建設会社，蒸汽船，鉄道会社によっても株式会社組織が採用された，さら
に重工業部門においても，同時代の終わりまでにいくつかの人鉄鉱山，製鉄 に
場，炭坑会社が株式会社組織を採用している，アレ（・八lais),オータンクール
（Audincourt), ドカズヴィル，アヴェイロン（Λ,・eyr( 川，アンフィ　(In叫ヅ
等がそれである，しかしフルシャンボーおよびアンザン（Anzin) の両人公社
は株式会社制度を採用しなかった。
株式会社は当時なおひじょうに少なかったといえるが，1822 ～38年の問にお
いてパリの商事裁判所に登記されていた合資会社の数は1、lOfifl:であり，その
うち95は製造業,   60が金属および石炭,   93が遺路運輸，52が河川運輸,   289が
雑となっている几
製鉄業においてはすでに!787年にル・クルーソーの鉄 け貼および炭坑が株式
会社として設立された，その後I引］:はイギリス人のマンビー（Manbv) および
ウィルソン(Wilson) によって買収され，しばらくして1828 年に町び株式公
社となった。 1833年における同社の失敗は，おそらく　・部はシャラントン(Charenton
）製鉄上場と結びついたこと，および当時のフランス巾揚の現杖に
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比し て過 人な 錬 鉄お よ び機 械 の 生 産 を行 っ た こ と ， また 一部 は そ の需 要を 著 し
く抑制 し たと ころ の鉄 の 高価 格 にそ の 原 閃 が あ っ た と 思 わ れる 。 ま た全 国 的 に
不景気 に襲 わ れ た時 期 で もあ っ た。 回 社 が 無 謀 な投 機 を 行 っ てい た とい う確 証
はない が,   1828年 の 株式 会 社 設 立時 の 資 本金 は1- 分 で は な か っ た よ う であ る ，1836
年 に シュ ナ イ ダ ー に よっ て 買 収 さ れ た 後， ル・ ク ル ー ソ ー は 合資 会 社(so
心to en coninK'ndi面　 と し て 新 しい 発 展 を 開 始 し た ， そ の 後 の 同 社 の 成 功
は シュ ナ イ ダ ーの 経営 能 力 と と も に ， 主 と して 銀 行家 セ イェ ー ル （Seilliere）
から確 実 な金 融 的 支持 を受 け る よ う に なっ た ため で あ る6≒
そ の他 の株 式 会 社 形 態 を と っ た 製鉄 会社 と して は ， 鉱 山 技 術 者 ド ・ ガ ロ ワの
創'/.した もの が あ る,う 皮は1823 年 にお け る フ ラ ン ス最 初の 鉄 道 の 中 心 的 創 設 者
で もあ る が, 彼 は1818 年 に 石 炭 お よ び 鉄 鉱 石 を 採 掘 す る 株 式 会 社 を 組 織 し，1820
年 に政 府 の 許|げを 得 た 。 こ の 会 社 は の ち に サ ン ＝テ チェ ン ヌ 鉄 鉱 山 会社(Compa
只縦dus Mines (If ドer dv Saint.Etienne) とい う 名 称 で 呼 ば れ る よ う に
なっ た］ 引h は 採 炭 ， 製 鉄 お よ び 精錬 を 行っ たが ， 当 時 の 規 模 は 明 ら か で ない 。
ただし経営 的 不 手一際 か ら ， 同 社 は1833 年 に破 産 し た。
㈲社の 競 争 相 手・で あ り ， さ ら に 成 功 し た の はロ ワ ー ル ・ イゼ ール 製 鉄 鍛 造 会
什(C(
 m巾奴削e ck'S I'on（k'ries ct I'orm's de la Loire et de l'lsere） であ っ た。 同
社は1822 年,に 許"I され ， 石 炭 ， 鉄 鉱 町 の採 掘. お よ び鉄 の 精 錬 を 大 規 模 に 行っ
ていた 。 そ の 上 な 経 営 嗇 は フ レ ー ル ジ ャ ン （Im・φreiean） で あ っ た。 彼 は ひ じ
ょ うに 有能 な卜 裳家 だ っ た よ う であ る。 ド汁 ン　巾CI仙n) で は 炭 坑 と 製 鉄業 と
が 結 介し て 人 現役 企 業 を つ く りI-.げ た
い
まず1835 年 に スレ り レリェ ー ヴ ル社(Sen
心l,cl 心・I'（ヽct C(。川1）心面e ， ほ ぼ 確 実 に 組 今企 業） が で き た が ， こ の 会 社
は ドナン で パ ド ル鍛 造L 場 を 始 め た 。 同 社 は またフ ラ ン スで 最 大 の ， ア ン ザ ン
（Λnzin） 社 に よ
っ て 丈 配 さ れ た新 し い 人 石 炭 鉱 区 の　・つ で もあ っ た2 年 後
には㈲ 社は す ぐ れ た コ ー ク スを つ く る こ と の で き る ド ナ ンの 石 炭 を 燃 料 と し て
使川 する 高炉 を建 設 し た
い18
他 年 に こ の スレ ・ ルカ エ ー ヴ ル社 は ア ジ サ シ鍛 造
印o 皿s
 tにへnziii） と 介併 し か。 後 膏 は183 萌 に タラ ボ(Talabot ） 家 （有 名 な製
鉄 栗者 で あ り
， ま た技 術 膏 ， 鉄 道 プ ロ モ ー ター で もあ る ポ ー ラ ン ・ タ ラ ボ
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Paulin Talabot の 兄弟 達) に よっ てfil」設 さ れ た もの で あ る ，新 しい 介 川 休 はド
ナ ン・ ア ン ザ ン 製 鉄 鍛 造 会 社(So(iel 八es Hants ! ・( urneaux d ドOI'μ'S  i＼川)'nain d
Anzin) と よば れ た が， こ の 会 社 も 株式 会 社で あ っ たよ う で あ る;'二
ロ ワ ー ル 地 方 の ロ ワ ー ル 鉱 山 会 社(ConipaKiiic ヽcies Mines (ie la Loir山 は1838
年 か ら1845 年 の 間に 徐 々 に 形 成 さ れ たい:人な 結 介体で あ っ たが ， 株式 公社
に な る こ と を政 府 に よ っ て 拒 函 さ れ た 例で あ る　(18-17年卜 そ の刈 山 と し ては，
そ の よ う に 多数 の 鉱 区 の 結 合は 危 険 で あ る こ と， 出資 者が 完 令 に 政 任をn つて
い ない こ と， 定 款 が 十 分 な 保 証 を 提 供 し てい ない こ と， 監督'It務 所 が 鉱 山 から
遠い こ と， 彼 らが 買 収 し た鉱 山 に あ まり に 多 く とi;払 い 過 ぎ てい る こ と， 等があ
げ ら れて い る 。 こ の 拒 否 の 結 果 ， 同 社 は 合資 会 社 に と ど まっ た
以 上 の 数 例 を も考 察 し た上 で ， 次 の よ う にj え るで あ ろ う ， すな わ ち,  ＼ミ政
復 古期 の フ ラ ン ス工 業 の 発 展 は な お 多 数 の 株式 会 社組 織 を必 要 とす る ほ と寸 分
で は な か っ た ので ， フ ラ ン スの 工 業 家 の 必 要の 人 部 分 は 合資 会 社の 発展 に よっ
て 満 た さ れ るこ とが で き た,つ また 阿 川{ 政 の ド で， ・Iミ業 の 発展 テ ン ポは 速 まっ
た が， そ れ につ れ て 合資 会社 と株 式 会社 の 間 の 実 際I-.の 差 ㈲ ま皆 し く減 少し て
い っ た も の と 考 え ら れる 。 こ れは 法 制 ト の 変 化 に よ る ので は な くて. It 業活動
の 実 際 上 の 運営 に よ って な さ れた よう で あ る。 そ し て 政 府 の 株式 公 社設>/:iこ対
す る抑 制措 置 は， お そ ら く不 健 全 な 投 機 的 会 社 の 植 生 を阻1ト す るこ とに よって，
進 歩 の 抑 圧 的 役 割 を果 た し た とい う よ りは む し ろ 経 済 活動 の安 定 化 に 函 駄し た
の で は な い か と 思 わ れる 。
そ れ と 同 時 に 近代 株式 会社 制 度 の 発 達 は 当 時 の フ ラ ン スにお け る 分融 巾場 の
発 展 状 況 と も 関 連 して い る の で あ る か ら ， 次 節 に おい て はこ の問 題 につ い て検
討 す る ，
1)
2)
3)
4 ）
生 川 栄 治 『 イギリ ス 金融 資 本の 成,/-』 有 斐|Hj，1968 年 ， 参lifi。
Maurice Levy.  /lisloire eroiunnig?びct  sot・ill 11' (I Iべu ドTatirc, )),日1.
Claiiham,  I'.cnnomic I)e,vp.U>pm肖nl of I'ra心e (1,・id Gi'rmanv, p. 131.
宮 本 又 次 フフラ ン ス経 済 史 概 説J イi斐 閣,   ＼引?,'!＼'--,   267 百。Diiiihaiiい'/い 止 爪
第:^巾’i'Jl≫:紀 前t におけるフラン スf r 業企業とj:鷺金融の発展　59
頻8・＼ 13.
5)     ()II nil am. nf>. ・ ll.. p］トL
6プI　Ibid., p. J16. Jra日Chi'、・alii・r, I.C Cr川．soi. 1946.  pp. 157-166.7))
皿harn. o[kバ甘・|), 118.
第3 節　フランスにおける金融市場の発達
1. フランス銀行の設立
株式会社組織の発達は金融機関および株式取引所の発達と結びついていた，18
 III-紀におけるフランスの交換于段や金融機関の発達は，イギリスよりも明ら
かに迦れていたが，人）:命の混乱の後，ナポレオンの統治下において貨幣制度
および金融制度はいらおう整fi された。ナポレオンはまず信用の基礎を固める
ため, i8()()年にフランス銀行をパリド/>l」設した。最初は!,000 フラン株3 万株
よりなる,   3,000ノドノランの資本金を持つ民同銀行であったが，その後業務を
拡人し，1803年に銀行券発行の独占‘権を与えられた。そしてナポレオンの任命
した総故および副総故により管理された。同行の主な機能は発券のほかに，短
則の町割引によ・ダこ商業金融を行うことであI), また国庫に対する貸付の義務
をもいっていた。こうしてフランス銀行は半官的・公共的性格を持つようにな
った大叩l回) フランスではまだ小切于お|」度は知られていなかったので，この銀
行の発券独川 よひじょうに重人なものであった。回行は健全に運営されたので
支払い停ll-.等の危機は避けえたが, i8ir>～18年ごろには幟争賠償金の金融のた
め，かなI) 片しい状態にあった。1817年から1839年の間に9 つの地方の商工業
中心地で，独白発券銀行が閥家によって認口Iされた。フランス銀行は1830年代
末にはこれに対抗して地方中心地に支店を開設する政策をとり, 地方銀行との
競争に入った。 1848年の政治的危機はフランス銀行に対してプラスの効果をも
たらした
いすなわちこの危機によって各銀行は銀行券を現金にひき換えること
6〔〕
が不町能になI), 政府は銀行程を法定貨幣としてこれに強制通肝ノリを')-えたが，
この場合地方銀行券はまったく信tljを火りていたので，フランス銀行がこれら
地方銀行を吸収し,   1848年5 月に発券の令田独占権を得たのである　こうして19
世紀前半においてフランスでは中央銀行が確ヽ1/lされ仁，
2. オ ー ト・ バ ン グー 一 私 人 銀 行 の機 能 一一一
19tti;紀 初頭 にお け る フ ラ ン ス銀 行 制 度 の 構 造 は な お ひ じ ょ う に 中。純 で ， こ の
フ ラ ン ス 銀行 を中 心 とし て そ の 周囲 に 民 間 金 融 業 者 が 存 在 す る とい う 形を とっ
てい た， 彼 ら はフ ラ ン ス銀 行 の 株 式 の 人 き な 部 分 を 所 有 し,  政 府 と と もに その
運営 に も 参 加 し て お り， パ リ の オー ト ・ バン ク　隔ha 肌i.' banC|Ut'
 parisienne''
と し て知 ら れて い る 私 人銀 行 家 で あ っ た ， オー ト ・ バ ン クは 本 束外 国 ， こ と に
ス イ ス の 銀行 で あ る もの が 多 い ， そ れ は 人体 大 革 命 の 前 と 後 との2 段 階 に わ た
って 形 成 さ れ たレ 革命 前 か ら の 主 要 銀 行 は オ ー ト ・ バ ン クの 基礎 をな し て いる
が， 彼 ら の な か に は!808 年 に死 ん だ プ レ ゴ ー(Peri 吸aux ） ペペ　19 III;紀 前 ヤに
フ ラ ン ス 最 大 の 銀 行 家 と なっ た ラ フ でツ ト(Laffitte), ナポ レ オ ンのH 姿 銀 行
家 で あ っ た ド レ セ ー ル 巾elessertj 等 がい る。 革命 後 の イ ンフ レ ーー ショ ン 時 代
に 創 設 さ れ た銀 行 は ス イ スの グ ルー プ に よ っ て 設 ゲさ れ た もの で あ る 。 マ レ・－，
オ タ ング ， ア ンド レ ・エ ・ コ テ ィエ 銀 行(Ban 叫le Andre  et CoUicT, 現 在 の ヌ
フ リ ー ズ 銀 行Banque de Neuf!ize) 等 が そ れで あ る， 第 レ 払
に さ ら にい くつ か の 銀 行 が で き た が， そ の 中 に は グ ル ハ ブー ルの 銀 行 家 ペ リエ
（Perier),　ニ コ ラ ・ セ イェ ー ル （Nicolas Seilliひr（,    卜 毛 お よ び 車 実 品 取 叶 裳か
ら発 展 して き た八　ジ ェ ー ム ズ ・ ド・ ロ スチ ャ イル ド 等 がい るI)
王 政復 古 期 初期 まで の オー ト ・ バ ン ク の 上 な機 能 は 商 業令 融 で あ っ た,り ㈲1;
紀 に は国 債の 引 受 業務 は 外 国 の 人 商 会 に よ って 行 わ れて お り ， フ ラ ン スの民 問
の信 用 は まだ 国 家 財 政 の 不足 を 糊 塗で きる 状 態 には な か っ た　 し か し オー ト・
バ ン クは 王 政 復 占 の 初 め の田 家 財 政 の困 窮 の時 期目 外 川 の 商 会 に と っ て 代 わ
ら ね ば な ら な く な り2へ　1820年ご ろ か ら小 規 模 な が ら ロ ン ド ンや ア ム ステ ル ダ
ムの 大 金融 業 者の フ ラ ン ス に対 す る 貸付 泉務 の 分 析 も行 う よ う に な っ た。 1821
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年には フ ラン ス諦 銀行 の み に よっ て 発行 引 受 け を さ れ た 最 初 のフ ラ ン ス債 の た
めに， コ ンソ ルチ ウ ム が 形 成 さ れ た。 そ の2 年 後 に は ロ スチ ャ イ ル ドが 単 独 で4
億6,200 万 フ ラ ン の 国 債の 発行 引 受 け を し た ， こ の 後1848 年 の 革 命 まで ロ ス
チャ イルド は フ ラ ン ス国 債 の 発 行 引受 け の 独 占 を 維 持 し た。
当時の オー ト ・ バ ン クの)-.要 な役 割 は フ ラ ン スお よ び 外国 の国 債お よび 公 債
の引受 け お よ び長 期投 資 を望 む資 本家 の 貯 蓄 の 吸 引 であ っ た ，国 債の 大 量 発 行
はオ ート・ バ ン ク に卜 額 の 利 潤 を もた ら し た ， また こ の 時 期 にお い て こ れら の
銀行は保 険 業 務 に も進 出 し た。 彼 ら は 各自 保 険 会 社 を 設 立 し， ま た1818 年 に は
多数が 協力 し て 人 株式 保 険 会社 ， ジ ェ ネラ ル保 険 会 社(Compagnie d'Assuran-res
 G沁ncrales)　を 卯)設 し てい るn    1848年 まで に は 株式 取 引 所 に登 録 さ れた もの
だけ で も30 社が 設>'/. さ れて い た 几
1820年 代お よび30 年 代 に は フ ラ ン スの 保 険 会 社 は 外国 ， と く に ド イ ツに おい
て も保険 裳務 を 行い,   1839年 に は パリ の い くつ か の 保険 会社 はド イ ツ 人と 共 同
でド イツ の保 険 会社 を 設 し し て い る 。 そ の 後 もフ ラ ン ス 人は ド イ ツ， オー ス ト
リ ア， ハン ガ リ ー， イ タリ ア， スペ イン， ロ シ ア 等 に進 出 し て 保 険 会社 を 創 設，
またはそ れ に 参'チし て い る 。
さらに1815 年， こ と に1830 年 以 後 に な る と， オ ー ト ・ バ ン クの う ち の 大 銀行
は し業令 融へ 向 か う よう に な っ た
い
オー ト ・ バ ン クは 本 来一 般 的 に工 業 金融 を
あ まり好 ま なか っ た。　し か し 彼 ら の 中 に も こ の ころ すで に 産業 投 資 に 関心 を示
す ものが 存 在し た 。 た とえ ば ロ スチ ャ イ ルドが そ うで あ る 。 パリ に本 拠 を持 つ
オート・ バ ン クの 巾 で もジJ 、 ム ズ・ ロ スチ ャ イル ド は もっ と も重 要 な も ので ，
㈲ 県的 に 活動 し て い る ロ スチ ャ イル ド 家 の　潮 で あヽ っ た。 ロ スチ ャ イ ルド は前
述の よう に土 とし て 国 債 お よ び 外 債 を 取 り扱 っ て い たが ， 国 内 産 業 へ の投 資 に
もか なり の抑 味を 示 し て い た 。 す で に 第2 章で 述べ た よう に 鉄 道 に対 する 主 な
金融 欠片で あ り
， さら に 運 河 ， し業 企 業 の 設 立 に も参 加 した 。1863 年 以 来 ロ ス
チャ イル ドは い ろ い ろ な 会 社 の 取 締 役 会 に27 の 椅f・を占 め て い た。 なお アレ は
凪　 オ タン グ は10 の 収 締 役 の 地 位 を 占 め て い た几　しか しロ スチ ャ イ ルド は な
んとい っ て も 工業 金 融 よ り も まず 政 府 債 の引 受 け お よび 短期 金 融 業務 に力 を注
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いでおり.    肖時の人規模工業および近代的運輸卜 装への関’}・を優先させたとは
いえない。その点でより積極的な収変な役割を緊たしたのはたとえばベリェ(Penci
り 家である,。同家もすでにナポレオン時代に製鉄 軋 繊維ll 装等に投
資し，産業と結びついた銀行である，ペリエ兄弟は180にi-1こ銀行を駿ヽVしたが，
そのリーダーはカシミール・ペリエ（Casiniir I'eri丿 であった　彼は1832年
に亡くなった時，ルイ・フィリップ治政ドの灯細であった。ジ‘ヤッケ・コンス
タンチン・ペリエUacqufS Constaiuin Perierう はむしろ工業家であり，技術
者でもあって，シャイヨー（Chaillot)　に自ら鍛造1ミ場を建設しだ　シビオ・
ペリエ(Scipio P ひrier)もむしろFミ業の発展に興味を持ち，事業会社の発起業
務を行った≒
この時代における金融業と工業の結合は，金融業者によるr.業への働きかけ
だけではなく, 産業家から銀行家への転進によっても促進された，たとえばド
ルフュス・ ミーク社(DoUfus-Mifg et C ㈲ の アンドレ・ケ クラン　し＼ 11 (I reKoechlin
）は，フランス最初の蒸気機関中ミを製造した機械i;場を建設したi:粟
家であるが，その後第2 帝政時代のもっとも強力なプロモーター，投資銀行家
になったのであり，エ ミー ル（limile)　お よびイザーク・ペレール　(IsaacPereire)
は鉄道業からクレデイ・モビリエ(Crcclil M( bilicr）に転進したとい
ってもよく， またF.    A. セイェール')]爵(Baron F. Λ. Si>illiert'）はヴォージ
ュ　(VosKC碩 の繊維工業家であったが，その後ル・クルーソー，ド・ヅアン
デル，ドイツのクルップ(Krupp) 等の天鉄鋼企装に金融を行うkm 行装拘こ
なったのである肌
19世紀における銀行家の勢力は強人であった。パルマード｀ (I'alma（c）はそ
の著書の中で，「銀行家，時代の王者？」という見出しでこの問題について述
べているが，それによるとウージェーヌ・シュナイダー(lui 収ni' .Schiu'i（k'iO
は立法院(Corps Legislatぼ）の院長を勤めており，ルイ・フィリップは内閣の
首相としてラフィットとカシミール・ペリエを持った≒ スタンダールはr ブ
ルジョワジーは貴族にとって代わった。そして今頂行けブルジョワジー階級の
貴族である。」と言っている。ブ）レボン体制ドにおいてすでに，そして第2 帝
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政 ドにおい て な お ， ロ スチ ャ イル ド は政 治 的 権 力 で あ り ， 国 会 議 員で あ っ たっ
またこ れら オー ト ・ バ ン クは時 代 に適 合す る た め に 絶 え ず 形 を か える ， そ し
てそ の後 のフ ラ ン ス に栗yの 発 展 に も 重 要 な役 割 を果 た す こ とに な る， こ う して
フ ラン スの 銀 行 業 お よ び 工 業の 人 きな 部 分 は， 第2 次 大 戦 後 ま で実 質 的 に は
オート・ バ ン クを 中 心 と し た 占い フ ラ ン スの 資 本家 階 級 に よっ て 支配 さ れ て き
たとい っ て よい ，こ の 時 代 の 銀 行 の 産 業 企 業 に対 す る 投 資 の 状 態 に つい て は さ
らに次 節 にお い て 詳 し く 検 討 す る ，
3 ． 新 しい 投 資 銀 行 の 発 達
し かし 新 しい 人 工 業の 発 腱 に 必 要 な 人資 本 の 調達 に 真 に対 処す る た め に は，
以I-.のよ う な個 人的 金融 業r>-の 組 織 だ け に 頼 るこ と は限 界が あ り， 同 時 に 新 し
い形 態の投 資 銀行 の 出 現 が 期 待=され ね ば な ら な か っ た。 フ ラ ン スに お い て はこ
の分 野の 先 駆 者は シ ャ ッ'7   ■ラ フ ィッ ト(Jacqiie バ.affitte) で あ っ た 。 ラ フ ィ
ット は|'l分 の 銀 行お よ び 傑険 会社 の ほ か に， い く つ か の そ の 他 の銀 行 ， 商 社，
運河 会社,   i:聚会 社 に関 係 して い た が, 彼 は こ れ ら 工 業 の 発展 の ため に は ，こ
れ まで 利 川 さ れて い ない 資 本の 動 員 ， お よ び 工 業投 資 の流 動 性 の増 加 が 必 要で
ある と 考え,   1825年 に 産 業11
 
資j-<社 ぐSociel心Comnianditaire de l'lnduslrie) と
い う 会 社の 設>'/'.を 巾,清し た几　コ マ ン デ ィテ ー ル(Commanditai 副 杜 は 一般
に オム ニ ウ ム(omnium) と い わ れ てい る もの だ が， 投 資 銀 行で あ り， ま た 工
業の 持 株 会社 と し て の 機能 を 果 たす もの と され た 。 こ の提 案 は 大 き な反 響 を ま
きお こし ， 銀 行家 ， 商 人， し裳家 ， 政 治 家 等 か ら 多 数 の 株式 申 込 みが 殺 到 し た
が， 政府 は こ れ に 反対 し， またそ の 後 ま もな く金 融恐 慌 が 起こ っ た ため ， こ の
細 ま挫 折 辻
ラフ ィッ ト は こ の オム ニ ウ ム の 俳 想 を サ ン ＝シモ ン(Saint ・Simon) か ら 得
た よう に思 わ れ る。 サ ン ＝シモ ン の 弟 白 こは エ ミー ル　田milo ） お よ び イザ ー
ク・ ぺ レ ー ル(Isaac I' む晒re) も い た 。 こ の 兄弟 は1830  年9 月 に， 革 命 に 触 発
さ れて 起 こ っ た 商 業 恐 慌 の 最 中 に， 政 府 に 対 し てCompaKiiie  d'ΛssurancesMuluclles pour I1'SC(
 nipte cles I'ffects a loiites Echφances
と い う ち 称 の 相 互 保
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険会社の設立を申請した。とくに商業危機を緩和するr- 役としてぢーえられたも
のだが，この一種の銀行はまた産業化を促進する役割を果たすはずのものであ
った。しかしこれもフランス銀行の反対に会って実現せず，代わって議院によ
り1830年にコントワール・デスコント　くComploirにrF.scomptf) の設しが決定
された。しかしこの銀行は2 年しか継続しなかった　そしてペレールの提案し
た銀行の構想は，のちに1848年のコントn  ー ル・デスコント,  クレディ・フォ
ンシエ(Credit Foncier）,およびクレディ・モビリエ(Credit M(  bilier)にお
いて実現されることになるっ
一方ラフイットは遂に1837年に新しい金融機関の設立に成功したり　これは
商工業一般金庫(Caisse Gen さrale du Commerce et de rinduslr・ic）とよばれ，
合 資 会社 （societe en commandite)　であ る。 ラフィットは 最初 株式 会社(societe
anonyme) として申請したのであるが, 政府に反対された，その条務
は一部は普通の商業金融業務であるが，さらにそのほかにペレールの無記名債
券(bons au porteur) の構想をとったと思われる約束T- 形(billets a ordrc）
を採用したっこれによって資本の数倍の資金を運川することができ，その 廣
は工業企業の拡大および新会社設立のために投資されたのである。フランス以
外にも同行はドイツの製鉄業，ベルギーの炭坑業，シシリーの硫黄会什等に投
資したI‰
通常ケス・ラフィット(Caisse LaffiUc)　とよばれているこの銀行は. 産衷
企業の発起業務を行う新しい形態の最初の銀行であった，そしてこれに続いて
合資会社タイプの多数の商業投資銀行が設立されるようになった。　しかし有名
な大投資銀行クレディ・モビリエがナポレオン3 匪時代に設 ＼'/'.されるまでは，
社会一般の小目貯蓄の動員と，その丁業への投資はなお本格的には始まらなか
ったといえる。
4. 証券市場の発達
19世紀初頭においては，証券市場もまだ未発達の状態であったが,  以 しのよ
うな銀行業および株式会社制度の発展によって，しだいに緩慢ながら近代的証
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券 市 場 の 形 を と り 始 め る … 19itf;紀 初 期 に は パ リ 証 券 取 引 所 で は ほ と ん ど も っ ぱ
ら 岡 債 が 取 り 扱 わ れ て い た だ け で あ っ た ， そ の 取 引 量 は 増 大 し て い っ た が ， な
お 王 政 復 占 期 に お い て は 工 業 株 が 上 場 さ れ る こ と は ほ と ん ど な か っ た 。 そ の た
め 工 業 株 は 街 頭 巾 場 で の み 取 引 さ れ ね ば な ら な か っ た が ， そ の ブ ロ ー カ ー は 法
的 に 認 町 さ れ た も の で は な く, 彼 ら と の 取 引 は い っ そ う 危 険 が 大 き か っ た
っ
丿 ト ミ政 下 に お い て ， パ リ 証 券 取 引 所 の 取 扱 高 は よ う や く 増 加 し て き た 。 そ
れ に つ れ て 証 券 の 種 類 も 増 加 し ， そ れ ま で の 国 債 の ほ か に ， 外 国 債 や 種 々 の 保
険 会 社 の 証 券 ， 公 共 事 業 会 社 株 ∩ ミ業 企 業 株 ） が 加 わ っ た 。 取 引 所 に 上 場 さ れ
た 証 券 の 数 は ， 】816 年 に7,    1826 年42,    1836 年88 ，1841 年260 と い う よ う に し
だ い に 急 速 に 増 加 し て い る 川ご と く に 橋 梁 ， 運 河 ， 鉄 道 の よ う な 公 共 事 業 株 の
取 引 は ひ じ ょ う に 増 人 し た 。1837 年 ご ろ に は フ ラ ン ス お よ び 外 国 の 鉱 山 ， 炭 坑 ，
製 造 工業 会 社(u － ソ ク. 百 け ん ， ビ ー ト ・ シ ュ ガ ー2 大 製 鉄 工 場 ，1 麻 工
場 ， レl し七i: 場,1.2 の 皮 影↑万場 等 ） の 証 券 が 上場 さ れ た 。1847 年 に は さ ら
に 炭 坑 ， 冶 金. 保 険 会 社 の 証 券 が 増 加 し ， ほ と ん ど 全 部 の 鉄 道 会 社 の 株 式 も 登
録 さ れ て い た 。
］)     |crtrand  (;illo, I.a liantm白l  l・Cr<hlit en /｀ ra,ir。de 1S15  a 18・IS. 1959. pp. 52-57.2
）（uv p.  Pnl
川adi', C 卯ilalism el じajnlali皿s  fr川ぐais an A7.V  sifrle. 1961. p.70.
3） ロ ス チ ャ イ ル ド に つ い て は（・;'Me，op. fit., pp.  57-63 ，お よ びGiUc ヨIt乱oire de laMdison
昂lhschild. Tom.    I, 196r,.Ji'an Bouxicr, [a'.s Rolhscliil/バ967. 参 照。
n　Pal  made. ≫/'丿■il.. p  13.1.
^i）Dunham,  （巾.ri... p. 219.
6)    R< lu甫）CaiiH'roii,  /消nc, mid  /加Economic ・Development  of E.rope 1800-191-I.  pp・83-84
7)   几山iiado, op. nt., i).106.
8)    ]r:,,丿 拓iviei・，しs  Rolhschild・. ）川13.
9）W.  (　. IU'n（iers(Mi／/吊・/i/?stH函l ,cvoli山ion on the・Coiit加uリit. pp. .115-116.
10）Camcn  n.op. cit., pp. 8-卜88.
11）Henri See,  Ilislりireりりnmiqu,d< 丿a  France, p. 229.
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第4 節　 銀行の産業企業に対する投資
はじめに
この時代の長期金融はオート・バンクによって行われていた　しかし一般に
オート・バンクはもっぱら債券投資に従事し，工業投資を行わなかった　むし
ろそのことによってオート・バンクはi;業投資を阻害する役割を果たした，と
さえいわれているト。だが1- 分とは決して言えないまでも，この時代における
オート・バンクの工業投資がかなりの重要性を持っていたことを見過ごすこと
はできない，否むしろ当時の工業金融はオート・バンクによって担肖されてい
たといってもよい。ただし彼らの投資方法は近代的投資銀行のそれではなく，
金融家であるが商工業の事業にも千を出すというような　・仲の機能未分化の巾
業家というべき性格を帯びている，|[|式の私人銀行のそれであなり83rト39 年
の拡大の時期までは，フランスTに業においては家族企業が支配的であ丿だ　流
動性証券は流通が困難で，一般にはほとんど知られていなか-バニ，。しかしI8脂
年以降にはしだいに株式が小資本家の間に浸透するようになり，とくに1≪肥年
以後になると，小額証券が出現し，また人量の鉄道株が発行されることによっ
て，それまでは縁のなかった大衆に株式投資が普及するようになってきた。銀
行はその顧客と企業との問にあって，この新しい投資対象に顧客をふり向ける
役日を果たしたのであるが，それと同時に銀行けそれ自身直接に商r 喋 企業に
投資し，多数の株式を所有するようになった。というのは人規模な会社でその
資本金が多数の株式に細分化されていないものは，証券価格が鳥すぎて人衆へ
の仲介に成功することができなかったし，同時に銀行家の顧客に対する責任か
らその証券を引き受けた企業に対してはその経営に関'j-する必要を感じるよう
になったからである。さらに銀行自身がその工業企業に投機的魅力を感じたこ
とも，その原囚になる。この時代には前述のようにまだ新しい形熊の投資銀行
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は 発 展 し て お ら ず ， こ の よ う な 活 動 を 行 っ た の は ， も っ ぱ ら オ ー ト ・ バ ン ク で
あ っ た 。
銀 行 の 投 資 活 勁 は ， 対 象 の 産 業 部 門 に よ っ て ひ じ ょ う に 差 異 が み ら れ る 。 す
な わ ち， 一般 的 に 小 規 模 で 家 族 企 業 が 依 然 と し て 大 勢 を 占 め 続 け た 部 門 に お い
て は ， 銀 行 の 果 た し た 役 割 は 相 対 的 に 弱 い も の で あ っ た ， た と え ば 繊 維 工 業 が
そ う で あ る 。 他 方 人 資 本 を 要 す る 人 企 業 が 重 要 な 割 合 を 占 め る 鉄 道 ， 運 河 ， 鉱
山 ， 製 鉄, 機 械 等 ， 新 し い 交 通 機 関 や 重 に業 部 門 で は ， こ の い わ ゆ る 「 銀 行 の
侵 人 」 が す で に か な り 見 ら れ る の で あ る 。
し か し こ の 時 代 の フ ラ ン ス の 工 業 金 融 に 関 す る 資 科 は ひ じ ょ う に 不 十 分 で ，
研 究 が 困 難 で あ る と さ れ て い る 。 そ の た め こ こ で は 重 工 業 部 門 に お け る 投 資 事
例 を 観 察 し ， そ こ か ら あ る 程 度 の 結 論 を 見 い た そ う と 思 う 。
1. 炭坑業における投資
この時代における に業の人転換は，すでにしばしば述べたように，新技術の
鄙発による機械の発展およびそれに伴う石炭消費の増大によって示される。炭
坑灸はすでに18 III;紀から人規模化，集中化か始まっており，大資本を擁する企
柴も現われていたが，それが本格的に発展するようになったのは，運河および
鉄道という新しい運輸機m が幣備されるようになり，また大工業の出現がみら
れるようになってからであった。そしてこの時期に始まった最初の熱狂的投資
の人きな部分は炭坑業に投じられた。
まずノールにおいては，人革命以来ペレール家がアンザン鉱山に大きく参加
レC いた。しかしこれは銀行としての投資よりも家族企業としての投資の色彩
を強く持っていた。　ノール炭田は1835年以前には人きな発展をみなかったが，
その後運河の開通によりパリヘの石炭供給が硝保されるようになって急速な拡
人を始めた。その時になって
パリおよび地方の諸銀行は,    ノ-  ルヘ進出するよ
うになったが，成功した例は少ない
いヴ
ァランシエンヌ（Valenciennes）の銀
行家スレ ‰ヽrret）はヴァランシエンヌの近辺のテ イヴァン七ル げhivencelles）.
クレスパン(Crespin) およびサン＝ユベール(St. Ilubfi-t)の炭坑を1838年に
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手に入れた。パリのカレット（Carctte）およびマング（MiUL'lH't)はバスコン
（Bascon),　ア ザ ン クー ル （Λzincour以　 オ ル デ ン　(Hor出山 ）， ブ シー(Bouchv),
アニッシュ（Λniclu')等に参'i-した， シャルル・ラフイットはブ
リュエ（Bruay ）を手に入れ，ロスチャイルドもダヴィリエ 巾avillieiり およ
びソシエテ・ジェネラル・ド・ベルジーク(St り 恥neralc川円則球卜 り　と　一緒
に進出してフランス・ベルギー石炭運河会社（Ste c'harlionniercヽft tie Na、・尚tion
franco-beige)を創設している2j…
ロワール炭田は当時フランス最大の採掘量を誇る炭田であったが, 多数の小
炭坑に分散していたのを，1838 年から43年の間にロアンヌ　(Roanrn'）の銀行
家ドヴィエーヌ（Devillaine)が次々に買収してサン＝テチェ ンヌ鉱山会社(Compagnie
des Mines de St. Etienne）が設立された。人規模な生産の発腱は
大資本の供給なしには不可能だったが, li']時にこの時代には投機が激しく行わ
れており，また創業期の企業の遭遇する多くの技術的困難があった，そのため
銀行の中にはこれらの事業に投資することを躊躇するものも多かった。ロスチ
ャイルドなども比較的その傾向を示している。，ロワールにおける18祁年の大介
同の中心は税務長官であるドラーンド　巾心ahanttり で，これを助けるという
形でフランスおよびスイスの諸銀行が参加している，この時にできたのが口
ワール鉱山会社(Compagnie j; むnei・ale des Mines cle la L( ilT)で｀ある。
これに対してアレ（Alais) 炭田は銀行家の力によって開発されたといえる,。
同炭田の発展が可能になったのはアレ～ボーケール（Λlais‥-IいiK'airc）間の
鉄道建設によるものであった，集中を指導したのはポーラン・タラボバPaulinTalabot
）で,   1836年にラ・グラン＝コンブ鉱山ガール鉄道会社（ConipaKi蛍des
Mines de La Grand-Combe d des cheniin (le for面（ふ・(I)が設v/; されてい
る。これにはロスチャイルドおよび国家も□額の資金援助を行っている町
以h ，炭田によって程度の差はあるが，銀行はその発展口屯要な役割を栄た
したといえる。
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2. 製鉄業における投資
同様のことは製鉄業についてもみられる。ただし鉄道網が拡大されていくこ
の時期の終わりごろになって，人製鉄企業の出現はようやく活発化してくる，
前述のようにロワール地方においてはル・クルーゾ一工場が危機のために1828
年に資本金4 自万フランの株式会社に改組されたが，株主のリストにはパリの
諸銀行，とくに シャプ タル＝ボーダン(Chaptal-Bod 圈　グループや銀行家
フール(Foil㈲ が見いだされる。
ドカズ（）ecazes)はアヴェ イロン（Λ,・evron) に炭坑を獲得し，それに基
づいて大製鉄企業アヴ」こイロン炭坑製鉄会社(St φdes Houilleres et Fonderiescle r
Λvcyron) を1826年に設:ぷlしたが，彼はアンドレ・エ・コティエ（Λndr｝&
  Cottier）, ピ エ ＝ヴィ ル(Pillct-Will）, パ ラ ヴェ(Paravey) ， グ ピー
（Goupy）等のバリの銀行家によって支援されていた。彼らは資金の供給者で
あるとともに服役会のメンバーでもあった。事業はひじょうに困難で，発展は
遅々としており. 経済危機に|際会した時には破産寸前までいっかが，どうにか
持ちこたえた。
アレ徐地では長い問炭田が開発されていたが,   1825年ごろには鉄鉱石の埋蔵
も拶定されるようになった。ボーケール(Reaucaire) 運河に参加していた
スール（Sou Itト 几帥がこれに注目し.  最初の探鉱会社を設立し， さらにアレ
鉱山製鉄会社（CompaKnic (ies Mines et Forties d'Alais)を創設した。これに
は2 人のパリの銀行家，ベナール(B φnard）とヴァサル(Vassal ）が協力して0
る。この企業も姓設に長くかかり，費川は高く，経営はまずく，鉄鉱石は発
見されず, 本恪的活動以前に危機に陥った。1830年にベナールは破産し，ヴァ
サルも丈払いを停正した。
ドフィネ 巾a叩hine)ではやはり銀行家が大規模な製鉄事業を興している。
ミルレ（Millerot)はすでにドカズヴリレ( ）ecazeville）に関係していたが，
ここにも人総合製鉄工場をつくることを考えたらしい。アリヅエ（Allivet）お
よびボンペルチュ（B,
 11 pp心.is）工場のラヴァンダン(Lavanden) というもの
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と 組 んで.   1817年 に ラ ・ ベ ラ ルデ ィエ ー ル　(l.:i Bet・ardieix√） に場 を 建 設 した，
地 元 の 金物 工 業 にか な り 人 きな 販 路 を 見い た し,  数 年 後 に はこ れ まで イギ リ ス
か ら輸 人 して い た鋳 物 Ⅲ 銑 もこ こ で 生 産 す る よ う に なっ た。 ま た川 に場 に 付随
す る も の と し て サ ン ＝テチ ェ ン ヌの 近 く に モ ト テ イェ リーレ（Mottetiercs ）1'.場
も 設 立 さ れ た。 し か し1830 年 の 危 機 が ミ ルレ を 破 産 させ ， こ の 製鉄 事 東 も中断
さ れ るこ と に なっ た。
前 述 し た ラ フ ィッ ト は 製 鉄 業 に も進 出 し て い る，1824 年2 月 に オ ー ト ・口
ワ ー ル(Haute,Loire) にあ る グロ メニ ル(Grosmesnil) 鉱 山 を 買 収 し て ， 会社
を設 立 し たの で あ る が ， こ の 会 社 は1825 年3 n に は解 散 して し まっ た　 そ して1825
年9 月 に 新 会 社 が もっ と 大 き な 基 礎 の にに 設 立 さ れ。 バ ー ル(Hubbard),
マ レ ー(Mallet), パ ラ ヴ エ(Paravey ） 等 の 他 の 銀 行 家 お よ び ダ
ル ベ ー ル 公 爵 （Due de Dalberg) も参 加 し た。 し か しこ れ も1828 年 に 破 産 し，
も う 一 度 設立 さ れ た新 会 社 も1830 年 に は完 令 に 消 滅 し た…
ペ リェ 家 も フ ァ ン （Fins. ΛUier) の 炭 坑 を 基 礎 と し て 製鉄L 場 を 建設 し たの
であ るが ， こ れ も同 じ よう な経 緯 を た ど っ た。
こ の よ う に1830 年 まで の 最 初の 工 業 化 運 動 の時 代 に は， 銀行 は 多 くの 誤 算 と
失 敗 と を ひ き 起こ しな が ら ， 新 し い 重V 業 企 業 の 建 設 運動 にす で に熱 心 に 参加
し て い た ので あ る が ， こ の 時 代 に は まだ 鉄 道 は な く， 鉄 に業の 版路 は限 ら れ た
も ので あ っ た。 ま たこ れら 銀 行 家 は 新 し い イギ リ ス式 生 産 方法 に夢 巾 に な っ た
が， 製 鉄 業 者 と して の 実 際 的 な 知 識 は ほ と ん ど も っ て お ら ず，・If i:業企 東経宮
者 と し て の 能力 に は欠 け て い た 場 介 が 多 か っ た の で は ない か と思 わ れる
い
しか
し ロ ワ ー ル の 諸 会 社， ラフ ィ ット や ペ リェ の 試 み 等 多 く の 失 敗 があ っ た として
も， 他 方 ド カ ズ ヴ ィ ルや ， 経 営 者 は 途 中 で 変 わ っ たが ル ・ クル ー Λヽ- や アレの
よう な 会 社 は 存続 し た ので あ る ， そ し て1835 ～39 年 の 好況jリ」に は 叫 び拡 人を小
す よ う に な る。
1835 年以 後 の状 況 を まず ル・ ク ル ーソ ーに つ い て み る と， ル ・ ク ル ーゾ ヘL
場 は1836 年 に セ イェ ー ル 銀 行 お よ び フ ル シ ヤ ン ボ ー （[■'niii（han 山m 巾 ） の ㈲ 没
者 で あ る 製 鉄 業 者 ボ ワ グ （Bo 面es) 家 に よ っ て 買 収 さ れ た
い
こ の 新 当喋 は彼
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ら に大き な困 難 を もた ら し た た め， 彼 らは 他 の 事 業 （絹 工 業 や 軍 需品 取 引 等 ）
を 手放さ なけ れ ば な ら な か っ た ほ ど であ る ， し か し セ イェ ー ル家 は鉄 工業 の 将
来の 発展 を 戸想 し て こ れ に 賭 け た こ とが ， セ イェ ー ル親 子 の 書 簡 か ら 読 み とれ
るっ
アレ で は事 業 は 同 し よ う に悪 化 し てい たの で ， そ の 所 有 者 達 は パ リ の資 本家
ブ ノワ(Rfiioisl ） お よ び銀 行家 の ド ル イヤ ー ル （Drouillard) に よっ て 運 営 さ
れる 一つの グル ー プ に 彼 ら の 工場 を 委 託す る こ とを 決 定 したっ 二の 金 融 グ ル ー
プ は バ リ ～ オ ル レ ア ン 鉄 道 会 社 （Compagnie du chemin de fer de Paris aOlreans
） お よ び こ の 線 か ら ミデ ィ お よ び大 西 洋 に まで 延 長 す る 諸 鉄 道 会 社 に
重 要な参 加を し てい た.:   さ ら に そ の後 ド ル イヤ ー ル銀 行 は マ シ フ ・ サ ン ト ラ ル(Massi
にentral ） の あ た り に 石炭 採 掘 を も行 う 製鉄 工 場 を設 立す る こ とに 努 力
した 。こ う し て1839 ～42 年 に モ ンリ ュ ー ソ ン(Monllu;on ） に,   1846年 に ブ キ^
   (Boiiquies） お よ び フ ュ メル （Fiinu'l） に 工 場 を 設 立 し た。
この時 期 は 鉄 道 の 発 艇 に よっ て 製鉄 業 が 人 々の 特 別 の 関 心 を ひ き始 めた 時 で ，
その他の 銀 行 も 人鉄 鋼 に場 の 設 立 を検 討 す る こ と が 多 く なっ た。 た と えば オ タ
ング， マ レ ー ， ピ エ エヴ ィ ル， テ ュ ル ネ サ ン とい う よ う な パ リ の 銀 行 家 の グ
ループ は， ブ ル ゴ ーニ ュ の 小 に場 ロ ゼ(Rosee ） を 見 い だ し，1837 年 に こ れ を
回収し たが ， こ の 企 業 は 僅か 数 力 月後 に 大敗 し た 。 彼 ら は 直 ち に イギ リ ス式 大
工場 に吟 味 を持 っ たが ， お そ ら く 卜
も欠けて い た の で， やは り失 敗 し た よう で あ る 。
3. 私人銀行の工業投資の性格
彼らオート・バンクの投資の状態をとくに工業投資に熱心であったセイェー
ルを例にとって検討してみる。セイェール家は，元来繊維工業の出身で，ピエ
ルポン(Pierrepoiit）およびボーヅ
エ（Heaiivais）の［ 場で巨額の資金を儲け
たのである。その他にもアルデンヌ(Ai ・denncs）にいくつかの製鉄工場を獲
得し，帝政時代には軍需品調達を行
った。1832 ～45年の同家の長期投資の状況
をみると，1832年において290 万フラン強の資本金,   1,070万フランの貸借対照
フ2
表に対して, 同家は16 万7.600フランの諸種の証券を所有していた　すなわち
ハイチ(Haiti) の債券，エ スト(EsO の片塩鉱山株，ベルギーの債券，フラ
ンス銀行株，ヴァレ(Valais) 鉱山株，ブルゴーニュ（iiour印即'）運河株で
ある，そのほかは軍隊への飼料供給が63万8.0( Oフラン，銀行i.i川oij フラン，
抵当信用約90 万フラン，軍需品のための保証金66万6,000フラン，不動産およ
び製造工業287 万4、000フラン（うち200万フうンが製鉄所.   70万フランが繊維
工場）であった。1832年から35年の間に土地および銀行信川を犠牲にしての工
場の増加，および持株の減少が行われた。 1836年にはル・クルーソーの買収の
ために資本金を300万フランから500万フランに増加させ，また飼料非業を縮小
し，抵当信用をほとんど解消した-   1838年以来セイェールは鉄道以外の他の投
資をひじょうに減少させてル・クルーソーに集中した，銀行イ言川はほとんど令
部ル・クルーソーへ投じられた，そして1839年の危機以後ル・クルーソーへの
投資は同銀行から家族の手へ移った。1844年以来ル・クルーソーi;場の鉄道資
材生産に再び銀行信用が与えられ, 鉄道への投資も行われた。 1845年には飼料
事業を解散し，工業活動のみに投資を行うようになり，またL 地を買却して鉄
道投資を行った。後者は1845年に60万フラン， ル・クルーソーに対する貸付け
は120万フランに達した。
7 月王政時のラフィット金庫（Caisse Laffille）も|丿額の に業投資を行って
いる。1838 年の最初の貸借対照表をみると，二つのベルギー炭坑が記されてい
る。 1839年にはこれにシシリーの硫黄事業の証券，石膏会社株，フランス全体
にわたる運輸会社の株が加えられている。 1840年になると，li初の鉄道株が現
われる。
以上のようにフランスにおける銀行による工業金融は， 一部では熱狂的に行
われた，しかしそれは金融機関としてというよりも，投資と㈲時に自身工業経
営にのり出すという性格を多分に持っていた。 また他方では銀行の に業投資に
はひじょうに強い狐疑逡巡が見られた。家族企業の優越性がとくに繊却i:業を
けじめとして広く存続しておりご に業の側からも銀行資本を拒がする傾向があ
った。こうした工業企業は発展のためには自し。金融に頼らざるをえなかったが，
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それが さ ら に 家 族 企 業 形 態 を 延 命 させ る こ と に なっ た。 自 己 金 融 の 必 要 性 は
ル・ ク ルーソ ー， ド カ ズヴ ィル ， フ ルシ ャ ン ボ ー 等の 大 工 場 に おい て さ え も強
かっ た几 銀行 の投 資 は だい た い 企 業 の 発 足 時 に行 わ れ， そ の 後 の 発 展 は 企 業
の自 己金 融 に よっ て な され る の が 大 部 分 の例 で あ っ た 。
しかし こ う した 自 己 金 融 に は 限 界 があ り,  大規 模 な 工 業 発 展 の 実現 に は対 処
で きなかっ た し， また 企 業 が こ の慣 習 に しが みつ い て い る こ と に よっ て証 券 市
場の 発達 は遅 れ, i 川 の 創 造 もで き な かっ た， 他 方 急 速 に 拡 大 し つ つあ っ た工
業企業 の 規模 は ， や が て こ れ ら旧 来 の オ ート ・バ ン クの 融 資 能力 を 越 え よ うと
してい た。 こ こ に もこ れ ら の銀 行の 限 界が あ っ た 。
】） た とえ ばM;uricH' Levy, lUstoi ・re eco。tnique  el sociale de la France  d串is  1848.  pp.4
卜 袷
2）（;ilU'. I,a lia問 。e rl If Credit en France  de /S15  a 1818.  1959, p. 185. なお ， 本 節 は
だい た い 川 書 に よ っ た。
3）u スチ ャ イ ルド のL 業 金融 の 状 況 に つ い て は.    Gille. /istoir白le  la ,aison  Roth 一scl
川(/, T(  111. I. pp. 377-4(  0. 参照 。
引 （ille. /.a /iai印e  t川,・Credit en France. pp. 200-2(  1.
第5 節　フランスにおける資本蓄積とその性格
19|H;紀前半の資 本蓄積の状態についての詳しい資料はないが,   19世紀のフラ
ンスには生産活動に投資されうる比較的多額の資本が蓄積されていたと推察さ
れる。キャメロン（Canier・oil）によると,   円|H-紀の前半を通じて，およびおそ
らく1860年までは，フランスは欽界でもっとも富有な国であった貼 農業がま
だヨーロッパのi 要な産業であった時代には，フランス農業はヨーロッパ最大
のものであった。またフランスの工業も当時はイギリスに次いで世界第2 位の
旦産を上げていた。1815
～48年にはフランスでは名目国民所得は約50～60％増
大した。それは年平均1.5
～2  ％の伸びである。その上物価が多少とも継続的
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に下落したから実質所得は平均的フランス人の生活水準の人きな改祚をもたら
した。実質賃金は低率ではあるがほとんど確実にl-.W-した。しかし国民所得増
大の大部分は富裕な地七 工業家, 金融 匙肴等のr に入ったようである
い彼ら
はそれを新規投資のために使用した。ひじょうに不完令なデ －ータだが，それに
よると資本蓄積は1820～48年の間に約2 倍になったようである，とキャメロン
は言っている几 これは年率約2.5 ％に当たる　 また物価の動きによって実質
資本蓄積額は，さらに人きかったと考えられる。
しかし他方フランスの資本蓄積を低く評価する見方もある　たとえばダーナ
ムは，この時期のフランスの資本蓄積は比較的少なく， また増加率も緩慢たっ
たことは明らかである，と言っている3へ。・^区^
分の資本は土地に固定されていて，その多くは抵肖権の形をとっていたが. 利
率は普通10 ％であった， しかしディジョン(l)iio巾 の銀行家デ スト ルノ(d'Eslerno)
によると，土地所有者のその財産から受ける収益は僅かに2  % 位
であったといわれる。そのため彼は1836年に地主および資本不足に悩むI渫 家
の代表として政府にディジョン地方の銀行が発券の権限を与えられるように陳
情している，彼の書いたものによると,   当時はフランス銀行の銀行券でさえデ
ィジョン地方では額面価格で受けとられず，彼の銀行が発行した卜形などはフ
ランスではほとんど使川されなかった，というのは当時は人々の銀行程に対す
る信頼が欠如していたからである，このように 一方で銀行券やT--形の制度が発
達していなかったため，↓:業家が持っていたある程度の有余も,   金融制皮が発
達した後の時代におけるようにはうまく活川されることができなかったであろ
う。また前述のように大衆の小額貯蓄はまだほとんど動員されることがなかり
た。
フランスにおいては貯蓄のかなりの部分は公債に投ドされ，あるいは利益率
の低い土地の購入に向けられた。当時土地は 一定の社会的地位を与えるものと
考えられていたからである呪1 ㈲Hi:紀後半になると企業による社債発行が普及
するようになり，今資会社，株式会社形態をとる人企業は資金調達を社情発行
に依存する度合が大きくなっていた。　しかし 一方では貪本の人きな部分はより
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大きな利 益 を も た ら す外 川 の 有価 証 券投 資 へ 向 か っ た ， し たが っ て 国 内 工業 へ
の投 資は そ れ だけ 抑 制 さ れ た わけ で あ る 。
資 本 を国 内 商 し 裳企業 へ で は な く,   公 債 お よ び外 国 債 に注 ぎこ むと い う 傾向
は， 前述 の よ う に オ ー ト ・ バ ン ク に よっ て 先 導 さ れ た ， フ ラ ン ス工 業 の 発 展 に
は, 資 本蓄 積 の 絶 対 額 は も ちろ ん重 要で あ る が ， お そ ら く そ れ以 上 に 二の よ う
なフラ ン ス有 本- 般 の保 守 的. 巡 嬰的 性 格 が 重 人 な抑 制 的影 響 を 及ぼ し た と考
えられる の であ る。
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2)    K,Canietx  a. France (uui the ハ びMo・。if /evelopyn・ l of’Enropiり800 一1911. p. 52.
3）Dunham,  o/). cil.. p. 210.
4)    （。;t'OI・鼎丿)upi'iiχ. La  S<元部トfmncaise.  17H9- 昂60.  1964. 井卜 幸 治 監 訳 『フ ラ ン ス
杜 会史　1789 一-1960
』ill洋 経 済
新 報ft,    1968年,   37頁,   120頁 。
第4 章　19世紀前半におけるフランスの鉄道と
大資本の形成
はじめ に
フフ
1830年ごろからフランスの産業革命は急速に発展する。その中でも重要な役
割を果たしたのは鉄道の発達であった。1830～40年代は新しい鉄道の時代と呼
ばれた。19匪紀前半に おいてフランスの主要産業は繊維工業およびその関連産
業，その他の消費財産業であり，それらの産業はほとんど小規模資本によって
経営されていた。鉄道，鉄鋼業等，新しい運輸業および重工業の経済活動全体
における重要性はまだ甚だしく小さかったが，しかしこれらの産業部門こそ大
資本を必要とするものであり，特に鉄道企業の資本は当時の経済においてすで
にずば抜けて人規模なものとなった。
第2 帝政!t)」(1852～70年）には，いっそう急速に鉄道建設運動が推進され，
それがフランス経済令体の発展の主要閃の一つとなった。そして鉄道の急速な
拡大によって石炭，鉄鉱石等の鉱山業，鉄鋼業および金属加工業の発展が著し
く刺激されるようになる。こうして20世紀初頭までの重工業の急激な拡大によ
って，フランス呻業構造におけるこれらの産業部門の相対的重要性は著しく増
大し，反対に繊維工業のそれは催かではあるが低ドすることになるのである
（表4 －1参照)。
20 lit紀初頭において主要産業とみなされるものはなお繊維およびその関連産
業であって，その小規模経営中心の経済構造は依然として克服されることがな
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表4 －1 フランス産業構造の推移(付加価値生産に占 める比率)
期間 ? 石炭 ? 企属・その加L ? 繊維 ?建設・
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か9 だ が|=， 他 力 に お
い て， 近 代的 人 し聚が
か な り の 程 度 に 発展 し
て きて い た こ と も確 か
であ る., そ レc 人資 本
を・£■要 と す る こ れら 人
工業の発展が，株式会社制度の必要性を増人させ，さらに新しい型の金融機関
の形成を促進して，フランス資本主義の発展をE 導することになったのである
大規模経営を必要とする新しい産業活動の中で，もっとも重要性の人きかっ
たのは,   19世紀においては鉄道の建設であった。1850-70 年の間にドイツにお
いて投資された株式資本の4 分の3 は鉄道会社に向けられたものであったとい
われるが肌　フランスにおいても,   20世紀初頭においてなお株式会社証券に占
める鉄道，海運会社の割介は, 著しく高いのである几
しかし鉄道を中心とする運輸部門の資本形成における圧倒的重要性は。炭坑
業，鉄鋼業等の重工業資本との対立的な関係において存在するのではなく，鉄
道資本の発展過程を調べてみると，これら重i;業と鉄道とは密接な資本的連携
を保ちながら形成されてきたことがわかる,バ わヽばこれら各種の産業部門は，
発展の初期から限られた少数の大産業資本家, 銀行資本家の穴なる投資先とし
て存在したのである。また大資本は相互に密接な関連を持っている産梨部門に
同時に関わることによって，これら産業部門の発展を，より仰実に，より急速
なものにしようとした。故に鉄道および重lミ業は，資本的には共通の基盤のI-.
に発展したということができる。そして19  III;紀に形成 されていく人資本のグ
ループの一つの中心が鉄道業だったのである。
本章においてはまずフランス人資本の発展の基礎段階として19 III;紀前ト゛をと
り上げ，鉄道業の発達とそれを中心とした大資本の形成について検討するい
U　 佐々木建「フラ ンス金融資本成-A過 程をめぐる 諸問 題」 人阪巾 ヽ'/:人学 『経?:1・研
究』 第104-6 介併り,   1970年，参照，
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第1 節　 初期の欽道建設と資本
1 。 第1 期
フランスにおいて鉄道が発艇を開始したのは7 月］E政の時代である。この時
刻に炭坑果や製鉄業の発展が新たに鉄道の発達を促すことになったのである。
フランスにおける初期の鉄道建設は， イギリスはもちろんベルギーやドイツよ
りも,   i-.として政治的片山のためにヽ);ち遅れた。イギリスでは，鉄軌道上を馬
力や人力ではなく. 蒸気機関という機械によって車両を牽引させようという試
みは，すでに18 111;紀未から行われていたが,   1825年にジョージ・スティーブン
ソンが新しい ストックトン～ダーリントン(Stockton 一Darlington) 鉄道でこ
れに成功して，鉄道時代を開始させた。1830 年にはリバプール～マンチェ ス
ター(Livt'r）ooト ーManchester）間が開通し，その後イギリ ス鉄道網は急速に
拡人して，18佃年末にはいくも9,600km 以上の鉄道が建設され，重要路線のほ
とんどが営業をするようになった。 イギリスではこれらの鉄道の建設は，すべ
て私泉業によって行われた。
フランスにおいては殼初の鉄道は1823年に特許を得て!827年に完成した。そ
れはサン＝テチェ ンヌの工業地帯とロワール河畔のアンドレジウ（Andrezieux）
の小港とを結ぶ18kmの甲,線（鋳鉄裂のレール）で，馬に牽かせたものであった。
この鉄道は冶令業者のグループによってプロモートされた。彼らはこの地方
の石炭，鉄鉱山，鉄鋼業とサン＝テチェンヌ地域外の鉄鋼企業にも重要な関係
8o
を持っていた。彼らの多くは個人的友人または親戚関係にあった　その中には
アンフィ（Imphv ）およびワ ルシヤンボーのポリ'/ 兄弟， テ ベーレノワール
口errenoire) およびラ・ヴルト（L;i X'oulle）のフレ‥ ルジャン(r"r('rej(';inハ
ミルレ（Milleret)　とともにラ・ペラルディエール 白丿剛rai'（lieri.')の鉱山を
所有していた技術者のボーニェ(Beauni 削 等が含まれていた。このクル －ーフ‥
には， まだ銀行家やパリの資本家は介まれていなかったが，税務長官のゾリ
コーニユ(Bricogne) が入っていたl……
フランスの石炭生産は1828年に卜7 斤4,()OOトン,   1847年には3 倍近いfi 15万3,000
トンに達した。 また1831～47年に労働者数はリゴ5,600人から3万4,800人
と倍増した。この時期に急激な炭坑の開発が始 まっていたことがわかる，そし
て当時ロワール地方は最大の産炭地域であり ノ. ル炭田が第2 位であったし
フランス第2 の鉄道は1826年に認可され,   1832年に完成したサンこテチェン
ヌ～リヨン間であり，複線で58  kmであった。これは最初から本格的な鉄道であ
り，フランスの主な商業中心地の一一つであるリヨンと収要な鉱山丁業祁「|/サン
＝テチェンヌとを結んだっ最初はやはり馬力によったが，のちにフランス雌初
の蒸気機関車に牽かれた車両が走るようになった，この鉄道は技術行のグルー
プにより発起され，建設された，その中心人物であるセガン兄弟はユダヤ人で，
才能と富に恵 まれていた，長兄のマルク（Marc) はイi名 な科学者で科学アカ
デミーの会員であり,   1828年に多管式ボイラーを発明した人である。彼らはす
でに1825年にローヌ河で蒸気船を運航する会社を組織していた，これには技術
者のエトアール・ビオ（Edouard BioO　も参加していた。彼はマルク・ヤカン(Marc
Segu㈲ の科学アカデミーにおける同僚の息r で ，回時にコール・デ・
ポン・エ・ショセ(Corps des Fonts d Chauss むes.土木丿副 の局長であるベッ
ヶ（BecQuey ）の義理の息了で もあった。
これらセガン兄弟およびビオ等5 人が，この鉄道の姓設許可の取件 i/.であり，
実際の建設者でもあった。彼らのうちの1 人，恐らくマルク・セガンはイギリ
スへ行きストックトン～ダーリントン鉄道を研究して，蒸気機関巾の発展にひ
じょうな関心を持っていたのである几 こうして彼らはフランスで初めて熊気
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機開車 を採川 し た。
金融 面か ら 見 る と， この 鉄 道 会社 は1826 年 に 設 立 さ れ,   1827年 に 株 式 会社 に
なっ た ，こ の路 線 は ア ン ドレ ジウ 線 と 比 べ る と， 経 済的 重要 性 も建 設 の利 益 関
係も ひじょ う に違 っ てい た ， ビ オの 父 の 援 助 を受 け て 創」設 者達 は 創 業 資 本 の4
分の1 を引 き受 け たが ， 彼 ら は 利 益 を ヒげ る こ と よ り も技 術 や 発 明 に 熱 中 し て，
まもな く 会社 の経 営 権を 完 令 に保 持 す る こ とが で きな く なっ たっ
最初 か ら の 殼 人 の 株 主 は ア ン リ ・ ブ ヤ ー ル （Henri Boulardj　 と ロ ー ラ ン ・
ガル シ ア(Laurt'iil Ciarcias） の2 人 で あ る 。 前 者 はド 院議 員 で500 株 を 所 有 し
た。こ の株 数 は セ ガ ン 兇弟 令 員 を 合 わせ た もの と 同 じ であ る 。 後者 は 職 業 不 明
で， や は り 所 有 株 数 は500 であ っ た 。 サ ン ＝テ チェ ン ヌ ～ リ ヨ ン 鉄 道 の 初 期 の
株主の 中に は, 着 名 な 製鉄 業 者 も炭 坑 業 者 もい ない 。 サ ン エテチ ェ ンヌ ～ ア ン
ドレジ ウ同 鉄 道 と も 関 係 を持 だ な かっ た。 また パリ の 著 名 な 銀 行家 も記 録 さ れ
てい ない。 銀 行 家 と し て は た だ ボ ー ダン　串od ㈲ 兄弟 だけ が 参 加 し て い た。
彼らは リ ヨン の 銀 行 家 で， 俺 か50 株 を所 有 して い た に す ぎない 。
しか し 次 のl つ の 問 題. す な わ ち 升 ン ＝テ チ ェ ン ヌお よ び リ ヴ ・ ド ・ ジェ(Rive
de Gicrs) の 諦 鉱 山 の 大 炭 坑 会社 と の 密 接 な 関 係か ら， ひ じ ょ う に 大 き
な利 信が期 待 され る こ と, 独 占 的 な ジ ヴ ォー ル （Givors ） 運 河 会社 と 競 争 す る
必安があ る こ と ， が 同 鉄 道 会 社 の 令融 的 支 配関 係 を 次 第 に 変 化 させ る よう に な
った決定 的 女 囚 であ っ た と 考 え ら れる 。 そ して10 年 の 間 に こ の鉄 道 会社 は ジ ヴ
才ヤ レ運河 の 丈配 権 を 獲 得 し,   1845年 には 事 実 上 サ ン こテ チェ ン ヌ地 域 の 大石
炭トラ ス ト と‥一体 化 し た の であ る 几
第3 番目 の 鉄 道 は や は り ロ ワ ー ル地 域 に 建設 され た 。 そ れ は サ ン ＝テ チェ ン
ヌと アン ドレ ジ ウ 港 間 の 欽 道 を ロ ア ン ヌ （ロ ワ ー ル河 の ド流 ） に結 びつ け た。
それ まで 石炭 は こ のl つ の 港 の 問 を河 を ト
タて 運 ば れ て い た ので あ る が ，
こ の
鉄道の 建 設に よ
っ て 輸 送 距 離 は2 分の1 に 短 縮 され ， また 四 季 を通 じ て の確 実
な輪送 于段 が 提 供 さ れ る こ と に なっ た。 こ う して こ の 延 長 さ れ た鉄 道 は ， サ ン
ニテチェ ン ヌ～ ア ン ド レ ジ ウ 港 問 の 短距 郎 路 線 より ， は る か に重 要 性 を 増 した 。
距部はG8km と長 く な
っ た 。 し か し ロ ア ン ヌは リ ヨン と 比 べ る と小 都 会 であ り，
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新線はほとんどサン＝テチエンヌの石炭を運び出すだけに使川された。
この線はレールが鋳鉄ではなく, 鍛鉄になったのが. 以前との人きな相違で
ある。しかしこのレールは重m:品輸送にはなお軽すぎ，第2 帝政期に建設され
た幹線に比べると
■    3
分の1 の 収さだった。
この鉄道は他のロワール地域の路線と同様に 経営的には不成功であった
しかしそれは経営者の責任というよりも. 外部的原囚，すなわらパリという大
市場に接続していなかったことのためであったと号えられる。そのためロアン
ヌ～ディジオン(Roanne ―Digion）間の鉄道が提案され，これがいくらかでも
アンドレジウ線を助けると考えられたが,   1829年にこの計㈹は政府によって拒
否された。恐らくその理由は，この両地,引削の運河計画がすでに完成していた
からであろう。そしてアンドレジウ～ロアンヌ鉄道は，この水路の支線と考え
られていたのである。　したがってその金融的支持が製鉄業者や技術削こよ・Jて
ではなく，大部分水路関係者によって・}■えられていたとしても不思議ではない
同鉄道会社の第2 位の株主であるウージェーヌ・メヴィル(F-UKt'iie Mevil)は
デュク・ド・ボルドー（Due de liordcaux) 運河の伶利を持っていたし，I") II;
のパリの銀行家アルドワン（Ardoin) は，四運河会社（Com  pan V of the fourCanals
）を設立したコンソルチウムの-II でもあった，この鉄道は1828年に認
可が与えられ,   1834年に業務を開始した。
以上がフランス鉄道建設の第1 期である，この時期の特徴は,  鉄道辺設がま
だ地方的事業であり，資本が地元で調達されたこと, 建設の目的が石炭，鉄鉱
山と工業地帯とを結びつけるという産業活動のためであった，ということであ
る。
2. 第2 期
鉄道建設の第2 期は1833～42年である。この時期は鉄道江設についての研究
の時期であって，実際の建設活動は不活発だったといわれているが，この時期
は，
山　 鉄道の重要性がようやく一般に認識されるようになり,   政府によって令
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国的 規 模 に おけ る鉄 道 の総 合的 基 本政 策が 検 討 さ れ る よ う に なっ た ，
I 2 ） 姓設 の 舞 台 が パ リ を 中心 と し た地 域 に移 り， パ リ の重 要 な銀 行 家 が こ れ
に 関心 を 示 し て 参 加 す る よ う に なっ た，
とい う 重 要な特 徴 を 持 っ てい る 。
!83頌 こか ら12 年 まで， 議 会 で は 鉄道 問 題 が 審 議 さ れた 。1833 年 にフ ラ ン スの
立法機 関は 鉄 道 の 発 展 に 重 要 な結 果 を も た らす よう な 次 の 二 つ の 決定 を した 。
第1 は 工家 で は な く ， 議 会 に よ っ て 将 浪の 全鉄 道 の 免 許 が 与 え ら れる べ きこ と ，
第2 は 将 宋の 鉄 道 の 建 設 計 画 の コ スト を 支 弁す る ため に 国 家 に よ っ て50 万 フ
ラ ンが準 備 さ れる べ き こ と ， で あ っ た 。
ユ
こ の 基 金 に よ り コ ー ル ・ デ ・ ポ ン・
エ・ ショ セは 技 術 者 を イギ リ スお よ び ア メリ カ に派 遣 し， 両 国 の 既 設線 を調 査
させ た。 ま た フ ラ ン ス の 上 要 鉄 道 路 線 の 一部 に つ い て の 詳 細 な調 査 が な さ れ
た卜
1833 年 の法 律 は ， フ ラ ン スが 統‥-さ れ た 鉄 道 体 系 を持 つ べ きで あ り ， そ れに
つい ての 規 則が 決 定 され る べ きで あ る ， と 規定 し てい る 。 しか し こ の 法律 自体
は，こ れ らの 問 題に つ い て 具 体 的 に 指 示 し てい ない 。 た だこ の 法 律 は 今 後 建設
される べ き路 線 につ い て ， 固 有か 民 有 か ，あ るい は 国営 か民 営 か の 選 択， お よ
びその 他 の 多 くの 問 題に つ い て 議 会審 議 へ の 道 を 開 く とい う役 割 を 果 た し た。
こう して1842 年の 鉄 道 法 が 決 定 さ れる こ と に な る叫
パ リが 最 初の 鉄 道 を持 っ た の は ， よ う や く1837 年 で， パリ ～サ ン ＝ジェ ルマ
ン(F'aris
 ―Si. Germain ） 問 で あ っ た。 こ の 鉄 道 は は じ め か ら
乗 客 用 と し て 建
設された 最 初の もの で あ っ た 。 そ して こ の 鉄 道 に 初 め て フ ラ ン スの 代 表的 銀 行
家が ひ場 す るこ と に なる 。 す な わ ち， こ の 鉄 道 の 建 設 を計 画 し， 主導 し たの はJ
ミー ル・ ペ レ ー ルお よ び弟 の イザ ー クで あ っ た。 エ ミー ルは サ ン ＝シモ ン主
義者 でジ ャ ー ナ リ ス トで もあ り， 金 融 や 鉄 道 に 関 す る 啓蒙 的 記 事 を 書い て世 人
の関心 を 高 め た の み なら ず ， ジェ ーム ズ・ ロ スチ ャ イル ド， テ ユ ルネ サ ン， デ
クタ ルの よ う な 人 銀 行 家 達 の 実 際 的 支 持 も 得 る よう に なっ た。 また ス テ フ ァ
ヌ ’モニ ー （Stephaiic Mony ） や そ の 兄 弟 の フ ラ シャ　㈲nchat ） とい う よ う な
人々 の技 術 も獲 得 し た呪
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表4 － 2　1842年にお ける鉄道建設距離
リjifレ ㎞・
出 所:IK ・IKit・-s,;i.    T;.・I 。d,slruil M ・,・,。>l,t＼・t＼   an (/.,・
じVml,,')il 州りぴー /91  I. p 目よ
パリ ～ サ ン エジ.r.ルマ ン 鉄 道 は パリ
か ら15  kmに あ る 有f, な リ ゾ ー ト 村 まで
の 匝い もの で あ る が， ペ レ ー ル が将 束
建 設 を 意 図 し て い た バ リ ～ ルー ア ン～
ル ・　ア ー　ヴ’ル　 くP;iris Rouen 一土eHavi
・e） 線 の 線 ヒに あ っ た,．こ の 鉄 道
は最初のうちは金融的には成功し，人気も上々だった。しかしその後バリ～ヴ
ェ ルサイユ(Paris －Versailles) 間を平行して走る2 本の鉄道の建設が引き起
こした困難によって悪影響を受けることになった。
ペレールはセーヌ右岸を走るパリ～ヴェルサイユ線(1839 年開通）の建設の
ための会社をも組織したっこの会社についても, 彼は前と同様にロスチャイル
ドをはじめとする人々の金融的，技術的支持を得ることができた，さらにマ
レー兄弟の重要な参加も得た。マレー家はやはり有力な銀行家でフランス銀行
と密接 に結びついていた。一方セー ヌ左岸の線は銀行家ブ ノワ ＝フール
（Benoit-Fould) によって支援され,    1840年に完成した ，この両鉄道は相皿に激
しく競争し，どちらも利益がI;がらず，赤字を出すようになっどり837 ～43年
まで不況が続いたことも悪影響を与えた，
こうした困難はプロモーターに対する警鐘となり，彼らは づ侍鉄道建設を控
えるようになった，それでも1840年にはパリ～コルベイユ(Paris 一一C剛rbi-il)
間が建設され， またアルザスにも2 線か敷設された。政府は鉄道址設卦業を強
力に振興しようとし，プロモーター達が全融的困難におちこむと彼らを助けか
彼らの証券に対しては4r3年間4  % の利f・を保証した。ストラスブール～バーゼ
ル（Strasbourg―Basel）間(184 ド自　を発起したニコラ・ケクラン（Nich山sKoechlin
）は，大量の政府貸付けを受け，それによって成功できた　刊 である。
この時期における鉄道建設の状況を，イギリスおよびドイツと比較すると衣4
－2のとおりである。
フランスは先進国イギリスとはもちろん，フランスよりも産巣竹命に立ち遅
れたと考えられるドイツと比べても，甚だしく発展が緩慢でヽある。その理由と
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しては まず 第1 に,    1830年 代 に お い て フ ラ ン ス が世 界で もっ と も発達 し た道 路
体系 を持 つ 国 であ っ た こ と が 指 摘 さ れ る 場 合 があ る 。道 路 お よび 運 河 は国 家 に
よっ てひじ ょ う に良 く管 理 され て お り ， 鉄 道 が 登場 し た時 期 にお け る こ れら 輸
送網の 整illさ れ た状 況 が ， む しろ 鉄 道 の 発 展 を 遅 ら せ る 要因 とな っ た の だ とい
われる
い
す な わ ち30 年 代 に お け る イギ リ スほ ど に は 輸 送力 増 大の 緊急 性 を 強 く
感じなかっ た， とい う わけ で あ るト 。
しかしこ の 論点 に関 し ては 疑 問 が あ る 。 当 時 の フ ラ ン スが ， 道 路 お よ び 水路
におい て他 の 諸 国 と比 較 し て 整 備 さ れて い た こ と は 確 か であ る。 しか し 道 路輸
送は 軽量 高価 な も のの 運搬 には よい が, 石炭 ， 鉄 鉱 石 ， 鉄 等 の重 量 物 の 輸 送 に
はコストが か か り 過 ぎ， 能 率 も 低 く， 重 工 業 の 発 展 が 進 む に つ れ て道 路 輸 送が
臨路 と感 じら れ る よ う に なっ て き てい た。 ま た水 路 は 重 量 物 の 輸 送 には よ り好
適であ るが ， 水路 の 発 達 に おい て実 はフ ラ ン スは イギ リ ス よ り も かな り立 ち遅
れてい た ので あ る,。 水 路 延 長の 絶対 数で は フ ラ ン スの 方 が は る か に ま さっ てい
るが，吋 口) 広 さ を 考 慮 にい れ た密 度 にお い て は ， フ ラ ン スの 水路 網 は イギ リ
スの2 分 の1 以 ドであ っ た几
第2 に は， フ ラ ン スの 国f- が ヨ ー ロ ッ パ主 要国 の 中 で は もっ と も 大 き く( イ
ングラン ドお よび ウ ェ ー ル ズと 比 較 し て3.7 倍), 輸 送 量 に 比 し て 鉄道 建 設 距 離
が長くな る ため の 抹n ＼この 不 利 が 考 え ら れる 。 ま た当 時 の フ ラ ン スの 輸 送 量お
よび人目 の増 加は 緩 慢 でヽあ っ た とい わ れ る。
第3 に は， フ ラ ン スに お け る 鉄 道 建 設 コ ス トが ， 国 際 的 に 見 て ひ じ ょう に割
鳥であっ たこ とが 指 摘 で きる( 後 述 参 照)
。
第4 には 令融 資 産 の 動 員 が 田 邨 な 状 態 にあ っ たこ とが 考 え ら れ る。 当 時 の フ
ランスは 農業 巾 心 の 経 済 構 造 を 持
っ てい た。 し たが っ て フ ラ ン ス人の 人 部 分 は
農民であ っ たが,   彼 ら は そ の 貯 蓄 を 退 蔵 す る か， 上地 に 投 資 す る 傾向 が 強 かっ
た。-・方中 産階 級 は 退 蔵 す
る よ り は投 資 す る 傾向 が あ っ た が ，投 資 対 象は 一般
に土地か 政 府 債 券で あ
っ た 。 こ の 時 期 の フ ラ ン ス経 済 の 発 展 が， 他の ヨ ーロ ッ
パ先進国 に比 して か な り緩 慢 で あ
っ た 原 囚 の ・つ と して ， 資 本 不足 と高 利 が指
摘される 場 今
が 多 い が ， 当 時 の 私 的 資 本 の蓄 積 量 の 推 定 は む ず か しい10)。 ダー
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ナムは，資本の不足は疑わしい，しかしそれを調達することの賞川と困難性が
大きかったことは確かである，と述べている口=
当時は近代的金融制度はまだ発達しておらず，銀行といえるものはパリやl ，
三の大都市を除いてほとんどなく，小祁市や地方では個人的令貸業がなお ・般
的であった。多くの人々は18世紀初頭のジョン・ロー(John Law) の経験に
ついて読んでおり，またナポレオン時代のアッシニャ貨幣の体験もあり，銀行
に対する不信感が強かった。また銀行は少数しか存在しないために。民間に荼
積されて分散的に存在する資本を集中して，利用可能にする機能もごく限られ
たものであった。
そのために初期の大鉄道の建設は，政府の協力を足非とも必要とした,  ノ川
の銀行家達だけでは巨額の資金を賄いきれなかったが，政府の援助を得ること
によって大衆の十分な信頼を獲得することができたし，また彼ら自身の鉄道投
資に対する進出意欲を支持されたのである。またフランスには鉄道以前に，公
共事業に対する政府の規制，監督，資金的援助等による関り・の伝統があった。
それは戦争を通じて国家防衛の必要性によって強められてきていた，こうして
フランスにおいては政府の技術指導，建設計画の作成，監n.  ft 金的助成等が
鉄道の発展に人きな役割を果たしたのであるが.  反面において政府の関り・は恋
影響をももたらした，すなわちそれは建設江画の遅延や変史を伴い，鉄道系統
のコストをひじょうに増大させた。この遅延，変更は政府と民間企業の間の川
互不信によるところが大きかったと考えられる，政府は民問資本家の活動を‘
般に投機，暴利目あてであると見なし，政府だけが国家的利益を守り，健令な
建設・投資活動ができると考えた。そのために民間資本家の経営参加を排除し
ようとした。これに対して民間企業家側は自分達の方が政府よりも安価に能や
的に建設活動ができると考え，また当然ながら経営権もi'.張した
い　
しかも政府
の利了イ呆証，貸付，助成金等による援助を要求した。これら両者の対し関係が，
建設計画の実施を阻害するという作川を及ぼしたのである,   18'12年まで, 政府
の鉄道建設政策はまったく不確定であった。
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1)     Arthur Louis L ）uiih;im.  The 】nduslrial Revolution in Fraiice 1815-18 ・IH, 1955 、PP.50-51.
1)   !■:. [.e＼ass叫口-,  //i,s7oi・re ill's CUi.ssi's mivr緑ri's el  de  I・IndiLslriいrn Frayir ・ de  1789  a/
卜70.  m ≫ 、，・ol.II, pp.  163-164.
3)     ）unham.  ≪/)。削 。p.  51,
4)     Ibid., pp.  52-ri3 、
o ） ＼V.0.  Hendcrs(  n, I'ル' IniJuslri・al Ri'j'uhiti・oil on  the  Cr,linenl 丿961.  pp.  111-112.
剛　Rondo Canu'i ・on, Fra ぽ,リand  川,・Ec 別 四ni・丿Dt'v 。/oMn四・It of  Europe  1800-1914,  1961.I
）。139.
7)    I ' 額 の 貴 公 を 件 る こ と は む ず か し い 問 題 だ っ た が,     Ad 小he d ’Eichthals     (銀 行
家 ， か つ で の サ ン ・ シ モ ンF. 義 行 ） お よ び 八
叩usie Thiirnevssen がEmile に30
万
フ ラ ン を 貨 し 付 け た 。 ま たKniilc とd'Eichthals はJames de Rothschild お よ びSan-son
 Davilliui ・　け ー ト ・ バ ン ク の も っ と も 重 要 な メ ン バ ー の1 人 ） に ， こ の 企 画
に 参 加 す る こ と を 要 請 し た 。 彼 ら は500  万 フ ラ ン を 出 資 し た 。 ま たEmile とIsaac
は 個 人 的 財 産:iO 万 フ ラ ン を 投 じ た 。
8 ） 例 え ば,      L. C, Λ. Know  It's. Eronomic  諧 出 巾nent  inトS'inelecnlh ・Cenlun い952.  p.21
】，参 照 。
9 ） 第2  び 参 照 。
即　 肖 時 の 通I い'.:か ら み る と ， フ ラ ン ス は ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 の 中 で も か な り 富 裕 で あ
っ た と ぢ え ら れ る 。18-13 年 の 評 価 に よ る と ， お そ ら く 銀30(ft,    金S 億 の 金 属 貨 幣
が あ り ， こ れ は ヨ ー ロ ッ パ の 蓄 積 の 少 な く と も3 分 のI で あ っ た と い わ れ る 。 こ
れ に 対 し て イ ギ リ ス は 当 時 約7.r, 億 のi ミ貨 し か 持 っ て い な か っ た 。 た だ し イ ギ リ ス
は ひ じ ょ う に 高 度 の 信 川 発 行 ， 小 切 ・fの 使 川 を す で に 行 っ て お り ， そ の た め に 実
際 に は よ り^i 富,  急 速 な 通 貨 流 通 が 実 現 し て い た 。 こ れ に 対 し て 当 時 の フ ラ ン ス
は 信 川 発 行 に お い て 甚 だ し く ヽ/'ち 遅 れ て い た 。1833 年 にEmile P しreire も ， イ ギ リ
ス の 産 裳 的 政 治 的 力 の 秘 密 が こ こ に あ る ， と 指 摘 し て い る （Gu
＼ p. Pa  I made ズ 姻 ・tdlisnw
イt  r卯ili川 皿s  加 川ぐ冶い 川A/.V ）ieclc. 196! ，pp. 67-68,).,
目 ）Dunham,
 h/i。削 。p.  68.
'Aj I節　 鉄道建設の拡大期
1842～り 年は鉄道建設の最初のブーム期であった。まず1842年には立法機関
88
によって全国的な鉄道建設のマ スター・プランが完成した（I8'12年鉄道法八
将来の鉄道網はパリを起点とし，主な産業地帯（メール，アルザス，ロレーヌ
ロワール）を通って主要港あるいは近隣諸国の川境に達するという計㈹で, n
都パリを中心とした放射状を形成しており，その巾心は6 大幹線であった　こ
の形状は純粋に商業的な立場からというよりは，むしろ公共の利川をより強く
意識し，また軍事上の必要性からも考慮された結果である，といわれるし
イギリスおよびアメリカでは鉄道は民間の株式会社によって建設され. 経公
されており，ベルギーでは国有であったが，フランスは結局この中間をとるこ
とになった。1842年鉄道法は次のように規定しているし すなわち，
巾　 国家は下部構造（インフラストラクチャーinfrastruclure一一軌道の基
盤，橋梁，トンネル）のコストの3 分の1 を支払う。地方自治体は残りの3
分の2 を支払う。
(2) 民 間企業はある限られた年数だけのコンセシオン(concession　 誰 業
免許）を受ける，そのあとは国有化される。，民間企裳はh 部構造（ス－ー
パーストラクチャーsuperstructure レール，停巾場.  イ訃♪機. 't-。両）
を支払い，もちろん営業コスト（燃料，賃金，軌道の維抒等）も負担する
これらの措置は必ずしもうまく作川せず，まもなく変更が行われた。地方自
治体は下部構造の3 分の2 の支払いを拒がし，それは田家の負抑に移されし
その上，企業家達は利潤が上がらないと思われる路線を建設しようとはしない
ので，営業上不利でも必要な路線は政府が自ら建設せねばならず，政府はまも
なく1842年の法律によって課されたよりもはるかに:収い金融的負担を負わなけ
ればならなくなった。政府はそのほかにも民同企業の人腿の株式を引き受けた
り，貸付金や助成金を勺・えたり，会社の証券に利了・支払いの傑証をした。
民間企業はこのように国家から大規模な援助を受けたのであるが.     リ-では
国家による強い規制も受けることになった。彼らはただ国家計|llliに基づいての
み，建設ができるのであって，企業独自の建設規準を持つことは許されなかり
た。 また田家は乗客の安全を確保するための規則をつくり，さらに泉||（賃ぺ心
物の運賃も監督した几
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こ の 第1 ブ ー ム 期 に 初 め て 敷 設 さ れ る よ う に な っ た 多 く の 鉄 道 の 中 で も も っ
と も 人 規 模 な も の は パ リ と ル ー ア ン， オ ル レ ア ン, リ ル の 間 に そ れ ぞ れ 建 設 さ
れ た3 線 で あ っ た 。
1. パリ～ルーアン鉄道
パリ～ルーアン　(Paris―Rouen) 線は首都とノルマシティ工業地帯および
ル・アーヴル港とを結んだっこの路線は英仏合弁企業（ラフィット・エ・ブラ
ントLaffitte vl Bl( lintという金融企業）によって建設された。フランス政府も
この会社の株式を取得し，またローンを貸し付けたりしたが仏 資本の大きな
部分はイギリスのものであった。
技術者ジョゼフ・ロック　(Joseph Locke)および建設業者トーマス・プラッ
シー(Thomas Brassev) とウィリアム・マッケンジー(William Mackenzie)
もイギリス大であった。またイギリスの資材が使われ，優秀な5.000 人のイギ
リス大労働社が雁川された。さらに蒸気機関車および車両の製造のためにバデ
ィカム・アンド・アルカード(Buddiconi and Allcard）というイギリス系の会
礼が設立された。また機関于として50 人のイギリス大がこの鉄道会社に雇用さ
れた。この会社は資本の 一部をイギリスから得，主としてイギリスの技術者，st'i
負人によって建設されたものとして最初の例であった。イギリスの鉄道技術
者と建設業i よこのほかにも多くの鉄道を建設し，大量のイギリス資本および
資材がフランスに流大した。 1847年頃においてフランスの鉄道会社の株式の約
十分はイギリス人に所行されていたといわれる㈹
イギリスのフランス鉄道に対する進出の理由としては，
巾　レール， か対等の資材の輸出
(2) 鉄道の姓設および経営に参加することによる投資的，投機的利益6)
（3） イギリスネ業によるフランス市場開拓の機会の増大
が考えられる。この第3 の理山は特に英仏海峡の諸港とパリとを結ぶ鉄道につ
いて当てはまる。これに対してパリ～リヨン鉄道，パリ～ストラスブール鉄道
等に関しては，　イギリス人のパートナーにとって市場獲得の魅力ははるかに小
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2. パリ～オルレアン鉄道
フランス政府は1838年にパリ～オルレアン(Paris  -Orleans) 線をカシミー
ル・ルコント(Casiniir Leconle) のi-:宰する公社に認日iしし　 ルコントはメサ
ジュリ・ロワイヤル(Messa 叩ries Royalesj　という東介馬'＼'-公社の几・|(役であ
ったこ彼はオルレアンおよびエタンプ(Elampi's) 巾から約3.000 万フランを
集めたが，まもなく地方諸都市からより多くの金融的 支持を得て, 協力社達と
の共同経営ではなく，彼1 人でこの鉄道会社の経営権を搬りたいと号えるよう
になった。しかし彼の思惑とは別に，ロスチャイルドが200 万フランのクレジ
ッ ト を約 束 し， また ピ エ ニヴィル， オディエ(Odie り， バル トロ ニー
（Bartholonv）兄弟等の有力な銀行家が2,100万フランを保証していた。
フランソワ・バルトロニー(Francois Bartholonv) はひじょうに成功した銀
行家であり， また鉄道に強い関心を持っていた，サンこテチェンヌ～アンドレ
ジウ鉄道を建設したボーニェは彼の親友であった。バルトロニーはまもなくル
コントにとって代わって同社の社長になった，彼は政府から利i・の保証を々け
ることに成功し，株主達に5 年の建設期間中も■1 % の配当を支払っていた。
この鉄道は当時炭鉱，鉄鉱山，鉄鋼業，金属工業の人中心地であったニェー
ヴル（Nievre), アリェ （ΛIlier)，ロワールの諸地方を経て，バリとリヨンを
結びつけるという構想のもとに敷設されたのである，バルトロニーを巾心とし
た設立者のグループはその後間もなく中部鉄道会社を設y し，ロワール流域を
北上し，オルレアン南方に達する路線を建設していった，そして り坦ぐはそれ
までに建設されていたロアンヌ～アンドレジウ～サン＝テチェ ンヌ～リJ ン線
に接続しようとした‰
3. 北 部 鉄 道
北 部 鉄 道 （Com]}agnie ties chemiiis tie f（r du Noi ・d， パ リ ～ リ ル問 に 敷 設， ベ
ル ギ ー の国 境 ， 英 仏 海峡 の 諸 港 に 至 る ） は 政 府 に よ っ て18 俑 年 に 開 設 さ れたの
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であ るが ， ジJJ' ム ズ ・ ド ・ロ スチ ャ イ ルド の 設 立 し た 会社 が， 政府 にそ れ ま
でに支出 され た 費川 を 支払 っ て ， こ の 鉄 道 の コ ン セ シ オ ンを 得 た， この 会 社 に
はラフト ノト ・エ ・ブ ラ ン ト(Laffilte et BlountJ ， オ タ ング の よ う な オ ート ・
バン クが 参 加 し 仁　 こ の 鉄 道 は 北 部 お よ び ベ ル ギ ー の モ ン ス(Mons ） の 鉱
山・ に業地帯 ・ 腱 付 地帯 と 人消 費 地 パリ と を結 んで お り， また英 仏 海 峡 に面 し
た ダン ケ ルク， カレ ー， ブ ーロ ーニ ュ の 諸 港 に 通 じ る路 線 を 握 っ てお り， パ リ
～ロ ンド ン 問は ル ・ ア ーヴ ル～ サ ウ サ ン プ ト ン ・ ル ー ト より も速 く行 け る， と
いうこと の ため に， ひじ ょう に 繁 栄 し か　 そ の 後 も 長 くこ の 鉄 道 は フ ラン ス で
もっ と も安 定 し た経 営 を 誇 る こ とに な る
こ の路 線 は 産業 ヒの 利 益の み な ら ず， 軍 事上 も重 要 だっ た の で， 政 府 は 最 初
から この線 の建 設 に 強 い 関 心 を 持 ち， 自 ら 建設 し たの で あ る 。ロ スチ ャ イル ド
はそ の有利 性 に 目 を つ け ， 譲 渡 を 強 く 望 ん だ こ と と， 譲 渡 条 件が 政府 にと っ て
有利で あっ たこ と の た め に　 ロ スチ ャ イル ド ・ グ ル ープ に 譲 り 渡 さ れた の であ
る。
こ の鉄 道 に よっ て こ れ ら の 地 方 の 吊トTで業. 繊 維 工 業 は 急 速 に 発 展す る よ う に
なり， また鉄 道 も繁 栄 し て 数 年 の う ち に モ ン ス～ パリ 間 の 石 炭 の輸 送 コ ス ト はt
分 になっ たと い わ れ る几
4 ．パリ～リヨン～マルセイユ鉄道
り 川｛政は南部における鉄道の重要性については認識不足であった。パリ～
リヨン～フルセイユ(Paris ―Lyon一Marseille）線はサン＝シモン主義者達に
よって辰初に論議されたものの一つであったし,   1842年鉄道法の中でも重要路
線の‥つに入っていた。　しかし火際に建設された時には，リヨンとアヴィニヨ
ン（ΛviRnon) で区切られ， 三つに区分された。こうしてフランス政府は，地
ノハ刊牧的隠設，その結果としての鉄道経穴の弱体化，収益力低下というイギリ
スの鉄道建設と同じ誤りを犯した。
アヴィニヨン～マルセイユ鉄道はポーラン・タラボとその協力者達によって
経営された。彼らのうち
の大部分はすでにアレ～ボーケール間の鉄道の建設，
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経 営 に よっ て 優 れた 縄 験 を 持 っ て い た。 こ の 鉄 辿 は1846 年 に始 まっ た危 機 にお
い て ， 辛 う じ て 破 産 を 免れ た 。 こ の 強 さ は， 他 の2 社 と 違 って そ の コ ンセ シ オ
ンが1843 年 に直 接 に 敏 速 に 与え ら れ， また 政 府 のい:額 のu  ― ンが 供l i- さ れたた
めで あ る と考 え ら れ る 。
こ れ に対 して 他 の2 区 分 の 会社 は 建 設 に 失 敗 し， リ ヨ ン ～ ア ヴ ィニ ヨ ン間は1847
年 ， パ リ～ リヨ ン間 は1848 年 に 破 産 し た。 リ ヨ ン ～ ア ヴ ィニ ヨ ンは 回 じくp.
タ ラ ボが 指 導 者で あ り ，パリ ～ リ ヨ ンは ア ルレ ＝デ ュ フ ー ル(Λlies一 -Dufou r ,j，
ア ン フ ァ ン タ ン(Enfantin) の よ う な 優 れ た経 営=者 と， ア ド ルフ ・ ジ ュ リ アン(Adolphe
Jullien) とい う 技 術 者 を 持 っ て い た 。 ジ｀ ユリ ア ン は 優 秀 な 能 力 をが
し， すで に パリ ～ オ ルレ アン 鉄 道 を 建 設 し て い 七　 こ れ ら2 線 の 不 成 功 の 理由
の 一つ は， 彼 ら が 政 府 に よっ て 速 や か に 認 可 さ れ ず， そ の ため 建 設が 遅 延 し，
ま たそ の組 織が ひじ ょう に複 雑 化 し た こ と で あ るc・，　こ の2 社 は 公開 人札 によっ
て 認 可 が 決 定 さ れ たの で あ る が ， そ の た め に 多 く の 会 社が 設 ＼l. さ れ， い ざこざ
の 末 に 合併 が 行 わ れた の で あ る ， そ し て パ リ ～ リ ヨ ン 鉄道 はi8 巧 年 末， リ ヨン
～ ア ヅ イニ ヨ ン鉄 道 は1846 年6 月 まで コ ン セ シ オン が 与え ら れ な かっ た。 また
こ の2 線 と も政 府 の ロ ー ンを受 け な か っ た し， 他 の援 助 も ほ と ん どj え ら れな
か っ た， そ して 丁 度1846 年 に 始 まっ た 不 況 が， 肉 社 の失 敗 の も う　・つ の 原 囚 と
な っ た ので あ か 呪
5. その他
この時期には，また多くの地方鉄道が建設された。その申の収要な　澗 であ
るストラスブール～バーゼル間の鉄道は， ミュールーズ～タン（Miillioiisに-Thann)
問の支線を持っており， ミュールーズからの資本によって回巾の人系
業家ニコラ・ケクランの指導のドに建設されたものである。
こうして1847 年にフランスは｜,830 kmの鉄道を完成させていた'"■>
これは!842
年の885 kmと比較すると1,000  km近くの拡人である，またII.セー-によると，1848
年には1,931km が完成しており,   4,000 kmが住設巾または計画巾であった町
国
y
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表4 －3　 鉄 道建 設 距 離 お よ び 費 用
‐
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マイル敵-
6.89n
5.332
I.叫8532200
稔 コ ス ト　I
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←
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しかし国際的に比較するとフランスの鉄道の発展はなお立ち遅れが目立って
いる，この時期における各国の鉄道マイル数は表4  -3 のとおりである。この
スクリヅナーの著方から引用した表には，同時に建設コスト総額およびマイル
当たりコストが掲げられている。それによると，フランスの鉄道建設コストが
特別に鳥いのが注目されるのである（数字は原表通りである。建設距離，単位
当たりコスト，コスト総額の問に多少の敵齢がある）。その原因について考え
てみると，その つーとして ＼モ変建設資材である鉄の他の諸国と比較しての著し
い割鳥があるといえるl几 そのほかに 前述したような政府の強力な介入統制
に伴う非能率化，民問責本との摩擦による障碍等が考えられる。そしてこのよ
うな・μコストがフランスの鉄道建設の重荷になっているのではないかと思われ
る
い
旧佃年代のt ばには鉄道会社数は33社にも上るようになり，過大な株式投機
が起こっていたが,   1846年に始まった不況のために 鉄道建設は停止してしま
うことになる。過大な投機があったことが事態をいっそう深刻にした。いくつ
かの路線は 個$しか開哭できなくなり, 多くの鉄道は1847年にすでに経営困難
に陥っていた。 1848年には■Y':命が起こり，それから引き起こされた混乱によっ
て鉄道はいっそう人きな打撃を受けた。これで第1 期のブームは終わるのであ
るが，次の1850年代にはさらに人きな本格的鉄道建設ブームの波が盛り上がる
ことになる。
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18.}0年 代 末 に お い て ， 鉄 道 の 発 達 は す で に フ ラ ン ス経 済 に 人 き な 変 化 を 及 ぼ
し 始 め て い た 。 こ の 時 期 に 鉄 道 は い く も 最 人級 の か'ft-を 形 成 し ， そ の 数 を 増 加
さ せ て い た 。 彼 ら は 株 式 会 社 形 態 を と り.  人 量 の 株 式 を 巾 場 に 供 給 し た 。 そ れ
は 貯 蓄 を 促 進 し ， 株 式 市 場 や 投 機 的 売 買 に 絶 え ざ る 栂 を 供 給 す る こ と に な っ た。
他 方 で は そ れ ま で よ り も 人 植 の 労 働 行 の 什1f 場 を つ く り 出 し ， 人 々 の 人 き な 移
動 を 引 き 起 し た 。 ま た 人 量 の 鉄 を 消 費 し て そ の 生 産 を 活 発 化 さ せ ， さ ら に 機 械 ，
車 両 工 業 の 発 達 を 刺 激 し ， あ る い は 輸 送 方 向 の 変 化 に よ っ て 経 済 諸 関 係 を 変 化
さ せ ， 新 し い 市 場 を 創 出 し た の で あ る 口入
U　L.  Girard フTranspor ビin Habakkuk and Postaii ed..   Theべ 冶,hrid/ieりEcni剛加・ //iston of
Europe, vol、VI, part l, p. 238.
2)     Kimon A. Doukas.  Tlie French,Rat・[roads and theづStale. 19')5, p. 。2ト23.Ilfiulcrson.op. cil..
 pp バ1 ト112.
3)     Henderson 、卵。cil.. p. 113.
4) こ の 会 社 は1840 年 春 にフ ラ ン ス政 府 か ら コ ン セ シ オ ン と と も にし1(  0万 フ ラ ンの
借 款 を 得 た が ， こ の 金 額 は 創 業 資 本 の 約S 分 の1 に 当た る もの で あ9 だ(Dunham.op.
 cil。p. 64.几
5)     Henderson,  op。心 。P. 114，
6)     L. Girard 、op. HI 。p. 239.
刀　Dunham,  oh. rit、. pp 。6-1, Vil.
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頁 ，
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第?>節　資材供給産業としての製鉄業
王政復古期は人革命およびナポレオン戦争に次ぐ時期で，経済は疲弊してい
たが，リ ＼ rミ政の時代には混乱が収拾され，フランス経済はかなり急激な発展
期に入ったと考えられている∧lミ政復古期は占い封建的経済から新しい資本主
義的経済への過渡期であった。
19世紀初頭のフランス経済の成長率はイギリスはもちろんドイツと比較して
も低かっか。しかし1820年においてフランスの工業生産の規模はまだドイツを
人きく引き離し，イギリスに次いで世界第2 位の地位を占めていた1≒
だがフランス重 に業の発展のテンポはイギリスに比べて遥かに立ち遅れてい
た。例えばフランス製鉄業のこの時期の銑鉄生産の規模は,   1821年に?9万トン，1847
年には59万トンと拡人したが，イギリスは同じく40万トンおよび200万ト
ンとフランスをはるかにヒ川る勢いで発展した。
当時のフランス製鉄 某は国内の需要を賄いきれず，鉄の純輸入国であった。1824
年において閥内消費は17万5,000トンであったが，そのうち16万4,000トン
が[si内生産，-1,〇〇〇トンが在庫臨7,000 トンが輸入品によって賄われている几
フランス製欽業の生産量のみ[ち遅れは，技術的発展の立ち遅れでもあった。木
炭銑からコークス銑への転換をみても，イギリスでは1806年にすでに227基のn
 ―クス高炉に対して木炭高炉は僅かに2 基が残存していただけであったのに
対して，同時刻におけるフランスの状態は，ル・クルーソー製鉄所を例外とし
て，製銑, 製鉄にはすべて木炭が使川されているという有様であった几
しかしその後コークス鳥炉は徐々に普及し,   1830年において480基の高炉の
うちコークス高炉は29 基,   1840年には462 基のうち41基となった。こうして1830
年に鉄の86 ％は木炭によって生産されていたが，この比率にい840年には79
％,   1850年57％, 。1860年35％,   1870年8  % と，急速に低下していく。
3 －クス製鉄法に続いて イギリスでは蒸気送風機，パドル法，熱風炉等の重
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要な製鉄技術の変革Cが次々に現
われた。これらの新技術もイギ
リ スよりもかなり遅れたとはい
え，フランスにおいてもH 州丿紀
初頭以宋吽及してきた，これら
の新しい製鉄技術は，すなわち
高生産性を誇る人現役設備によ
る人は生産の技術であり，前述
のように1830年代に入るとフラ
ンス製鉄業の生産限および生産
性はかなり急速な。|丿 一を示すよ
うになったのであがト
生産規模の飛躍的拡大は，重量品である原料，製品の大量輸送の必要性を引
き起こす。フランスにおいてもっとも早く鉄道が敷設されたのは中部地方の重
工業地帯であったが，この事情はイギリスでも㈲様である。それは当時の心i;
業の発展が鉄道による輸送問題の解決の緊要性をもっとも強く感じていたから
である。特にサンこテチェ ンヌを中心とした中部地方の山回地帯では輸送闘題
は深刻となった，道路輸送では不十分であるし，水路の建設には災人な賞川が
必要であった，そこにイギリスの鉄道が紹介され，炭鉱地帯に最初の鉄道が建
設されたのである。
こうして鉄道という新しい輸送手段の発達は，重工業の飛躍的発i を可能に
したのであるが,   同時に鉄道建設は鉄鋼業の製品に対する厖人な需要を生み出
すことになり，その面からも鉄鋼業の発展を刺激することになった。 191":紀に
おける鉄鋼業の生産の大きな部分は鉄道に供給されたのである。ここでは191":
紀前半における製鉄業の需要者としての鉄道の重要性を抑定してみる‥!847 年
をピークとして1840年代に最初の鉄道投資の活況が兄られる（図ト1 参照八1860
年ごろに，ある鉄鋼会社が将来のレール需変の見迦しを行りているが，そ
の計算の基礎としてそれまでに建設された8,000 kmについて,    km当たりのレー
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ルの 必 要 量 を150 ト ン と 算 出 し て い
る卜 こ の 数値 を 使 っ て1840 年 代 に お
けるレ ー ルの 需 要 量 を概 算 して みる と，
鉄道 建設 距 離 は 表4  - 4 か ら1840 ～45
年 には■159 km, 年 ず均 約92  km,    1845～50
年は2.127  km. 年 平均425  kmで あ る か
表4 －4　 フラ ンス 鉄 道 網 の延 長 距 離
ぐ単位:km・
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ら，レール需要量は年 ドヽ均で次のようになる，
】84 (ト45 年1845
～50 年
一方銑 鉄 生 産は ，1819
年
1843 年
1847 年
錬鉄生 産 は，
1819 年
旧43 年
鋼生産 は，
1831 年
18/13年
卜万3,800トン6
万3,750 トン
11万2,500 トン
羽万2,600 トン59
万1.000トン
7 /J4.200 ト ン37
万6,000  ト ン
5,380トン9.340
トン
であった叫 なおレールの生産は1840 年代のピークである47年には9 万トンで
あった言 レールのほかに機関胆, 嘔両，施設等にも大量の鉄鋼が需要される。
鉄道は鉄の人川の需要家としてひ場したといえる。ただし1840年代まではフラ
ンスは有本，技術とともに大量のイギリス製レールや車両を輸人した呪
このような鉄道建設に伴う人足需要が，フランス製鉄業の拡大の強い刺激と
なった。例えば「パリ～ストテスブール鉄道に鉄を供給するために，この鉄道
沿いに鳥炉を建設するための資金
が貸し付けられねばならなかった」のであ
る‰
08
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第4 節　鉄道，重工業および銀行の資本的関係
鉄道はその建設，設備および維持・史新のために人吊の鉄鋼を必要とした。
したがって鉄道企業は鉄鋼供給量の安定化，価格の引ドげ，品質の向I-.を強く
望んだ，一方製鉄業にとって，鉄道はそれ自身人きな販路であり，同時に新し
い有用な輸送于段であって，製鉄業の新しい原料巾場および販売巾場を拡人し
てくれるものであった，そのために町者は ㈲川こ相B こ対して強い関心を持ち，
桧互に密接な利害関係を結び介うようになる,り 司様のことはまた鉄道と炭坑業
との問についても言うことができる，さらに炭坑業と鉄鋼業も有本的にある秤
度の関連を持ちながら発達したのである賠
フランス最初の鉄道であるサンごテチェンヌ～アンドレジウ線が，地元の炭
坑と結びついた製鉄業者によって建設されたものであることは，すでに見たと
おりである，フランスでは】8世紀から19世紀にかけて製鉄における石炭利川の
テンポが，前述のようにイギリスに比べてはるかに遅れたが，その川山の ・つ
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として， 輸 送網 ， と く に 水路 の 末発 達 に よ り輸 送 コ スト が 甚 し く高 くつ い たこ
とが ぢえら れる ので あ る。 フ ラ ン スで は ま た製 鉄 地 と 原 料 賦 存 地域 とが 離 れて
いる場 今が 多い とい う悪 条件 も 加 わる 。 そ の た め に 山 元 で は安 い 石 炭 も 製鉄 所
では ひじ ょう に 高 価 に なI), そ れが 製鉄 コ スト を 押 し 上 げ た 。
銑鉄 生。産に コ ー ク スが 使 川 さ れ てい る サ ン ＝テ チェ ン ヌ， フ ル シ ャ ンボ ー，
エヤ ンジュ に お い て は， 運輸 の 費 用 だけ で 全 製造 費 の3 分 の1 を占 めた 。 通常
の通路 に よ る 運 輸 コ スト は平 均 し てlOOkq を1 リ ー グ （約4 km) 運 ぶ の に1 フ
ラン50 であ っ た と 推定 さ れ る， 木 炭で つ く ら れ た鉄 を石 炭 で 精 錬 し てい る シ ャ
テ ィヨ ンに お い て は ， そ の 目 的 に 最 良 の も の で あ る リ ヴ ＝ド ＝ジエ　(Rive-de・Gi
削 の石 炭 は， ト ン 肖 た りr36フ ラ ン で あ る が， そ れ は 山元 で は 僅か20 フ ラ ン
で売ら れて い た もの であ る。 また サ ン エテチ ェ ン ヌの 石 炭 は 山 元 で は5 フ ラ ン
なの にフ ル シ ャ ン ボ ー の 製 鉄 所 で は30 フ ラ ン に なっ た≒ こ う した 輸 送 上 の 困
邨を解 決す る 必 要に 迫 ら れ た 製 鉄 業 者が 最 初 に鉄 道 にの り 出 し た ので あ る。
サ ン ＝テチェ ン ヌ～ リ ヨ ン 鉄 道 の場 合 は， 最 初は セガ ン兄 弟 を 中 心 と した技
術者の グル ープ に よ っ て 建 設 さ れ た が， 次 第 に 会社 の 指 導 権 は 資 本 家の 手 に 移
ヅC い っ た。 そ の 中 のf モ要な 人物 は バ ルトロ ニ ーで あ っ た 。 彼 は ジ ュ ネ ーヴ 出
身の 公融 叉 抒で あ る が ， 中 部 地 方を 中 心 と し て 炭坑 ， 鉄 道 ， 運 河 等 の 大事 業 に
広く卜 を 伸ば し, 後述 す る ロ スチ ャ イ ルド ・ タラ ボ ・ グ ル ープ と 勢 力 を争 う よ
うに なっ た卜=裳家 で あ る
い
バルトロ ニ ーは パ リ ～ オ ルレ ア ン 鉄 道 を 設え し， そ の 社 長 で もあ っ た。 彼 と
喘 に同 鉄 道 を 役y し た の はu  ― ヌ地 方の 人取 次 業 者 ド ラ ー ント(D 山hante ）,
中部地方 の 産業 界の 代 ん 片ブ ノワ ＝タブ ー （Beiioist-d'Λzy) な どで あ っ た が，
この う ちド ラ ー ント は 徴 税 吏 で 銀 行 家 の 父 を持 ち, 徴 税 史の 家 系 に 属 して い た。
彼は後 に バ ン ク ・ ド ・ パ リ ・ エ ・
デ ・ ベ イ ＝バ(}?an（|iie de Paris et des Pars-Has)
   (7川|」役 抒の1 人 と な る の であ る が ， バ ルト ロ ニ ー， ブ ノ ワ ＝タブ ー等 と
ともに　ロ ワ ー ルの 炭 坑 丿 業 に も 参 加 し,
   1845年 に同 地 方 の 炭 坑が 大同 団 結 し
て形成し た人 ト ラ スト， ロ ワ ー ル鉱 山 会 社 の重 要な 経 営 者 の1 人 と もな っ た の
である。
19 世紀 に 入る とフ ラ ン スの 産 炭 屁は急 速 に増 人 する が ， 】9|H;紀I'liJ ず・に お ける
最 大 の 産 炭 地 域 は ロ ワ ー ル地 方 であ り. 令国 生 産の 約t 分 を占 め て い た ，その
中で も重 要な の は サ ン ＝テ チェ ン ヌとリ ヴ こド エジエ の 炭 田 で あ っ た 。 し かし
工業 化 の 進 展 につ れて 石 炭l↑f場 は急 激 に 拡 人 し， 諦 地 方の 炭田 ， と くに 北 部炭
田 の 開 発 が 進 む に つ れ て1820 年 代 か ら30 年 代 に かけ て 競 争が 激 し く なっ て きた
ロ ワ ー ル地 方 の 炭 田 は そ れ まで ロ ワ ー ル， ロ ー ヌ， ソ ー ヌ.   セ －ーヌ 痢 町川 の流
域 に広 範 囲 に 石 炭 を 供 給 し て きた が， と く に 運賃 の割 高 とい う 競 争I-.の 不 利か
ら市 場 を 狭 め ら れ る よ う に な っ て き たっ こ の よう な 事態 を 打 開 す る た め に， 口
ワ ー ル炭 田 に 炭 坑 業 の 大 規 模 な 集 中 化現 象 が 起こ っ たの で あ る ， 炭 坑 経営 の集
中化 は1837 年 に始 まる が， 次 々 に 合 併 運 動 が波 及 し,   1845年 に遂 に ロ ワ ー ル鉱
山 会社 （Compagnie des Mines de la Loire) とい う 人 会社 に 大 同 団 結 し た。
当 時 の 炭 坑 業 は 工 業 発 展 の 先 頭 に 立つ 新 しい 産業 部門 と して 資 本家 達 の 関心
を 集 めて お り， 同 社 の 場 合 も多 くの 出 貧 著が 参 加 し てい たが ， 地 方別 に み ると
リ ヨ ン人 が 半 数， パ リ 人が4 分 の 】余 り であ っ た， リ ヨ ンの 株 トの 中 に は 銀行
家が 多 く,   10人の 金融 業 者 が 資 本の 約10 ％ を 出資 し てい た ，こ れに 対 し て バリ
人 の 中 に は オ ート ・ バ ン クは み ら れ な か っ た，
同 社 の 取 締 役 会 の メ ンバ ーを 見 る と， 鉄 道 関 係 者 が ひ じ ょ う に 多い こ と が目
につ く， 前述 の3 人 も含 め て 次 の よ う な 人 々 がい る。
サ ン ＝テチ ェ ン ヌ～ リ ヨ ン鉄 道
セ ガ ン
パ リ ～ オルレ ア ン鉄 道
バ ル トロ ニ ー
ド ラ ー ン ト
ブ ノワ ＝ダ ジ ー
ド ・ レ ン ヌ ヴ ィ ル （De Rcinncville ）
ド ・ ブ ス ケ(De Bousciuet)
ド ・ フ ジ ェ ー ル （ ）e Foiig res）
ムシ ー （M(  uchy ）
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デ ィジ ョ ン ～ブ ザ ン ソン(Dijon －Fk'sanf（㈲ 鉄 道
カレ ー ごサ ン こポ ー ル （Callev-Saint-FauU
ストラ スブ ー ル ～ バ ーゼ ル鉄 道
ヴェ スト(West)
その ほか に 製 鉄 業 者 が 何 人 か 加 わ っ て い る 。J. オ シェ　U. Hochet) は フ ル シ
ャンボ ー とテ ー ル ノ ワ ー ル 製鉄 会 社 の 重役 で あ る 。 そ の 他 ネ ラ ン(Neyrand) ，Ch.
ジャ クソ ン （Ch. Jacksc n) と い う よ う な 人 々 がい る几
人炭坑 会社 を 中 心 と し て み る と こ の よ うに 鉄 鋼 業 ， 鉄 道 業 とい う よ う な 関連
の深い 産業 部 門 の 資 本 と の 連携 が すで につ く り出 され て い る の であ る。
次 にバ ルト ロ ニ ーと 並 ぶ 当時 の 大 事業 家 タ ラ ボ につ い て 観 察 す る こ と に よっ
て, 当時 の資 本家 の 典型 的 な 活 動 様式 を 見 る こ と にす る ， ポ ーラ ン ・ タ ラ ボ は
ロスチャ イ ル ド と組 ん で19 匪 紀 の 鉄 道 お よ び重:r 業 に 大 きな 勢 力 を 築 い た 事業
家であっ た。 タラ ボ家 は 几 来 は 南 仏 の グラ ン ＝コ ン ブ∧Grand でombe) の 炭 坑
の上人達 で あ っ た
い
こ の 炭［目は 当時 の 重 要 な 炭田 の 一 つ で あ っ た卜 彼 ら は ま
たア ルジェ リ アの モ クタ ・エ ル・ ア デ イ （M
 kta el Hadid)
鉄 鉱 山 の 所 有 者 で
もあっ た。 の ち に この 鉱 石 は ベ ッセ マ ー鋼 の 生 産 に ひ じ ょ う に適 して い る こ と
が発見 され， 重 要性 を増 し た。 ポ ーラ ン ・ タラ ボ は 本 国 鉄 鋼業 にこ の ア ルジ ェ
リアの鉄 鉱 石 を結 びつ け ， グ ラ ン ＝コ ンブ の 石 炭 ， ア レ の 鉄 鋼工 場 と と もに 南
仏に人規模 な・兵 に業 ト ラ ス ト を 形成 す る こ とを 試 み た 。 彼 は ま た北 部 の 大鉄 鋼
上場， ド ナン ＝ア ン ザ ン(l ）enain-Anzin） の所 有 者で もあ っ た叫
タラボ とロ スチ ャ イル ド の 連 携 は1836 年 に 形 成 さ れ た と い われ る叫u スチ
ャイルドは グラ ン ＝コ ンブ の 炭nilこ以 前 から 関 心 を 持 っ てい た。 広 範 囲 に わ た
って弔レし業に 関 係 し て い る タラ ボ は鉄 道 建 設 に も積 極 的 に 参 加 し た。　タラ ボ 兄
弟 は グ ラ ン ＝コ ン ブ 炭 田 か ら ア レ を 経 て， ロ ー ヌ 河 岸 の ボ ー ケ ー ル
肢aucaire ） に 至 る 鉄 道 を 敷 設 し た。 鉄 道 の 建 設 に 必 要 な 莫 大 な資 金 の 調達 は，
彼とそ の 仲川 だけ のB こは 負 え な
い た め， 彼 はロ スチ ャ イ ルド の 協 力 を受 け た。
アヴ ィニョ ン～ マ ルセ イユ 鉄 道 は， こ の鉄 道 と結 び つ い て 地 中 海 に まで 達 す
る。その ため に タラ ボ は ア ヴ ィニ ョ ン・
～ マ ル セ イユ 鉄 道 の 建 設 に も取 り 組 み，
ロスチャイルドはこれを支援した。タラボはその巾業に必要な鉄道機械や炭坑
用設備の生産のために　マ ル七イユに近いラ・シオタ　(la Ciol示 に機械I".場
も建設した≒
タラボ兄弟は続いてディジョン経由のパリ～リヨン鉄道をロスチャイルド，
ペレール，およびリヨンの 一部金融業軒達とともに建設する，そしてポーラ
ン・タラボはのちに完成する人鉄道p.  I.. M. 鉄道の会長になるのであるト
1840年代まではタラボとバルトロニーの2 人グループは対し的関係にあった，
しかし1850年代に入り，ロスチャイルドとペレール兄弟が互いに離反すると，
バルトロニーはロ スチャイルド・タラボ・グループに結びつくようになる。こ
のようにして鉄道・産業部門における活動で勢力を伸ばしているタラボは，同
時に金融活動にも進出した。］850年代から発展する大銀行設なの機運の中で，
ロ スチャイ ルドの協力者 としてレユニオン・フィナン シェー ル{Ke ＼inionfinanciere
）の形成，ソシエテ・ジェネラル(SocicHe eenerale) の卯」没におい
て，大きな役割を演じるようになるのである，
n　 第5 章 参as.
印　H.  Scrivenor,  op。cit.. p. 184.
3)    Pierre Guillaume, La    Compagnie   des・A/du-.s-  de  la   Loire  （ 川Ifr  /町l) づ966.  pp 。232-235.
松 原 建 彦 「ロ ア ー ル 鉱 山 会 社'i!   (1846-1854 年）I 福 岡 人 学 『経 済学 論
叢 』 第15 巻 第1  '-/，1970 年 ，
4)     Fl.Gille, Im Ba 咽nie en France au χIがsiirle. p|x.203-2(  4.
5)    Gille, op。冶 。p. 256.
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第5 節　 銀行と産業金融
19111-紀前半において生産の人規模化に伴う資本の調達は，一部は既存の産業
企業自身の自しこ資本によって行われ， 一部は個人銀行家によって賄われた，1848
年以前にはフランスの金融業務は，フランス銀行を除いてはほとんどが個
人銀行業者および手形割引商人によって担われていたのである,
つフランス銀行
のカバーする業務の範囲はひじょうに限られていた,。すなわちフランス銀行が
割り引いど手形は，パリで支払い可能な為替手形だけであり,   1836年以後は支
店の所在する都市で支払い可能の為替手形を割り引くことにしたにすぎなかっ
た。そのヒ割引の条件はひじょうに厳しかったので，フランス銀行に差し出さ
れうる1 形は限定されていた貼
フランス銀行に依存できない人部分の金融業務は，個人金融業者によって行
われた。彼らのほとんどすべては金融業務のほかに商業等他の職業に従事して
いたい彼らの資本は主として自分自身のものであったが，時に比較的に規模が
人きく経営のしっかりしたものの中には，貯金を受け入れて利子を支払うもの
もあった。　しかしそれも親類や友人からの長期預金に限られていた。当時フラ
ンスではまだ小切手が使川されておらず，彼らの信用創造の能力は引受手形に
限定されていたが，その流通<n.はひじょうに限られたものであった。
フランスにおける所件と富の蓄積についてもケ  -度検討すると，19 世紀初頭
においてフランスはヨーロッパ最大の富裕な経済国家であったと言える。しか
し人目の規模もひじょうに大きく， イギリスの約3 倍であったので，人L」1 人
当たりの所得水準は，イギリスの約2 分の1 であった。そして19 吐紀後半には，
川民所得総額でもイギリスに追い抜かれることになる（夫4  う 参照）。
だがともかく1㈲U紀前半において，フランスの資本蓄積はヨーロッパの中で
もかなりの高水準にあったということができる。
新しい工業の発艇に要する資本の調達は，まずできるだけ企業の自己資本の
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蓄 積 （利 潤 の 再 投 資 ） に よ っ て 賄 わ れ る 傾 向 が 強 か っ た 。 製 鉄 業 の よ う な 人工
業 に お い て も 同 様 で あ っ た 。 し か し 大 工 業 や 鉄 道 の 発 展 は ， し だ い に 自 己 資 本
に よ る 資 金 調 達 を 不 十 分 と す る よ う に な り, 資 本 の 不 足 が 痛 感 さ れ る よ う に な
っ た の で あ る が ， そ れ は 主 と し て 金 融 制 度 の 未 整 備 の た め で あ っ た と い っ て よ
し七
そ の 解 決 策 と し て ， 一 つ は 商 業 銀 行 業 務 を 改 善 し て ， 短 期 資 令 の 供 給 を 円 滑
に す る こ と が 考 え ら れ た 。 ジ ャ ッ ク ・ ラ フ ィ ッ ト は そ の た め に 努 力 を し た 先 駆
者 で あ っ た 。 彼 の 事 業 の 代 表 的 な も の は,    1837 年 の 商 レ 業 ・般 令 庫（CaisseGenerale du Commerce et
de rindustrie) の 設 立 で あ っ た 。 こ の 銀 行 は 介 資 会
社 の 形 態 を と り ， 資 本 金 は1,500 万 フ ラ ン ， の ち に2,000 万 フ ラ ン に な り ， 糾 間
商 業 信 用 の ほ か ， 長 期 工 業 信 用 の 供 リ。 企 業 発 起 活 動 も 行 っ た 。
ラ フ ィ ッ ト の 一 般 金 庫 設 立 に 続 い て ， パ リ お よ び 地 方 に 一連 の 類 似 の 公 庫 設
立 運 動 が 起 こ っ た 。 1838 年 以 後 の10 年 間 に ， 少 な く と も20 の 公 庫 が 地 方 につ く
ら れ た 。 ま た1847 年 に パ リ に は5 つ の 金 庫 が あ っ た ≒
1846 年 に 設 立 さ れ た 商 業 鉄 道 一一般 金 庫 （Caisse  L'f'i揃rak'  du  Coniriu'rcc  vl ticsChemins de
Fer ） 通 称 ボ ー ド ン 金k]>.   （Caissc Baudt  n） も そ の　・つ で あ る い
こ
の 金 庫 は バ ル ト ロ ニ ー と そ の グ ル ー プ が ， 南 仏 の 重 し業 家 タ ラ ボ が ロ ス チ ャ イ
ル ド と 結 ん だ の に 対 抗 し て 別 の 金 融 勢 力 を 得 る た め に 設
。,/.し た も の で ， 資 本 公2,500
万 フ ラ ン で 設 立 さ れ る と 同 時 に ， パ リ ～ オ ル レ ア ン 鉄 道 会 礼 と ロ リ ー
ル
鉱 山 会 社 の 社 債 発 行 を 手 が け た 。 こ こ に 鉄 道 へ の 投 資 や 服 に業 の 発 展 が ， ど の
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よう に新 しい 形態 の 金融 機 関 の 形 成 に 結 び つ い てい っ た かが 示 さ れて い る 。
このこ ろ 設 ヽ).さ れた 金 庫 の 多 く は， 短 期 金 融 と同 時 に工 業 金融 の 目 的 を 持 っ
てお り， 集 め た 預 金 を さ まざ まな 栢 去で 貸 付 け や 投 資 に 回 し て い た 几 こ れ ら
の新しい 金融 機 関 は,   18-10年 代 の 好 況 期 に 工業 の 発 展 に重 要 な役 割 を演 じ たが ，
その機 構的 限 界と ， フ ラ ン ス銀 行 の 敵 意 と に よっ て ，1848 年 の 革 命 に 伴 う 金 融
恐慌の 中で ， ほ と ん ど す べ て の も の が 没 落 し て し まっ た。
短期資 金の 供 給 と並 ん で もう 一 つ の 重 要 な問 題 は 工業 債権 市 場 の 拡 大 で あ っ
た。1830 年 代 に な る と 鉄 道 の 大 事 業 が 株式 会社 組 織 で 実 施 さ れる よう に な り，
とくに 人 量の 証 券が 一般 に 売 り 出 さ れ る よ う に なっ た。 証 券 発 行 の 引受 け に 関
して1848 年 以 前に は ， 金融 機 関 と し て は 前 述 の 諸 金 庫以 外 に重 要 な革 新 は 見 ら
れなか っ た。 こ の 時 期 に 事 業 銀 行(banque d'affaires) の 機 能 を 果 た し た も の
は， 結陥 人個 人 銀 行 家， と く に パリ の オ ート ・ バ ン ク （haute banque ） と 呼 ば
れる もの であ っ たサ， そ の 代 表的 な存 在は ロ スチ ャ イル ド 家 で あ る 。 オー ト ・
バン クは し ば し ば ㈲ 際的 取 引 に 融資 し てい たが ， そ のう ち 各国 の 公 債 発 行 を手
がけ る よう に な る。 そ し て1820 ～30 年 代 の 運 河 建設 時 代 に， パリ の オ ート ・ バ
ン クは運 河 会社 の 発 起 と 証 券 発 行 の 引受 け を行 う よ う に なっ た。 こ の 活 動 が そ
の後に続 く鉄 道 会社 の 建 設 に おい て引 き継 が れて い く。19 世 紀 前 半 に おい て，
フラン スの投 資 銀 行 業 務 は こ う し て 圭 と し て個 人 金融 業 者に よっ て 担 当 さ れ た
のであ り， そ の 伝 統 は 今 日 まで 継続 し て 存 在 して い る の で あ る 。 オ ート ・ バ ン
クは またI'I行 人 規 模 な投 資 家 で もあ っ た。
ただし 鉄 道 や 所 業 の 企 業 規 模が 大 き く なっ て くる と， そ の 証 券 発 行 の 引受 け
や投資 の 規 模 は 個 人 銀 行1 行・の千 に は 余る ので ， 数 人の 銀 行 家 の 共 同 引受 け が
竹通 に行 わ れ る よ う に な っ た。 ま た1850 年 代 に なる と， そ の た め の 諸 銀 行 の 大
祖悦 な連 合， シ ン ジ ケ ー トが 形 成 さ れ る。 そ し て さ ら に 全く 新 し い 株 式 会 社形
態の 人伝 行 の 削 設 が 要 請 さ れ るこ と に なる ので あ る 。
オート ・ バ ン ク の 代 表 と し ての ロ スチ ャ イルド の 主要 活 動 分 野 は， 国際 的 な
金融 と公 債 発 行 の引 受 け 業 務で あ っ たが ， 産業 金 融 の 需 要 に 対 す る対 応 にお い
ても重 要 な 役 割 を 果 た し た。 ジェ ー ム ズ ・ ド・ ロ ス千 ヤ イ ルド は 最 後 まで 個 人
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銀 行家 とし て の 立 場 を 保 持 し た が ， そ れ は 彼が 甲。な る保 守 的 ， 退 嬰的 性 格であ
っ たか ら で は な く ， 人 銀 行 の 責 任 者 と し て の慎 重 さ の ため で あ っ た と ぢえ られ
る 。 な ぜ な ら ば 彼 は 他 方 で 新 し い 金融 上 の 要 請 に敏 感 に 反応 し， そ れ に 吋 応す
る道 を追 求 す る 努 力 も 行 っ た か ら であ る。
す で に1825 年 に ジ ェ ー ム ズ・ ド ・ ロ スチ ャ イル ド は ラ フ でツト が 中 心 と なっ
て 設 立 し た投 資 会 社, 産 業 今資 会 社(Socit'tr  Comnian 血;iii'i' (川n山IStl玉・） に参
加 し て い る 。 こ の 会 社 は1 億 フ ラ ン とい う 当時 と して は 処 人 な資 本で 良 也され
た も の で， 鉄 道 や 大 工 場 へ の投 資 を目 的 と して い た。 た だし こ の 会什 はい っ た
ん 設 立 を 許 可 し た 政 府 が 態 度 を 変 え て 規 制措 置 を 強 め た ため,ヅト 業が 挫 折 して
し まっ た。 ロ スチ ャ イル ド が 本 格的 に 新 しい 型 の 人銀 行の 設y に 乗り 出 す のは，
第2 帝 政 期 に 人 つ て そ れ まで の パ ー ト ナ ーで あ っ たペ レ ー ル兄 弟 との 間 に離 反
が 起 こ り， ペ レ ー ル兄 弟 が ロ ス チ ャ イ ル ド に対 立的 な1/.場 で クレ デ ィ ■モ ビリ
ェ を 創 設 し て か ら 後 の こ と で あ る。
彼 は また 鉄 道 を 中 心 と し た 新 しい 人 産 業 の形 成 に 積 極的 に 取 り 組 ん だi'. 額
の 個 人的 財 産 を投 資 す る と と も に， 鉄 道 の 株式 の発 行 を引 き受 け ， そ れを 低額
面 に し て 大 衆 に 売 り 出 す と い う化 事も始 め た。 彼 が 産業 投 資 に 乗 り出 し だ のは1828
年 か ら29 年 に か け て の こ とで ， 他 の銀 行家 達 と組 ん で ベ ルギ ー 南部 の シャ
ル ルロ ワ （Charleroi) の 近 く の 製 鉄 事 業 に 参 加 し， ま た 南 フ ラ ン スの ド カ ズ
ヴ ィル の 製 鋼 事 業 に も 出 資 す る よ う に な っ た。 産業 投 資 は 銀 行 に とっ て そ れ ま
で は 余 り 経 験 の な か っ た 仕 事 であ っ た。 す な わ ちそ れは げ 額 の 資 金 が 内定 化 さ
れ， そ の 回 収 も ひ じ ょ う に 遅 く な るこ と を 意味 し た。 こ の こ ろ の 産業投 資 はロ
スチ ャ イ ルド に と っ て も ま だ 実験 的 な も ので あ り，T- 探 り状 態 で 行 われ てぃ 心
本格 的 産 業投 資 活 動 を 行 う よ う に な る のは ， も う 少 し後 の こ とに な る 。
1835 年 に な る と ロ ス チ ャ イ ル ド は パ リ ～ サ ン ＝ジェ ルマ ン鉄 道 の 建 設 計 川に
乗 り出 し ， ペ レ ー ル兄 弟 と協 力 関係 を結 ん だ。 こ の 鉄 道 には ロ スチ ャ イル ドの
ほ か に ダ ヴ ィ リエ （Davillicr), デ ク タ ル 等 の 銀 行 家 が 出 資 し て ぃ だ ，彼 ら は
株 式 を受 け と り， 発 言 権 を 紺 持 す る た め に必 要 な最 小 限 度 の 持 分 を残 し て， そ
の 大 部 分 を 大 衆 に 売 り さ ばい た。 資 本 金500 万 フ ラ ン で,   1 株 の 額ifljBOOフ ラン
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は， 産 業 会社 の 株式 と し て は そ れ まで に 例 の ない 小 額 面 で あ っ た， ロ スチ ャ イ
ルドは この 後 本 格的 に 鉄 道お よ び 生 産事 業 に取 り組 み ， 鉄 道 事 業 の 第 一 人 者 に
のし ヒが る の であ る。
ロ スチ ャ イ ルド の 鉄 道 お よ び 生 産事 業 は,   1835年 か ら48 年 まで の 間， 二つ の
異なる 地域 で 賢 な る 方 針 の ド に 発 展 し た， すな わ ち南 部 で は タラ ボ 兄 弟 の 事 業
活動を銀 行 家 と し て 支援 し たっ,新 しい 産業 の形 成は 彼 ら に 委 せ て， 彼 は 出資 者，
相談 者， 会計 しの 口 付 け 役 と な っ た。 北 部で は自 ら 鉄 道 ， 海 運 ， 炭 坑 ， 金 属 工
業等の 事 業分 野 にT を 伸 ば し た。 そ の 中で 中核 的 事 業 に な っ た の は 北 部 鉄 道 で
あ ったら・I。
1848 年 にお い て ロ スチ ャ イ ルド 家 は フ ラ ン スの 有 ノJな 鉄 道 会社 で ， 次 の よ う
に合計12 の 役 員 の ポ スト を 占 め て い た6へ。
北部
パリ～ストラスブール
サン＝ジェルマン
ヴェルサイユ
パリ～リヨン
リヨン～アヴィニヨン
アヅイニヨン～フ ルセイユ
ボルドー～セット
クレイユ～サンこカンタン
??
?
??
1
叩|如）銀行の株式引受けは于数料やプレミアムかせぎのためだけのように ー
般にト?われているが，それだけのものではなかったのである。
北部鉄道はベルギーの炭坑抹据柿を買収し，スクレサン(S 山ssin) 製鉄所
に資本参加し,  p. タラボを助けてアンザン製鋼所y ’を買収し，さらに他の銀
行家運と協力してバティニョール（Batignolles)機械製作所を設立した。北部
鉄遜に限らず，肖時の鉄道会社は設立当初から重工業部門に手を広げることが
多かっか。
以I-.のように19壮紀前牛の産業'V-
 
命期において，工業金融の必要性に対応し
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だのは，ロスチャイルドに代表されるパリのオート・バンクおよび地方の佃人
金融業者達だったのである。彼らは鉄道を中心として関連産業にも広く関心を
示し，産業の各分野にわたって参加したい 小剥こ産業に事業活動の基礎をおく
大資本家達は，金融業者と提携し自身金融業に乗り出す場介も多かった　こう
してこの時代の大資本家は ・ー般的に非業活動の範囲が未分化的状態にあったわ
けで，利潤を見込める分野を求めて進出し，あるいは総今的経営から期待でき
る利益のために関連産業部門に活動範囲を拡人した。このようにしてフランス
の銀行資本，産業資本は相互に入り乱れて，この時期にすでに「グ・レーブ」を
形成するようになったのである。また19tlt紀前半には，イギリス資本の侵人お
よびフランス資本との提携が大規模に行われた。
この産業資本主義初期における資本集中は，もちろん独占資本’・に義期におけ
る金融資本の発達と同列に論じられることはできないっ　しかしそれにもかかわ
らず，産業資本主義の時代においては銀行の本末の業務とは機能資本家闘の媒
介を行うところにあって，銀行は機能資本家の従僕であり，独占資本r.義期に
おいて銀行資本と産業資本が融介して金融資本が形成されてくるという図式は，
フランス経済については必ずしもそのまま当てはまらないということができか
むしろ両者の癒着ないし融合は，産業資本主義発展の初間から一般的に存在し
たといってよい。19 世紀後半における鉄道を巾心とした人岩本の発展について
は，さらに第6 章において検討する。
D　 第3 章 参 照，
別　Rondo Cameron and  others, Bankin/!  in Ihe Ear【v Slages  of Industrializalviii.  !!'
・''
■pp.
106-107.
3｝Bouvicr,  op. cil。p. 123.
4)     Haute banquo  1こつい て は 第R 章参 照 ，
5) ロ ス チ ャ イル ド の投 資 活動 に関 して は,    Duiihani, op
●rit一●円p
。u:ト'148. 参Ilii,
6)     [^ouvicr, op. cil。p. 116.
7) ア ン ザ ン 製鋼 所 は1847 年 に ド ナ ン 製 鋼 所 と 介 併 す る 。 さら に 第z 次 人 幟 後の 合
併 を経 て ユ ジノ ー ル(Usinor)　 とな る 。
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一 企業集中運動と近代的人企業の成立-
第1 節　 フランス経済の拡大　　近代的大工業の発展-
1. 経済の重工業化の進展
log
第2 共和政および第2 帝政. とくに後者はフランス資本主義発展史において
亜要な時期を團した。すなわちこの時期にフランスにおいては，初めて本格的
な工場制生産の普及を見，近代的大工業が開花したのである。繊維工業はすで
にこの時刻にそれまでの圧倒的な地位を徐々に失い始め，かわって鉱山業，鉄
鋼泉，機械 に業が急激に力を増していった。
この時期における爪工業生産の発展状況は表卜1 のとおりである。
行時期を通し て皿 に業生産は確実に　ほぼ同 一のテンポで上昇している。こ
れに対して綿上業の発艇は遅く，とくに1860年代においては停滞的である。木
綿消費にの招移がそれを示している（表5 －2）。
経済の重i:業化の発展は，表5 て の蒸気機関利用の増加の状態を見ても知
ることができる。
1850年においてフランスの蒸気機関利川はなおイギリスの1830年代の水準で
あったが，1850年以後明らかにフランスにおいては産業の機械化が進んでいる
ことがわかる。
ドイツは1840～50年にはなおフランスよりはるかに立ち遅れていたが，1860
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表5-  1　 フ ラ ン ス重 工 業 生 産
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表5 －2　 フ ラ ン ス 木 綿 消 費
i ]'.Hii)'レ・l(l(]・
?
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tV.叫:Km ・nriski す
乍以後の急速な発展によって1870
年にはフランスを迫い越し
ていることは注目すべきである
この時期の経済発腱にはナポ
レオン3 世の自山ト義的な経済
政策もあずかって力があったよ
うに思われる、フランスレ業は
ちょうど191H;紀中ごろにはイギ
リスとの国際競争に耐えられる実力が養われていたと考えられる。ナポレオン3
世は皇帝となり自己の旺盛な権力欲を満たしたが， ・万でイギリス滞在中に
得た見聞の影響からか進歩的にみえる社会政策を実施し，また経済的には自山
貿易政策をとった，1860年にはイギリスとの自山通商条約を締結したが，これ
は国内産業界の危惧にもかかわらず，フランスの貿易量を仲長させ，国内産業
をむしろ活況に導いた。
1870～71年の普仏戦争にフランスは敗退し，経済的・政治的に打撃を受け，
フランス経済は一一時著しく弱体化した。国土はドイツ車にM 領 破壊され，重
要な工業地帯であるアルザスおよびロレーヌ地方の 個姥 失い，[':額の賠償金
を課せられた，またパリ・コンミューンによる政治的動謡もあった。
しかしフランスの復興は速く,   1873年には賠償金を払い終わり，アルザス
ロレーヌはドイツに奪取されたが，そこからフランスへ移住する に菜家もおI),
フランスに新しい工業地帯が発展するようになった。その後19 III-紀末までのフ
ランス経済の発展はかえってめざましいものがあり，フランス資本上義は成熟
第5  φ　19  tit;紀後f-lごおけるフ ランス鉄鋼業の発展　III
の段階に人o だ。，イI炭および鉄鋼生
吊は飛躍的に増加し，機械工業やそ
の他の鉄鋼り[「に部門も人きく発展し
じ　八5 －4の示す蒸気機関利川の
増加は，フランスレ業― とくに人
に業(la  tri'andt' Industrie)    の
機械化の発展をある程度示している。
ただしフランスでは重j二業の発展
速度は繊維工業よりも速かったが，
表5 －4　フランス工業における
蒸気機関の利用
年
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しかしなおドイツおよびイギリスよりも経済における繊維工業の重要性は大き
かった。
2. 鉄鋼業の新しい発展
こ の時 刈 の フ ラ ン ス経 済 の 丁渫 化 の 進 展 にお い て ， もっ と も重 要 な 役 割 を 果
たした のは 鉄 鋼 哭で あ る 。 こ の 時 代 の 鉄 鋼 業 は 鉄道 お よ び機 械工 業 に そ の 原 料
を供給 する と と も に　 自 身 の 発 腱 を 通 じ て 鉄 道 お よ び大 規模 機械 の 利 用 を 促 進
した。 フう ン ス にお い て は 本格 的 鉄 道 建 設 時代 は だい たい1845 年 ご ろ か ら 始 ま
る。 鉄 道の 建設 は 人 きな 鉄 の 需 要を ひ き起 こ し た。 鉄道 時 代 の 初 期 に は 国 内 製
鉄業の 供 給 が 害 要 に おい つ か な い た め ， イギ リ ス か ら ト ン 当 た り275 フ ラ ン と
い う鳥 率 関 税 を 払 っ て レ ー ルが 輸 人 さ れ た ほ どで あ るい。 ま た 機 械 工 業 も1850
年ご ろ に は， 輸 町 人の バ ラ ン スが とれ る ほ ど に 発展 して きて い る 。
:j ー クス 精錬 は 遂 にこ の 時 期 に おい て 本 格的 に普 及す る よう に な っ た 。 全 銑
鉄生産 に対 す る1日式 の 木炭 銑 牛。産 の 割 作は,   1850年 の0
 i /oか ら,   1870年 に は 僅
かに8 ％に 減 少 し， 木 炭 に 対 す る れ炭 の代 置 は だい たい にお い て完 成 さ れ た呪1861
年 に 木炭 高 炉282 基， 木 炭 ・ コ ー ク ス 混 作炉77 基， コ ー クス 高炉 ロ3 基 ， 合
計472 基で あ っ た の が,   1869年 には そ れ ぞ れ91 基,   55基,   1-12基， 介 計288 基 と
変化し てい る几
ル ヅ ア ン ヴ ィ ル （Lcvainville ） に よ る と ， こ の 代 替 運 動 が 激 し く 進 行 中 の
1864年当時，操業していた413基のl''ij炉のうち.  木炭を使)l!するものはなお143
基を数えたが，しかし生産量からみればその割今は次のようにいっそう少なく
なっていたト
コークス銑　　　87 万6,000トン
木　炭　銑　　　・?・?万4,000
両者混用銑　　　 口万3.000
コークス高炉が木炭高炉に比してはるかに人型で，ますます人電生産的にな
っているためである。しかしともかく木炭銑がまだ1864年ごろまでこの程度に
残存しており，製鉄業が各地の森に分散していたことは注目すべきである，
このような生産技術の進歩に伴って1852～卵年に銑鉄の生産は約3 倍に増人
した。生産費をみると木炭銑1 キンタルにつき15フラン70と評価されたのに対
し，コークス銑のそれは10フランと評価され，後者がはるかに右利であった卜
この時代にはまた錬鉄生産に著しい進歩が見られた，パドル渋は広く伜及し，
パドル鉄生産は1850年代において増加した，
しかしもっとも重要な技術上の進歩は，イギリスでなされた近代的製鋼法の
発明によるものであった，すなわちベッセマー（F5es.si'nier)およびシーメン
スこマルタン（Siemens・Martin) 法の採用である。
1860年代まではフランスは主として刃物および武器川に少晨の鋼を生産する
だけであった。例えば1847年には生産は1万3,000トンで，人映の鋼を輸人せね
ばならない状態であった6几 また鉄道その他川の錬鉄の生産もなお少なかった。I860
年において鋼の生産は3 万トン，錬鉄は55万トンという状態であった。こ
のころにイギリスでベッセマー製鋼法が発明されたのである［］8r>6年）いいく
つかのフランスの大製鋼工場はこれらの技術を導入して鋼生産を急激に増人さ
せていった。
ベッセマー鋼はパドル鉄やセメンテーションによる鋼よりもはるかに安かっ
た（後者のトン当たり700フランおよび500 フランに対して,   200 7 ランド その
ため鋼の消費は，とくにレールの形で，急増した≒
フランスにおいて最初にベッセマー転炉を建設したのは，ボルドーの近くの
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サ ン エス ラ ン ・ シ ユ ル ・ リ ス ル(Si.   Seurin sur risle) の ジ ャ ク ソ ン(Jacks(
 n) のi;
場 で あ っ た （1858 年ド …… ベ ッ セ マ ー 転 炉 は 続 い て ア セ リ(Assailh
工　 ア ン フ ィ(Inii)hv), テ ー ル ノワ ー ル （Terrenoire.  St. Etienne 八
シャテ ィヨ ン-   コ マ ント リ ー(Chatilk  n―Conimentrv) にあ る 大 鉄 鋼 工 場 に よ
って採 川 さ れ た,。 こ う し て1863 年 から69 年 の 間 に ル ・ ク ルー ソ ー， エ ヤ ン ジ ユ
をは じめ と す る6  k 会 社が ベ ッセ マ ー転 炉 を 設 備 し， フ ラ ン スの ベ ッ セマ ー鋼
生産量は|,826 ト ンか ら5 万2, 卵O ト ン に増 大 し た。
さら に1864 年 に な る と， ピエ ー ル ・マ ル タ ン(Pierre Martin)　 とエ ミ ー ル ・
マ ルタン(Eiiiile Martin) の 兄 弟 が 平炉 法 を発 明 し た。 この 製鋼 法 は ウ ィ リ ア
ム・ シ ー メ ン ス(William Siemens) に よっ て 発 明 さ れ た， 炉 に吹 き こ む 前 に
ガス を 加 熱 す る 技 術 を 利 用 し た も の で ， シ ー メ ン ス エマ ル タ ン(Siemens-Martin)
法 と呼 ば れ てい る ，こ の 製鋼 法 は ル ・ ク ル ーソ ー製 鉄 工 場 そ の 他 の 大
に場 （モ ン リ ユ ー ソ ンMontlucon, サ ン ＝テ チ エ ン ヌ， ア レ， ア ヴェ イロ ン
割 に 導 人 さ れ た
い
そ し て こ れら の 新 しい 技 術 に よ って つ く ら れ た粗 鋼 は ， し
だいに パ ド ル鉄 に とっ て か わる よ う に な っ た。
1869 年 に お い て 鉄 生 産 高 は9(  万4 ,000ト ン に 達 し た 。 そ の 後 長 い 間 こ の 数 字
則 ヽi-近 を［lドし,   1882年 に は そ の 最 高 記 録 であ る107 万3,000 ト ン に まで 上 っ た
が， そ れ以 後は たえ ず 減 産 す る
い
鉄 が そ の 顧 客 を鋼 に奪 わ れ たの で あ る呪
18fi9年 には 日 万ト ンの ベ ッ セ マ ー鋼 が 生 産 さ れ， フ ラ ン スのm ， 錬 鉄 生 産 総nl:li
， 初 め て100 万 ト ン に 達 し た 。 こ れ は イ ギ リ ス を 除 く と い ず れの 国 よ り も
多く,    2 年 後に ド イ ツ帝 国 を 形 成 し た 地域 よ り も 多 かっ たI几
この よ う に し て1860 年 代 の は じ め に は ト ン 当 たi) 600 フ ラ ンし て い た鋼 価 格
が，1867 年 には315 フ ラ ン と約 下値 に 引 き下 げ ら れ たIIし
1) 」
■
 II. Clanhani,  Ec・川。。i,りDevi'lopηeni  of  F川,ict' and  （・;t'rmaiiv 1S[5-191 ・|. p.  612)
     W.  (). Henderson ∠The Industrial  Revolution
 on llll- Conli),')it，p， 158.
3
）II.  See,
 IHsto ・i>,' i'印no 。 2・(jH・りdi' la I｀ rnncc.p 。L'97.
引　l.rviiiiu'ilk',  /,・Indnslric (In 1・y・n・リ，Fn 川'i', p, 63.
114
5)/biiJ..  pp.  62-63.
FremdIinK は 木 炭 か ら 石 炭 へ の 転 換 に つ い て ， 関 税 政 策 と も 関 辿 こ そ な が ら 検 訂
し て い る.-.Rainor Fronidlii
ぶ／Tlu' h ・liU'l丿fill 円iHluslr ＼・丿 闘0   18r>(), Th, ヽChan μfrom
Charcoal to Mi  IK'I・al Fuel basi'd Tcchu ぷo^v ・.I' Mich かlr NU四 皿!・v ＼ l・)un山東卜 ヽBar-jot
dir.，しs  Enlrcprises ・・; /・lirs r,'S,タdiix:  im 川川,'s.  i'a/nt削nx・./(・,・luiiqu's ・■( I'}ll・・)1 ・sXIX'-.X.V'
 sieclvs. 1998,  i)p.71 ト724,
6)    Set', np. でU.. p. 168.
恥　Lor.  cil.
8)     Henderson. 単 削 。p バ59. な おN.  Pounds  iよk'i初 の 採 川r. 場 は テ ー ル バ ノ-づレで
あ る ， と 言 っ て い る(Pounds,  Coal  and  S?,習 山UVsd-ni  En 回y
・p.
 に・1.)
9)     Levainville,  oh. cil.. p.  67. 第1 図 参 照.
10)      Clapham,  op. cil。p.  236.
11)　Lor.  cit.
第2 節　重工業における企業集中の発達
19冊紀半ばまでの鉄鋼企業の集中化については，すでに述べたところである
が,   19世紀後判 こおいては，重工業における企業集中はそれまでに例をみない
規模で発展し，1870年代以後は独占的大企業および結合組織の形成にヤる。そ
こで本節においては，とくに鉄鋼業における企業集巾の法則および形態につい
ての基本的概念を，小島精- 教授r 鉄鋼業発展史論』に従って検討するl二
企業集中の根本的法則としては次の二つが考えられる， ‥・つは各要素の組み
合わせまたは釣合いに関する法則である。これは各要素がヤ体として適川され
る生産規模の大小にはふれず，どのような規模で作業するとしても各要素の組
み合わせを適度にすることによって，不適当の場合より能率が1-.がるというこ
とを示すものである。これは各要素釣介いの法則(Law  of |）r( pi rtioii of f^ii'tors)
といわれる。
第2 には各要素を総合して 日囚の企業体と考え,  人，小いずれの脱役がイ俐
であるかというに，現代工業の多くにおいては犬企叉が有利であると号えられ
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るので あ る ， こ れは 組 織 経 済 の法 則(Low of economy in organizationj　 と よば
れてい る 。
このl つ の法 則が 現 代 に変 にお い て 作 川 し， お よ そ 次 の 三つ の 異 な っ た形 態
の集中 が 実 現 す る。
第1 に はr. 場 単位 の 大 量化 で あ る 。 こ れは 主 とし て 精 巧 な 設 備， 研 究 室 等 の
科学的 施 設 が 極 めて 鳥 価で あ っ て ， こ れを「 分 完 全 に 利 用 す る に は 大 量生 産 を
行うの を 要 件 と する こ と と, 竹 理 方法 が 発 達 し た 結 果， 人 知 を十 分発 揮 させ る
には， 人 規模 な| 万場 で あ る こ とを 要す る た め と であ る。 換 言 す れ ば， 間接 費の
増人し ょ っ てぬ:接 費 を減 少 させ る とい う 現 代 的 経営 法 の 長 所 を 発揮 す る 必 要か
ら生じ た結 米で あ る。
第2 に は に場 矩営 の結 果で あ る 企 業 今成 の 人量 化 で あ る。 こ れ は管 理 能 力 の
発抑が ㈹ こ大 に場 の特 化 を 十 分 行っ て, 分 業 の 効 果 を 深 化 す る た め の み なら ず ，
さらに 巾況 の 変 動 を緩 和 す る ため で もあ る 。 また 特 殊 な 場 合に は 原料 よ り精 巧llji11
まで のぐ 生 産 過 程 を縦 断 的 に 介 成す る こ とが ， もっ と も 痛 切 な技 術的 必 要 に
怯づい て い るこ と も あ る （ と く に鉄 鋼 業卜 そ の 他重 複 運 賃 の 回 避 ， 副 産物 生
命の利 益， 販売 に 購n  h の利 益 が考 え ら れる 。
第3 に， い わ ゆる 結 合組 織IMの 利 益 が あ る 。 こ れ は 能 率L の 効 果 の みか らい
えば人 企 裳の 長 所 を さ ら にい っ そ う拡 人せ しめ る もの で あ る が， 他 方 に は過 大
な組織 が う ち 勝 つ の に困 矧 な管 理 しの 障 害 を伴 うこ とに な る 。 し か し 独占 体 と
しての 利 益 が 可 能 と な る 場 合 に は， し ば しば 生 産費 上 の 利 害 を 無 視 し て も出 現
する もの で あ る。
19徒紀GO 年 代 まで の フ ラ ン ス 収工業 にお け る 集 中 の 主 流 は， 第1 の形 態 で あ
り， 第2 の 形 態 も す で に か な り の 程度 認め る こ とが で きる。 そ し て1870 年 代以
後に なる と ， 第1 と と も に 第2 お よ び 第3 の 形 態 の 企 業 の 集 中 が 激 し い 勢い で
腱聞 する こ と に な っ た。 そ の 原 囚 は ま ず前 述し た よう な 鉄 鋼 業 に お け る 新 しい
生産技 術 ， と く に 新 しい 製 鋼 法 の 発明 で あ る。 そ の ため に19 世 紀 牛 ば を境 と し
て鉄 の時 代 か ら 鋼 の 時代 に 移 っ た と言 わ れて い る ほ どで あ る が， こ の 新 しい 製
鋼法 は安 価 な 鋼 の 大 量 生 産 を 可 能 に し た。　さら にフ ラ ン ス鉄 鋼 業 に と っ て 特 別
ii6
に重要なのは1878年に発明された塩基性転炉法であって。これがフランスの原
料事↑削こ適合して.   20 匪紀にかけてのめざましい集中発艇の弔ミ要な原囚となっ
たのである（詳しくは後述参照）-,
次に注目すべきは，この時代における原料刻肖に基づく鉄鋼 衷を中心とした
縦断的合成の発展の仕方である，そしてヨーロッパ人陸における資源の賦存状
態から，この合成は 国ー内のみならず，国境を越えて盛んに行われるようにな
ったのである。つ
またフランスではとくに燃料事情が悪いために，エネルギーの有効利川とい
う技術的要求からも工場経営の合成が進んだ。
19世紀後半には国際的規模で，販売競争が激化した。これが結合組織出現の
直接的原因なのであるが，フランス鉄鋼業にとっては普仏戦争後，販売市場が
切迫した問題となってきた特別の事情があった，そこから商業I-.の利益を追求
した結合組織の発展が起こったのであるが，他方これらの企業集中，ことにコ
ンツェルン（グループ）の形成は，株式会社制度の発達するにしたがって人規
模化していくことができたといえる。
競争の激化，企業集中の進行，そしてそこから起こってくる独占‘体の発達は，
イギリス，ドイツ，アメリカという先進T 業諸岡において時間的に多少のずれ
はあるが，普遍的に見ることができた。ただしフランスは集中においてはひじ
ょうに立ち遅れており，中小企業の国であるという印象を，今日まで与え続け
てきたのであるが，軽工業はさておき，少なくとも重工業に関する限り程度は
ドイツに劣るといえども，集中化および独占体の発展はやにド 川87( 年代以後の
顕著な事象として認められるのである。ただドイツ，イギリス，アメリカがそ
れぞれの国情の相違するに従って，それぞれ特色のある独,',-体を発達させたよ
うに，フランスの大企業，大結介組織もまた，フランス的特質を備えているの
である。
2
小島精一 『鉄鋼業 発展 史論』 有斐閣， 】92r)年,    1～7 頁。
上掲書,   79～81頁参照。
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第3 節　鉄鋼業の地域的集中
1. 石炭優位期における地域的集中
1840年から1860年にかけて石炭およびコークスを利用する製鉄鋼法の導入に
よって，炭田に近く存在する製鉄上場の発展は促進され，反対に石炭供給に不
利な地域にある工場は衰退するという傾向（炭田優位の型）が現われるように
なった。たとえば前者は中部およびノールであり，後者はオート・マルヌ県で
ある。
当時のフランスにおけるL な鉄鋼業地帯はロレーヌ，アルザス，ソール，サ
ントル（中部八　およびオート・マルヌであった。このうちこの期間中に鉄鋼
業に対して殼人の □ヽ也牽引を行ったのは中部地方であった。ロワール炭田はこ
の時期にフランス殼人の炭田として脚光をあび，さらに炭田の中に鉄の鉱脈も
兌見されたために，比較的少量の不足分の鉄鉱石を他の地方から賄うだけで済
み，井常に良好な原作凪存状態であった。19  lit-紀中ごろにはサン ＝テチェンヌ
地方はすでに令フランスの鉄鋼業中心地の中でも最大の規模を有し，技術的に
ももっとも進んだものとなった。ル・クルーソーヽブランジー炭田にはル・ク
ルーソーr.場があり,   1836乍にはシュナイダー兄弟に買収され，その後の大発
族によって高級鋼の重要な生産者となった。このほかマシフ・サントラル（中
火山塊・）の北部および西部にも，炭ロ］に基礎をおいた鉄鋼業が発達した門
石炭に強く結びついた鉄鋼業として，もう一つ北部フランスの鉄鋼業がある。
ノール県は行炭に恵まれていたが，しかし新しい生産方法への移行は，最初は
緩慢であっし 当時なお ノールは多数の小規模工場を抱えており，それらは森
林の中に分散して存在していた。それらは燃料として石炭よりも木材の方をな
お容易に人手することができたからである。　しかし1850年代になって. 彼らはn
 ‾クス高炉を使川する，より大規模な工場に集中するようになった
い
こうし
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でできた二の地方最人の鉄鋼 に場はドナン・アンザン裂鉄所叩OI・μS  (1丿 ）('naincl d
゛Anz㈲ およびモーヴージュ製鉄所（Hants l-＼ uriu'aux (If Mauいijjc）であ
る卜。
I860年前後において，フランスにおける銑鉄総生丿帽 如）2分のI ないし3 分
の2 は上述の炭田の近くに建設されたこれらの炉から生産された‥　しかし鉄道
綱や運河による交通手段の発達によって，炭田から離れた に場で 乱　木炭から
石炭への移行は4 能になったのである，たとえばロレーヌがそうで，この地万
最大の製鉄業者ド・ヅアンデル家はエヤンジュおよびモワイヨーヴルに に場を
所有していたが，その石炭の供給はザールから受けていた，ロレーヌではIcSTO
年には木炭による製鉄はほとんど姿を消しか。しかしここでは地几て生産され
る鉄鉱石が多量の燐分を含んでいるため，当時の精錬法ではまだ燐分を|・分に
除去することができず，生産される鉄鋼の品質を悪くしたために，これが同地
方の発展の障害となった，1860年にはまだロレーヌ地方はフランス銑鉄生産の
約12％を生産していたにすぎない。
こうして新しい大量生産的技術の開発により，鉄鋼剽よ炭坑裳と強く結びっ
くようになり，また大規模化を進めていき，鉄鋼業は炭坑地友　および鉄道ま
たは水路により容易に石炭を得られる地方に集中するようになった
い　
しかしこ
の酸性法（ベッセマー法およびシーメンスエマルタン法）において使川されう
る低燐の鉄鉱石は，フランスにおいてはひじょうに少なく，人きな部分を輸人
に依存しなければならなかった（エルバ，仏領北アフリカ，北スペイン，カン
バーランド，スウェーデン等の鉄鉱イに いすれも低燐珪素鉱である)。
そのためこの時期以後，高炉は海路輸送されてくる鉄鉱石をと噫 して，港の
そばに建設される例が見られるようになった，港の付近に建てられたものとし
ては，たとえばブーローニュ（liouloKne）のそばのマ ルキーズ(Mai ・qiiis（,1838
～39 年建設）， ウトロー（O m・eaii，1857 年)， カレー（Calais.    1909～1911
年）,南仏ではマルセイユの近くのサン＝ルイ(Saint 土oilis，1857年）,エ
タン・ド・ト（Etang de Thau ）, ボーケール（Heaiieairc,ローヌ河デル列ヽ]’
近）で，これらは地中海を運ばれてくる鉄鉱石を使川した。スペイン鉱を利川
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するI:l場 は 西 海 岸 に 建 設 さ れ た， ト リ ニ ヤッ ク(Trignac,    1879年 ）, ブ カ ン(Boucan,
   1883年), ポ イ ヤ ッ ク{Pauillac,    1901年） が そ れで あ るっ
以 上は 製鉄i で場 で あ り， そ の 一部 は 製 鋼 工場 も持 っ てい る もの だが ， 製 鋼 工
場 と し て は こ れ ら の ほ か に バ ス ・ ア ン ド ル　(Rasse-Indre), エ ン ネ ボ ン
（HeniH'bont八　ルフ ラ ン ク ク （Lt'ffrinckoucke. ダ ン ケ ル クの 近 く） が あ る っ こ
れらはV. と し て イギ リ スの 輸 人銑 を 使 用す る ， カ ー ン(Caen) も臨 海 製 鉄 所
だが， こ れ は 地 元 の 鉄 鉱 行 と 輸 人 石炭 を 使 用 す る も の で あ る 几 こ の よう な港
湾付 近 におけ る 鉄鋼 工場 の 建設 は 第2 次 人戦以 後 ふ た た び重 要視 さ れる よ う に
なったが， フ ラ ン ス にお い て はこ の よう に い く つ か の 例 が すで に19 世 紀 後半 に
見られる の であ る
い
なお 内 陸 の鉄 鋼 業 で も安 価 な 輸 送 手段 が 利 用で きる とこ ろ
では， こ れ ら の 輸 入 鉱 石 が搬 人 さ れ， 使 川 さ れ た。 例 え ば サ ン ＝テチ エ ン ヌで
は， 河川 を 遡航 し て 運 ば れ た ア ル ジェ リ ア 産の 鉱 石 を 大 規 模 に 使 用し て い た。
2. 鉄鉱石優位期における地域的集中
ベッ七マー法およびシーメンス＝マルタン法が採用されている間は，東部フ
ランスのミネット鉱はあまり使川されなかった。またミネット鉱の鉱脈の範囲
もはっきりとわからないままで，その資源的価値は当時は低く見積もられてい
た=，しかしこのおそらく膨人と思われる介燐鉱石を有効に利用したいというフ
ランス鉄鋼業名‘の希望は強かったが，フランス人が技術的にこの問題を解決で
きないうちに　 イギリ スで1878 年にギルクリスト・トーマ スが塩基性製鋼法
（トー7 ス法）を発明したのである。この製鋼法は含燐銑を使用して鋼を精錬す
るもので，フランス鉄鋼業が侍望していた発明であった。1879年にはすでにこ
のJj法はフランスで採川され，その後10年足らずのうちにロレーヌ地方はフラ
ンス銑鉄の約a) ％を生産するという大鉄鋼業地帯に発展したのであった。
この時川に人足に使川され始めたミネット（minette,ロレーヌ産褐鉄鉱）は
眺'n'ifv.鉱（鉄分30 ％前後）であった／行炭生産地に鉱石を運んで熔鉱するやり
方はまだとられていたが，しだいに鉱石生産地へ石炭を搬人する方が鉄の生
。産2
ストを引きドげることができることが知られるようになった。それは一つに
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は鉄鉱石の連賃がひじょうに高くかかること，　一つには鳥炉構造の改良によっ
て燃料消費量の節約が行われつつあったからである，そこでミネットを地几で
熔鉱することが有利であると考えられるようになったのである　それ以来フラ
ンスにおける新鉄鋼工場の建設は，鉄鉱石鉱床の近辺に人規模に発展したので
ある（詳しくは次節参照ト．
D　N.Poun （卜 “Historical    （L'ot;raphy of the li'on ;ind Steel In （iislrv   <if  I'"ram・e,・ Awm/s
 of  the  Association  げAy 即r‘印Ji （eo μraphers.  N(  . -17.
2)     Rene Gendarme, La  R 印ion  山，Sard ］95-1.
3)     LevainviUe.  L'indiislri・(' (in ter  I・, ・nniri-. p.  82 ．S. I'ouncls.  Coal  and  Slcf ∩,I 11",'S(・pi-11
 Europe,  i). 155 、
第4 節　鉄鋼企業における集中の発展
1. 規模の拡大と水平的集中
1848年においては，フランスではまだ 一般に真の工場制は例外的なものであ
った，とクラッパム言っている，人規模な に場制はイギリスの模倣であり，人
為的存在である，という意見がまだ通川していた。 1848年の竹命時には，バリ
の労働者はまだイギリス式の工場労働膏ではなく，多分に職人的な性格を残し
ていた，したがって小親方の存在余地は大きかった。家内i; 叉さえもかなり多
くなったとはいえ，まだ通例というほどには普及しないという状態であった，。1848
年においても，100 人以1-.を雇川するr 場は極めてまれであり，ただ鉱
山および冶金業に若干の例外があっただけである。　しかしこの部門さえ，小社
営が極めて多かったから, i'-均の従業貝数は槌だ少なかったlソ
パウンズはその論文に1864年当時の製鉄工場の分布図を掲げているが，その
説明に次のように述べている　㈲に －1参照長
:!:!a,o(xi
汗 ：数 字 よ ・.I.・i総-c 小 し'.:ft 地 皿 の メ ー ト>l. ・ ト パ こよ る'kiiii鳥 を 小 才　 川 境 線 はl870 年
川(|
出l'l∩| 。・し・in川i' (Irs i.｀ or・μ ，ヽに よ る　N    I'ou面s フHisU)tii-a!  （t'o μ 叩h 、・of Ihv Iron  aiul  Sti'ellll.ll
川l>    い目 。｀lmt ヽ,……binu/j  。/ Ih,' ■I,ssr.,・,(||||・ . Ill 。-I mi・r trail C,ia 戸ノフ・,s.No ，・17
「本図に数多く示された炉の人部分は，実際上ひじょうに小規模のもので
あっし, そのなかにはただ冬期，水車を[川]転させるに足る汀水が得られる‥一
眼9に 限って，稼働するものも少なくなかった。オート・マルス, フランジ
ュ・コンテおよびフランス北叫部，南西部所在の高炉や精錬所は，寸比 して
長村人目の大安するfill肛な鉄上辻を乍産したにすぎない几
』
18fiO年ごろ，銑鉄，錬欽および鋼の裂造は1,017 の独ご:L場で行われ，それ
らの に場はフランス90l',l-のうちm 県以{-.に分散していた。高炉の数は400基以
上にのばったが，それらの多くはその平均産出量が2.800トンにすぎない小規
悦のものであった几
しかし他方|叩 潮 十・ば以後前述のような製鉄鋼技術の発達からに ‥j
一 一 一
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図5 － 1　1864 年 に お け る 製鉄 工 場 の 分 布
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社の工場設備は急速に巨大化していった　例えば鳥炉はISGS年には鳥さ16 rn
 ,
銑鉄日産30ないし35トンに達するものが生まれ，-・鉱山技師の記すところによ
ると，「これはまことに 前占゛ 未曽有の人きさ」であっだし　ただし当時のウ
ェールズを見れば，この2 倍の能力を持つ高炉もあったのであるが。そしてそ
の後高炉の規模拡大はますます顕 苫iとな（　1878 年にミッシュヴりレの 柚 炉
は高さ20 m,     1   [）の出銑高は!20トンに達した
このような高炉の人型化は, 多くの機械設備の完令化をもたらした，カウ
パーおよびホワイトヒルの加熱炉，ガスの利用，装人の機械化等であるが，こ
の結果設備費は高騰し，生産費は著しく低ドし，したがってこのような機械化
を行える大企業は，当時 まだ存在していた多数の貧弱な資本を持った小企裳を
駆逐することになった，そしてそれに代わって人資本を擁する少数の優秀lミ場
が発展することになる。
高炉の大型化，新製鋼法による製鋼能力の人規模化に伴って，作業 ＼ノ）種々
の改善が行われたが，燃料経済組織の発達はそのもっとも重要なものであった
これは混合企業成立の技術的基礎の一つとなった。新・製鋼法実施の初期におい
ては混合会社においても，高炉，製鋼炉,  Mミ延r.場はそれぞれ分離していたの
であるが，その後燃料経済が注目されるようになり，高炉からは熔銑を転炉へ
送り，製鋼炉からは赤熱のまま加熱炉へ送って出延するという，燃料を節約す
る迅速作業法が普及していった，また1880年以降高炉ガスおよびコークス窯か
らの余剰ガス利用組織が確立されるにいたり，ますます混介企業の技術的長所
が大きくなった，燃料経済組織がとくに発展したのはドイツおよびベルギーで
あるが，フランスにおいてもそのエネルギー不足のためにこの問題は輿剣に追
究された。例えばその代表例はオメクール（Honiφcourl)　i;場であった㈹
1869年当時のフランスの主要鉄鋼業者は, ル・クルーソーのシュナイダー，
ロレーヌ地方のエヤンジュ，モワイヨーヅルおよびスティラングン ＝ヴァンデ
ル（StierinKen-Wendel）のド・ヴァンデル，サンエテチエンヌ付近のリヴ゛
ド・ジエのペタン・ゴーデ（PcUn Gaudet ），同地方のテールノワ リーレ，アル
ザスのニーデルブロン（Niederbronn) のディートリッヒである。その他の人
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二場 が 中 部 の コ マ ン ト リ ー(Conimentrv ） お　　 表5 －5　2 大 製鉄会 社 の鉄生 産 量'
卜:T う ンノ
よび フ ル シヤン ボ －ー.   東 部 の フ レ サ ン
（Kraisans八 北 東部のロンウィ（Lo叩Vvyハ
北部のアンザンおよびドナンにあった。ル・
クルーソーは約！ 万人，ペタン・ゴーデは6,(
 00 人, ド・ヴァンデルは7.000 人（そのほ
シュ ナイダー
ド・ ウメ・ンデ ル
□0
13-!
100
J12
I出lii : I'al,iuidt-      （>i;・i.'i;.'ism<- ，t Ca{n(il'.st<s
仙 ・印15 al ・ A/ でiurl,: ．p    171, よ り 作 成
かに鉄鉱石採掘夫800 人，炭坑夫L 佃O 人）を雇用する大工場であった。
第2 帝政の終わりごろにおけるシュナイダーおよびド・ヴァンデル両社の生
産量は八5 う のとおりである几
1875年においてフランス鉄鋼業の経営数は383であったが,   1912年には208に
私咸している
い
その間鉄鋼生産は約90  万トンから490万トンヘと5 倍以上にな
った。そのため！ に場当たり生産は同期間に2,350トンから2 万3. bfjOトンヘと
ほとんどlO倍に拡人しているのである≒ それと同時に鉄鋼生産の地域的集中
化も強まり,   1875年には銑鉄生産は57県で分散的に行われていたが,   1910年代
には，銑の5 分の4  , 鋼の4 分の3 は2 県（ムールト・エ・モーゼルおよび
ノール）で寸皿 されるようになっている。
帝業の襲中は，とくに18T0年以宋止むことなく発展していった。重工業にお
いて，それは典型的に現われたが，繊維卜業等の軽工業においても，ほとんど
令く家内労働は後退していった。あらゆるご
業故は減少していったが,   1882～96年に起こった価格の下落は，集中の推進に
さらに以献することになった。］89(5年に商務省によって発責された産業調査に
よると,   100上条企京のうち1 ～4 入の労働者を雇用しているものは83,    5～M
人が13,   50以上は4 企業であり，この最後のカテゴリーのものが全労働者の5
分の2 を雁川していた㈹
2. 原料資源支配による縦断的集中
鉄鋼業はl'バ からその原料資源と結びついて　・種独特この独占的支配を形成し
ていた。欽鋼巣においては原料資源の支配による縦断的集中は独占的大企業，
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大結合組織の形成において特別の意味をもっている。
木炭銑時代に製鉄企業はすでに森林資源および鉄鉱山を所イfし，その|工 設
立されていた卜I9LU: 紀後半のコークス銑およびベッ七マー・ト 一ーマス製鋼の
時代になると，その人量生産方式のため原料の消費は飛躍的に増加し, 原料資
源確保の問題は，いっそう重要性を増すことになった。そのし 鉱石および石
炭資源は一度枯渇すれば補給することができず， また有J}な独占が行われれば，
競争者はこれに屈服しなければならない性質のものであるため,    19匪紀木にか
けてヨーロッパでは原料資源支配のための激烈な闘争が展開されたのである。
さらに原料独占の利益は中間業者の介在の排除によっても得られる∧煩兄変
動が強く，また作業連鎖の長い鉄鋼業においては，とくにこの中問業者の介在
によって大きな利益を奪われる可能性が大きかった。とくにドイツにおけるよ
うに原料供給者間に強いカルテル形成気運が現われた場合,    需要者は辰的確保
および安定した低価格を求めて原料自給を切実に追求せざるをえなかったト
フランスにおいては鉄鉱石資源ははじめから鉄鋼企業によって所有され，開
発されてきたので，1*1内資源は早くから人部分が鉄鋼企業の支配ト’に入っし ，
しかし石炭の場合は事情が異なり，炭坑業の鉄鋼企業への集中は不完全であっ
たといわれている出。
まず鉄鉱石についてみると，全岡各地に分敞的に存在している小鉄鉱山は，
だいたい地元の鉄鋼企業によって所有されているが，例えば百炭製銑時代にな
って石炭を基礎として急激に発達してきた北フランスの鉄鋼 裳は,  i11i;i:の鉄鉱
石が速やかに枯渇したために，鉱石および銑鉄の確保は重要問題であった。こ
れを解決するために北フランスの諸企業はとくにロレーヌ地方に進出して製鉄
工場を建設し，あるいは子会社によってロレーヌの工場を吸収したが，同時に
鉄鉱山を買収したり，賃借したりした，ドナン・アンザンはすでに地元の鉄鉱
山オーエン（Ohain，1869年）およびスペインの鉱山ソモロ スト（Soiiinioi'i sU ，1876
年）を所有していたが，さらにロレーヌのナンシー(Nancy) 鉱床のアゾ
ット（HazoUe), ゴドブランジユ（（;Oclbraiべi;）およびカルヴァン（Clcvanl）,
ブリエ(Briey ）鉱床のマラヅイエ 【Malavillcrs）,    ノルマ シティのコード
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ルー ジュ(Cote ・RouL'e), ラ・ フェ リ エ ー ル ＝オ ＝セ ダ ン （La Ferriere,au χ-Ktangs
八　レ い いブ イ ル(Miirvilk う　を 支 配 して い る ’2。
中部 地 方 も地 元鉱 石の 消 尽 の た め， 銑鉄 供給 を 他 の地 域 ， と く にロ レ ー ヌに
仰ぐよ う に な り， 銑 鉄 を 確 実 ， 安 価 に 入手 す る た め にす す んで ロ レ ー ヌに 自 己
の製鉄i; 場 を持 つ よう に な っ た が ， そ れ と 同時 に鉄 鉱山 を も支 配 す る こ とに な
った。 例 え ば シ ュ ナ イダ ー の ル・ ク ル ーソ ー は ド ロ ワ ト モ ン(Droitaumont)
に， シャ テ ィヨ ン こコ マ ン ト リ ー(Chatillon-Comnientry) は ヌ ー ヴ ＝メ ソ ン(Ne
卜t's-Maisons) に， サ ン エシ ャ モ ン(Saint ・Chamond) は オ メ ク ー ル
（Ilomecc urt） に　 そ れ ぞ れ 鉄 鉱 山 お よ び 製 鉄 所 を 所 有 し たI卜 こ う し て と く
に］仰ヒ紀 後 半に 開 発が 促 進 さ れ た ロ レ ー ヌの 人 鉱山 は， 地 元 鉄 鋼 企 業 の み で な
く， フ ラ ン スの 他 の 地 域 の 鉄 鋼 業 お よ び 後 述 す る よ う にベ ルギ ー， ド イツ 等 の
外川 企 業 に よっ て も 人 きく 支 配 さ れ る に 至 っ た。
鉄 鋼 企業 の 所 有 ドに あ る も の の ほ か に， 専業 の鉄 鉱山 会社 に よっ て 採 掘 され
てい る 鉱山 もあ る が ， こ れら の 鉱 山 会 社 も 結 局 ほ と ん どが 資 本参 与 に よっ て 鉄
鋼 企業 と結 今し て い る
い
また フ ラ ン スの 鉄 鉱 石貿 易 の 発 達 と と も に， 外国 の 高品 位 鉱 が 大 量 に 輸 入さ
れる よ う にな る に つ れ て. 外 国 鉱 山 の フ ラ ン ス資 本 に よる 支配 も 行 わ れ る よ う
にな り， スペ イ ンを は じ め 北 ア フ リ カ　in レジェ リ ア， モ ロ ッコ ） な ど に も 進
出し こい な 。
現 代 鉄鋼 業 の 資 源 瓦配 状 態 につ い て は， さ ら に 別 の機 会に 詳 述 す る こ と に す
る
い フ ラ ン ス鉄 鋼 業 に よ る 鉄 鉱 山 支配 の2叫止紀 初
頭 にお け る 状 態 は 付 表1   (本
々末） の とお りで あ る 。
フランスにおいては炭坑支配は鉄鉱山に対するほど進艇しなかった1仁 人炭
川を町する北部においても，鉄鋼企業は衣卜6 のような小規模鉱区しか所有
することができなかったI㈹
フランスのこうした状態はドイツと対照的であった。ド≒イツでは良質の大規
悦な石炭資源がルールに集中的に存在し，少数の人:企業によって分領された。
26
鉄鋼 か業
スネ ル- モ ーブ ー ジュ;、SelU'lIcM
肌f)eu 以・
ド ナ ン ＝ア ン ザ ン　I、)onain.
ΛΓizin 
ド ・ ヴ-'' シ デII-   (Uv Wciuil-l !
シャテ ぞヨン ＝コマン1- '卜 一 (Ch
飢illo【i-Coninifnirv.)
H,  ド. ド・ ソー ヌ 川．ト．面Saulne
ぐ
表5 －6　 鉄鋼 企業 による炭坑支配
ド ウ シ トDmicIn リ
一 一一一
之配 炭坑
アザ>  '/ - -ルI. Aziiu・oiirt 
一 一
'/  レ% パ>  'Crcspili  ・， デ ゞ ’'ノ・ .’ ンt:  ルTli ヽrru-,・Ill・ぐ,       V    ■    '/   V  ノ
ン スI  La  （ 玉ir・・lie
 I.-'
ド ウ ル ジ ドー 【)illU一HI'--,'
ド ウルジュ
出所:Gendarme.  /・ 応丿o,i d， .V..J, p. LT.l
一 一 一 一 一 一
ここにカルテルの発生する可能性もあったわけで，とくに1890年にコークス祖
合，1893 年にライン・ウェストファリア炭坑組今が確>ン.されると，鉄鋼業にと
って原料自給の必要性が痛切に感じられるようになり，混介企業の発達が促進
されたのである。
フランスでこの傾向が希薄な原囚を，ジャンダルム(（λiidarnic)　は石炭企
業が多くは個人企業で個人上義的性格を持っていることに帰し，炭坑 衷抒は自
分白身で鉱山設備を建設することを考え，鉄鋼企業と連介することを好まない
からである，と述べているに二　しかしこの説明だけでは消極的な理山をあげた
に止まっており，それにもかかわらずなぜ鉄鋼企衷が炭坑部門に進出しなかっ
たかの説明を欠くので，もう少し進んで考察する必要があろうぃそれにはまず
フランスの場合北部を除きひじょうに炭田が分敞的，小規模であって. 多数の
小炭坑が分立しており，連今しにくいこと，したがってドイツにおけるような
強力な炭坑カルテルができにくいこと， また，フランス全体として全般的に害
給関係が良好で，炭坑企業の力が比較的強いこと，しかも輸人も人I Iに行われ
ていること，以上のような諸事情から鉄鋼企業がこれを強硬に自己の資本ノJド
に組み入れる政策をとることができにくかったし，またそうせざるをえないよ
うな急迫した事態に追いこまれることもなかったと考えられる。
しかしそれにもかかわらず，以L-.のことからフランス鉄鋼企業が石炭に関し
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で価格1-.ひ じ ょ うな 不利 益 を受 け ざ る を え ず， また 量 の確 保 の必 要 に も迫 ら れ
たこ とは確 かで あ り， そ の た め に フ ラ ン ス鉄 鋼 会 社 は 直接 自己 の炭 田 を持 とう
と 努力 して き たこ と も［月ら か で あ る ， フ ラ ン ス で は 鉄 鋼企 業 の 炭 田 支配 は ほ と
んど 見ら れ ない ， とい う　一般 的 観 察 に もか か わ ら ず， か な り多 くの 事 例 を見 い
だすこ とが で きる 。 ただ し 彼 ら が 手 に 入れ る こ と ので き た 炭田 は一 般 に条 件 の
悪い もの だっ た よう で あ る
っ とく に こ の 努力 を し た の はフ ラ ン ス最 大 の 鉄 鋼 地
帯に発 展 し （フ ラ ン ス ヤ 銑 鉄 生 産 の70 ％近 く を 占 め た 八　し か も地 元 に 石 炭 資
源を僅 か しか 持 だな い ロ レ ー ヌの 企 業 で あ っ た。 例 え ば ド ・ ヅ ア ンデ ルは1792
年にすで にエ ヤ ン ジュ の 付 近 で 探 鉱 の 許 町 を と り， ま た同 年 に ル ・ ク ル ーソ ー
に 人き く 参 与 し て い る 。り レ・ ク ルー ソ ーが 炭 田 を 所 有 し て い た た め で あ る 。1826
年 に は プ テ ィ ト ＝ロ セ ル{[ ＼'liU--Kosselle） の 炭 坑 ， ヒ ル シュ バ ッ ハ
（llirschbach） の コ ー ク スI で場 を 買 収 し， 。1899年 に は ノー ル の ク レ ス パ ン(Cr
円 ）㈲ ， ド イツ の ウ ェ スト フ ァリ ア の ハ ム （llanini） 炭 坑 を取 得 し た 。 また
ペ ル ギ ー の エ ク ス ＝ラ エシ ヤ ペ ル(Aix 一la-Chapelle） お よ び カ ン ピ ー ヌ(Ca
川piiuO 炭卜に も 参 ソ し て い る 。1909 年 に お い て ド ・ ヴ ァ ン デ ルの 支 配 し
てい た炭 田 は1 万5,000 ヘ ク ター ル に お よ び ， 年 間200 万 ト ン の 石 炭 を 採 掘 し
か卜 他 仏 に部 で は 地 几 に 人炭 田 があ り， 石 炭 を容 易 に 入手 で きた が， そ れ に
もかか わら ず 祐 要量 が 急 増 し つ つあ る こ と と, 巾場 にお け る 石 炭 の 販 売 価 格 が
高い こ との た め, 原 価 で 確 実 に 人 于 す る 目的 で 北 部の 鉄 鋼 業 者 に もこ の 傾向 が
現 われる よう に な っ た （例 え ば ド ナ ン ・ ア ン ザ ンド
中 部 にお い て は 彼 ら は 銑 鉄 生 産 か ら， し だい に 少量 の 特 殊 鋼 生 産 お よ び 加工
祁門 へ 移行 し つ つ あ っ た の で， 石 炭 需 要 は 多 く な かっ たが ， 炭 坑 支 配 例 は や は
りい く つ も 兄 ら れ る の で あ る。 例 え ば ル ・ ク ル ー ソ ー は モ ン シャ ナ ン
（Montchanin ） お よ び ド シ ズ （Decize ） 鉱 区 か ら30  万 ト ン， シャ テ ィ ヨ ン ＝コ7
ント リ ー は サ ン ＝エ ロ ワ(Saint 玉loy）, ド ワ イエ 巾oyet), ラ ・プ レ ル(laPresle
） お よ び ベ ズ ネ(B むzeiu't） の 鉱 山 か ら4o 万 ト ン， ア レ 製 鉄 所 は ト レ リ
（Trelys) 炭 坑 か ら7 万5,000 ト ン， コマ ン ト リ ー ・ フ ル シ
ヤン ボ ー は ド カ ズ ヴ
ィル， カ ン パ ニ
ヤッ ク （Canipagnac) お よ びブ ラ サ ッ ク （Urassac ） の 炭 坑 か
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ら90 万ト ン を 採掘 し て い た18づ 第i 次 人戦 前）
フ ラ ン ス鉄 鋼 業 者は 北 フ ラ ン スお よ びロ レ ー ヌで 探 鉱 の 努力 も続 け た ，その
ため に数 社 に よる コ ン ソ ルチ ウ ム も 組 織 さ れ た　 探 鉱 活 動 は 外 川 で も行 われ，
ベ ル ギ ー の 新 しい 炭 田， カ ン ピ ー ヌ （Canipine) の 開 発は フ ラ ン ス鉄 鋼 業者の
努力 に よ る と こ ろ が 大 き か っ た の で あ る　 例え ば ベ ー リ ン グ ン　(Ik'iTiii収n)
鉱 区 に は ポ ン ＝ タ ＝ム ソ ン 製鉄 会 刊丿Si 匹卜li, ド］(■ 1>( nlハ1(  ＼issonト　 ノー
ル・ エ ・ エ ス ト 製 鋼 所(Acieries du No  I'd et de ドEst), ミ ッ シ ュ ヴ り レ製 鋼所(Acieries
de Micheville ） お よ び マ リ ヌ・ エ ・ オ メ クー ル 製 鋼 所 （Λcieries dela
Marine el d'Homecourt ） が利 権 を 持 っ ておi) ， 事実 にベ 川ー ング ンの 炭 坑諸
会 社 は ほ と ん ど完 全 に フ ラ ン ス の こ れ ら 諸 公 社 に 属 し て い る　 ラ ン ブ ー ル エ
ム ー ズ （Limbourg-Meuse ） お よ び シ ャ ン （（;cnk ） の 炭 坑 に お い て も だい たい
同様 の状 態 で あ る 。 下 っ て1912 年 に ミッ シュ ヴ ィ ル製 鋼所 ， マ リ ヌ 製鋼 所 お よ
び ポ ン ごタ こム ソ ン 製鉄 会社 に よっ て つ く ら れ た コ ン ソ ルチ ウ ムは ， ベ ルギ ー
炭 の 探 鉱， 開 発 を 目 的 とし た ベ ルギ ー・ サ ン ブ ル地 質 鉱 山 会社(St バ;eol( μi（μieet
Miniere de la Sam  b re Ijelμe） とい う 新 会社 を つ く っ た 。
同 じ く 多 く の大 鉄 鋼 会社 は す で に ふ れ た よ う に 外閥 の 炭坑 と く にベ ル ギ ー，
ド イツ お よ び イ ギリ ス の炭 坑 に も参 与す る よ う に な っ た。 例 え ばマ リ ヌ， ミッ
シ ュ ヴ ィ ル， ポ ン ＝タ ＝ム ソ ン は ド イツ の カ ロ ル ス・ マ グ ヌ ス （KaroUis Ma.c-nus
） 炭 坑 ， バ ス ・ ロ ワ ー ルは イ ギ リ スの ケ ン ト(Kent) に 参 与 し た
い
第1 次
大 戦 前 ベ ル ギ ーお よ びド イ ツ炭 坑 に 投 資 され て い た フ ラ ン ス資 本 は， そ れぞ れ
約7,000 万 フ ラ ン に 達 し た とい わ れ て い る， 外 国 炭 坑 に対 す る 進 出 に つ い ては
さら に 後 述 す るこ と に する 。（付 衣2 参 照）
また フ ラ ン ス 鉄 鋼 企業 は 自 身で コ ー ク スを 製 造 す る 試 み も 艮 い 間続 け て きた
例 え ば ド ナ ン ・ ア ン ザ ン は す で に1855 年 に4 万 ト ン な い し4 万5,000 ト ン， 第1
次 大 戦 直 前 に は14 万5,000 ト ン を 生 産 し て い る。 ロ ン ウ ィ製鋼 （Acierit's cicLongwy
）, ス ネ ル ＝モ ー ブ ー ジ ュ 製 錬 会 社 （StφM 叱llii節（μi（  (ie S（nelle-Maubeuge
）,    MM. マ ル ク・ ラ テ イ 社 （MM.  Marc Raty el Ci （ ） お よ びMM.
ド ・ サ ン テ ィニ ョ ン社 （MM.  de Sainli即on et Cic ） は， 連 介 し て ガ ン{(land ）
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から テ ル ネ ーゼ ン （Terneiizen) まで の 運 河 の ほ と り に あ る ， 海 か ら 近 い ス リ
ュ イス キ ル(Sluiski 川 の 人コ ー ク ス 工場 を 建 設 し た， こ の 会 社 が， ゼ ー ラ ン
ト・コ ー ク ス 協同 組11
    
（Λssociation Cooperative Zelandaise de Carbonisation)
である　 石炭 は イ ギリ スか ら 供 給 され る も の を 用い,   1914年 以 来の コ ー ク ス生
栄は年 間30 万 ト ンで あ っ た 。
しか し 炭坑 会社 にお け る コ ー ク スL 場 の 設 備 の 発 展 は。 一般 にこ の 動 きを 抑
圧し た。 第2 次 人 祓 前に は 北 部 で は オビ ー （Λ油y 丿 束 部 グ ル ープ に 属 し て い
るロ レ ー ヌ・ ド ・ カ ルボ ニ ザ シ オ ンLorraine d ぐCarbonisation の 工 場), イ ス
ベ ルグ(Is ）ergiies）, ルフ ラ ン ク ク(l.i'ffi'incoiikcハ　ウ トロ ー(Oulreau ） 以 外
に， 鉄 鋼 企 業の コ ー ク スr. 場 は な か っ た 。,そ し て こ の 最 後 の二 つ も外 国 炭 に よ
って生 産 して い る もの で あ っ た 。
フ ラン ス鉄 鋼 条 に とっ て ， 石 炭 資 源 に 恵 まれ ない こ と は 依然 とし て 大 きな 負
批であ っ た 。そ し て 第2 次 人:戦 後 ， 炭 坑 は ほ と ん ど 全 部国 有化 さ れ たの で ， こ
こに完 令 に鉄 鋼 業 と炭 坑 業 とは 分 離 さ れ た の であ る。
なお 縦断 的 紹 介 とい う 場n
 
， ド部 の 原 料 部 門 の み な ら ず。 士。部の 加 丁 ・ 機 械
祁門 につ い て も検 討す る 必 安が あ る 。 フ ラ ン ス鉄 鋼 企 業 に は古 くか ら 加 工 ・ 機
械部門 まで 介 む もの が 多か っ た 。 そ の 顕 著な 例 は 中 部 地方 ， と くに ル・ ク ル ー
ソーであ る。 ま た 製鉄 鋼 まで の 段 階 に 専 門 化 す る 傾向 の 強い 東 部 にお い て も ，
マ ルタン ・ ド ・ ヴ ァ ン デ ルの よ う に 金 融 的 に シ ャ ル ルヴ ィ ル(Chaiieville) や
モー ン(Mohoii ） の 代書 産 業 を 支配 す る とい う よ う な 例 もあ る 。
こう し た原 料か ら加 工 部 門 まで の 縦 断 的 結 合 体 の 発達 は, 各生 産 段 階 に お け
る水 トヽ的 集中 ＝カ ルテ ルの 発達 を 妨 げ る とい う 説 があ る に もか か わら ず ， 事 実
は厦対で ， フ ラ ン スに お い て も1870 年代 以 降 カ ル テ ルの 発艇 を み る の で あ る が ，
この点 につ い て ， お よび 機 械 部 門 と の 縦 断的 結 合 関 係 の 発達 につ い て は ， さ ら
に次章以 降 に 譲る こ と にす る 。
鉄鋼業 に とっ て 原 料 資 源 の 確 保 は 死 活問 題 とい っ て まい ほ どの 重 要性 を 持 っ
てい た ので ， 以 卜 に述 べ て きた よ う に 鉄 鋼 企 業 に よる そ の ため の さ まざ まな 苫
心の柿 心の 結 果 が 多様 で 複 雑 な 資 源 の 丈配 構 造 を 生 み出 し た。 原 料 資 源 の 国 際
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的依存関係と一国内のみならず国境をも越えた資源の支配活動の展開が. 第2
次大戦後に出現したe:csc ぐ欧什|石炭鉄鋼共同体ト 形成の収要な要囚の ・つで
あると考えているので≒　本書においても石炭と鉄鉱町をめぐる資源問題につ
いては強い関心をもってぢ察してきた。
この原料問題に関して清水貞俊氏は拙柚「欧朴|石炭鉄鋼共回体ノ寸二関連し
て,    ECSC の形成において石炭と鉄鉱石という原料が経済統付に対して持って
いるとされる意義についてはこれを認められないという趣旨の論を艇開してお
られるので21' ここで少しくこの問題にふれておきたい。清水氏は しとしてECSC
設立以後の原料事情を考察しつつ上記のF.張をされているが，確かに1950
年代末から60年代にかけて欧州の原朴事情は急速な変化をみせし　 この問
題については私も拙著『欧州鉄鋼業の集巾と独乱り こおいてすでに検討してい
るところである2几　しかしECSC の設立が模索 されていたのは,  戦争直後の1940
年代後半であり，この時期はいろいろな意味でまだ人戦前の時代の連枝で
あったと考えられる。原料問題も回様であった…本.^ ご検討の対象としている19
世紀後半から20 世紀前半にかけての時代においてはttl.-界的にみても資源の政
治的，軍事的分割，独占的支配が広く行われていた，【K|際的自山巾場が成'<!.し
て，原料が自由に貿易され，いつでも必要量を確実に安価に人｛ できるように
なったのは戦後もしばらく経ってからのことである。終戦直後の欧州人陸では
資源が国境線によって分割されていることが，引き続き巾要な問題と考えられ
ていたっ
欧州統合の父と呼 ばれるフランスのシャン・モネは，すでに終戦心後にECSC
に近い共同体構想を抱いていたが，モネはその回想録で次のように述べ
ている抑。
「フランスとドイツの共同の資源は石炭と鉄鋼に依存していたが，これと
て歴史的国境線によって人工的に不平等に分割されていた
いそしてやがては
貿易障害ともなり対決の危険性をはらむ国境線へと発厦していった。仏独出
国民とも資源の全㈲的所有，すなわち壁領上の支配のないかぎり安々性の峰
約はない，と感じていた。……石炭と鉄鋼は，経済力のカギであると同時に，
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戦多 の武 器 に場 の 要で もあ っ た 。 こ の 二 つ の力 は， い まで こ そ 忘 れ か け て い
る ものの, 当時 と して は ， 現 在 の 核 の 力 に も 匹 敵 さ れ る も ので あ っ た。 そ し
てこ のl つ の 力を 国 境 を越 え て 凍 結 す る こ と は， 不吉 な威 信 を取 り除 くこ と
であ り， 逆 に ドヽ和 へ の 保 証 を ケえ る こ と に も なっ たの であ る 。」
モ 考は 石 炭鉄 鋼 業 の 経 済 的 重 要性 と 同 時 に， こ こ で は と く にそ の 政 治 的 ， 軍
市的側 面 を も強 調 して い るI
本章 では19 匪紀 後 半に お け る 企 業 の 原 料 支 配 につ い て検 討 した が ， さら に20
叶紀に 入っ て展 開 さ れ た フラ ン ス鉄 鋼 業 者の ルー ルを 中心 と し た ド イ ツ炭 坑 へ
の関 わり， ド イツ鉄 鋼 業 者の フ ラ ン スの み な ら ず ア ル ジ ェ リ アや モロ ッコ まで
介め た 外 川 鉄 鉱 山 支 配 の た め の 国 際 的 活 動 に つ い て は， 例 え ば ポ ワ ド ヴ ァン
（PO
 icil'V㈲ の
著書 に 詳 しい 侑 ， ま たECSC の 物 質 的 基 礎 と し て の 資 源 問 題 に
ついて は， 前掲 拙 稿 「欧 州 行炭 鉄 鋼 共 同 体 」 は 紙 数 の 関 係 上 簡単 に述 べ て い る
ので， きら に 詳 し くは 『敗 什|鉄 鋼 業 の 集 中 と 独 占J　を 参照 さ れ たい2≒
｛CSC の 成 ゲが 原 料 資 源 に関 し て 国境 障 壁 を 取 り払 っ た 結 果 い か な る 好 影 響
をもた ら し たか とい う問 題 も, ["1 じく 前掲 撒 箸に お い て 検討 し てい る とこ ろ で
ある2几 几回|li場 の 設し に よっ て 外 貨 制 限 ， 関 税， 輸出 入割 り当 て， 輸 出 課 徴
企竹が 撤 廃 さ れ， 同 時 に価 格 お よ び運 賃の 国 籍 に よ る 差 別 待遇 が 廃 止 さ れ たこ
とが， 鉄 鋼 品ば か りで な く， 原 料 の 域 内 取 引 の 人 現 模 な拡 人 を も たら し たの で
あるづ 京料 をめ ぐる|下|家 的 制 約 の な か に は 外 国資 源 の 確 保 に 関す る もの の み な
らず， 川Mm の国 外 流 出 を防 ぎ， あ る い は 隣 国 の 競 争 か ら 白 岡資 源 を守 る た
めの さ まざ まな 政策 もあ っ た
い
例 え ば フ ラ ン ス政 府 は鉄 鉱 石 の輸 出 制 限 を 行 っ
ていた の であ る が ， しか し 共 ㈲休 設 帽 こよ っ て こ れ ら の 政 策 も撤 廃 さ れた 。 ド
イツの 行炭 に関 し て も事 情 は 同 様 で あ っ た 。 こ の よ う な 国家 的制 限 が 撤 廃 さ れ，
共㈲休 内 の 原 料お よ び 製川Iの 国 際 的 移 動 が 自 山 化 さ れ た結 果 ， 商品 は1953 年 以
冊と比 べ て はる か に 介川 的 な 方 向 に 動 く よ う に な1), 新 し
い 域 内 貿 易 が 起 こ っ
たのであ る。
】)
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付表1　 フランス鉄鋼企業 による鉄鉱山 支配
所　　有　　鉱　 区
Droitaumont,    Briey (Meur-the-et-Mosel!e).
Chalencey ，Mazenay et Chan-ge
 (Saone-et －Loire).
Le  minerai vient aussi d'Es-pagne d des Pyrenees.
Homecourt  (Meurthe-et-Mo-selle)
・
Mont-Saint-Martin,     Herse-range,
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】ers (Me-urthe-e
レMoselle).
Maron  Val-de-fer, Fonds deMonvau
χ,   Cote de Sion,Liverdun,
 Croisette-Liver-dun,
 Labry, Marie-Chanois(Meurthe-et-M6selle).
一 一 一
Chavigny-Vandoeuvre,      La-vaux,
 Pienne(Meurthe-et-Moselle).
Solsac et Mondalazac, Kay-
mar,   Aubin,  Montbazens ，Venzac,
    TΓipalouχ　etFraux,
 Muret  （Aveyron ）.
参 与
Mines de fer ia Mance,
Compagnie Marocaine.
一 一
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- － －
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de Larchamp （Orne ）.
－ ＝= ¬ ＝=I ／J=
Joudrevi 】le.
Socitt さcivile de Batere(Pyre-nees-Orientales)
  exploitantles concessions de Bal^re etLas
Indis.
Chaiilac  (Indre).
J S
MICHEVILLE
AC
正RIES DEFrance
BASSE-LOIRE
Senelle-
MAUBEUGE
POMPEY
Den ΛIN-ANZIN
AUBRIVES-VILLERUPT
PONT-A-MOUSSON
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Micheville,     Brthain,    Gena-ville,
  Bazonville,   Landres,Haute-Laye
   （Meurthe-et-Moselle).
Abbeville    （Meurthe-et-Mo-selle
）.
Halouze  （Orne ）.
Grande-Rimont      （Meurthe-et-Moselle
）.
Bertrameix(Meurthe-et-Mo-
selle).
Lay-Sain  t-Christophe,　LeMontet,
    Ludres,      Faulχ，Fleury
    （Meurthe-et-Mo-selle
）.
Ha2otte,     Clevant,    Champi-gneuUes,　Fontaine-des-Roches
，Malavillers
(Meurthe-et-Moselle).
La Ferrifere-au χ-Etangs(Orne).
Villerupt,   Crusnes(Meurthe-et-Moselle).
Butte  (AUemagne).
Auboue,    Moineville,    Belle-ville,
    Custines,      Grande-Goutte,
 Mairy,  Malzeville,Marbache,
   Vieux-Chateau(Meurthe-et-Moselle).
Sexey,  Amermont-Dommary,la Haute-Lay, le Bois deFlavemont　
（Meurthe-et-Moselle
）.
Heras-Santander  （Espagne ）,Franco-Marocaine.
Giraumont  (M. －et-M. ).
Interets dans les mines d'Os-
ses et Banca     (Pyrenees-Orientales).
Soci&t&des Mines de Segre
(Maine-et-Loire).
Godbrange,  Tiercelet,   Cote-Rouge,
     Jarny,      Murville(Meurthe-et-Moselle)
・
Heras 一Santander,　Franco-Marocaine.
La　Mouriere,       Giraumont(Meurthe-et-Moselle)
・
Godbra ge,  Tiercelet,  Cote-Rouge(Meurthe-et-Moselle)Sommorostro
  (Espagne).
Heras-Santander.　Franco-
Marocaine.
//
Heras-Santander,　Franco-
Marocaine.
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FORGES D'ALAIS
MONTATAIRE
ARIEGE
Alais, Trelys  (Gard).
Amodiation des mines de Fi-
llols(Pyren&es・Orientales),Casteil
     (Pyren&es-Orien-tales)
・
Frouard,  Bou χiとes-au χ-Da-mes
，Chavenois ，Leyr, Pom-pey
 （Meurthe-et-Moselle ）.
Dans　l'Ariege,    l'Aude,    lesPyrenees,Orien
 tales.
H&ras-Santander,
Marocaine.
一 一
Franco-
Mines de Riols    (PyreneesOrientales
）.
Sommorostro  （Espagne ）
//
PROVIDENCE ?exy,
   Brainville （Meurthe-et-Moselle
）・ ?Hussigny,
    Tiercelet，God-brange
    (Meurthe-et-Mo-selle)
・Amermont-Dommary(Meur-the-et-Moselle)
・Ottange　II
     (Lorraine an-ne
χee).
ESPfiRANCE ? 〃 ?aint-Pierremont.Se
χey.
一一
RATY ET Cie.
A Saulnes ?onglaville,
 Sancy(Meurthe-et-Moselle)
・ ?odbrange,
 Tiercelet,    Saul-nes.Heras-Santander,　Franco-Marocaine.
一一一
LORRAINE
INDUSRIELLE ?osnes,
 Have,  Malleloy, Mil-lery(Meurthe-et-Moselle),Redange(Lorraine anne
χee). ?iercelet.Prince-Henri(Lu
χembourg) ・
AClfeRIES
DE FiRMlNY
”
Mercy-le-Haut.
Mines de la Tet （Pyrenees-Orientates
）.
PARIS-OUTREAU
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//
Audun-le-Roman  （Meurthe-et-Moselle
）.
Mine de Goa  （avec Mokta-el-Hadid
）.
La CHIERS ?enelle,
 Mont-du-Chat,  Beu－viUers
(Meurthe-et-Mo-
selle).
Differdange,　Lamadelaine
(Luxembourg). ?iercelet,
 Joudreville, Belle-vue(Meurthe-et-Moselle).
GORCY ?oulmy,
   Romain  （Meurthe-et-Mosel!e
）.Tittelberg
 （Luxembourg ）. ?outiers
    （Meurthe-et-Mo-selle
）.
DE Saintignon ?ehon,
   Mexy  （Meurthe-et-Moselle
）. ?aulnes,
 Godbrange,  Tierce-let-Amermont
    （Meurthe-et-Moselle
）.Heras-Santander,　Franco-Marocaine.
DE WENDEL
－ ~ -
CAPITAIN_GfeNY
Ma χfevILLE
ViLLERUPTLAVAL-DIEU
Mance,  Joeuf, Hatrize, Bois-d'Avril
    (Meurthe-et-Mo-selle)
・
Moyeuvre ，Hayange,     Her-mann,
   Ferdinand,   Georg,Elisabeth et d'autres
mines
en Lorraine anne χee.
//
Boudonville,     Avant-Garde,Amance
 （Meurthe-et-Mo-selle
）・
Fill泌res　（Meurthe-et-Mo-selle
）.
Errouville  （Meurthe-et-Mo-selle
）.
Heras-Santander,　Franco-
Marocaine.
Amermont  （Meurthe-et-Mo-selle
）.
Amermont.
Pompey  （amodi&e ）.
Tiercelet.
,'lil*f : ・'r
・ih,l L;,spi。,i。，Inilnslnr de  I・。l。
。。，。,l f'。u。Kv.I'.iiis, 1916,  ]>i> 27S.28r)
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付 表2　 フ ラ ン ス 鉄 鋼企 業 によ る石 炭 ・ コ ー ク ス支 配
企　　　 業 ?E　　　　　　 区 ? 参　　　　　　　 与
SCHNEIDER ET Cie ?Le　Creusot,
     Montchanin,Longpendu(Sa6ne-et-Loire).Decize
 (Ni 右vre). ?Winterslag
 （Campine ）.
Marine
ET HOMECOURT ?Unieux et Fraisse 
（Loire ）. ?Ablain-Saint-Nazaire,  Fresni-court.
 Gouy-Servins  （Pas-de-Calais
）.Beeringen
  (Campine ）,   Caro-lus-Magnus
 （AUemagne ）.
LONGWY ? 〃 ?ooperative　Zelandaise　decarbonisation
 （coke ）.Societe Lorraine de
carboni-
sation （coke).Charbonnage de Karl-Alexan-der
 （AUemagne ）.Ablain-Saint-Nazaire,
 Fresni-court,
   Gouy-Servins  (Pas-de-Calais
）・
CHATILLON-
COMMENTRY
NEUVES-MAISONS ?a Roche et la Vernade,
 Saint-Eloy
 (Puy-de-D6me) ・Les Ferri&res,
  les Bioles etle Marais
 ; Fins et Noyant;Doyet et la Souche; Bezenetet Ouche
一Bezenet(AIIier). ?imy
－Fresnoislais).
AC 治RIES DU NORDET DE L'EST?
〃 ?blain-Saint-Ncourt,
   Gouy-de-Calais).Beeringen,
    Lin(Campine)
・
COMMENTRY-
FOURCHAMBAULT-
DECAZEVILLE
Commentry,  Montvicq(Allier),Brassac,
 Celle et Combelle(Puy-de-D6me): Decazevilleet Campagnac
 (Decazeville,Rulhe Negrin,
   Lavergne,Morel.
 )(Aveyron).
Pas-de-Ca
一 一 一 一 一一一一 一Ablain-Saint-Nazaire,
 Fresni-court,
uy-Servin  (Pas-d -Calais).
Beeringen, mbourg-Meuse(Campine)
”
MICHEVILLE
AC
正RIES DEFRANCE
BASSE-LOIRE
Senelle-
Maubeuge
心
POMPEY
DENAIN-ANZIN
AUBRIVES －VILLERUPT
‾ 心 。j
PONT-A-MOUSSON
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Cransac, Combes,  les Issards(Mines d'Aubin, Aveyron)
Charbonnages de Faymoreau
(Vendee).
//
”
Azincourt  （Nord ）
”
//
Beeringen,     Limbourg-Meuse(Campine).
Carolus-Magnus,　Frederic-
Henri  (Prusse rhenane).
Gouy-Servins,  Vimy-Fresnoy,Ablain-Saint-Nazaire,
 Fres-nicourt
 (Pas-de-Calais).
Vimy-Fresnois      （Pas-de-Ca-lais
）.
//
Cooperative　Zelandaise　de
carbonisation (coke ）.'
Sociをte Lorraine de carboni-sation
 （coke ）.
Beugin  （Pas-de-Calais ）.
Ablain-Saint-Nazaire,  Fresni-court,
   Gouy-Servins    （Pas-de-Calais
）.
//
Vimy-Fresnoy,  Gouy-Servins,Ablain-Saint-Nazaire,
 Fres-nicourt
 （Pas-de-Calais ）・
Beeringen,   Limbourg-Meuse.Carolus-Magnus,　Frederic-Henri
  （Prusse rhenane ）.
lAO
FORGES D'ALAIS　Trelys et Palniesalade(Gard).
ARIEGE
PROVIDENCE
RATY ET Cie,
A SAULNES
GORCY
DE SAINTIGNON
DE  WENDEL
出 所 は 付 衣 目 こ|‥・]|ン，
Bouquies et Latapie, Saint-
Santin  （Aveyron ）・
//
//
//
//
が
Association
//
//
一 一 一
べ
Metallurgique
pour la fabrication du coke,
a  Villebroeck.
Societe Lorraine de carboni-
sation  （coke ）・
Cooperative　Zelandaise　de
carbonisation (coke ）.
Cooperative　Zelandaise　de
carbonisation  （coke ）.
Societe Lorraine de carboni-
sation   （coke ）.
Ablain-Saint-Nazaire,  Fresni-court,
   Gouy-Servins  （Pas-de-Calais
）.
F'resnicourt   （Pas-de-Calais).Charbonnages　du　Fief　deLambrechies
 （Belgique ）.
Vimy-Fresnoy,  Gouy-Servins,Ablain-Saint-Nazaire,
 Fres-nicourt
 （Pas-de-Calais ）.
Cooperative　zelandaise　de
carbonisation （coke ）.
Societe   lorraine de carboni-sation
  （coke ）.
Mines de houille en Westpha-
lie et dans la Sarre  (PetiteRosselle).
Fresnicourt  (Pas~de-Calais).
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一 一第2 帝政期を中心とした鉄道，重工業，銀行の発展-
け じめに
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フランスの産業革命は,   1830年ごろから急速な発展を示し始めるが，その中
で最も大規模な資本集中を実現したのは鉄道事業であった。関連産業である重
工業も同時に発達し，新しい資本七義的人企業が出現し始めた。7 月王政期に
はこのような新しい人資本の発展の要請に応える金融機関の活動も惹起され，
ここにすでに産業資本主義の初期段階において産業資本と銀行資本との一種の
混介体が形成された。
ルイ・ナポレオンの時=代は政治的，社会的安定が回復され，フランス経済に
対する債極的発展政策がかなり巧妙にとられたこともあって，フランス資本主
義はそれまでに経験したことのない急速な拡大を遂げることになった。その経
済的繁栄の中で最も服要な部門の一一つを占めたのは，この時代においてもなお
鉄道であったが，鉄鋼業，炭坑業，機械工業等の重工業部門も新しい技術上の
変革を伴いながら，近代的大企業への集中運動を進行させた。また金融面にお
いては,   1850年代より新しい型の近代的大銀行の創設が始まる。
これら産業・金融両分野における人資本は，前の時期に形成された性格を引
き継ぎながら，新しい時代の要請に坤心するための変化を示していくのである。
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第1 節　 鉄道の発展
1. ルイ・ナポレオンの鉄道政策
1840年代に最初の鉄道建設ブームが起ったか，いったん沈滞した後lHSO年代
になるとフランス鉄道建設史上初めての人規模な活動の盛り］lがりが見られる
ことになる。1840年代のブームは1847年に不況が起こることによって終わりを
告げ，鉄道経営 も困難に陥った。それまでの鉄道株の激しい投機が事態をいっ
そう深刻にした。1848年の革命の混乱によって，鉄道はさらに人:きな打撃を受
けた。第2 共和政の最初の数力月は，国有化の恐怖から鉄道建設は停lトしし
またストライキや不景気のために輸送量が減少したので，鉄道会社の公融状態
はさらに悪化したlへ
しかしルイ・ナポレオンが人統領になると，景気は川復レ こいき， また政府
の鉄道に対する援助政策も再開されることによって，鉄道建設活動も心び活発
化することになる，当時フランスの鉄道発展状況は，近隣諸閥と比較して甚だ
立ち遅れており，いっそうの拡大の必要性が政府によって痛感されたのである
政府は新しい産業秩序を作り出すさまざまな野心的作画を作成し，実行してい
くが，鉄道発展計画はその重要な 一ー部となった。
1852年においてなお経済活動の回復はかんばしくなく, 欽道建設活動はひじ
ょうに緩慢であり， また路線に対する独ヽ/.会礼の数が多すぎて効率的な運営が
なされえない状態であった。ナポレオン3 世は鉄道建設促進のために 新たな
援助政策をとることによって，沈滞の状況を打破することを意図した。そのiて
なものは経営効宰化のための既存路線の統合，新会社に対する長期のコンセシ
オン（Concessions, 最大限99年の営業免許）の供'j-, 鉄iii,li□灯こ対する枡f
の保証等である几
以上に加えて経済全般が回復，安定化したこともあり，鉄道建設に叫び川内
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外 か ら 多 く の 資 金 が 集 まる よ う に なっ た 。 こ う し て ヴ ェ ル サ イ ユ ～ レ ン ヌ(Versailles
― Rt-nnes) 間 ， リ ヨ ン～ ア ヴ ィニ ョ ン間 ， パ リ ～ リ ヨ ン間 ， パ リ ～
スト ラ スブ ー ル 間 等 の重 要路 線 が 建設 され る よ う に な る， 例 え ば東 部 鉄 道 （パ
リ～ スト ラ スブ ー ル,   1852年 認 痢 の 建設 にお い て は， 資 金 の半 分 を国 家 が 負
担し たので あ る が， こ の 線 は ミュ ー ル ー ズの 木 綿工 業 を 首都 に結 びつ け る こ と
によっ て, I"-]地 方 の 木綿 工業 に大 きな 利 益 を も た ら し た。 彼 ら は 大消 費地 と結
合さ れ， また ル ・ ア ー ヴ ルか ら原 料 を より 速 く。 よ り安 価 に 入手 する こ とが で
きる よう に なっ たの で あ る 。
新線 の 建 設 と 同時 に， こ の 時 期 の 注 目 す べ き新 し い 発 展 は 少 数 大規 模 鉄 道 へ
の集中 化 であ っ た
い
そ れ まで は 認"I 路 線 ご とに 鉄 道 会社 の 設 立が 行 わ れ た ため ，
多数の 小 規 模 会 社 に よっ て 経 営 さ れて い た 。 国 家 は 独占 の 発 展 を恐 れて ， 鉄 道
の統 今を 禁 止し てい た ので あ る が ， そ の 政 策 を 変 更 し て 路 線 の統 合 を援 助 する
よう にな っ た
い
こ う して1852 年 か ら57 年 の 問 に ， 全 国 の 約 半 分 の 路線 を営 業 す
る約30 杜 が次 の6 人ニ
巾　 北 部 鉄 道
(2)　牡部 鉄 道
にv 四 部 鉄 道
申　 パ リ ～ オ ル レ ア ン ～ ボ ル ド ー線 （略 称P.O. 鉄 道 会 社）
（5） パリ ～ リ ヨ ン ～ 地 巾 海 （Paris ―Lyon －MOdiler  ranee) 線 （略 称p. 七・M.
桂）
㈲　 ミデ ィ(Midi) 線 （ ミデ ィ社 ）
］853年 に は こ れ ら の ほ か に7 番 目 の 人:鉄 道， プ ラ ン ・ サ ン ト ラ ル(GrandC
（ヽ ntral） び）設 ヽ7".が 認り さ れ た。　し か し こ の 鉄 道 会 社 は1857 年 に 行 き 詰 ま り，
解敞 に追 い こ まれ て,
   1し0. とp.-しM. と に 分 割， 吸 収 さ れ るこ と に なる3)   （後
述参照 八
この 時 間 の 集 中 運動 に よっ て フ ラ ン スの 鉄 道 網 は 英, 独. 米 よ り もい っ そ う
統一一-さ れ た も の と な り， 各人 鉄 道 は そ れぞ れの 地 域 を 分 担 し て 支 配 し,  地 域 独
川 ヒし た。　し か し 高 能 率 を追 求 し て 大 規模 経 営 を 実 現 し た の であ るが ， 逆 にこ
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の独占化から出てきたデメリットも指摘されている。すなわら競争がなくなっ
たために低運賃，高能率で輸送を確保するという必要性を企業がむしろ感じな
くなったことである。また大鉄道会社は有利でない支線を建設しないので，国
家が一部の支線を建設，運営せねばならなかった1上
そのため1864年以後は, 政府は比較的人きな鉄道会社が営衷を拒がするよう
な路線を小会社に許町するようになった1865 年以後の 支線に関する法律は県
知事にコンセシオンを与える権限を許吋した。こうして1860年代後 目｀刈洋は小
鉄道会社が地方名士を中心として建設されるようになった。彼らは人会社から
の独立を望む者達であったが，中には各種企業家や，新巾場開拓に熱心な建設
業者による投機も含まれていた。
2. 新鉄道法とその影響
1857年後半に始まった不況によって鉄道は再び収益を低ドさせた。純収人は1855
年の路線1 km当たり3 万861 フランから1858年には2 万3.587フランに低ド
したといわれる几 再び投資家の信川は失われ， 一部の鉄道では拡張のための
資金が得られなくなった。政府は鉄道網の完成を遅延できないものと号え，1858
年に6 大会社とコンセシオンの条件を改袴する協定を締結した。この新協
定にヤ のちに］859年の新鉄道法になる，この協定は,   1857年以前と以後とにj
えられたコンセシオンによって，口日」r 新」鉄道の区別を設け, '1口」鉄道に
ついては1857年度の率に配当を人体安定化することを目指し，逆にkm 当た1に
万7,000 フランの平均収入を越える部分は政府へ払い込まれるべきものとされ
政府の利子，償却費補償の補填分とされた，世し実際に「|日」路線から規定以
上。の収益をあげることができたのは，北部鉄道と1ししM. のみであったが⑤
これに対し「新」鉄道に関しては国家が利 」！と償却費「介計」。65 %) を保証し
た。1859 年2 月1 日現在，「旧」鉄道 の延長 距剛 は7,540  km,    「新」鉄道は8,578
 km,合計1 万6,l]8kra   （建設中のものを含む）であった。
1860年代において第2 帝政政府は大最の金融援助を，とくにそれなしには建
設しえないような路線に与えた，あるものは抹算的に不利で民問資本が乗り川
さない もの ， あ る もの は 公 共 的性
格が強 く， とく に 軍 隊 の 利 用 を 目
的とし た もの ， また あ る も の は 地
方的 利 益の た め の 鉄 道 であ っ た。1859
年の 鉄 道 法以 後， 鉄 道 建 設
および営 業 中 の 距 離 は 著 し く 拡 人
し 仁 す な わ ち1859 年 の1 万6,118km
   （う ち8,567km が営 業 中）
から,   1865年 に は2 万1.212km,1870
年 に は2 万4.429km    (う ち1
匪
ヨ
イ
フ
ド
オ
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表6 丿　 鉄道 営 業 距 離 数
り 位; マイル.・
界
一 口　ノ パ｜
ギ　 リ　 ス・
－フ
□
イ　タ
?
?
ス ト リ ア
ン ア
ア
18豹年
一
4,800
1,900
1.500
3tW
1870年-
130,400
65.200
15,500
9.700
12,300
3.80( 6.7003,800
1900年
491.000
!76.(X 021,90023
、80031,70011.90032,6009,700
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μ。17(ノ. 1に 川。
万7,440 kmが営業中，残りの6,989  kmが建設中）に延長された。
鉄逆'P;業距離を㈲祭的に比較すると表6 －1 のとおりである。19世紀後半に
おけるフランスの発展ぶりは，ドイツには及ばないとしても，イギリスよりも
遥かに拡人の速度がはやく,   1900年においてはイギリスを追い越している。
フランスの鉄道政策は近隣諸国のそれと異なっている。例えばベルギーや一
部のドイツ鎖川では国有鉄道の形態をとっている。それらは一部は国家により
建設され，迷宮されてきたものであり，一部は民問資本によって建設され，国
家に移竹されたものである。他方プロシアやザ クセン等ではいくつかの重要な
路線が株式会社により建設, 運営された。しかしフランスではごく初期を除き，
ほとんど殼初から建設と経営は,   政府と民問の協働でなされたのである呪 民
同企業の紀営は ・応株式会社によって担当されたが，それらの会社には囚家が
肛人な金融関係をもっていた。田家は一般にド部構造に対してその費川を負担
レC いたが，時には株式の買収，利f の保証，補助金や貸付金の供与を通じて
いっそうの公融的援助を与えた。また土木局は二部の路線を直接建設し，ある
いは建設を援助した。その紡米,   1860年には6 犬鉄道会社はすでに半分公的な
性格の企業になっていたといえる。但し国有鉄道が株式会社によって経営され
るものと並んで設立されるようになったのは，第3 共和政になってからである。
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1）1848 年 まで ， イギ リ ス か ら は フ ラ ン スの 尺 間投 資 と は ぽ 回 収 の 資 本が フ ラ ン ス
の 鉄 道 に投 ド され て い た
い
し か し18.1≪年 のT-
 
命 と 海 外 投 資 の増 人が ， イ ギリ スの
資 本 を 英帝 国 と ア メリ カ の 鉄 道 に 向 か わ せ た。 また フ シ ン ス人 自 身 も自 国 の 鉄道
建 設 よ り も む し ろ 外 国 へ の 拡 大 に 熱 中 す る よ う に なっ たCf.  K.  ド. Canu ・'on.Frmice
 and  the・E 切,切mic 加vcl巾hoi/  nり｛iiri卵.  /H(Xhり91  I. 1961.  |｝MT). Si（廠・V  Pol-lard,
 高 呻 朋,  Eroiwniir /責匹 川on I  sir,-1970. 197.1, p. 63
2) 鉄 道 建 設 の 誘 閃 は 他 の 産業 部 門 と 回 じ く 下|」潤 獲 得 の 可能 性 で あ る が ， 利潤 の 人
き さ を決 定 す る 要 因 の 一つ が 免 許 開 聞 の 輿 さ で あ る
い
す な わ ら コ ン セ シ オン は資
本 支 出 が 少 な く と も回 収 さ れ る こ との で き る]
■'),
 ＼＼の 間 間 で な け れ ば な ら ない(
月 王 政 は 予期 さ れ る 収 人 の 大 き さ に よっ て, <ft 許 期 間 の 長 さ を 制 限 す る こ とを試
み た 。 そ の た め 政 府 に よっ て与 え ら れ る コ ン セ シ オ ンは 極端 な場 介は ＼2年 （モ ン
ベ リ エ ～ ニ ー ムMoiUpellici －Nimes 間,    1844年 ） とい う よ う に 短 く なっ た18.12
～46 年 の 期 間 に 与 え ら れ た営 業 免 許 の で均 の 長 さ は 陳 か に仙 年 で あ る ，こ の よ う
な 免 許 期 間 の 短 か さが ， こ の時 期 の 投 資 水準 を 抑 制 し た 一つ の 原 囚 で あ っ た と 考
え ら れ る。1851 年 以 後 は 標 準 の 長 さは99 年 に な っ た 。 こ の よ う な 延 長 は 第3 帝政
期 の 鉄 道 の 発 展 を 著 し く刺 激 す る こ と に なっ し ，C 丿'ranc'ois Carnn フl-'rcnch Rmトroad
Investment 丿850-1911,"  in Rondi  Cameron,  etl.。心・.says 加/'Vr'川りi /い 川nmir His・lorv.
 1970.
な お 免 許 期 問 か 切 れ れ ば,   全資 産は 国 家 の 所 有 に 移 る こ と に な っ て い た,。
溺　6 大 鉄 道 会 社 の 資 本 お よ び 認 町 条 什・に 関 し て は,    Doukas フVi,丿 ■'r川ii・, R(i 加面and
 the State. 1945, p. 30, 参 照 。
4）L.  C. A.  Kno ＼ it.'S. Eron 。nir Dei。・el吋ymenl in the .Vi・nctci'nlh CVn/urv. L(  ndon. 1932. p.213.
5)     W.  0.  Henderson,   The Indu 到rial Revolutwii 0)・1 //if Conti},'}il inoo-】91・/, London.1961,
 p. 139、
6)     Franqueville Convenlions と呼 ば れ た,,   Cf. J. li. Clapham.  /.c卵回i<・Dnvli 巾nn印いリFrance
and  Cermanv  181~>-1914,L( 川don.  1923 、p. 148.
7)     Hendersc  n, op。ril.. p 」39.  Doukas,  ゆ。頑。p, 3r,.
8) 第4 章 参照 ，
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第2 節　 近代的鉄鋼業の発展と集中
1 ．大需要産業としての鉄道の影響
第2 帝政期まで鉄道は鉄鋼のもっとも人規模な需要産業であったため，この
帽りjの鉄道建設の急激な発艇は当然鉄鋼業に人きな刺激を与えた。鉄道資材の
皿要な 一部であるレールの生産は,   1850年から70年の間に10倍近く増加した。
またレール生産の鉄鋼生産に対する比率はしだいに重要性を増人させていき，1870
年には鉄鋼生産の約2 割近くの量に達している（表6  －2八
前述のように鉄鋼業はこの時期に著しい発展を示した。それは技術的発達を
伴って起こったのであるが，その第 川ま燃料の木炭から石炭への転換の進展で
あった（衣6 －3参照）。この時期にようやくコークス銑が木炭銑にほぼとって
代わることになった。 1830年には86 ％の鉄が木炭によって精錬されており，184(
 年においてもなお79 ％が木炭銑であった。しかしその後の低落は急速で，1860
年には35 ％,   1870年には僅か8  % にまでド落したし なお1880年には3  % ，1890
年には1  ％以ドにな'), ほとん・ど消滅した。また錬鉄生産においても著し
い技術的進歩があった。パドル法がひじょうに普及してきて，パドル鉄の生産
が18riO年代に咎しく増加し，木炭錬鉄にとって代わるようになったのである。
氷炭錬鉄の半呻は1840年の10万3,000 トンから1860年には9万6.000トンに滅少
しているのに対し， 石炭錬鉄は1840 年の13 万4,000 トンから1860年には43 万6,0(
 Oトンヘと3 倍以L の著増を示し，錬鉄生産全体に占める石炭錬鉄の比率
は1860年において81.9 ％に上っている。さらに1870年には，その比率は93 ％に
増大した七
鋼生産は，ベッセフー法およびシーメンス・マルタン法という画期的製法が
発明され
よー,嗇ISの大工場に導人されることにより，さらに飛躍的に増大した。
ベッセマー転炉は1863～67年にル・クルーソー，エヤンジュ等フランスの6 大
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表6 －2　 鉄鋼生産 と鉄 道建設
年 ?銑　 鉄 ?鋼　 鉄 ?軌　 条 ?鉄道新設
18卵18481850lasL'18531861118651870?i
ト．318
■17240G5238198981.2041.17-i?r
 !■ ．■8
－
／
日189O?,0
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表6 －3　 フ ラ ン ス 鉄生 産
皿 位 → ン
年
1830
1840
1847
1850
1860
銑
。　1.1j木　 灰239.257270.710339.000229,000316.000
鉄
コークス27,10370.063252,
 ( m176.000582.
 ( 0
錬　　 鉄
木　　 炭1 1.6131 3.30.197.00()73,00(196,000行 炭
・ifi.XM
13-1.I174
2X1.1.00(1
173.)IKI
■136,000
出 所:B,Tlrand Gilie.   l.a  Si心 。 刄。fraii《d^s,- au XI.V Slf, ・I,:CtTUH
・c丿968,  DP ，:,:,パ)9
製鉄所で採111された　ついで1864年
にはシ －ーメンス・マルタン法がル・
クルーソーに導人されるようにな1),
しだいにこれらの新製法による鋼は，
パドル鉄にとって代わっていく
これらの新技術の吽及は特に鉄道
衷にとって必要とされ，フランスで
は鉄道企業によって支援されたので
ある，なぜならこれら新技術はレー
ルその他の鉄道資材のコストを片し
く引きドげることができ，それまで
の耐久性に欠けていた鉄製レールか
ら鋼製レールへの転換を吋能にした
からである。鉄道はその結米，前の
時代にひき続き，なおこの時間も鉄
鋼業の上要なプロモ －ーターであった
鉄道が鉄鋼業にとって殼収変顧客の
地位から離れ，決定的な影響力を失うようになるのは,   I88( 年以後の時間であ
り,   1840～80年には鉄鋼の技術革新は上として鉄道によって刺激されたとぢ・え
られる几
1879年においてレールは新製法によって生産される鋼の83％を,りめていか|レペ
したがってこの時期の鉄鋼企業のあり方は，鉄道会社の政策に人きく左イに れ
た。鉄鋼企業はそのために短期的不安定，li間的不況の両方に適介することを
強いられた。すなわち一般的にみれば，鉄道公社側の政策は彼らに対する供給
者である特定の企業に全面的に依存することをせずに，できるだけ低い価格で
資材を獲得するために，彼らからの行動の自山を維持することであった，とい
われる≒ このような顧客側からの圧力によって鉄鋼製品の長期的な価格低下
傾向の一部を説明することができる。
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鉄 道 会社 は 注 文を 多 数 の 会 社 に 分散 す る こ と に よ っ て， 彼 ら に対 す る供 給 者
を多くす る こ とに 努 め た。 こ の 政 策は と くに 部 品 製 造， 車両 製造 業 者 に対 して
イf効で あ っ た， なぜ なら ば 彼 ら の 設備 は 一般的 に 比 較的 小 規 模 で ， 大 きな 設 備
投資 を必 喫 とぜ ず， し た がっ てこ れら の 産 業 は 元 来 分 散的 構造 を持 っ てい たか
らであ る 。
しか しレ ー ルお よ び 蒸 気 機 関 中ミ製造 に関 し て は， こ う し た 分散 は 見 ら れ ない 。1865
年 から1880 年 まで の 期 間 にお け る レ ー ルの 供給 者 は次 の 僅 か7 社 で あ っ たっ
マ リ ヌ・エ ・ シ ュマ ン ・ド ・フ ェ ー ル(Marine  et Cheniin tie Fer）
アンフ ィ（Iniphv)
フ イル ミニ ー 田irniin＼'）
テー ル ノワ ベ レ　汀(.'rrenoirc）
シャ テ ベH ン ＝コ マ ン ト リ ー(Ch 油llon-ComnK'ntr ＼-)
ル・ ク ルー ソ ー　(UヽCi・eiisoO
ド ナ ン・ ア ン ザ ン　巾ciiain-Aiizin）
新技術 に よ る 鉄 鋼 業 の 発展 が， い っ そ う 人資 本を 要 す る 大 企業 を必 要 とし て
いた。 とく に レ ー ル の よ う な 人型 重 量品 の 製造 は， 大 企 業 に よっ て の み 可能 で
あった （そ の た め に 起こ っ て くる 企業 集中 につ い て は 後 述 参 照 ）。
向 かド ）メー カ ー も 多 く は な かっ た。- 部の 人鉄 鋼 会 社 お よ び ア ル ザ ス， バ
リの人機 械 会社 が 機 関 巾i, 巾 両そ の 他 の 金 属設 備 の 製 造 に 従 事 し た。 しか し 他
の諸国 と比 軟 す る と， フ ラ ン スの 場 合 渠中 度 は な お 低 か っfZ 。 そ れ も鉄 道 会社
の政策 に関 連 があ る。 鉄 道 各 社は 自 分の 鉄 道 網 に 沿 っ て， あ るい はそ の近 くに
少なく と も　・つ の 供 給 抒を 節 保 して お くこ とを 欲し た。 また 彼 ら はそ の注 文 を
唯純化， 標 岬 化 す る 努ノJを し な かっ たの で ， 機 関 車 製 造 で は ア セ ンブ リ ー ・ ラ
インの仰 立 は 不 吋能 な状 態で あ っ た た め， フ ラ ン スの 機 関 車 の価 格 を かえ っ て
鳥い もの に し た。 こ れ に対 して ド イツで は 標準 化 お よ び ア 七 ンブ リ ー ・ ラ イ ン
生産が行 わ れ， そ れ が価 格低 ド， 輸 出 伸 長 に 寄 与 し た。
フラ ン ス鉄 鋼 裂の 発艇 に とっ て 真 に決 定 的 な 役 割 を 果 た す 製 鋼 法の 導 人は ，
その後の ト ーツ ス 法 の出 現 まで 待 た ねば な ら な い が,
   1860年 代 まで の 前述 の 画
ISO
期的な製鉄鋼法の発明とその普及は，すでにフランス鉄鋼 衷に人きな影絆を'i・
えたっまず立地条件の相違によってK 要生産地に変化が起こり，また牛。産の地
域的集中が進行するようになった。例えば石炭を使)!!する精錬法の蝉人は，
ノール県のような産炭地域やロレーヌのような人鉄鉱石生産地域において人規
模な近代的鉄鋼業を急激に発展させたが，他力において地方巾場を販路としC
いる木炭依存の地方的小規模旧式 に場が従束分散的に存在していた地万は, 新
しい原料の供給上不利な場合，急速に衰退していった。，また鉄鋼中心地の勢力
の変化と特定地域への集中は，鉄道による長距離人量輸送能力の発展によって
新しい大市場の開拓が可能にな1), 反面地域間の競争が強められたことによっ
ても促進された。，
2. 主要鉄鋼業地域と企業集中の発展
第2 帝政期の主要鉄鋼業地域はロレーヌ， ノール，アルザス。マシフ・廿ン
トラルおよびオート・マルスであった。このうちロレーヌは1860年においてす
でにフランス銑鉄生産の約12 ％を占めていた。この地域が真に人発展し，フラ
ンス第一の鉄鋼中心地になるのはトーマス法の導人（187が目 以後であるい卜
炭はザール地方から確保していた。木炭製鉄はこの地域では1870年にはほとん
ど消滅した。
ノールは地元に良質の大規模な石炭資源を持ち, 石炭の確傑は容易であった
が，新精錬法への転換にはある程度の困難が感じられた ，木炭がなお石炭より
もはるかに安く容易に供給されることができる谷あいに，多数の小規tり: 場が
分散的に存在していたからである。しかし1850年代にはしだいにより人脱模な
工場への集中が進行した。英仏通商条約（1860年）による貿易自山化政策が始
まると，ノールはその位置からイギリスおよびベルギーの競争の影響をとくに
強く受け，設備の大規模化・集中化への傾向をいっそう刺激された。
中部地方では，地元の石炭資源に幕礎をおいた精錬および機械製造の近代的
大工場が発展した。これに対してオート・マルヌの製鉄泉は地元鉄鉱行川川の
涸渇，木材の不足，パリ市場でのロレーヌ，ノールおよびイギリス鉄鋼裳から
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表6 －4　 フ ラ ン ス 鉄鋼 企 業 の 発 展
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の競争の増人によって困難な状況に陥り,   渚5の小生産者達はしだいに鉄鋼業
から離脱レこいっだ。
ぱ|-.C)ような地域的集巾と同時に　個別資本の集中が急激に進艇した。この
川りJまでにすでにいくっかの人企業は形成されていたが叫 第2 帝政期には新
たな集巾過行が進行することになった。この時期の代表的な大企業の生産量の
功人と集中度の発展を示したのが表6 －4である。
1869年度における鉄鋼生産のこのような集中度は,   1950年代のフランス鉄鋼
業の集中度と比較して，すでにほとんど同程度にまで近づいている。とくに上
位5 桂の集巾度は19M 年代の比率とほとんど全く同様であり,
   1840年代におけ
る低集中度の型とはひじょうに違ってきている。　したがって1870年ごろにはす
でに鉄鋼生貯の個別資本への集中において，ほぼ現代の形ができ上がっていた
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ということができる7……
以上のような集中の要囚としては，前述の技術的発展とともに次のような諸
点が考えられる。
巾　貿易自由化の傾I III    1860年の災仏通商粂約の締結前に すでに自山化促
進の政策が感じられた,
い1853
年以来，とくに仮類の輸人が増えてきていた
また1854年の万国博覧会は，フランスド貨に外国。ことにイギリス(J）牛皿
との競争関係を強く認識させるに至った　このことはフランス産業に機械
設備の近代化，大生産単位の必要性を自覚させることになった
ぶ　 金融上の問題，家族金融，あるいは限られた範囲の金融では，新しい兄
展に対応することがもはや不町能になった　しかし他方では外部金融に人
きく依存することはなお難しい情勢であった　こうした金融ト。の要請に心
じて，後述する新しい型の大銀行が1850年代以降に続々と形成されてくる
のであるが，これらを通じて外部から広く有本を集めることができるよう
になったのは大企業だけであった。こうしてここに,',-い家族的企貨・グ
ループ関係の中から，新しい金融関係が形成されてくることになる
ぷ　鉄道の発達と大巾場の形成　人m 吽。産技術の採川に伴なう企貨規膜の拡
大は，新しい人量輸送手段の発展による原料および裂,>!,の人i 場の形成に
よっても吋能にされた，反面このような巾 に業の新たな発展が鉄道の発達
を促進したということもできる。この時代には鉄道, 弔ミに貨の双ノブが閥辿
し介いながら著しい資本集中と大資本形成をぶ行的にtしoたのである。し
たがって密接な関連を持つ鉄道と鉄鋼貨の人企果間には, I"]時にひじょう
に多くの緊密な金融関係や特別の協定か結ばれ，両袁界を迦じての資本策
団の形成が進んだのである，例えばP.O. グループの設ひ。行はドカズウり
ルエ場の創設者とドト一人物であるし， 牡部ではスティラン(S 山■i叩) に場
を共通に使川するために　ド・ヴァンデル家と東部鉄道との問に協定が桔
ばれた， また1852年にはシュナイダー家はパリ～リヨン鉄道の叫組織に人
きく参加し，p.,しM. に重要な地位を,1,-めた,丿 州訓こ北部鉄道はドナン ’
アンザンと結合した≒
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こう し た勁 き と とも に 次 に 述 べ る よ う な 銀 行 業の 新 しい 発 展 が 開 始 さ れた の
で，こ こ に 人 工 裳 と銀 行 業 とに また が る 大資 本 グ ル ープ の 新 た な集 中 運 動 が 展
開さ れる こ と にな る
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'A'  O節　 近代的銀行制度の発展と大資本グループ
1. 新しい型の大銀行，クレディ・モビリエの設立
1848年までフランスの令融構造は基本的になお伝統的な形態にとどまってお
り，近代的令融制心は未発達であった。すなわち。フランス銀行およびパリの
人個人銀行(haut りbanciiR',)が商業信川の中心とな'), その周闘に地方銀行を
介か小銀行，個人公融素行が存在していた。ただ経済の発展に伴う資金需要の
川加に対応するため, 金庫(c 出so・)とい 引形での新しい金融機関の設立が
】830～川年代に盛んに行われたのが。令融術造の新しい発展であったといえるI
二 しかし19|叫山卜 自こおける人規模な鉄道建設および重工業の発達に]|導さ
れた経済令般の急速な発艇に伴って. lit紀の乍ばには「(額の投資金，運転資金
の需要に対応するための.   令融制度し) 新たな解決の重要性，緊急性が増犬し
ていた
いこうして1848年の革命以後，金融業においても新しい展開が始まる。
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すなわちそれはすでに見たようなr.業における新技術の開発，心豪ノバ)増私
企業規模の拡人，資本の集中という経済貨体の梵展に対応じ て乍起してきたの
である。またナポレオン3  皿・のとった積極的な経済発展政策，および経済・社
会制度の改革も，このような発展を支援することになー.Jたといえる
まず1848年に成しした臨時政府は. 歌融恐慌に対処するために商「 支社とフ
ランス銀行との問の仲介機関として機能すべきものとして. r- 形割引銀行(comptoires
d'esconip面　をすべてのE 要都巾に設ヽ/. させる布令を発した丿資
本金は国家，都巾および割引銀行の後援 者達が，それぞれ等額を提供すること
とされた。この種の銀行は臨時的方策として計画されたのであったが，結岫そ
のうちのいくつかには，より恒常的な資格がケえられた。例えばバリの割引銀
行は1854年に資本金2,000万フランの私有の匿f, 会社になり，リールのものは
クレデイ・デュ・ノール(Credit du .＼'oi"d， ノール仁川銀行7　という人地方銀
行となった。この両銀行は短期信川のみならず，長期信川をも供与し，また他
の種々の金融的便宜をも提供しだト
1851年まで政治的小安感が経済回復を妨げる働きをしたが，ナポレオンの
クーデターが成功し，彼の政府が樹立されると政治的安定が生まれ，その後の10
年間はフランス経済が19 ill;紀を通じてもっとも急速な発展を遂げた時間とな
った。
1850年代にはそれ以前にも増して株式会社形態による企触機関の設 坤ヽ) 騏吋
を求める申請が政府官庁に多数提出されたが，決定の権限を持っていた枢密院(Conseil
d'Etat) は，今度もその大多数を拒がした，その結米，それまで以し
に多くの合資会社形態の金融機関が組織された，彼らの人部分は小説膜であっ
たが，フランスの資本動員力を相当に増加させた。
しかし1850年代以後の商工業，人公共事業の急激な発展を支持するためには，
さらに新しい型の大銀行の設ぐが要請されていた。それは個人銀行に代わって
大規模な工業金融および割引業務を行うことのできる人資本を擁する株式会社
形態の銀行であり，低額面の株式および債券を発行してそれまで利川されるこ
とのなかった大衆の貯蓄をも広く動員することによって,   人姐の資金訓達を行
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おうとするものである。
こうした時代的要請にこたえて最初に出現したのが クレデ-f ・モビリエ(C
剛il Mobilier, 勁産信川銀行）であった，この銀行は，株式合資会社形態
をとっ赳 サンこシモンi-.義片のベレール兄弟が中心になり，当時の大資本の
つーであるフール(!・( ukls）の後援を得て設立された銀行であるが，これに対
しては政府も強い支持を'j・えた ，というのは，オート・バンクに属する金融業
片の大部分は;c来W 党派で，どちらかといえば新体制に対して非協力的である
とナポレオン3  |則よ考-えていたが，クレディ・モビリエには将来オート・バン
クやフランス銀行に対抗する新しい勢力を認めたからであるといわれるっ設立
に参加した人々の中にはペレール兄弟のほかにモルニー(Morny ）公（著名な
政治家)，ペルシニー（l'crsiKiiv)   (政治家ペ　ブノワ ＝フール(Benoit・Fould,
銀行家）,ミレ(Mires, いかなる人物か不明）などが含まれていた。同行に対
しC は1852年H 月に設 皿の認吋がドi)た。
クレデフ■モビリエは(5.000 万フラン(500 フランの株式口万株）を資本金と
し，そのうち2、){ 0 )i フランが直ちに払い込まれ，残りは事業の進み工合に応
じて払い込まれることになった。当時のフランスでは資本金9,100 万フランの
フランス銀行に次ぐ第2 位の規模を誇った。I. ペレールは,   1854年4 月29日
の弟 川川1株'[■:総会で，同行の設>Xの趣旨について次のように述べている。
「クレディ・モビリエ設立の構悪 は，フランスの大事業にy えられる信用L
段の不|・分なこと, 金融機関が追いこまれている孤ま化，彼らを統率する
のに|・分に強力な中心の欠如から生まれた几 」
以レ ）一般的川山のはかに 新銀行は人:会社，とくに鉄道会社の金融的，経
回的活動を染巾化させることを意図していたと考えられる。同行はまずジャッ
ク’ラワ イットのソシエテ・ -Jマンディテール・ド・ランデユストリ（SocietでC
 niniaiidit:前e dc I'iudusti・K",産業 介資会社）と同じくたr.業のための工業金
融を出的とし，回時に工業会社の運転資本については割引銀行が果たしている
役割を批うものであった。このようにして同行は19世紀後半にヨーロッパ大陸
臍岡の公融制度の特=徴となったところの大兼営銀行・の先駆的存在であった。し
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がし[司行は坊本的には投資銀行であり,  に哭令融，中でも鉄道と鉄鋼発への投
資を重要視していた。またフランス川内のみならず国外においても，広汎な発
起，投資活動に従事した。資貨源の拡 人のために　そしてすべての利川しうる
資本を最大限に吸収するために. 同行は赳問および艮期の債がを発行し. li;く
大衆に売りさばい仁づ9 匪紀t ば以降フランスでは 般ーに社債発行が忽速に増
大し，資金調達の有力な1 段となっていった
ペレール兄弟( エミール・ペレールは回行の頭IK) は以l:のような活動を通
じて産業を支配し 集中化して，独占の形成を実現しようとしていた　すなわ
ちクレディ・モビリエの株式や債券と交換に鉄道や製鉄会社の株式を吸収し，
各事業分野ごとに会社を合併させて，フランスの産業を集中・独占化すること
を考えていた，といわれる。しかも甲。に|希|内についてだけではなく. ヤヨーロ
ッパ的規模での活動が目指されていた，とくに当時まだ近代産業の発展が遅れ
ていた中部および東部ヨーロッパ，地中海沿岸等の各地に活動を及ぼそうとし
ていた。そのためヨーロッパ各地にクレデ ず. モビリエと回しタイプの銀行を
設立し，フランスのクレディ・モビリエが親会社として統率と刎暖をする体制
を築こうとした，それによって投資は令欧的規役で行われ，証券の流通が組織
化され，利了一率は引きドげられることができる。クレディ・モビリエ傘ドの外
地の銀行が発行する債券は相互に自山に交換され，そこに　・f(ノ)新七 い国際的
支払い手段が生まれる。それはフランス銀行から発券独占およびm 割引を脱
制する特権を奪取することをも肘能にする。そして究極的にはクレデ イ・モビ
リエの発行する債券が，フランス銀行が発行する銀行券とは別の「利i・のつい
た銀行券」のようなものになることができる，以 しのような活動はオート 。い
ンクに対するクレディ・モビリエの攻撃， また彼らが協力して形成しているフ
ランス銀行に対する挑戦として受け収られた。
オート・バンク側のクレディ・モビリエに対する反応は当然敵対的であった
ジェームズ・ド・ロスチャイルドりJames  (k州oths(hi川　はこの新しい銀行の
認可状がまさに署名され副帥舟の1852 年日月に　 当時 まだ人統領であったル
イ・ナポレオンに手紙を出して， クレデ で・モビリエ 支持を思いとどまらせよ
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うとしたが，f-遅れであっt:.'。
2. 銀行資本と鉄道
1855～56年は好況であり，投資は薯増した。とくに鉄道建設はそれまでにな
い人きさとなi), ト業生産活動も活発化じたいこの時期にクレディ・モビリェ
の指今昔達は政府に対して彼らのとろうとしている集中政策の必要性を主張し
赳 政府も積極的な経済力強化政策のゾ 拓として，鉄道および産業の再編成と
犬企業への集中化を促進する政策をとることになる。
叩m 報行業者は鉄道業に大きく参加していた，ペレール兄弟の場合はミディ
鉄道（ボルドー～セットFiordt'aux一一Cf皿 間）を支配しており，さらにバイヨ
ンヌ(I-iavoniuOやペルピニョン(Perpi 印on) を経由してスペインに達してい
た，また彼らはクレディ・モビリェを通じて東部, 四部の両鉄道会社において
心安な地位を得ており， またイギリス資本の援助を得て，マシフ・サントラル
呻 火山塊）ド グラン・サントラル鉄道を建設した
プラン・サントラルはフランス中部を横断する鉄道で，クレディ・モビリェ
の指今社達によって構,赳され,   1853年に政府の賛成を得て具体化されることに
なI), リモージュ地万とロ―ヌ河とを結ぶ全長915 kmに及ぶ鉄道利権が同鉄道
公什にりえられた］ ‥川.lにはイギリ スの公融業者モルニー（Mornv) 等も参㈲
していたyい。この新路線は中部と南部を結びつけるものであI). 多くの炭坑や
釧（ に場を持ちながら，内汗水蹄に恵まれず輸送難をかこっていた中部地方は，
この鉄辿によって人:きな発艇を遂げることができると考えられた
い1855
年末に
はクレディ・モビリェは. 川内のみならずヨーロッパ的規模に活動を拡大して
い大 才－ ストリアの鉄道に参加し，ウィーン，マドリッドに支店を設置し，
またトルヨ，U シア，ベルギ －ーにも没収の計川をたてていた。
ぺレール・グループのこのような活動に対して，オート・バンクの代大昔的
作作であるロスチャイルド家は，ペレールの陣営に入ることを欲しないすべて
の公什と結びつきを打=
つていた。 クレデ・f・モビリェの設しとその発展に伴っ
て・ フランスの分融業名一達は，ペレールとロ スチャいレドをそれぞれの指導者
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と する 二つ の 陣 営 に 分 か れ て 相 対 ンヽlす る よ う に なっ たの で あ る.，こ の 対 大ヽ関係
は フ ラ ン スの 近 代 銀 行 業 の 発 展 を 刺 激 す る と と も に 鉄 道 お よび 弔ミi渫 の 建 設
に対 して も 大 きな 影 響 を 与 え た ． ロ スチ ャ イ ルド と ペレ ー ルよ　18 抽 年代 に は
鉄 道 建 設を 協 力 し て 推 進 し た の であ る が,   1850年 代 に 入る と肉 片の 関 係 は 対抗
的 にな り， 鉄 道 建 設 ， そ の 他 の経 済 活 動 を ■.iiV- //,的 に 行 う に ヤ つ た　lH 卵 年にお
い て,   ロ スチ ャ イ ルド ・ グ ル ープ は次 の よ う な 鉄道 を 支配 して い た
山　 ベ ルギ ーお よ び 英 仏 海 峡 諸 港 に まで 延 長 し た北 部鉄 道
芒　 ボ ルド ー， ナ ン ト， リ モ ー ジ ュ まで 延 長 し た バリ ～ オ ルレ アン 線
ふ　 リ ヨ ン～ 地 中 海 線
④　 リ ヨ ン～ ジ ュ ネー ブ線
1856 年 か ら59 年 に か け て の 深 刻 な 不 況 に よっ て，1857 年 に ブラ シ・ サ ン ト ラ
ルは 解 散 に 追 い こ まれ た ， クレ デ ィ・ モ ビリ エ はこ れ に よっ て 初め て 経 営L の
大 き な 打 撃 を受 け た ， プ ラ ン ・ サ ン ト ラ ル は 隣 接 す る に しM. お よ びV.-O, の
両 鉄 道 に 分割 ， 支 配 さ れ るご と に な っ たp. 七・M. は グラ ン ・ サ ン ト ラ ルの ・
部 引 受 け の ため もあ っ て ， パ リ ～ リ ヨ ン と リ ヨ ン～ 地 中 海の 介併 に よっ て で き
た新 会社 で あ る ． こ う し て クレ デ ィ ・ モ ビリ エ ・ グ ル ープ は ， まず 鉄 道 に おけ
る 競 争 で ロ スチ ャ イ ルド ・ グル ー プ に 破 れ 去る こ と に なる
3. レユニオン・フィナンシエールの形成
1852～55年にペレールがオート・バンクの分野に侵人し，彼らの持つ㈲際的
な金融関係を分断するのにある程度成功したとしても，その後はオー?・。バン
ク側の対抗措置が始まった。，ロスチャイルドを中心としてペレールとt」ヤする
多くのオート・バンクが結集して，】856年のはじめにレユニオン・フィナンシ
エールバReunion Financiere, 投石迪介) という　一任の公融シンジケ －ートを段
立した，1855～56年は投資活動が箸増していたので，それは人脱膜質公言変に
対処するためのオー1‥ バ｀ンク側の に人でもあった。そこにはロスチャイルド，
その2 人の重役ポワサ(I'oisal)　とギベール((;uiburt)，P.-しM. の社長であ
るポーラン・タラボバL 業家，金融家で良い問ロスチャイルドと払びついてい
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る）,バルトロニー， シュナイダー（ル・クルーゾ丿 等の産業・鉄道・金融
業者・が参加しており，またプロテスタント系の銀行家の一団も加っだ。すなわ
ちブラント(Blounl,     僥国系), パッカール＝デュフール（Paccard-Dufour,
のらのミラボーMirabau（I)、F. デュラン(F.  Durand 八　F. ヴェルヌ（F. Ver-n
岫,     A.マルカール（Λ. Marcuard, のちのヌフリーズNeuflize)，A. ダシェ(A.
 ）assicr）, ペンチ ＝リュッチャー(Hentsch 土utscher， スイス）,カー ン(Cahen,
アントワープ）等であるト
ロスチャイルドと並ぶもう1 人の服要人物は，フランソワ・バルトロニーで
ある。彼は に業および金融業に広く手を拡げ，またP.O. の社長でもあった。
阿川｛政時代にはロスチャイルド・タラボ・グループに廿立していたのである
が，ロスチャイルドとペレールの間に離反が起こるにつれて，ロスチャイルド
と結びつくようになった。こうしてレユニオン・フィナンシェールにはペレー
ルに反対する人部分の銀行，鉄道,  r.業の関係者が集った。すなわち，鉄道と
しじは七部，リコン～地巾海.   p.・0.，」:業関係では主として鉄鋼・鉱山業で，
ラ・グラン・コンブ鉱山,   a ワール炭坑，ドカズヴィル，ドナン・アンザン，
アレ，フルシャンボー，モンリューソン(Montlucon ）,オーバン(Aubin) の
諸工場であ聡 ，またこのシンジケートは広範な国際的関係を持った。ロスチャ
イルドはイギリス，ドイツ，オーストリアに関係があり，ブラントはイギリ ス
の諸グル,一プと関連しておI)，バルトロニーおよびそのグループはスイスに重
安な諸関係を持っていた。 またカーンはベルギーおよびオランダに支持勢力を
持っていた，こうしてレユニオン・ワイナンシエールの国際的基盤はクレデ
ィ・モビリエのそれよりも遥かに大きかった≒
レユニオン・フィナンシェールはシンジケートの形式をとり，参加者各自が
レJ ニオン・フィナンシェールの関係する事業ごとに自分に提示される役割を
受けるか，拒否するかを自山に選択できた。
1856年春以後，レユニオン・フイナンシエールはケス・ジェネラル（Caisse
（沁l心小 ，鉄道 一一般金庫）を設立したり，スペインの公債を引き受けたり，セ
べンヌ地方（中部フランス）のボルト(Poi・tes）炭田や，アラン（Arenc）の
i6o
製鉄所および鉱山を買収したりして債極的活動を展開した8ヶ シンジケ‥トは
特に外国における事業に進出した,。こうすることによってクレデ ず■モビリェ
の活動を最も容易に抑制できると号えられたからであるI 外国における|呵打の
競争は当然厳しいものとなり， クレデ で・モビリェの経営はそれだけ困難にな
ったように思われる。
それと同時に,   1855年にはすでに政府のクレディ・モビリェに対する規制政
策が始まっていた。1855～56年にはフランスにおける投資活動があまりにも活
発化して，投機的現象が強まったのであるが, 政府はこのような需要の忽激な
増大がしばしば起こる金融危機の原因であると考え，そのような現象の引き金
になっていると見られるクレディ・モビリエの債券発行の許丿Iを1855年末に取
り消しか。この措置は同行から金融手段をとり除き，回行をたらまち金融難に
陥れた。クレディ・モビリエのフランス国内の鉄道は，前述のようにばらばら
に分解されるようになった。こうなるとペレールと組んでいた銀行家の中から
は，彼らから離反してロスチャイルド側につくものが出るようになった。例え
ばモルニー，その友人のシャトリュ(Ch 沁lu肉 やドラーント,   クレデ で・モ
ビリエの経営者の1 人であるガリェラ公爵(Due dc (:;:illicra)などがそうであ
る。
4. ソシエテ・ジェネラルの設立--- 一産業・銀行グループの新しい発展 一一1857
年の不況の結果，大規模な商r.l にとって合資会社という形態に過度に
依存することがむしろ好ましくないことが明らかになると，枢宙院は株式余社
の認口f手続きを緩和し，結Injl863年および6鴇 に抹式会社設妬を自山化する渋
律が制定されることになった。1867年までは株式会社は枢密院による認11」‘を必
要としたのであるが，とくに銀行に関してはフランス銀行の圧ノjによって，な
かなか認可がずえられなかった。認町された会社は公共事業関係が殼も多く，
また保険会社は株式会社の形態をとることが要求された。18 】㈲二から67年まで
に認可された株式会社数は599 社で，その内,沢は/にy の1 が交通関係( 鉄道，
運河，海運，橋梁),    5分の1 にL は保険会社であった。その他では鉱山が多
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く， そ れか ら 冶 金， 織物 ， 梢 糖， ガ ラ ス, 製紙 等 で あ っ たト
1860 年代 に 入る と 人 株式 銀 行 が 次 々 に 設 立 さ れ る よ う に な る が, そ の 初 期 に
設 ンヽlされ た重 要 な3 つ の 銀 行 は ク レ デ ィ・ ア ンデ ュ スト リ エ ル・ エ ・ コ メ ル シ
ア ル（Credit Induslriel ft Cominrrcial ズ 几c, 商L 業 銀 行 八　クレ デ ィ・ リ ョ
ネ(Credit  Lvonnais, リ ヨ ン信 用銀 行 ノ お よび ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ル （Sociφt己(k'neraU
り てヽ あ っ た　C.  1. C. は ア ルレ ＝デ ュ フ ー ル　lArlむs-Dufour) が 中 心 と
なって クレ デ ィ ■モ ビ リ エ に 対抗 す る 立。場 で1859 年 に 設 立 し た も ので ， 彼 自 身
およ び彼の リ ヨ ン の 友 人 達 の 事 業 を促 進 す るこ とが 目 的 であ っ た，1863 年 に は，
証券 や割 引 乗務 中 心 のC.  I. C. だ け で は 満 足 で き ない リ ヨ ン 地 方 の 企 業 家 達 が ，
短期 の ほ か に 中 長 期 金融 をi モ要 目 的 と し て,   資 本 金2 、OOO万 フ ラ ン の ク レ デ
イ・リ ヨ 木を 設 ヽyし た の であ る,∧iミな 設え 嗇は ア・レレ ・ デ ュ フ ー ル， 鉄鋼 業 グ
ルー プ （ シ ヤ テ ィ ヨ ン エコ マ ン ト リ ー， マ リ ヌ 鉄 鋼Forges el Λcieries de laMarine),
ス イ スの グル ープ （ペ ン チ ， パ ッ カ ー ル）,  リ ヨ ン 地 域 お よ び そ の
関連地域 （中 部 ， ア ル プ ス地 方 ） の資 本家 達 で あ っ たに 。 な お 同 行 は の ち に投
詐 業務から 身 を 引 き， 堕 令 銀 行 に 吋門 化 す るこ と に なる 。
続い て186'1年 に 出 現 し た の が ソ シ エ テ ・ ジェ ネラ ル　ISociele Gen?rale pourfavoriser lo clovi'loppcnien
けiu commerce et de rindustrie en France, フ ラ ン ス
商 し乗勧 業- 般 銀 行） で あ る 。 同 行 も 反ペ レ ー ル陣 営 の 銀 行 家 達 が， クレ デf
 ■モ ビ リ エ に 対 抗 し て 資 本 。金1  億2,000 万 フ ラ ン で 設 立 し た 事 業 銀 行
（baiiquf d'affaires) で あヽ る
いI
 Ml行 は 設立 当 初は 資 本 金の 規 模 も クレ デ ィ・ リョ
ネより 港 かに 大き く ， 後 者 が 地域 的 銀 行で あ る の に 対し て 最 初 か ら 全 国的 規 模
の銀 行と して 発 足 し た。 そ の 規 模 か ら 見 て も， 事業 銀 行 とし て の 性 格 か ら 見 て
も，当時 の新 し い 型 の 人銀 行 の　一つ の 典 型 であ るの で ， ソ シエ テ ・ ジ ェ ネラ ル
を中心 と して さ ら に 検 討 を 進 め る こ と に す る。
I=-J行の 設 立 の 目 的 は ，「 す で に 設 立 さ れ て い る 商 事 会 社 や 事 業 会社 を 支援 す
ると とも に， 新 し い 会社 の 設 ゲを 進 め， さ ら にそ の 活 動 を国 外 へ も伸 ば す こ と
にあ る」 と創 設 者達 に よ っ て 説明 さ れ た口し
186町3 月 に 新 報 行・の 設 立 の 許 旺 を 求め た 人 々の リ スト を 見 る と， そ の一 部
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はレユニオン・フィナンシェールを形成していたのと同じ銀行家達である．し
かしロスチャイルドは入っていないい
不参)J11の確かな即山はわからないが，
つはペレール兄弟がこの時にはもはやそれほど危険な存作ではなくなり，敗北
が近いと考えられるようになっていたこと， つ(j;1852年12月にロスチャイル
ドが大統領に対してクレディ・モビリエのれ|」設を川lト.するために　 誰某銀行の
危険性を訴えたことがあI), 然るべき理山もなしに意見を変えて参加するのは
気がひけるということもあったかもしれない　しかし1868 年に死ぬまで，ジ
ェームズ・ド・ロスチャイルドは常に同行と協力して， 一緒に什事をした.．
ここでソシエテ・ジェネラルの創設膏達の諸関係を検討することによって，
同行設立の推進力を明らかにしたい,．
ソシエテ・ジェネラルの主要創設者[2
バルトロニー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(P.O.)
ブラント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(I'.- レM. ）
カーン（アントワープ）
ダヴィリェ
ペンチ
ミラボー（パッカール＝デュフールを代表する）　　　　　　　(p.-(:）.）
タラボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(P.七-M.）
このリストで注目されるのは，銀行家のほかに鉄道関係片が多いことである
とくにポーラン・タラボが参加していることによって，1', L..M.関係のか旋性
が大きくなっている．タラボはP.-L.・M.の会長である．またP.七-M ブ 取締役
達の中にはさらに次のようなソシエテ・ジェネラルのプロモーター達がいる．
ドニエール（Deniere), フェール(F むrd, ルルー(Lci・oux）,シュナイダー，
シモン（Simons几
全部で18A の創設者のうち9 人，すなわち半・分は1'.七-M. の.服役であったい
またP.-O.鉄道の関係者としてはバルトロニー，ミラボー等がいる．鉄道閉係
のほとんどすべての人物は，また川時に1ししM. と払介しているスイスの鉄道
に属している．そのほか，多くの人々（タラボ，バルトロニー，ブラント，シ
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モン等）はロンバルディア～ヴェニス（Lombards ―Vをnitiens)鉄道の取締役
でもあった 。
鉄道以外の産業部門関係では，まずシュナイダーがいる，彼は冶金・機械工
突関係の代表的人物である。　ウージェーヌ・シュナイダーは同行の会長となっ
仁 シモンは人海運公fl:メサジュリ・マリテイム(Messageries Maritimes ）の
取締役であった　 この会社は　一時 ベレールのトラン スアトランテイク杜(C(
 mpa印ie 出uisallanti（ ie) のライバルでもあった。
以 ＼:に記した人々のほかに，プロモーターとしてビナール(Pinard) とリュ
シイこセデ・ずヨ(Lucv-Sedillot) がいる，彼らはコントワール・デスコント・
ド・バリ（Coni）t( ir cにscompte tie Paris,パリ于形割引銀行）の代表者達で
あった。このコントリール・デスコントには,   p七・M．グループに関して既述
したドニェ ールも属していた。
これらの事実は特別に重要なものであるように思われる。ソシエテ・ジェネ
ラルはに. 。-M.およびr.(  。鉄辿，およびその岡囲に存在しているその他の運
輸見 鉄鋼叉，機械工業等の新しい近代的大丁業を中心とした多くの企業の中
心 その基礎の人きな部分を持っていたことを示しているからである。
コントリール・デスコントは1848年に 危機に伴って欠乏する信用をとり戻
すために設ゲされた（前述参照）。1851 年に最強の株主達の中から選ばれた2
人の1簾介役はティボー-   (Thibault,バリ商業会議所ChambiT de Commerce dePans
の代表）とフルフォンス・ド・ロ スチャイルド（ΛIphonse de Rothschild，
ジェームズの長J'-）であった。彼らは書記としてエミール・ペレールを選んだ。1852
年には監介役はマルカールとアルフォンス・ド・ロスチャイルドになり，
圧白よ同じくエ ミール・ペレールたった。彼らはこの時まではまだ連携してい
仁　1853 年 に は 監 介 役 に フー ル と フー ルこオッ ペ ン ハ イ ム （F'^ould-('
叩凹lK山 山　18剛年にはオタングがなった。彼らはいずれもクレディ・モビ|
バlの収締役であった。　しかしI860乍ごろになるとコントリール・デスコント
は完令にクレデイ 。モビリエから独立していたように思われる。同行は1860年
にその政策を人きく変え，資本令を2 倍にし，柚尺地および外同へ発展するよ
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う に なっ た。1862 年 に は1.200 万 フ ラ ン で 植 民 地 不動,糸銀 行 （SocieU'  (!(" creditfoncier colonial)
を 設 立し ， そ の 会 長 に は コ ン ト リ ー ル・ デ ス コ ン ト の 取締 役
の1 人 で あ る ピ ナ ー ル （Pinard ） が な っ たI　こ の 銀 行 の 収 締 役 会 に は ソ シエ
テ ・ ジ ェ ネラ ルの 取 締 役 に な っ た ビ シ ョ フ スハ イム （Hischoffshcini ） と ケーニ
ヒ スヴ ァ ル ター(Koenigswarter ） が 参 加 し て い る卜し
こ の よう に コ ン ト ワ ー ル・ デ ス コ ン ト と ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ル とは 強 い 連携
関 係 を 持 っ て い る 。 さ ら に こ れ ら 両 行お よ び そ の 関 係 行達 は, 諸 外 国 の 銀 行家
と も結 合し て ， 広 範 な 国 際 的 広 が り を持 つ よ う に 発 展 し た。 す な わ ち タ ラボ・
グ ル ープ ， コ ン ト ワ ー ル・ デ スコ ン ト ・ ド ・ パリ ， ビ シ ョ フ ス ハ イムお よび イ
ギ リ ス の グ ル ー プ （主 導 者 は サ ミュ エ ル ・ レ ン グSanuR'l l.aiiiK）'"'は,   1863
年 に ロ ン ド ン に ジェ ネ ラ ル・ ク レ ジ ッ ト ・ カ ン パ ニ ー （Geiioral Cre（it C( m・pany)
を1,000 万 リ ー ブ ル ・ ス タ ーリ ン グ， す な わ ち2  165,000;  Iフ ラ ンで 設
立 し た。 こ の 銀 行 は エ ジ プ ト お よ び 近 東 で 活 躍 す るこ と を目 的 とし た。
また ア ム ステ ル ダ ム で は ビ ショ フ スハ イ ム， ピ ナ ー ル， ペ ンチ に よ っ て，1863
年 に バ ン ク・ ド ・ ク レ デ ィ・ エ ード ・ デ ポ ・ デ ・ ペ イ ＝バ （Ban 叩le ill'Credit
et de depots des Fays-Bas ， オラ ン ダ 信 川 泊 金 銀 行 ） が 設 ■ヽ/. さ れし ，な
お こ の 名 称 は の ちに バ ン ク・ ド ・ ペ イ ＝バ(iianque cie Pays-lias) と 短 く なり
さ ら に1872 年 に パ リ 銀 行(Banque de Paris)　 と 合 併 し て， 現 在 の 人投 資 銀 行
バ ン ク・ ド ・ パ リ ・ エ ・ デ ・ ベ イ ェバ｀ （Hanquc de Paris el (Ics l ）avs・lias, バ
リ ・ オ ラ ン ダ銀 行 ） とな っ た の で あ る。
ソ シエ テ ・ ジ ェ ネラ ル の 人目 株 式 応 募 者 は， 結 川 次 の3 グ ル ープ に分 け られ
る。
田　 タ ラ ボーP.-L.-M. グ ル ー プ ， また は レ ユ ニ オ ン・ ワ イナ ン シェ ー ル・ グ
ル ーフ≒
（2) イギ リ スの グ ル ープ （ ジェ ネラ ル ・ ク レ ジ ッ1ヽ・ カ ン パニ ー を巾 心 とす
る），
（3) コ ン ト ワ ー ル ・ デ ス コ ン ト の グ ル ープ （ オ ラ ン ダ 系 を 中 心 と し た バン
ク ・ド ・ペ イ ごバ の グル ープ ）。
一 一
バII トロニ ー
ビ シ ョッ フ スハ イム
ブラ ント
カー ン
ダヴ でリエ
ドニエ ‥ ル
フj. － ル
ヘ ンチ
レン グ
ルルー
'J --I-シ で= セデ'. ;i
バラ ン
ピナ －ール
シュ ナ イ ダ--
タラ ボ
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表6 －5　 ソ シエ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル 創 設 者 の 金融 関 係
一 一 一 一
レ ユ ニ オ
ン ・ フ ィ ナ
ノ シ.T^  -'  Iレ
X
X
X
X
X
X
w 。o 1', I.M
?
?
?
?
X X
X
コントリ ｜ンエネラ
ール・デ りレ・クレ
スコント ＼シフト
?
‐
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
り・ンク・
ド・ペ イ
二ノ＼
X
植民地不
動産銀行
X
これらのグループはそれぞれが約5 万株ずつ， 合計15万株を持っており，同
行の株式総数24万株の過半,数をこれら大資本グループが握っているのである。
ソシエテ・ジェ ネラルfil」設社達の上要企業に対する金融関係を‥-覧表によっ
て示しだのが表(ト5 である。
ソシエテ・ジェネラルはこのように，ロスチャイルドこそ正式に参加してい
なかったが. :"i時のフランスの主要なオート・バンクおよび鉄道，重工業関係
の人資本家，事渫家達が参加して創り上げた新しい型の銀行だったのである。
オート・バ'ンクは，オート 。バンクとして存在するとともに，新しい人株式銀
行を自ら設ししているのであり，この場合新しい型の銀行はオート・バンクと
刈寸する存在として考え
ることはできない。そしてこの大銀行には鉄道および
皿X 柴の入資本家が同時に参加しており，前の時代にすでに発展してきていた
銀行と産業の人資本則の結合関係，
グループの形成を，よりいっそう大規模な
ものにしている。ここに19111-紀から20 飲紀にかけて発展していくフランス金融
資本の基礎的形成
が行われているのを見ることができる。
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原輝 史氏 はそ の 著r フ ラ ン ス資 本上 義j に お い て， 日 本に おけ る フ ラ ン ス金
融資 本 に関 す る 研 究 史に つ い て 検 討 し， 次 の よ う に 小 論 ふ につ い て, 吸 し てお
ら れる ので. 少 し くこ の 問 題 に つ い て 述 べ て お きたい ヒ思 う　 す な わ ち， 目 本
で は 「 フ ラ ン ス 金融 資 本の 分 析 は.   第 ご次 人戦 後 の 時 間 を 中 心 に な さ れて お り，
金融 資 本の 成。皿を時 期 的 に 妓 もい く み る 佐 々 木氏 に おい て さ え， そ れ は1920 年
代 のこ と なの で あ る　19  111;紀 末に 令融 資 本の 形 成 を み よ う と し た 島田 悦I'・氏の
研 究 や， 第1 次 人戦 に先 犬ヽつ15 ～20 年 間 に 独 占 化 へ の 移 行 の 礎 石 が 敷 か れ たと
す る瀬 戸 口 ひ と み氏 の 研 究 は 存在 す る が， そ れ を 史 料的 に 実 証 す るこ とは 今 後
に 残 さ れ てい る1ト, 」
前 後 の文 脈 か ら み て， フ ラ ン スの 金融 資 本は 少な く と も第1 次 人戦 後 に 成 ぺ
し た の であ って ，19 世紀 末 とい う こ とは ち ょっ と 考え ら れ ない ， とい う 介意で
あ ろ う と推 察 さ れ る。 す な わ ち氏 が こ こ で 問 題に し て お ら れ る の は フ ラ ン スで
金 融資 本 が 確 立 さ れ た時 期 につ い て で あ る と思 う の で あ る が ， 私 か 述 べ たのは
金 融資 本 と い え る よ う な ー-部 の□ 人資 本 グ ル ープ の 槙礎 的 形 成 が な さ れ たのが，19111-
紀 後 半 の 第2 帝 政 期で あ っ た とい うこ とで ， こ の 時 間 に川-.述 の よ う に 多数
の 重 要な 産 業資 本， 銀 行資 本 か ら なる 町時 とし て は 雨期 的 な 人 脱模資 本 グルー
プ が よ う や く 出 現 す る に 至っ た段 階 で あ る 。 し かし こ れ で 直 ちに フ ラ ン ス令融
資 本 主 義 が 確 立 し た と は ま だ 言え ない 状 態 にあ る こ とは 明 ら か であ ろ う 。
原 氏 は 続 け て 次 の パ ラ グ ラ フで ブ ー ヴ ィエ の 言を 引 川 して 次 の よう に 述べて
い る。 す な わ ち， ブ ー ヴ ィエ （I. B()u＼・icrド ベこよ れば,    191-1年以 前の フ ラ ンス
産 業 企 業 に おい て は， 自 己 金 融がJ工倒 的 優 位 を示 し て お り， 銀 行 資 本が 産 裳支
配 を 行 う ど こ ろ か 令 く 逆 に， 産 業 投 石 か らr ・を引 く 傾 向 にあ っ た ，そ して，
「 金 融資 本 の 諸 構 造 が 『グ ル ー プ
』 と い う 枠
内 で い っ そ う 力 強 い 姿 を 現 わすの
は ， フ ラ ン スで は 両 大 戦 問 お よ び 第2 次 人我 後」 なの で あ る1肌
そ こ で ブ ー ヅ イエ の 同 占 を み る と,    8 頁 にお い て ブ ー ヴ ィエ は 「182（ト1850
年 の フ ラ ン ス で は， 明 ら か に 令 融資 本 が 形成 さ れて 活 勁 して い る の が， き わめ
て 鮮 明 に み て と れ る よ う に 思 わ れ る。 当時 ， 個 人銀 行家 が ， 次 い で 銀 行が 冶 令
工業 ， 機 械 工 業 ， 鉄 道 業， 石 炭業 に 進 出 し たか らで あ る 」 と述 べ て い る1町
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そしてきらに続けて，「だが,   1820～1850年がすでに金融資本段階だといえ
るであろうか　おそらくそうはいえないだろう。ではどの歴史的時期について
ならそういえるのであろうか　原則的な回答はこうである。金融資本の形成過
程がより高度の水準に　 よ（
が種f・から木になるとき，企業間の融合やコントロールによって独占が一定の
規模に達し，また　・定の力をもつにいたったときに，そういえる」と述べてい
る。
つまりブーヴィエも金融資本の発生および形成は，長期の歴史的過程である
とぢえているのである。
フランスにおいては金融資本とは単に銀行資本による産業資本支配を意味す
るものではなく，より緩やかな産業資本と銀行資本の融合であったり，あるい
は産業有本が銀行資本に関与またはこれを支配する場合も多くあったというこ
とを，もう　・度指摘しておきたい。またすでにしばしば述べたようにフランス
産ちよ自じ 食融を追求する傾向が強いという特色をもっていたことも再確認し，
フランスではドイツ刈とは翼なるフランス独特の特徴をもつ金融資本が形成さ
れていったことを円度強調しておきたい。
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フランスにおける産業・銀行資本の発展によって形成されていく，これら両
分野にまたがる人グループは, 例えばドイツの場合と比較するとかなり異なる
フランス独自の性格を待っているということができるっフランスにおいては企
業はその独白性を収視し，人企業といえども投資を自己資金で賄う傾向が強く，
それは19 fit:紀を通じて変らなかった，したがってフランスの銀行業にとっては，
下形類の割引. 糾期信川，その他の銀行のサービス業務（証券市場への証券取
次悼の証券業務を含む）など，「正規の」銀行業務が主要業務になり，産業に
対する令融，すなわち中期信川や株式資本への参加等の業務の重要性は遥かに
低かった。またフランスの場1
 1 
，銀行資本による産業資本支配という一方的関
係は, 必ずしも明瞭ではないことが多い。例えば産業資本が主として産業金融
を行わせる目的のために銀行を設＼Vする例もあり，あるいは銀行の株式参与の
質および量からみて，銀行による株式所有がなされている場合でも一概に銀行
資本による貯業資本瓦配とみなすことができない場合もある。これらの点から
そえると，フランスに関しては銀行による企業支配は一般的にかなり緩やかな
性質のものであるということになる。したがってドイツにおいてみられるよう
な金融資本と|州丿防）性格の企業集ト月が発展したということはできないであろう。
しかし,    Vランスでは既述のように　産業と銀行の結合関係が産業資本主義
の発艇の比較的初間からすでに発達し続けてきていたこともまた事実である。
この肉片の融合関係の内容ないし特徴 を把捉することが，フランス資本主義の
本質の解明にとって重要であると考・えられる。
第2 次|i';'/,i人祓後西ヨーロッパ諸岡に展開した経済統合運動は以 ヒに見たよ
うな欧州の経済，とくに,
   産業・銀行資 本の㈲際的な発展の土台の上に展開し
たということができる。配 に裳を中心とする大企業の資本蓄積と投資活動，銀
行の産業令融，産業と則行の融介関係とそれによって形成される大資本クルー
1フ0
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第2 部　主要大資本グループの形成とその国際的活動
第7 章　 シュナ イダー・グループ
一丿柳祭的重L渫 コンツェルンの史的発展-
はじめ に 一 一シュナイダー・コンツェルンの特性
Iア3
資本主義経済は大体1870年代を転機として新しい発展段階に入ったと見るこ
とができる。このころから生産方法，したがって生産力の急激な変化が起こり，
そのため自山競争の什組みが変化し.  独占化の傾向が顕著となっながらであ
るト しかし独,'■資 本の生成過程，およびその構造は国によって必ずしも一一致
していない
い
国によってそれぞれ異なった経済構造を持ち，社会的, 歴史的特
色を持っているのであるから，その独占資本1 義の発展過程と構造とが国民的
な特真性を示すことは肖然である。ただしその構造的特異性を超えた基本的な
発展方向は人観して共通的ということができるのである。
ブル ゲールシュタインが分析しているように仇　英・米・独の三国はそれぞ
れの［K]民経済的特性に応じて独自の発展傾向をたどっている。すなわちドイツ
ではヒルファーデ 了ングの『金融資本論
』が論究しているような典型的な銀
行
資本の産業支配が行われた。後進国でありながら急速に産業力 （とくに商工
業）が発展しつつあったドイツにおいてこそこのような金融資本化の形態は必
然的であると考えられ，その意味ではドイツ流の兼営銀行方式はむしろ変則的
な発展形態ともみることができる。これに対して叶界の先進国である挺国にお
いては産業と銀行資本の結びっきが艮い問比較的稀薄であった六災国はもっと
も早く産業革命を通過し,   世㈹↑j場や植民地を独占していたため，商工業自体
'74
の巨大な蓄積資本に基いて, 徐々にi: 裳力全発達させることができたからであ
る3　 しかし英囚資本-F.義の二の特徴はその能　良　 米冷の後進有本卜義諸川
が勃興するにつれて，かえって英田の資本v.義士弱体化させる原閃の ・つとな
った　そしてその国際競争のト ノJにおされて他川でもしだいに人銀行と入りと
の結介が推進されるようになってきた　 桐山よド イツと同様. 後進国として出
発したが.   産業の発展力が四欧よりもひじょうに旺盛で産衷資本が自Li資本に
よって急速な拡張を遂げることができたとともに,  気人な資分需要に心レこ災
国をけじめとして西欧の国|祭的私人銀行資本グループが海外から朧んな投資を
行った。こういう国際資本を巧妙に利川しながら. 米国の産衷家や鉄道企哭家
は急速に拡大・強化され，自主・ 犯に 性を確 大ヽし，むしろこれらの人序灸トラ
ストが主導力となって大銀行を従属的に駆使するという情勢をさえっくり出し
た。もちろん，一方にモルガンとかタ, ン・ロエブのような強人な私人銀行家(Private
bankers) グループがあって，彼らは産業トラストの形成過程で偉人
な指導的役割りを演じたには違いないが，ともかくヴァンダビルト，ヒル，ハ
リマン等の鉄道王や，ロックフェラ －ー，カーネギー，フォード等を代八八・とす
るようなけ大産業コンツェルンの自主的発展の例もひじょうに多く，この点で
はドイツの場合と多少異なったアメリカ的特色を示していかし
これら英・独・米の三つの型の金融資本組織の中で，フうンスは災・独の中
間にあるが，どちらかといえば英国型に近いと考えられるような特色會持って
いる，フランスは近世史においてもっといi'べ から四欧最強の指導国であった
し，i9 匪紀においても英国に次いで最もV・く産業・や:命を経過した国の 一つであ
り，その後の発展傾向は英田と似て過去に蓄積された産匙資本を 叶 此 してい
わば正常的な，したがってやや緩慢な発展過称をたど。た。 また□ 人な植尺地
を領有‘していたので，そこから＼-'.額の資金が流れ込んできた。こういう川肖の
ため，ドイツにおけるような銀行資本による産業支配の特異な形態は 一般化し
てはいない。　しかし英国と比べれば巾業銀行の活動はV べ からかなり活発であ
った。すでに1852年にはペレール兄弟がクレデ イ・モビリエを創ぐし，旺盛な
大事業銀行の活動の先駆となっだ几 しかしその後におけるフランスの■lit銀
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行と国内応急との結びつきはドイツに見られるよりもはるかに緩く不徹底なも
のであった，その原囚は銀行資本の介人を強く要請しない産業自体の性格の中
に求められるとともに≒ 鳥利潤および安全性を切望するフランス銀行資本の
とった必然的なノ示jであったとも考えられる7　 すなわちフランスの銀行資本
は［卯僧万装の育成に投ドするよりもはるかに利益仔の高い外国の事業あるいは
安令性の人:きい外国の公社債に興味を待つ傾向が強かったのである．
しかし災国の場介にもそうであったように，フランスにおいても基本的には
近代人銀行と人産装企業との資本的な結合関係は確実な発展をたどらざるをえ
なかった，それはフランスにおいても近代的k 重工業部門が確実に発展し始め，
企装の拡人と集中化が進んできて, 巨人なトラストやコンツェルンが出現する
につれて，人銀行との椙y 連鎖関係は必然的に緊密化せざるをえなかったから
である．私はすでに別の機会において，フランス経済界に発展してきた企業集
巾と独占的支配に関するやや詳細な実証的研究を発表しておいたから，ここで
は 一々 それに言及することはしないし．
私か研究課題の　・つとしている「フランス重工業発展史」の見地から，ここ
にとくに興味をひかれるのは，このような重工業コンツェルンのgf-ぐ.の中でも．
ド・ヴァンデル ．グループとシュナイダー・グループという二つの対立する巨
頭の介在である
い,
この両卜 頭がフランスばかりでなく西欧きっての強大な重工
裳コンツェルンであることは前掲の拙稿に述べた通りであるが，前者はあくま
でロレーヌ地方の鉄鋼部門に集中化されたに大産業資本的特性を堅持している
のに対し. 後れは同じ屯i:業コンツェルンでも □J はむしろ兵器・機械・造船
部門におかれているばかりか，人銀行に参与し，あるいは自ら大銀行を設立し
て，それら牡111!じて国内のみならず外国にまで広く各分野に資本的支配網を拡
げているという. 令く対照的な形態をとっているのである．
私はここではフランス金融資本の代衣的な　刊 として後者すなわちシュナイ
ダ ‘ー コンツ.:rリレンについて少しく詳細にその歴史的発艇過程をたどってみた
い．シュナイダー・コンツェルンはその資本的規模においては，もちろん米国
の代衣的トラストのような人:きさは見られないが，西欧的コンツェルンとして
.76
は第一流に属するものであり，その国内的・㈲祭的発艇過程においてよくフラ
ンス流の金融資本化の諸特徴を示している。のみならず,   第2 次畑改後急速に
進行した西欧諸国の経済統合運動（シューマン・プランから打済共回体へ）の
資本的基礎ともなっている点で特別に収要な役割りを演じてきた大乱 かヽえれ
ばこのシュナイダー・グループのような国際的Ilk コンツェルンの発展によっ
てフランス・ドイツ・ベルギー・オランダ冷の有ノjな独占資本加相'(■.に緊密に
結びついているという事実が欧州統合運動の発展にも 〕ーともOf要な推進的作川
を営んでいるという点を私はとくに重視しているのである，
D　 小 島 精 一一「企 業集 中論 」（I 本評 論 杜,   1929 年・9 -36 頁 参 照
2)     Vogelsteiii. Die  fii凶mwlle  (Jrnanisalirm der K α/>ilalistis(・lien /nd。slnrヨ。㎡die・Mo ㈲一polbildungen
。1911. 寺 村 鉄 ミ・山 本道 雄 共 訳 り虫占 理 論 の 展 開:i: 剔 こお け る 公融
と 独 占 の 形 成』 慶 嘸 書 房,   1942 年 。
3）S.  Aaronovich.  ,＼foiu>poty. Chap.  I &  III,佐 藤 ・ 高 木 共 訳r 独,'.・　　 イ ギ リ ス帝国
主 義 の 実 態』1957
年,  20t'f以 ド， お よ び69i'(以 ド
4）John Atkinson [ 拓bson.    T砂Evolution  of  Mod げn Ca/'i((j/ism; j .S(i,(/＼ッリ≒＼(山-ln'iu'Production,
 1949.  pp. 2S5-261, 参照..:    liobs（n は 米 田 にお け る 産 衷 ・鉄 道 ・銀 行 の
三 位-- 体 的 構 成 を と く に 強 調 して い る。
印　Henri Seti.  /listoire Iシ四miqu,  de la /。'ranee. II、I), 256
6) こ と に フ ラ ン スは ド イ ツ と 異 な り， 近 代 服 に裳の 源 泉 力 た る 石 炭 資 源 の川 蔵 吊
が 乏 し く， そ の た め に重 に業 の 発 艇 が 緩 慢 で あ っ た,つ 二の フ ラ ン ス産 衷 の術 造 的
特 色 と フ ラ ン スに お け る 個 人 的 中 小 企 業 の 特 冗な 存 在 と に つ い て は， 拙 柚 「’フ ラ
ン ス経 済 の 復 興 政 策」 第 ト 軋 東 洋 人 学r 経 済 経 営,論 集』 第'1 'J・,  19r)fi年， お よ
び小 島 精 一監 修 『世 界 経 済50 年'ii』 第1 巻,   1957 年， 中 の 拙 柚 額!",
7)     Herbert Feis,  Eurol>e, the. World  Hanker. 193( ， お よ び 向 拝鹿 桧 『証 俘 巾 賜 組 織 幹
論ト 丸善 株 式 会 社,   1927 年， 参照 。
8』 拙 稿 「フ ラ ン ス 重 工 業 の 再 編 成 と 集 巾 化 丿'M
洋 人ミ学 【 収 】:衷研 究.. (il汗|」'J'.1956
年 ，
なおShiieider は フ ラ ン ス語 で は シ ュ ネ ー デ ル と 発 汗 さ れる が ， 日 本 で は ・般 に
シュ ナ イ ダ ー と 読 ま れる こ と が 多 かっ た の で， 本 だで は シ コ。ナ イ グー を 使 川 す る
こ とに した ，
｛?
?
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第1 節　産業資本としてのシュナイダー・コンツェルンの発展
1. ル・クルーソー工場の建設とシュナイダーおよびド・ヴァンデル
20吐紀の大鉄鋼・機械・㈹器・造船コンツェルン，シュナイダーは,   1836年
ル・クルーソー所在の鉄鋼工場および鉱山の買収によって発足した。 ル・ク
ルーソーの鉄鋼r.場は実にフランスのもう 一つの代表的重工業コンツェルンで
あるド・ヴァンデルによって1784年に創 丿ヽされたもので，フランス近代鉄鋼業
の先駆となった由緒のある工場であった。当時フランスは米国独立戦争におい
て植民地車を支援して英田と戦っていたために. 優秀な兵器を切実に必要とし
ていた
いそこでワットの協力者で英国の産業革命の有力な指導者であったジョ
ン・ウリレキンソン　Uohn Wilkinson) の弟，ウ ずリアム・ウィルキンソン(Wi
川m Wilkinson) は，フランス政府の要請でナントからlOkraのロワール河
巾にあるアンドレ　山 山・el)   鳥に新しい上白火砲鋳造工場を建設した。そして
この け剔こ充分な川料を供給するためにド・ヴァンデル1によって設立された
のがル・刀レーゾーの鉄工場である八 かくて大軍需工業コンツェルン，シュ
ナイダ丿 よその発祥の時からすでに兵器生産に連命づけられていたのである。
もちろんル・クルーソーはアンドレ島からかなり遠距離にあったが，ロワール
河とソーヌ河とを結ぶシャロレ(Chare
 lais)運
河（現在のサントル運河Canal
（Ill Centre)を完成すれば，両地万間の運輸は容易になると号えられた。 ル・
クルーソーには鉄鉱石および石炭が存在し，当時としてはひじょうに優れた立
地条件を町していた。 またル・クルーソーは中部フランスにあって国境から遠
く離れており，車需工場としても特捌 の国防経済的な優れた立地条件を持って
いた ㈲ 卜1 参照）。
ル‘ クルーソー に場は創:<J.当時から最新式でかつ西欧火陸最大の工場でもあ9
たづ叫欧人陸最初のコークス高炉はこのル・ クルーソーで1785年12月5 日に
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火人 れさ れ た卜 従来 の 木 炭 高 炉 のし 倍 の 大き さ で ， フ ラ ン ス製 鉄 史 上 画 期 的
な出来 事 であ っ た ■",li寺の 同 工場 の 銑 鉄 生 産 能 力 は 年 間5,000 ト ン に上 っ たっ
当時 こ の よう に 人h-lを 生 産で きる 工 場 は 世 界中 に 英 国 よ り ほ か に な か っ た。 他
の人呼 殼 人級 の!: 場 ， モ ワ イヨ ー ヴ ル， エ ヤ ン ジュ 等 で も年 間 銑 鉄生 産 は 僅か
に700～900 ト ン にす ぎ な かっ た卜　 また ワ ッ ト の 回 転 式 蒸 気 機 関 を 真 先 に使 用
した のも ル・ クル ー ソ ー であ っ たト す で に こ の こ ろ か ら ル ・ ク ル ーソ ー は 大
コー クス 高炉 を は じ め と し て, さ まざ まのr 程 に 使 用 さ れ る 蒸気 機関 ， ピ スト
ン利川 の送 風 機 械， 鉱 山 か ら 精錬 所へ の 鉄 道 ， 新 式 火 砲 鋳 造 所 等 を 備 えて お り ，
原料か ら 製鉄， さ ら に 加 工部 門 まで の 縦 断 的 工 程 を 綜 合的 に 経営 す る巨 大 な 工
場とな って い た の であ る 。
フラ ン ス 革命 に よ っ て ド ・ ヴ ァ ン デ ルは フ ラ ン スか ら 追 放 され てド イツ に亡
命し， ル・ ク ルー ソ ー は経 営 者 を 次 々 に 変 え たが ， 遂 に 英 国 の マ ン ビ ー ・ ウ ィ
ルソ ン 桂(, 仙ib ＼・Wils(
 n ＆Co.) の
于 に 入っ た 。 し か い830 年 代 の 不 況 で マ
ンビ ー・ ウ リ レソ ン は 破 産 し た。 そ し て1836 年12 月2 旧 ， ル・ ク ルー ソ ー 工場
は アド ルフ ・ シュ ナ イ ダー(Adolphe Schneider) お よ び ウ ー ジ ェ ー ヌ ・ シ ュ
ナイダ ー （[ui吋iu- Schneider) に268 万 フ ラ ン で 落 札 さ れ た の で あ る。 こ の シ
ュナ イダー 兄 弟 は2 力 川 副 こセ イエ ー ル(Seilli でre） 銀 行 に よ っ て 設 立 さ れ た
介資 会社 の 丈 配 人 で あ っ た ㈹ こ う し て シュ ナ イダ ーは ル・ クル ーソ ー を 土台
として 現在 まで
■Ill;紀以1--に わ た り め ざ ま しい 発 展 を遂 げ る こ とに な っ た ので
ある。
シュ ナ イダ ーは ル・ ク ルー ソ ー に場 を 中心 と して 原 料 ・製 鉄 鋼 ・ 機 械 ・ 兵 器
の縦断 的 な 重ド 業 コ ン ツ ェ ルン を 作 り1-.げ ， こ と に 機械 ・ 兵 器 産 業 に お い て は
フラ ンス 殼人 の 生 産 者に な っ た。 またijf-  rミ業 を土 台 とし て し だ い に 金 融 活動
にも 参加す る よ う に な り， 遂 に は 自 ら 銀 行 を 設立 して フ ラ ン ス国 内 の 銀 行， 産
業は もちろ ん， 外 圃 に も 丈配 の 于 を拡 げ て ， 国 際 的 な大 金融 資 本 に 発 展 し てい9
だ。こ れに 対 し て ル ・ クル ー ゾ 一 工 場 の 創 立者 で あ っ たド ・ヴ ァ ン デ ル は，
フラ ンス革 命 で ル・ クル ー ソ ー を 失っ たが ， 革 命 後 はロ レ ー ヌの エ ヤ ン ジ ュ を
足場 として 同 地 方
に 大規 模 な 鉄鋼 コ ン ツェ ル ン を建 設 し た 。 シュ ナ イ ダー が機
i8o
械・兵器産業に特色を持っているのに対して，ド・ヴァンデルはも,バよIら鉄鋼
の大量生産に経営を集中させた。 またシュナイダーと異なり金融活動にはあま
り活発に参加することなくあくまでも産爽資本家として終始した ，こうして第2
次世界人戦後もド・ヴァンデルはフランス醍人の鉄鋼 にとして優位を誇った
他方シュナイダーの方は直接に管理している鉄鋼牛。産高こそはるかにド・ヴァ
ンデルよりも少ないが，その機械部門はフランス第 で あり，またフうンス鼓
大の金融資本の一つとして，フランスおよび西欧 人陸の経済界に人きな支配力
を有するようになった。
2.   19世紀中葉におけるシュナイダー・コンツェルン
1815～30年の王政復古時代には，フランス経済のm 展はなお緩慢であったが，1830
～48年の7 月王政時イ匂こ入ると，フランス代議院の中心勢力であった人資
本家に擁立されたルイ・フィリップが熱心なi: 裳助成政策をとり， に業の兄達
は実にめざましいものがあったっフランスの産業吊:命が本格化したのはこの時
期からであり，このころから熱狂的な鉄道建設か始まったし1832 年にロアン
ヌ～サン＝テチェ ンヌ間,   37年にパリ～サン ＝ジェルマン間,   39年にパリ～ヴ
ェルサイユ間が開通した。，また42年以後には田家が鉄道江没に補助金を出すこ
とになり，かくてパリ～オルレアン問，パリ～ルーアン間が1843年に，ルーア
ン～ル・アーヴル間，オルレアン～ブールジュ～シャトル一間は47年に，バリ
～ブリュッセル間，パリ～ブーローニュ間は48 年に竣1 七 で，介計I , 931 kmが
完成し,   4,000kmが建設巾となった。
鉄鋼業はこの旺盛な鉄道建設が需要するA  岫の鉄道川資材の牛。産によって飛
躍的に発展した‰ ことにシュナイダーやド・ヴァンデルのような人企業は鉄
道会社と緊密に結びついていた。］837年から47年の］O年川にシュナイダーのイJ
炭採掘高は5,800 トンから10万トンに，銑鉄生産は5,000トンから1  万8、( 00ト
ンに，錬鉄は2,500トンから1 万6,000トンに，機械は1,000トンから4,5( Oトン
にそれぞれ増人した。シュナイダーの機械r.業の技術はフランスの先端をいく
もので，!838 年にはフランス最初の機関車を製造した。このようにシュナイ
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ダーは僅か10年間に生産の規模を2 ないし5 倍に増大させた，47 年にはシュナ
イダーの販売額は1.080 万フラン，労働者数は3,000 人に上っていたほどであ
る9二
ルイ・ナポレオンの第2 帝政時代(1852 ～70年j　には，フランス工業はさら
にいっそうの発展を遂げた，物理および化学の発見があらゆる方面に応用され，
鉄道の建設が新巾場を開拓し，船舶の発達は外国貿易を容易にしたからである。
鉄鋼業の生産は60年代に入ると飛躍的に増大した。それは工業全体の発展に伴
う伊要増人の刺戟によるとともに，木炭炉からコークス炉への転換，および60
年代のベッセマー製鋼法の発明という技術的進歩が大きな原因であったに≒ さ
らに第2 帝政時代にはクリミヤ戦争，イタリア戦争，普仏戦争，東洋各地にお
ける植民地紋争等の相次ぐ戦争によって厖大な軍需が現われ，すでに下火にな
っていた鉄道建設にとって代わり，鉄鋼業および車需工業を著しく繁栄させた。
シュナイダーは年々設備を拡張さ廿,   1867年には工場敷地120 ヘクタール，建
坪20ヘクタールとなっ仁 ，1867年現在のシュナイダー社の販売額および生産高
は次のとおりであるしり1839 年に人f したシャロンこシュル エソーヌ製造工場
を介む)。
販売額　　　3,500 万フラン
鉄鉱石　　　　30  Jjトン
イレ 炭　　　　23 万トン
銑　鉄　　　13.3 万トン
錬　鉄　　　　　10万トン
機　械　　　1.62 万トン
3. 19世紀後半におけるシュナイダー・コンツェルンの成長
しかしこのようなし業令体の発展のかげには，中小企業の没落，人企業への
活発な集中過程があ
った。鉄道会社と結びつかなかった中小鉄鋼会削 よ落伍し
た。さらに1860年の英国との自山通商条約
がそれまで保護されてきたフラン
ス鉄鋼業を英田との激しい競争にさらしたため，大工業への集中が促進され
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か し こ のこ ろ か らフ ラン スは し だ い に 独,';資 本iミ義 の ノルIに 向 か,> で進 んで
いっ た。
シ ュ ナ イダ ーは まず 原 料 資 源 を 次 々に 自lこの 支配 ド に おい た　 す な わ ら1853
年 お よ び55 年 に ル ・ ク ル ーソ ーの 北 ぢ約20  kmの ク ッ シュ(Couches) 附 近 の ク
レ オ(Cr φo削　 メ ズ ネ （M卜zena 、う， シャ ン ジ-I-   （Chaiiμ) の 鉄 鉱 山 にi.{)( O ヘ
クタ ー ル） を 獲得 し た， こ れら の 鉱 山 は 年 間30 万 ト ン の 鉄 鉱 石 を 供給 し たi::
続 い て モ ン シ ャ ナ ン （Montchan ㈲,    ロ ン バ ンデ ュ(I.on 卯ond 旧 お よ び ド シ
ズ （Decize) の 炭 坑 を 買 い と っ た目卜　 ・方機 械 部 門 で も 集中 を進 め た。 す でに1839
年 に は シ ヤロ ン エシュ ル ＝ソ ー ヌ 造 船 所(Chantiers ck' Construction dcChalon-sur
・Saone) を 併 合 して い た が,   1882年 に は ボ ルドり 附 近 の 造 船 会 社ジ
ロ ン ド 造 船 所(Chanliers et Ateliers dv hi Gironde ） の 創 立 に 人 規 模 に 参 加し，1897
年 に は 地 中 海 製鉄 造 船 （Forges et ChantiiTs ck' la Mediterran φc) を 獲件し
たl几
ア ンリ ・ セ ー は1847 年 ご ろ の フ ラ ン ス 最 人:級 の 鉄 鋼 企 某 と し て ル・ ク ルー
ソ ー， フ ル シ ヤン ボ ー， ド カ ズ ヴ ィ ルお よび ド ナ ン を 挙 げ， ロ レ 一ーヌ 鉄鋼 業は
まだ 一段 低い 地位 にあ っ た と けっ て い る か へ　1870 年 代 以 後 に な る と状 勢 は ・
変 し た。 す な わ ち， ト ーマ ス製 鋼 法 の 発 明 に よ っ て ロ レ ー ヌ の 倚人 な 鉄鉱 イ漬
源 を 基 礎 と し た大 規 模 な銑 鋼 一 貫 工 場 が ド ・ ヴ ァ ン デ ルを は じ め と し て続 々と
建 設 さ れ る よ う に なり ， ロ レ ー ヌ地 方は 机 材 部 門 の 人に 生 産 を特 色 と する 人鉄
鋼業 地帯 と し て勃 興 して き た， ロ レ ー ヌに 本 拠 を お く ド ・ ヴ ァ ン デ ル ・ グ ルー
プ の 躍 進 はこ の時 から 始 まっ だ ，1870 年 の 普仏 戦 争に 敗 北 し た結 米， フラ ン ス
は ア ル ザ ス ・ロ レ ー ヌの 一一部 をド イツ に 割 譲 し た が ， な お フ ラ ン ス鎖 側に は気
大 な 鉄 鉱石 資 源が 残 っ て い たの で あ る 。 シュ ナ イ ダー は1- 一一マ ス法 を フう ンス
で 最 初 に と り 入 れ たの で あ る が ， シュ ナ イダ ーの 本拠 であ る 中 部 地 万はイ演 お
よ び 鉄鉱 石 資 源の い ず れ もが 澗 渇 す る よ う に な っ て き て， こ の よ う な 粗材 の人
量 生 産 に は適 さ ない 状 態 で あ っ た， そ こ で シュ ナ イダ ー は ます ま す 鳥級 鋼 の生
産 に 上力 を注 ぎ， ま たそ の 加 工 部 門 ， と く に 高 度 の 機 械L 業 （機 械 ・l回卜 兵
器 等） を発 展 させ ， こ こ に 一様 独 特ニの 長 大 な 縦 断 的 結 介 組 織 を 形 成 し たのであ
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る。1950 年 代 にお い て シュ ナ イ ダ ーの ル・ クル ーソ ー社 は4 つ の 機 械 工 場 を 有
し， フ ラン スの 屯令図 工 業 会社 の 中 で も 最 人 の もの とな っ て い る 。 兵 器 部 門 は
すで に 第 一次 人我 後 に国 有化 され て い た の で， 当時 の 主 な 製 品 は 機 関 車 ， 堰 堤
の水門， 鉱 山設ft, 鉄 鋼1ミ場 お よ び 精 油工 場 設ft, モ ー タ ー， 船 舶 用 電 気 設 備
等であ る 。
シュ ナ イダ ーの 艮 大な 縦 断 的 結 合に 対 し て， ド・ ヴ ァ ンデ ルは む し ろ 基 礎 部
門だけの 集 約的 な結 今に 特 色 を 持 っ て い る 。 鉄 鉱 石お よ び炭 坑 か ら 圧 延 まで の
過程は 極め てk 規模 に結 合し て い る が， ほ と ん ど機 械:j二業 部 門 を 所 有 し て い な
い。 もっ ぱ ら鉄 鋼 部門 に 事 業 の 電点 を おい てい る 。 す な わ ちド ・ ヴ ァ ン デ ル は
ロレ ーヌ の モ ワ イ ヨ ー ヴ ル， エ ヤ ン ジユ お よ び ジ ュ フ　Uoeuf)　 に そ れ ぞ れ巨
人な鉄鋼 ■打 に場 を 所 有 レ こい る 。 地 理的 に も 所 属r. 場 は 同 一 地 域 に 集 中 化 さ
れて いる　㈲に －1 参 照 ）。
こ うし て シュ ナ イダ ーお よび ド ・ ヴ ァ ン デ ルは フ ラ ン スの 代 表 的 二 大 重工 業
コンツェ ルン とし て 善行 的 に 発展 し な が ら ， そ れ ぞ れ の 立地 条件 に 応 じ て 一方
は鳥級鋼 お よび 機 械 に業 に， 他 方 は 祖 材 と し て の鉄 鋼の 大量 一 段生 産 に 特 色 を
発抑 する よ う にな っ たト
り か業 資 本家 と し て の シ ュ ナ イダ ーの 歴 史 に つ い て は
詳しく は シ ャン ・ シ ュ ヴ ァ リ エ リレ・ ク ル ーソ ー
』(Jean  Che ＼・alier,しCmisot.
け ㈲　を参 照 さ れた い
い
U　 ド ・ ヴ ・ヽ‘ ン デ ルは 肖叫 す で に イ(h な 製 鉄 業 名・で ， ロ レ ー ヌの エ ヤ ン ジュ に 大 工
場 を 所 有 レC い た 。
2)    W バ).lleiulcrsoii,  IS・仙lin and  /ul,slrial Europe, pp.  39-42 お よ びPierre Bi-isi  n，Ilist
。i・t (/.( 7'，rniト いdcド'/'ra川 川心心丿p. 卵し10-2 な お ド ・ ヴ ァ ン デ ルが 大 王。場 を
建設 す る以 前の ル・ ク ルー ソ ー 地 方の 鉄 鉱 山 開 発 時 代 に つい て は,    Jean Chevalier.
しCrn ・sol.
 pp. 1 -4(い こ詳 し いい
3) フ ラ ン ス に お け る 木 炭 炉 か ら コー ク ス炉 へ の 転 換 の 状 態 に つ い て は 本書 第2 、3,
    5 卓 お よ びJ.  II. Clapham.  E 印四mirヽ加ivl巾 出京of'Fra ルヽ ,'
  (川(/ (。'rfnnanw pp.6(
ト61,  235,   劉lfi, フ ラ ン ス に お い て コ ー ク ス鳥 炉 が 件 及し た の は ひ じ ょ う に 遅 く
コ ― ク ス鳥 炉 が ほ と ん ど 令 部 帽 父炉 に と っ て 代 わっ たの は 第2 帝 政 時 代 に な っ て
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からである。 ル・ クルーソーの:j ―ク ス鳥炉採 川は例外的に','・い 。
匍　J. Chi'＼alit'r. l.c Cr,usol. p卜心
溺　＼＼.0.lli'iiderson. IS・itain and Iiidn.slrui目'■'.uro中i’, ppト旨 俑。
6）J 、Che、・alier. o/い■I/.. p。ir.9.
1)     Henri See. I/isloirf lu巾 剛niqui' d, la ・哨。り.pp. L'lL'-l'に
8） フラ ンスの 銑鉄およ び錬鉄 の生産は1818 年の2'Z万トンかj丿8・t;年には-,') H トン
に増 人した ，多数の新高畑が火 人れされ牡　バッド ル如 は18訓 年には】Kリμソ た
が,   47年には456基が稼働してい た。　Si・c,"/'。乱。p. lfiT,
9）Brison,  op. (■1/・.p. -41)4、
10) 鉄鋼 業の技 術的 進歩 とその 意義 につい ては 詐し くは小 鳥梢 － 鉄゛鋼 裴発展史
論J イf斐閣.   1925年，お よびr 鉄鋼 ね乱　T イr占房，i!M3 年，参照。
11)     Brison. op. ctL. p. 40-1.
12)　See, op. cil.. p  297.
13)    Che＼・alier,op. cit。P. 169.
14;     Brison, op. ril。p. 404、
15)     Che、・alier. op. nl.. p. 199.
16）See.  op。司 。p. 167.
17) 中部地方お よびロ レーヌ地方 の鉄鋼 裳の特色についてはJ, Tr・iliot I.as|）i(Ti'. /.'加dusirie
 de I'Aci・erおよび寸ChardonneL.  /a Sidi・riirnuリ辿。印山丿 皿・1,参照
第2 節　金融資本としてのシュナイダー・グループの発展
1 ．パリ合同銀行との結合
シュナイダーはフランス第一流の重丁業企菜としてその に裳活助を発艇させ
たが，前述したように創y 当初から令融資本家的性格を持=つていた（セイエー
ル銀行との関係），1854年以後シュナイダーはフランス銀行の川巾となり，す
でに金融方面にも大きな勢力を有していたト フランス銀行は184( 年以来地方
発券銀行の設立が禁止され，二月UK' 命がさらに各地万発券銀行をフランス銀行
に合併させてから，発券独占権を持っていた
い
かくて"1銀行は割引，勣呻岱し，
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田家および川庫に対する援助等に当たり，全フランス経済に支配的影響力を有
していた。
二のころからフランスにおいてはかの有名なペレール兄弟のクレディ・モビ
リエ(Societe【沁iH'raにu Credit Mobil  Iff. 1852年創立）をはじめとして，事
業銀行が椙次いで設,y されたし すなわち
1858年　商丁業信用 ・般銀行(Societ φGφnerale du Credit Industrie! etConimerci
川
1863年　 クレディ・リョネ
1864年　ソシエテ・ジェネラル　(Soeiete   Genかrale pour le developpe-nuTit
 du C（。)mmerce et du Credit en France)
1872年　パリ・オランダ銀行（[Manque de Paris et des Pays-Bas)
それまで産業，ことに鉄道に対する金融は，ロスチャイルドやマレー，オダ
ンケ等のようなオート・バンクと呼ばれる私人人金融業者によって行われてい
た卜 しかし彼らは国内産業よりも国債や外国の人企業の社債にいっそう魅力
を感レこいて, 急速に発艇しつつある国内産業の資本の要求を満足させること
ができなくなった
い
この時代的要求に応じて出現したのがこれらの事業銀行で
あるI＼ その中でも最 人Jのものはパリ・オランダ銀行であった。この銀行は1872
年にアムステルダム（オランダ）の信川預金銀行（Credict-en-deposito-Bank
）とパリのパリ銀行（lianqiie dc ['ai・is)の合併によって成立したもので
ある
いさらに188頑モにはパリ介同銀行(Hanque de ri'iiion Purisienne)が設立
されたが，この銀行は187が目こできたバンク・パリジェ ンヌ(Banque Pai 十sicnnc)
を中心として，プロテスタントのオート・バンクが合同して創設しか
ものである。シュナイダーはミラボー銀行，マレー銀行等とともにこの銀行の
釧柚モとなった犬 引行にはベルギーの代八的人銀行であるソシエテ・ジェネ
ラル
’ド‘ ベルジーク(Sociφte (沁neralo d丿 柚lgique）''）も参加している。
パリ合㈲銀行はフランス鉄鋼業の背景をなす主な大金融資本であるが，シュ
ナイダ丿 よこの荒行と深く結介して，とくにロレーヌ地方の主要鉄鋼企業と関
係している。同銀行は欽鋼業においてはド・ヴァンデル叫　ルーヴロワ＝モン
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バ ー ル ＝オー ル ノワ(l.ouvroi トMonlbarc-Auliio 、・f). お よ び こ と に ド ・ 不 ルヴ
ォ(de Nervo,  ）enainAnzin ） と密 接 に 関 係 し て い る　 鉄 鋼 巣の ほ か に も同 銀
行 は 運 輸， 石 油， 上 札 鉱 山 ， 銀 行 ， 保 険 業 等に 広 く 勢 ノ}を 打 し ， また 植民 地，
こ と に ア ルジ ェ リ アお よ び チュ ニ ジ ア に も強 ノJに 進 出 して い る・.I9r.7 年現 化
パ リ 今同 銀 行お よ び そ れ に 参与 して い る 銀 行 の 支配 人 お よ び 代 八 者達 は， 重役
の ポ ス ト を■-100も持 っ て お り ， そ の 中剥 が 杜 長，20 が 剛 杜 長の 地 位 で あ が
し か し す で に言 及 し た よ う に， フ ラ ン スの 廿 業銀 行 の 性 格 は ド イツ の銀 行と
著 し く 異 な る こ と に汀 意 し なけ れば なら ない ，トヽ｀ イツの 事 業銀 行 は 国 内 豪 業責
本 と 密接 に結 びつ い て そ れ を 支配 し， そ の 経 営 に 深 くmi- し ， い わ ば 元川 体
と な っ て そ の 発展 に 努力 を 集申 した. 例 え ば シ ヤフ ハ ウ ゼ ン 銀 行 は ホ エ ニ ッ ク
ス， ホエ ル ダ ア， ホエ ッ シ ュ， ボ ッ フ ム 等を 創 ンヽl以 来 支配 し て い た が ， ロ レ‥
ヌ 鉄 鋼業 が勃 興 す る に 及 ん で シ ヤフ ハ ウ ゼ ン銀 行 は ロ ート リ ン グ ン 製 鉄 所 とも
結 合 し た ． さ ら に1902 年 に は同 銀行 は スペ ー タ ー家 出 ン バ ッハ 製 鉄 所， モ －ー
ゼ ル 製 鉄 所， ロ ー ジ ン グ ン， リ ュ ー メリ ング ン， デ ュ デ リ ン グ ン 等 を 支配）の
中 部 ラ イン銀 行 と結 合 し て， ロ レ ー ヌ地 方に さ ら に 勢 力 を 拡 人 す る と と も に，
他 方 こ の 中 部 ラ イン 銀 行の 監査 役 で あ る フ ーゴ ー・ スチ ン 礼 スを 通 し こルり レ
炭 田 に も 勢 力 を 加 え た， こ う して シ ャフ ハウ ゼ ン 銀 行 は 割 引 銀 行 ， ド イツ銀 行，
ド レ ス デ ン銀 行 と と も に ド イツ 収工 業 に 収 喫な 支配 を 行 っ た の であ る が， この
銀行 の 支 配 は 深 く経 営 の 合 理 化 に もぐ ち 入っ て い る こ と が 汀 目 さ れ ね ば ならな
しいりヘ
フ ラ ン ス の 事業 銀 行 には こ の よ うな 強 力 な 経 営 支 配 に 没 頭 す る も の を 昆るこ
と は で き ない ， パ リ ・ オ ラ ン ダ銀 行 に して も， パ リ 介 回 報 行 に し て 乱　 その 金
融 活 動 は フ ラ ン ス国 債 ， フ ラ ン ス植 民 地 公 債 ， パ リ そ の 他 の 人 祁 巾 の 巾 債の 兌
行， 外 国 公 債 の発 行 ， なら びに 内 外 にお け る 旅 行 の 設 ぐ.， 商i: 業 等 の卜i 会叶
の 設 立 等， 広 範囲 に分 散 さ れて お り， ド イ ツの 銀 行 ほ ど 国 内 片 巣 （ 収 レ業・化
学工 業等 ） に対 する 経 営 支配 に ぐ ち 入っ て お ら ず ， 比 較 的 緩 や か な資 本的 がd
に と ど まっ てい る，La France d les Trusts  （Ecomimi, いel /^o/i/i(/!(c 淀195-1 年f) ～6
月 特 集 号） の資 料 に よっ てフ ラ ン ス諸 銀 行・の 活 動 に 関 す る 方 針 を と・察 してみ
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ても， そ の よ う な 産業i: 配 の あ り 方 が 明 ら かで あ る ， シュ ナ イ ダ ー・ グ ルー プ
の構成 に も， こ の フ ラ ン ス 的 性 格 は 現 わ れ て い る ， し か し そ の 七 で シュ ナ イ
ダーは鉄 鋼 業・ 機 械 レ架を 中 心 とし た 重 工 業 企業 に 主力 を 注 い で い る 点 に 特 徴
を有して い るIト
2. ユニオン・ユーロペエンヌ・アンデュストリエル・工・フィナンシエー
ルの設立および支配
シ■;.ナイターはバリ介同銀行のほかにバンク・デ・ペ イ・デュ・ ノール
出aiK即' des Pays (111 Nordド ・およびクレディ・リヨ水にも参与しているが，
とくにツユナイダ －ーの公融資 私的活動はその了一会社としてのユニオン・ユーロ
ペエンヌ・アンデュ ストリエ ル・エ・フ了十ンシエール リニnion EuropeenneIndustriclle ot 
勺anfiere, 欧州産業金融今同銀行）の設立によっていっそう強
力に似進されるようになった，この銀行はシュナイダー自身の事業銀行として1920
年に創設された
い
人コンツェルンがその体系中に大銀行を巻きこんだり，
あるいは自己に隷属する銀行を設立してこれを駆使するに至ることは，とくに
シュナイダーのみに兄られるものではない。玉業的・資本的集中運動が高度に
進展してくると，産業コンツェルンの銀行資本からの解放，さらにすすんでは
逆に呻業家による銀行丈配の現象が各国に広く現われるようになったのである。
ことに第l 次人祓後の旺盛な産業集中運動において世堺 的にその傾向が著しく
なったのであるかに≒　シュナイダー・グループにとっても第！次大戦後は特に
公融資本的発展の点で注目されるべき つーの飛躍期をなしていた。
この新設の・公融機関を通じてシュナ イダーは中欧，ことにポーランドのフ
ダ バンコヴア鉄鋼( ドOl・μcs
 etΛ山i'ies dii Hula Bankowa）,チェコスロバキ
アのスJ ダ（Sk(
 da)    1
・し器 に場，ハンガリーのバンク・ジェネラル・ド・ クレ
ディ(Uai叩le （沁neralo
 cie Credit卜 等の有力な耽＼に
業および金融会社に人きな
資本的支配権をつくりI-.げた。第1 次 人戦後のこの中欧進出は国際コンツェル
ンの形成史I-, ひじょうに重要な意義を持っていたのであるが，ミュンヘン会
談と1941乍との問に　シュナイダーは人した損失なしにこれらの外国企業支配
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権を売却してしまった卜<ユ
第2 次大戦中には1叫3 年にバンク・ド・ペイ・デュ・ ノールを吸収した，ユ
ニオン・ユーロペエンヌは，バリ・オランダ銀行， インドシナ銀行(li;in(]U('de
川ndochine)，パリ今同銀行に次ぐ右ノjな巾裳銀行となった　1953 年現化の
同行の規模は次の通りであるIf.……
資本金　　　lo 億T.ioo万フラン
準備金　　　45 億200万フラン
利益金　　　2 億9.000 万フラン
預金額　　172 億フラン
持　株　　　60ft9.500 万フラン
同行は冶金部門の他にも運輸，製紙，皮軋 薬品，石油, 保険，銀行冷ほと
んどあらゆる種類の企業を傘ドに収めている，外国においても人事業に進出し
ている。欧外|重工業の支配については後述するが，海外ではラテン・アメリカ，
アフリカ，カナダにまで手をのばして雄人な国際的 支配Jj をつくりI-.げている
海外における主な関係企業は次のとおりである
山　 アルゼンチン　ロザリオ（Kosar㈲ 港
(2,1　メ　キ　シ　ニjlilj
ムtriズ(111
 Mexifiiie)
・h   (Sle pour la Devcloppc ゛nt
(3)　カ　　ナ　　ダ
(4)　 ア　 フ　 リ　 カ
同 盟 開 発 会社 （・Co I雨deration ）v＼・v＼叩iiicnt Corporation
， 金融 会社丿
西 カ ナ ダ 石油(Wesl  Caiiaciian I'etrc loum. 行油 探 鉱 ）
西 カ ナ ダ炭 坑(West Canadian Collieries)    京
モロ ッ コ信 川 銀 行 （Cre（it Mart  caiii）
フ ラ ン ス領 コ ン ゴ 鉱 山 （Miiiierc (III C( I叩 ）flT川rriis)
フ ラ ン ス ・ ガ ボ ン 会 社(Cie francaisc （ヽu  （;aboii） -V'
そ の他 に も次 の よ う な銀 行 ・保 険 会 社 の 辿 鎖 網 を持9 てい る。
山　 植 民 地 不動 産 信 川 旅 行(Credit ドo iicicr c()l( iiial ct (I丿 柚iKいu')(2)
産業 動 産 銀 行SOV ΛC     (Credit M( 山ilier in小islriel SOV ΛC)
レ
タリ
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（3)　シ ャリ ュ 銀 行(Banqiic Chains 八 そ の 他 の 支配
こ のユ ニ オ ン・ ユ ーロ ペ エ ン ヌに お い て 圧 倒的 支配 権 を 持 っ て い る の は も ち
ろ ん シュ ナ イ ダ ー ・ グ ル ー プ で あ る が， 同 時 に パ リ 介 同 銀 行 ， ハ ン ブ ロ
（Hanibro 戸j・ ， ロ スチ ャ イ ル ド に も 重 要 な 参 与 を 行 つ て い る っ こ う し て ユ ニ オ
ン・ユ ーロ ペ エ ン ヌに お け る 結 び つ き を 通 じて ， シュ ナ イ ダ ーは こ れ ら の国 際
的大投 資問 と も密 接 な 関 係 を 持 っ て い る わ けで あ る ．
3. シ ュナ イ ダ ー・ エ ・ コ ン パ ニ ー （持 株 的 親会 社 ） の 創 設
シュ ナ イダ －ー・ エ ・ コ ン パ ニ ー(Schneider et Cie) は 自 身 で， ま たユ ニ オ
ン・ユ ーロ ペ エ ン ヌを 通 じ て ， 持 株， 株式 持 合い ， 重 役 交 換 等 に よ っ て 多 数 の
会社 を 支配し ， ㈲ 祭的 な 一大 コ ン ツ ェ ル ン を形 成し た， こ と に そ の 株式 参 与 は
内外 外方［川 こわた り沁 目 す べ き広 が り を持 っ てい る 。，「 参 与 」 の 方 法 に よ る と
比軟的 簡 吟 こ， か つ 多 数の 企 業 を 支:配 ド に お く こ と がで きる 。 そ し て そ の 支 配
網は肖 接接 触 する/ 二会 社に とど まら な い で 子 を 通 し て孫 に　 ま た曽 孫 に とい う
よう に ミ曜 に も四 巾に もピ ラ ミッ ド 的 に 発 展 す る よ う に なる,。 また 他 の 企 業 と
の 共㈲参 与 に よっ て も さら に 広 くそ の 連 関 網 を 拡 大 す るこ と がで きる 。 こ の よ
うに レC シュ ナ イ ダ ーは 厖 人な コ ン ツ ェ ルン網 を 作 り上 げ たが ， 第2 次 大戦 後
にな るとこ の 厖 人な 支配 網 を 有 効 に 統 括 し， 運営 す る た め に持 株的 親 会社 が そ
の中'L-に 役l'/.され た
い
す な わ ち シj.・Lナ イ ター ・エ ・ コ ン パニ ーは1949 年 に そ の
ト。場 竹川 俗 を ル・ ク ルー ソ ー 製 鉄(I'or
只es d Ateliers du Creusot)　に 譲 渡 し て ，
純粋 の持 抹 会社 と な っ た の で あ る1几
卜5 が 刎こお け る シj・I.ナ イ ター ・ エ ・ コ ン パニ ー の資 本 金 は26 億1,000 万 フ ラ
ン‥i 肘晶ンミ金ioi 億2 、200万 フ ラ ン， 利 益 金4 億500 万フ ラ ン であ っ た。 シ ュ ナ
イダー ，グル ープ は こ の シ
こLナ イ タ ー・ エ ・ コ ン パ ニ ー お よ びユ ニ オ ン・ ユ ー
ロペ ふン ヌ を双 頭 の 支配 片と し て 総 介的 に 管 理 さ れ てい る も の と みる こ とが で
きる。
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4. シュナイダー・グループの構成
シュナイダー・グループがシュナイダー・エ・:jンバニ －ーおよびユニオン・
ユーロペエンヌによって直接所有あるいは参り几 ている'R に衷関係の会社は，
はっきりわかっているものだけでも20社近くあり，孫，曽孫関係にある公社は
さらに多数にJ- つている。これらの系列公社の申でとくに注目されるものだけ
を次に列記して簡単に説明しておこうMl　 まずシュナイダー・エ・コンパニー
は次の三つの直系了一会社を所有している。
山　 ル・クルーソー製鉄(Forges ft Λteliers dii Creusot)
冶金工場および機械製作工場6 を有し に の中冶金L 場はル・クルーソーお
よびサンこテチェ ンヌの二つ八 従業員放は1 万7,300 人,   1953年の粗鋼心産は20
万トンであるっこれでわかるようにル・クルー・Λ 一社自体はそのL 力を加に
部門においている，1953年現在の資本金は73億フラン, 岬備金石(w:フラン, 利
益金4 億600 万フランに↓ごった，
②　:七木産業会社（Comijagnie Industrielle de Travaiix)
シュナイダー・グループの上本部門の先頭に立っている。☆i"t 私令はlO億フラ
ンである。
③　 ドロワトモン ＝ブリュ ヴィル鉱山会礼(.S( ci附  MiiiiiTc l）i・o itaun回t・Bruville,
旧St 削ienerale des Mines)
ロレーヌの鉄鉱石採掘会社，資本金7 億5.00( 万フラン，
以］lの3 社のほかにシュナイダーは直接に，あるいはユニオン・ユーロペエ
ンヌを通じて問接に多数の企業を支配しているが，その申の基礎的 肌に奈企衷
の主なものは次のとおりである。
山　 ノルマシティ製鉄会社（Soeiele Metallurgiqut' （cヽ N( nil an die)
ハレマンディの鉄鉱石資源を土台としてモンデヴィル(M(  ndovilU・）に冶令
上場があり，本来はドイツのティッセン（Thysscn ）グループによって胴設さ
れたものであるが，第1 次人戦後，シュナイダーのr-(こ移った
い
1954年の生産は次のとおりである川。
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銑　　　 鉄　　32 万9,640トン
ト ー マ ス鋼　　　24 万9,484
マ ル タン 鋼　　　9 万7,366
撒 牡 成品　　 礦,652
巾販川りモ延材　　　23 万5.755
鉄鉱石(1952 年）　56 万8,000
海岸に位置し ている関係 に 輸出が多く，外国向け販売は生産の約50％に達
し，あとの15％が海外領土向け，35 ％が本国向けであった，
資本金　　　21 億500万フラン　　　(1953 年り
準備令　　　　12億4,7()O万フラン　　り952 年）
取引額　　　120 億フラン　　　　　(1952 年）
利益令　　　　1 億6,700 万フラン　　 け953年）
従裳口　　　4.600 人
(2） クニュタンジュ製鉄会社（SociφteヽMetallurgique de Knutange)
このL 場は1881年に設立され,  最初はベルギー人の所有であったが,   1900年
以軋　ドイツのクレックナー(Klockner) グループの手に移った。第1 次大戦
後クレックナーから強制的に没収されて。フランス資本によって再編成された。
この会社にはド・ヴァンデル，ド・ネルヴォ，シデロ ール(Sidelor）,シャテ
ィヨン＝コマンドト 等ーも参与しているが，その指導権を握っているのはシュ
ナイダー・グループである。
この工場は隣接鉄鉱山（同社所有）から特有の運搬機械をもって鉄鉱石を直
接運び 心 作業をする∧ 高炉は日産300トンないし600 トン・クラスのものが10
基ある。製鋼はすべてトーマス鋼で,   30トン容S:の転炉が6 基ある2聯
1952年の生呻状態は次のとおりである。
生 産
資本金
鉄鉱石
銑　鉄
札 鋼(1953年）
200万トン
67万トン
50万5,000トン24
 ftフラン
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準備金　　　　　　　　　　2乱≪;9.1O( 万フラン
取引額　　　　　　　　　182 億フラン
利益金　　　　　　　　　　2  la: 1,500万フラン
シュナイダー・グループに属する鉄鋼企業としては普通このル・クルーゾ≒・-，
ノルマシティ, クニユタンジュの3 社をもって代八させているり。かし，シュ
ナイダーの鉄鋼部門における資本的 支配は，決してこの3 社にっきるものでは
な く， とくに ル クセンブ ル クの□ 人な国際 コ ンツよ ルン， ア ルペッド(ARBED)
の支配を通じて広く国際的に拡人している。
③　 アルペッド(ARBED.  Aciei・its 「φunies de Burbach上lch」）uclclani,'cリ
シュナイダー・エ・コンパニーは第1 次人祓後ルク七ンブルクのテール・
ルージュ製鉄会社(Societe Metailurgiqiie des Terres Rouges)　を支配ドにおい
たのであるがご，その後，総合的大トラストたるアルベッドが成 丿ヽした時，
テール・ルージュは二のトラストに今流したので，それ以 東シュナイダ‥ー-はア
ルベッドの株を持つようになったのである2サ　シュナイダーのアルベッド株所
有率は第2 次大戦後10％から25 ％に増人している。現にアルベッドの副り浪 は
シュナ イダー・エ・コンパニーの代 長者である ンヤル ル・ シュ ナ イダー
（Charles Schneider) である。残りの株式はベルギーの人令融資本グループた
るソシエテ・ジェネラル・ド・ベルジーク（Sle (ieneralc［］丿 如|如quペ　バル
バンソン（Barbanson) 家，ブリユフィナ(Brufiii丿，およびブリュッセル銀
行（Banque de Bruxelles) の手にある2几 だから，このアルベッドを通じてシ
ュナイダーはベルギーの国際的人金融資本とも緊密に提携しているのである。
この点についてはさらに後述する。
アルベッドは欧川石炭鉄鋼共同体の巾でも最人級の鉄鋼企業であり，かつ出
際的に広大な支配網を持っていた，その製鋼高は1953年には227 万トン,   54年
には238万トンに上った，このうちルクセンブルク内の諸工場の生産が71 ％.
ザール内が26％である。
（1953年現在）
資本金　　　210 億フラン
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準 備 公　　　lSf) 億フ ラ ン
利益 金　　　　14 億5,600 万 フ ラ ン
従 業員　　　2 万2.730 人
印S.  0. M バ∴ 八丿Socicl 吋'OutillaKe  皿 七anique et d'Usinage d'artillerie)
自 動 軋 工 作 機 械， 兵 器 等 の 製 造 会 社で あ り， 了・会 社 ア ト リ エ ・ ド ・ ヴェ ニ
シウ レ＼lelict・s de ＼'i'nissic'iix)   仝所 有 し てい る，
資 本 金　　　4 億 フ ラ ン　　　　　　 （1953 年）
胆 胴 令　　　19 億1,{川O万 フ ラ ン　　　ト1952 年）
利 益 企　　　　　9,500 万 フ ラ ン　　　11953 年 ）
収引 額　　　65 億 フ ラ ン　　　　　　 （　 々　）
従 業 員　　　3,000 人
㈹　 ジロ ンド 製鉄 造 船 （ドorges d ChaiUicrs （ie (lironde)
ボルド ー 附近 の 造 船 会社
い
資 本令　　　　3 億7,700 万 フ ラ ン
叩 術 分　　　10 億2,900 万 フ ラ ン
利 益 金　　　　1 憶り100 万 フ ラ ン
従業 只　　　 し700 人
㈲　 オー ト ・ ブ レ シ ジ オ ン 光 学 機 械 （Optique et Mecanique de HauleI
）lでcision)
映 写機 や写 立機 等 の レ ン ズ類 を 製 造。
資 本令　　　　l(w:7.8()o 万 フ ラ ン
(7) ジャ ズ （Jaz）
口 覚 時 計 の 製 作。 ブ ラ ン ト(Brandt, ス イ ス の オ メ ガ 杜）, テ ィ ボ デ
巾libauck'tレ 等 が［< けに ジ ャ ズに 参 与 し てい る
い
(8) そ の 他の 参'j-
（a)　ツ ィン ク一一ス ラ ク炭 坑 （Chai-bt linages do W'interslag） ベ ル ギ ー の カ
ンピ ー ヌの 炭 坑 会社。
㈲　 エ ル シュ ト ラ ン・ エ ・ ゾ ル デ 炭 坑 （Charbonnages Helchteren et
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銀行と
図7 －2　 フランス軍需 り台全コンツェルン
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(UCi・1年)
匡 公囮 匡 麺]j] か‾fr. I [心 川
可 戸
二r T 
り ト　1 気iJ?'.ffi'Iほ
∧ 上 十 十 八
①
＿ 二 三 ご　 、1　 臨 僻 、
匹 麗 二j
 
。
レ
。]Il
一 丿
染フク。し_ 』　　 トな」ヽ 9ヽ｀に？jtlll
参'yあるいは
間 接 所 有 藻謙 子
穐々の 参'>
・ フランス　　　　 南味
ル ム()jii
かぶら 茫」
港湾建般魯杜。，
融 会社
鉱　1 業
貿剔　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
Jr 莞 に　　 お
し　　　　　
’臨I 昌y匹　
，
言 う 泣 雍 回 半
丿 「⑤
廠
知
言 」
ぷ 昌     ;　 しμ 仏 土 竺 口 亡9 □　 しlぼ帽1 窮, ヅ レi゛n
Zolderj ベルギーの炭坑会什，
㈲　アンベックス社（SlφImpex）輸出人会社。
頒　 トルコ貿易会社（Cie pour le CoinniL'ice avec la Tut'(|iii('）
㈱　 デュスリェ杜(El □ucellicr）自動車部品会社。米田のベンデレソク
ス（Bendix) およびロスチャイルドとともに参与しているじ5へ，
巾　 マテリェル・エレクトリクS. VV.    (Materiel Electri叩e s. w.) シュナ
イダーおよび米岡のウェスティングハウス（Westiiiμhouse）が 半分ずつ
参与している。電機・車両・発電機・モーター等を製作，それ自身メル
ラン・エ・ゲラン（Merlin ft Gerin）という大会社に参ケしている 漬
本金!6億ブランド≒
㈲　 その他
（9） 技術協定
㈱　 メルラン・エ・ゲラン（l.'l時に資本参・],もしている匠
㈲　 ア ンフィ製 鉄 会社(Socicle Metalliir西|U('  (I'liiiphy） 旧 コマ ンド
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リ ー・ フ ル シ ヤ ン ボ ー・ エ ・ ド カ ズ ヴ ィ ル。 商 工 業 銀 行 （Credit  Indus-triel ct Conimi'rci;
巾 ， ド ・ ネル ヴ ォ等 に 支 配 さ れ てい るっ
イ　 そ の 他
殼 後に 第2 次 人我 前の シュ ナ イ ダ ー ・ コ ン ツ ェ ル ン の 構 成 を図7-2 に よ っ
て示し てお く2し こ れ に よ っ て シ ュ ナ イダ ーが い か に 大 規 模 な 国際 コ ン ツ ェ ル
ンであ る かが 推 察 で きる と 思 う （第2 次 大 戦 後 には シュ ナ イダ ー ・ グ ル ープ は
さら に拡 人 レ こい る卜
1）Clu'valii't'、呻バ・1・j・
■ p.
】72.
2)    See. op.(■!/.. p  258.
3) フ ラ ン スの オー ト ・ バ ン クに つ い て はHenri Cos  ton, Les Financiers  qui  nienoit IcMon
面,pp.  20ト226 参照.
■f)    Sec, op. nl.丿,  255.
剛　/.a 川附面ッ ノ/'ol山’卯・いmm 面'() special No 5-6.  I.a France  et les Trusts パ954,  pn, 84-88
fi) ソ シ エ テ ・ ジ-I- "f,ラ ル ■ド ・ ベ ル ジ ー タ は ベ ルギ ーの 産 業 に 大 き な 支 配 力 を 有
レC おll ， シュ ナ イ ダー の 参 与 し てい る 会 社 ア ルペ ッ ド に も支 配 の 千 を 拡 げ て ぃ
る.
7)     ・ヽ' ノ r ン デ ル は ミラ ボ ー 銀 行 に 参 与 し ， そ れ を 通 じ て 金 融 活 動 を 行 っ て は い
るが ， シ:i.ナ 了ダ ー と比 べ て 産業 資 本的 性 格 が 強 い ．
8)     /.a .|・川ぐ,'t l(＼s Trusts, u. 85.
9）Lor.  n・/
10） 小 島 柿-   r企 裳襲 巾 綸J 167-1681'i お よ び 人野 英 二 「 ド イツ 金融 資 本 成立 史論 」
イl唆lii).  I9ri7年， 参匠 ，
11) シュ ナ イ ダ ーは 人 兵 器 コ ン ツェ ル ン と し て は ド イツ の ク ル ップ に 匹 敵 す る もの
だ が， こ の 両rj ン ツ ェ ル ンの 管 理 機 構 は 著 し く 相 違 し て い る． す な わ ち， シュ ナ
イ'/- に 比 レ こク ル ップ の 万 がは る かに 緊 密 な 有機 的 一 体 を つ く っ てぃ る ．
悶　 バ ン ク ．デ ．ベ イ・ デ:l   ■   ノー ル は ユ ニ オ ン・ ユ ーロ ペ エ ン ヌ・ ア ン デ ュ ス ト
リエ ル・ エ ・ フ・fナ ン シエ ー ルの 削 駿の 際 ， 同 行 に吸 収 さ れ た ．
即　 小 鳥 柚 ・『企 業 集中 論J 17(ii'レ
川　llf 雨Cosl
四. Lev  I'lnanrifrs. |』. 205.
開　'. りFmncv
 el Ifs '/'ru.-ils,p. 210・
196
16) ハンブ ロ家は スカンジナビア諸国の経 済 界で 収要な役割を演 じてい る。19111:紀
後f-にはハンプリ家 はデンマ ークに強い 影鸞 ノjを≪=へ< ’CおI), その巾 のI 人ヨゼ
フ・ ハンブロ(Joseph Hanibro ）は国 ’ト の顧問 さえ勤めた　彼の息f か づレ・ヨア
ヒ ム・ ハンブ ロ(Carl Joachim liambro ）に目t 裴を 災国に移し，そこ にハンプリ銀
行 を設立した。この 銀行は しとし て北欧 諸国 と取引 している　 また イン グランド
銀 行(Bank of Encland). 鉄道， 保 険， その 他 行 万面 に関 係 して い る （Costim,I
乱切nciers. p. 206.)。
17) パリ のロスチャ イルド家 は国家 または人・ド 梨公叶に吋する 人貢 本の 調達をH凄
業 務とし　この点 におい て長い間 不動の地位 を有してい た丿 丸際 パリ， その他の
国際的 金融市場にお ける公社 債の 発行で，ロ スチ ャ イルドの関係 しない ものはな
かっ たっ 関係企業の 種類は鉄ii. 非 鉄. 運輸, 鏝行, 保 険，f-.札 貿LI  冷広汎に
わたっ てぃ る。外 国で は こ とにベ ルギーに 対 する 参'丿が 多い(La  気『,' el lesTrusts,
 pp. 80-84お よ びHans Wanloch, Mae 呵icr如 仙
。
り・仙幽に。1932. I』p. 119-146.
几
18） 拙稿 「フラン ス重工 業の再編 成と集中化」 販洋 人学 『収Iミ業研 究』 創D 」'I.参
照。
19) 主としてLa Fra^びet les Trustパこよる
20） 回社の 年次報告に よる （/.e Monde. 26 juin 1955)
21)     II. G. Cordero, Iron and SleeにVorks of the [Vorld. ＼9WZ.
22) テール・ルージュ製鉄 会社は19!9 年の 創'Vで，ド イツの ゲ ルゼ ンキルヘンのう
イン左 岸の工場 をひきつぃ たものであ る （ili村宏n ≪;界の鉄鋼 業s I し裳図,'1・株八
会社,   1942年几
23)     Alfred Marcus、 Die (irossen Eisen und Mctallkonzm,リ929.
24)　llandelsblalt、28 Oklober 1955.
25)     La France el les Trusts, P. 25.
26}　Ibid., p. 219.
27) ヴァルガ， メンデ リソン 共著r 帝国! モ義に関する 幟後の 新資 料』川H'.に ・訳.1954
年,   105頁，
?
?
‐
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第3 節　 フラン ス重工業コンツェ ルンの相互連鎖関係
一 一シュナイダーを中心としての考察-
1950年代においてフランス鉄鋼業は人体五つのコンツェルンによって支配さ
れていた，
巾　シュナイダー
②　シデロール(Sidek  r）
に引　ド・ヴフンデル
印　ラティ(Raty)
（5) ユジノール（じsinor）
これらのグループは資本的，人的に相互に密接な関係を有しており，フラン
ス鉄鋼業を　・つの有機的な令体としている。この支配網の構成をシュナイダー
を巾心としてたどってみよう。
1.　ド・ヴァンデル，ラティ・グループとの関係
シュナイダー・グループとド・ヴァンデル・グループとの関係は密接である。
シュナイダーがド・ヴァンデルの和」設したル・クルーゾ一工場を継承して以来，
㈹グループは緊密に提携しつつ発艇してきた。ド・ヴァンデルは金融活動を行
うためにヴーヴ・ドマーシ銀行(N'euve Dcmachy et Cie) に出資しているが，
ドマーシはユニオン・パリジェンヌ銀行に参与している。またド・ヴァンデル
はミラボー銀行と密接に関係している。このようにして金融機関を通じてシュ
ナイダーとド・ヴァンデルは関係があるが，また相互に直接に関係を結んでい
る。すなわちド・ヴァンデルはシュナイダーのクニユタンジュ製鋼所に重要な
参与を行っておりI) シュナイ
ダーはソシエテ・レ・プティ＝フィズ・ド・フ
フンソワ ’ド・ヴァンデル（Societ叫es Petils下ils
 de France is de Wendel) に
その創立当初から参与している几
第2 次人戦後，　ド・ヴァンデル・グループの数社とラティ・グループのロン
.o8
ウイ(Longwy) 製鋼とは今同してu レーヌ・エ スコー（l.ori'a山nc-l'.sc・a此) と
いう人鉄鋼会社を設立した。ド・ヴァンデ・レはこのロレーヌ・エX  :: ・ ー および
同じくド・ヴァンデルが中心となって他の数仕が介同して没,>.したソラック(Sollac
）を支配している。これらを通じてンユナ イダし とうテフ・グル--プ
は接触することになる。
またドイツのハルペン炭坑買収のために柚成されたフランス鉄鋼衷けに おい
て，シュナイダーのクニュタンジュおよびノルマシティはロレーヌ・エスコー
と協働している。なお，この鉄鋼業団には，次に述べるユジノールづ いsinoiづ，
シデロール（Sidelor) 等の大コンツェルンも参加しているし
2. ユジノール・グループとの関係
シュナイダーはロスチャイルド，ミラボー銀行，パ1日坤l銀行竹を通しごユ
ジノール・グループとも密接に関連している　 まずシュナイダーがユニオン・
ユーロペエンヌにおいてロスチャイルドと密接な関係をイfしていることは前述
のとおりであるが，シュナイダーはその他にも多放の企剔こおいてロ スチャイ
ルドと協働している，例えば金属電 機iff; 汀ra、岫ドleclri(iJに卜Mi'taiix,TEM
戸 がそ うである，そのロ スチャイルドはノ －ール・エ・エ スト裂鋼所(Acieries
du Nord eけle I'Esl)に重要な参'}-を行っている ，メール・エ・エス
トはフランス最大の鉄鋼会社の‥ー-つであったが，広幅ストリップミルを設沢す
るために第2 次大戦後ドナン・アンザンと合併してユジノール社を創設し，そ
の株式を50％所有している几　ノール・エ・エストの支配権を払い でいる銀行
はパリ・オランダ銀行およびクレディ・デュ・ノールである。
ユジノールの株式の残りの50％を所有しているドナン・アンザンはド・ネル
ヴォ家によって支配されているが，ミラボー銀行およびパリ介＼"]銀行い卜要な
参与をしている。 また逆にドナン・アンザンは，シュナイダーのクニュダンジ
ュ製鉄に参与している(16 ％)≒ このようにシュナイダーとユジ ノール。グ
ループとは相互に密接に関係している，
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3. シデ ロ ー ル ・ グ ル ー プ と の関 係
シュ ナ イ ダー ・ グル ー プ と シ デロ ー ル ・ グ ル ープ と の 関 係 も 緊密 で あ る。 シ
ュナ イ ダーの クニ ュ タン ジ ュ に は シ デロ ー ルが 参 与 し て い るが ， 一方 シ ュ ナ イ
ダーの 支配 す る ア ルベ ッ ド は シ デロ ー ル ・ グ ル ープ の オー プ リ ヴ ・ ヴ ィ ル リ ュ
製鉄 会社(S. Λ. Met;此irjjique （に＼iibri、cs et V'illerupり　に 強 力 に 参 与 し て い る 。
シデロ ー ル・ グル ー プ は ロ ー ラ ン ・ グ ル ープ （中 心 会社 は マ リ ヌ ・エ ・ サ ン ＝
テ チ エ ン ヌ 製 鋼 Λcieries de la Marine et de Saint-Etienne) と カ ヴ ァ リ ェ(Cavalier)
グ ルー プ （ポ ン ＝タ ＝ム ソ ンPonl-a-Mousson ） と の 結 合 に よ っ て
で きた もの で ， ド ・ ヴ ァ ン デ ル， ユ ジ ノー ル と並 ぶ 大 鉄 鋼 ト ラ ス トで あ る 。
4. フラ ン ス 重 工 業 コ ン ツ ェ ル ン の支 配網
こ れらの 参与 関 係， こ と に 金融 機 関 を 通 じ た 間接 的 なつ な が り が， 企業 間 の
結 介， と く に 支配 関 係 に お い て ど れ 位 強 力 な も ので あ る か 明 確 に は 知る こ とが
で きな い。 し か し 以I-.概 観 し た と こ ろで も わ かる よ う に， 企 業 間 の 支 配 お よ び
相 互連 鎖関 係 は フ ラ ン ス鉄 鋼 業 全 体 に わ た っ て 広が っ て い る の で る 。
次の/lト人鉄 鋼 会 社 の 全 フ ラ ン ス 粗 鋼 生 産 に おけ る割 合は1953 年 に お い て 次 の
とお り約70 ％に 上 っ て い る 言
巾　 ド・ ヴ ァ ン デ ル　　　　　14.3%
(2) ユ ジ ハり レ　　　　　　　 。13.6
(3) シデu  ー ル　　　　　　　　13.5
剛　 ロ レ ー ヌ・ エ スコ ー　　　13.5
(5) シュ ナ イ ダー　　　　　　10.6
し かし 実際 の 支配 力 は，ri 社 の 生 産 の み な ら ず， 了・会社 お よ び参 与 等 に よっ
て さら に 皆し く 人 き く な る。 と く に こ れら の 会 社 に ソ ラ ッ ク(SoUac ） お よ び
カ ル ノ~  . バ ス
こア ン ド ル 製 鉄 「」」. Carnaiid d F"orges de Basse-Indre, ド ・
ヴ ァン デ ル
｀ グ ルー プ ）,     ロ ワ ー ル 製 鉄 （Compagnie dos Ateliers et Forges dela
 L( ire,シ デ ロ ー ル ・ グ ル ープ ）,    U. C. p. M. I. （ロ レ ー ヌ ・エ スコ ー・ ク ル ー
プ）を加えただけでも75％以I- に達する。これにさらにIlk グループの系列内
の群小メーカーおよびそれらのグループには属さないが銀行その他を通じて資
本的関係を有する企業を含めれば， ヒ記の人コンツェルンの支配網はフランス
鉄鋼業のほとんど全部を支配しているのではないかとぢーえられる
すでに述べたようにシュナイダー・グループは，フランス国内だけでなくベ
ルギー，ルクセンブルク，ザール，ドイツ, きらにイタリア，スペイン，また
第2 次大戦前には東欧にまで広がっていた。そしてこれらの支配網を通じてさ
らに幾多の重要な国際的コンツェルンと接触している。そして国際コンツェル
ンの網の目のような相互連鎖関係こそは，叫欧重し業における国際カルテルそ
の他の協働組織の実際的土台となり，その推進力となったものである‥例えば
第1 次大戦後の国際的鉄鋼カルテルにおいてとくに重要なまとめ役を果たした
のはルクセンブルクのアルベッドである。アルベッドおよびその社長マイリッ
シュ（Mayrisch) の存在が なかっ たら， かのが 史的 な国際鉄鋼 カルテル
（1926～32年）は成立しなかったであろうとさえいわれている8し
同じように第2 次大戦後においてはこの資本的連鎖網の発展こそが欧州統介
運動の推進力として有力な貢献をしたと考えられる,バ同家V.権を超えた経済統
合体である欧州石炭鉄鋼共同体の設立とその活動は，こうした国|原コンツェル
ンの連鎖関係という土台なしには到底考えられない。そしてシュナイダーはそ
れらの国際的コンツェルンの中でももっとも重要なものの　・つなのである。
D　La  France et les・ Trusts, p. 210.
幻　Chevalier, Le Cnmsol,p. 187.
冽　拙 稿「フラ ンス鉄鋼業 とルール及びザ ールJ t, 城 人学 『皿i:業研究』 第(i 'J・.1954
年（山田 の筆名で発 衣几
4)     TEM は自動巾 部品 会社で， 米国のベンデ ィッ クス（Hi'ti（ x) が 人きく 参り几 で
い るデ ュスリエ 巾ucullier） と介同し た。
5) 第2 次人戦後 のフラン ス鉄鋼 業の企業 集中 運動については，拙 稿「フランス兪
工業の叫編成と集巾化」 束洋 人学 『重 に業研究J
  (!l卜|』り・,   1956年， 制 川
。?
【
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叫欧6 力国が欧州経済共回体およびユーラトム（欧州原f・力共同体）の結成
に向かって人きく前進したことは, 世μ経済がますます急速に新たな局面を展
開しつつあることを強く感じさせた。これら共同体の条約が実施にこぎつける
までには，参加外国は経済的分野のみならず社会的，政治的等あらゆる分野に
おける鋭い対ひ。を乗り越えなければならなかったし，またその後の共同市場の
阻設にもさらに多くの困難が残されていた。これら各国間の利害の対立や，そ
れによる共回体条約実施までの多難な経過についてはすでに多くの論文が発表
されているのでここではふれない。しかし多数の困難な国家的対立を克服しな
がら，欧川共同巾場計画は着々として推進された。そしてこの欧州統合運動に
おいて重■旋な役割を演じたのは各国の重工業資本であったと考えられる。
欧州共川巾場の卯」設は，帝国主義的経済のゆきづまりから，単一のより大き
な巾場を創設することによって独占体問の対立を単に一時的に糊塗しようとす
る試みであるという見力’もあるが，むしろ第2 次大戦後に著しく強大化した米
ソ㈹経済圏にはさみ撃ちにされた四欧重工業コンツェルンの生死をかけた新た
な段階への飛躍の努力の現われであるということができる。
事実，すでに欧州石炭鉄鋼共同体の成立以来, 四欧重工業コンツェルンの拡
大・ 集中，およびそれら朴|り.の国際的な連鎖関係はいっそうめざましく発展し
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てきた に の点に関しては『政桂川応i   19^,7年7 月および8  )1 '封出稿1 西欧出
際重工業コンツェルンの発腱』参照). 欧州経済共同体およびユ‥ラトムの成
立はこの傾向をさらに促進するであろヤ. そして同時にこれら 収し変人ミ資本は
共同市場の拡大・強化をいっそう強力に支持するであろう，したがって, 四欧
経済の発展を検討する場今，とくに西欧人陸の国際的重i: 変コンツ工ルンの活
動には大いに注目する必要がある，
第1 節　製鉄企業としてのド・ヴァンデルの創設と
絶対王政下におけるその発展
16世紀ごろまで製鉄業は人力によって操作される編や槌等を使川する極めて
原始的なものであったが,   16世紀末に技術 ヒの大発展が起こり，水ノJが動力と
して利用されるようになった。その結果製鉄業はしだいに人規模となり，生産
力をひじょうに増大させた，したがって製鉄業の経営は前よりもいっそう莫大
な資本を必要とするようになった。
製鉄業の草創期においては鉄鉱石が発見されるとそこに製鉄聚がおこっし
したがって大地主たる領主あるいは僧侶が製鉄業の先駆者となったのは自然の
なりゆきであった，それ以来人財産を擁したこれら地上達が世襲的に製鉄企業
家として発展してきた。しかしながら製鉄業がしだいに人嵐膜になるとそれに
必要な巨額の資本を調達することができなくなったり，あるいは設備の人規杖
化から起こる種々の複雑な監督の必要や，あるいは既族のぜいたくな生活のた
めの金銭的な必要から，地主貴族達はしばしば自己の製鉄 に場を第 ミ拘こ賃行
あるいは譲渡しなければならなくなった，そしてこのような場 介引受け千・はす
ぐに見つかった，賃貸料や売渡価格がかなり高くても必ず利潤が碍られたから
である。
ヴァンデル家が初めて製鉄業にのり出しだのはちょうどこの頃であるいシャ
ン・マルタン・ヴァンデルはオタンジュ（モーゼル県）の行政官であったが，
］704年，ロレーヌのエヤンジュ付近（モワイヨーヅル・ラ・グランド）にある
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一製鉄工場を買ったのであるっこの工場は熔鉱炉1, 鍛造工場1, 截断場2,
精錬場2 およびブリキ工場1 から成っている当時の大工場であったL。
大地Fモが自然と貴族に成iトL るのと同様に製鉄所主という社会的地位はしだ
いに貴族そのものとなるようになった，ヴァンデル家もその一例であり,   1727
年に特許状によって貴族に列せられ，ド・ヴァンデルという貴族名を持つよう
になった。 ジ｀ヤン・マルタンおよびその了・シャルルの時代に，ド・ヴァンデル
の事業は周囲の鉱山，精錬所を吸収し，あるいは新工場を設立して拡大を続け
たが，次のフランソワ ＝イニャー ス・ド・ヴァンデ ル(Francois-Ignace deVVendel,
 174ト95) の時代にド・ヴァンデル家はその事業を全国に広げ，フラ
ンス最人の製鉄企業に発展した。
この絶対玉政時代においては，厳格なギルド制度が行われており，小生産者
達の自山な発展を抑制するとともに 国家によって特権を与えられた企業家に
よる人工業が発達した。ド・ヴァンデルもこの絶対王政と結びついてその保
護・助成を受けつつ発展した。1769 年にはガブリエル・ジャールが政府の命令
によって製鉄法の改良に関する助言をするためにド・ヴァンデルのエヤンジュ
鉄上場を訪れている几. 彼はフランスよりもはるかに製鉄技術の進んでいるド
イツおよびオーストリアの鉱山および製鉄工場を視察してまわI), その後イギ
リスおよびスコットランドに製鉄法研究のためフランス政府によって派遣され
て，帰国後はフランスの製鉄法の改善に努力した人である。。すでにこのころ
ド・ヴァンデルのエヤンジュエ場は毎月125トンの銑鉄を生産していた几 ジ｀
ヤールはイニャースにドイツおよびオーストリアの冶全工業の新しい製法を研
究するように忠告しか。 イニャースはジャールの協プJを得てすでに1769年にフ
ランス殼初のこJ－ クス精錬法の試みに成功している八 その後もド・ヴァンデ
ルをけじめフランスの企業家や科学者達は政府の援助を受けつつイギリスやド
イツで技術を研究し，フランスにおいてもエヤンジュをはじめ各所で研究や実
験が行われた几
製欽業の技術的発展および拡大はすべて戦争によっておこる大量需要から強
い刺激を受けて行われた。 ㈲II-紀末の水力利用による一大発展も当時の宗教戦
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争によるものであるし，その後の国家の強力な援助のドに行われた発展も30年
戦争をはじめ多くの戦争の結果であった，1781年にはアンドレのi  ■.,'/.人砲鋳造
工場に鉄を供給するために 国家の強Jjな援助によってフランス最人Jの近代的
な大製鉄工場たるル・クルー ∧ヽ 一工場がド・ヴァンデルによって建設された
が≒　フランスはそのころアメリカ独f  .戦争において植民地車を支援してイギ
リスと戦っていたために人量の優秀な婉器を切実に必要としていた　 アンドレ
大砲工場もその必要にこたえるためにフランス政府がイギリスから優秀な技術
者であるウィリアム・ウィルキンソンを招いて新たに建設させたものであった
①つ同工場は1779年に最初の大砲を製造した,。
アンドレ工場はその後フランスの有能な技術者ピエール・トウワエールの助
力を得て拡大され，鍛造所，鋳造所，水力による切削L 場, 見本品および部品
の展示場等を有する大工場となった。
大砲の生産は原料の供給によって制限を受けた，ウィリアム・ウィルキンソ
ンはアンドレ工場用の鉄を生産する新しい近代的高炉を建設するに適当なI-.地
を調査し，遂にル・クルーソーがその目的にもっとも適介していることを発見
した，ル・クルーソーには鉄鉱石も石炭も存在した，ただしアンドレからはか
なり遠距離であったが，ロワール河とソーヌ河とを結ぶシャロレ運河（現在の
サントル運河）を完成すれば，両地方問の輸送賞はひじょうに安くなると与え
られた‰
ド・ヴァンデルはパリの大金融既族であるジャック■ コンスタンチン・ペリ
エおよびニコラス・ベタンジェから資本的援助を受けてこのル・クルーソーに
旧来の諸精錬所および鉱山を吸収合併して巨人な丁ノヽ '/.製鉄r.場を建設したので
ある呪 この工場はフランスのみならず西欧人陸においてもっとも近代的な人
製鉄工場であった，大陸最初のコークス鳥炉が火人れされたのはこのル・ク
ルーソー工場であり［］785年12 月5 「に　この鳥炉はそれまでフランスで通常
使用されていた木炭高炉に比較すると2 倍の大きさであった。このコークス高
炉の建設はフランス製鉄史lこ【呵期的な出来n-である。
ル・クルーソー工場はこの人コークス鳥炉をはじめとしてさまざまな工札に
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使川される蒸気機関，ピストン利川の送風機械, 鉱山から精錬所までの鉄道，
新式人砲鋳造所竹をそなえた巨大な工場に発展した，。労働者数は1,500 人に達
し，銑鉄牛。産能力はf目iSI 5,000トンに上った，これは［］径約120 耗の大砲なら3,ooo
乱　155耗の川径のものなら1,800 台の生産に相当する量である，このよ
うに人量の鉄を生産できる工場は，肖時世界中にイギリスよりほかになかった。
他の人W. h'i人級の に場－ モワイヨーヴル，エヤンジュ等- は年間700トン
ないし900トンの銑鉄しか生産しなかったI∧
ド・ヴァンデルはル・クルーソーをけじめとして大工場を建設，あるいは吸
収合併してめざましい発展を続けたが，そのための資本は国王と密接な関係を
持つ一群の特権的政商や人金融欧族達と結びつくことによって得られた。彼ら
はいずれも束印度会社の人株iミであり，またある者は王立発券銀行である割引
金庫（ケス・デスコント）にも関係していた。すなわち前述したジャック・コ
ンスタンチ ン・ベリエをはじめとして， メ グレ・ド・セリリ　(Megret deSerillv,
   降車財務長官，割引金庫の竹理官），ボウダール・ド・サンド ＝ジ
ャーム(Haucla口・t de Sainle,James,海軍財務長官，割引金庫の管理官）,プラ
トー・ド・ヴェムランジュ(de Vevmeranges, メッツの高等法院官僚，工室
派遣の車事・郵政知俯 等である。　ド・ヴァンデルはことにセリリと密接に結
んでヴァンデル・セリリ会社を創設し. 各地の特権的マニュファクテュアを吸
収レC いった日し
しかし，ル・クルーソー に場が創設された時は絶対王政時代の末期であり，
フランス竹命の契機となった財政危機はますます深刻化していた。ちょうどそ
の叶に，ル・クルーソーは政府の多額の援助にもかかわらず資本不足に陥り，
これに出資していた人沼
万リーヴルの前貸しを割引金庫に求めたのであるが(1785 年）,これが革命の
序曲としての穴族の反抗と等族会議の伴集とをひき起こした財政恐慌のきっか
けを9 くったといわれているl几
ともかく国 ＼.,  金融貴族，政商達とド・ヴァンデルは密接に結びついて発展
した。1787年にレース
■ガラス製造工場とアンドレおよびモンスニ（ル・ク
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ル ーゾ づ のY ミ立 工 場 と は 合併 し て| ミベア ンド レ ・ モ ン スニ 鋳 造 ・ レ ー ヌ・ガ
ラ ス 製 造 会 社(Manufacture des F(  n clerics R( vales d'lndret d (lc Moiuヽcnis ctdes Cristaux
de la Reine) をつ く っ た が， こ の 会社 の 資 本 の 配 分 状 態 は 次 の よ
う にそ の こ と を 明 白 に示 して い る にし
国 王 リレイ16  til-)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　333 株
ガ ラ ス 製 造 工 場 の 企 業家 達　　　　　　　　　　　　　　　　　　　253 株
サ ン ド エジ ャ ー ム お よ びベ リエ　　　　　　　　　　　　　　　　　878 株
セ リ リ， ド ・ ヴ ァ ン デ ル， ド ・ ヴェ ム ラ ンジ ュ
お よ び ベ タン ジ ェ(Bettingei り　　　　　　　　　　　　　　　　1,756 株
そ の 他 株 主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　780 株
こ の よ う に 国 王 や 貴 族， 政 商達 が 多 数 参 加し て い る が ， 中 で も 国 已 サ ンド
＝ジ ャ ー ム， ペ リ エ ・ グ ルー プ お よび セ リ リ， ド・ ヴ ァ ンデ ル・ グル ープ が 承
要な 株 主 で あ る ， こ と に セ リ リ ・ ド ・ ヴ ァ ンデ ル・ グ ル ープ は 圧 倒的 に 優勢で
同 社 の 指 導 権 を 握 っ て い る。 総 会 は同 社の 経 営 を7 人の 収 締 役 に 委託 す るこ と
に決 定 し た 。 そ の う ち3 人 の 終 身取 締 役は ド・ ヅ ア ンデ ル， ベ リ エ お よ びべ タ
ン ジェ で ， あ と の4 人 は 株 主 に よ って 選出 さ れ,   1 年 に1 人 の 割 合で 兜新 され
るこ とに な っ た 。 こ の 取 締 役 会 は 国 王 の 監 督官 が 議 長に な っ た。 当時 は 公 社と
い っ て も株 式 は こ う し た 特 権 的 政 商 や 金融 業者 に よっ て 独t',-され た ば か りで な
く， 総 会 や 重 役 会 で は 国 王 の 派 遣 する 監督 穴 が 強 力 な 権 限 を もっ 封 建的 組 織で
あ り， 近 代 的 株 式 会 社 で は な か っ た。
1789 年 の フ ラ ン ス 革 命 まで， フ ラ ン ス にお い て は こ の 封 建 的 な 絶 対|{ 政が 作
続 し， 厳 格 な ギ ル ド 制 度 が 支 配 し てい て， 経 済 活 動 の 自 由 化 は 実 現 じ てい なか
っ た。 こ れ に対 し て イ ギ リ ス で は すで に17 世紀 に クロ ム ウェ ルの 清 教 徒 革 命に
よっ て封 建制 度 は 崩 壊 し, iff民 階 級 を巾 心 と し た議 会政 治 が 確 し し て 自 山経 済
時代 に 大っ て お り ， 新 し い資 本 主義 的 上 業 発展 の 上台 が で きI-.'Jてい た。 その
う え 外国 貿 易 に より 海 外 か ら 流 大 し た莫 人 な資 本は 新 た な投 資 の 機 会 を 求めて
お り ， また英 蘭銀 行 そ の 他 多 く の 私 人銀 行 の 発展 は 資 金の 流 通 を 容 易 に し た。
国 内 の富 お よ び人 口 の 増 加 は 膨 大 な新 需 要 を喚 起 し て い た。 こ れ ら が ・体 とな
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つて イギ リ スは 世 界 に さ きが け て すで にm 世 紀 中 ご ろ か ら 産 業 革 命 に突 入し ，18
世紀 末に は 匪 界 最 人の 工 業国 に の しあ か っ て い た 。 し た が っ て フ ラ ン ス をは
じめベ ルギ ー， ド イツ 等 の 後 進国 は新 しい 生 産 技 術 を す べ て イギ リ ス か ら 導 入
する よう な 状 態 であ っ た,。
しか しこ れ ら 後 進 国 の な かで も フ ラ ン スは な お イギ リ スに 次 ぐ 大 工 業 国 の 偉
容を保持 し て い た。 た と え ば1789 年 にお け る フ ラ ン スの 植 民 地 貿 易 額 は,   177]
～72年 にお け る イギ リ スの そ れ よ り も 大 きか っ た い771 ～72 年 に は イギ リ ス は
まだ北 米 植 民 地 を 令 部 領イfし てい た の で あ る が 几 す な わ ちフ ラ ン ス の 植民 地
貿易は1,050 万 ポ ン ド， イ ギリ スは954 万 ポ ンド で あ っ た1几
しか し 丸際 は フ ラ ン スr. 業の 実 力 は 全 く イギリ ス に対 抗 で きな い 地 位 に 低 下
しつつあ っ た。 新七 い エ 木ルギ ー と し て 登場 して き た石 炭 の 採 掘 高 を 見 て も，
イギリ ス の761 万 ト ン　(1790 年1川　 に 対 し て フ ラ ン ス は わ ず か に70 万 ト ン(1789
年卜口 にす ぎ な かっ た。 また こ の こ とは1786 年 の 英 仏 貿 易 協 定 の結 果 に
も明印 こ現 わ れて い る。 同 協 定 に よ っ て貿 易は 当 時 とし て は 著 し く自 由 化 さ れ
た。 す な わ ち両 国 の 人部 分 の 輸 人 関 税 はそ れ まで は 禁止 的 水 準 で あ っ た も の が，10
ない し12 ％に 引 き ドげ ら れ た の であ る。 そ れは1787 年5 月 に 実 施 に 移 さ れ た
が， た だ ち にフ ラ ン ス工 業 に 重A; な 危 機 を も た らし た。 フ ラ ンス に 対 す る 英 国
品の進出 は め ざ まし か っ た が， 反 対 に フ ラ ン スの 対 英 輸 出 は 著し く 減 少 し た か
らであ る|≒
フラ ン スの 製 鉄 業 器達 も イギ リ スの 競 争 の影 響 を 痛 切 に感 じ は じ め ， ひ じ ょ
うに困 難 な状 態 に陥 っ た 。 破 産 の 危 機 に 瀕 する もの も続 出 し た。 し か し そ の 中
にあ っ てド ・ ヴ ァ ンデ ルは1789 年 の 人汗 冷 まで 存続 し た。1789 年 ご ろ に プ ロ シ
アの鉱 山技 師, ヨ ハ ン・ ヤ コ ブ ・ フ ァ ー バ ーが ル・ ク ル ーソ ーを 訪 ね た が,    4
基の鳥炉 が 稼 働 し て い た と 報 告し てい る。 そ して こ の こ ろ まで に ド ・ ヴ ァ ン デ
ルは全閥 各地 の 主 な 製鉄 ， 兵器工 場 を ほ と ん ど 千冲 に収 め ，‥一犬 鉄 鋼 王 国 を 形
成してい た。
1)    J. 1-L'vanvilk＼リ'/nduslri・(■ d・ fer I'll France. 中 木康 夫 「ド ・ ヴァ ン デ ル家 」 松 田 智
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雄 編 「巨 富 へ の 道一 西 欧 篇一
ヤ ン ジュ の 製鉄 所 を 買 収 し た と 述 べ ら れ てい る 。 エ ヤ ン ジ ュ と モ ワ イヨ ー ヴ ル ・
ラ ・ グ ラ ン ドは 隣 接 して い る 。
2）W.  0. Henderson,  Britain and  Industrial Europe, p. 39 、
3)    J. Chevalier,  I.e Creusoり ）. 41.
4）Ibid 。pp. 41-43.
5) 詳 し くはHenderson 前掲 書 を 参 照。
剛　Pierre Hrison, llistoire  dn  Travail  et des  Travaiileura,p.  401. 同 書401-409 頁 に は
ル ・ ク ル ーソ ー製 鉄 工 場 の 歴 史 が 簡 潔 に 述 べ ら れて い る 。
7）Henderson,  op。冶。pp.  40-41.
8）Loc.  cit.な お ル ・ ク ル ー ソ ー に つい て は 第1 章 参 照。
9）Henderson 、ゆ。友丿p.  42-43.
10)    Chevalier,  Le  Creusol, p. 99.
11) 中 木 康 夫 「ド ・ ヴ ァ ン デ ル 家」 松 田 智 雄 編 『巨 富 へ の 道 一 西 欧IS,-一 』14
ト!42 頁 。 Chevalier,  op。皿 。p. no.
12) 松 田智 雄 編 ， 前 掲 書,   144頁 。
13)    Chevalier,  op. cit。pp. 110-11 土
す で に ル ・ ク ル ー ソ ー 製 鉄 工 場 に は700 万 リ ー ヴ ル， ア ン ド レ に200 万 リ ー ヴ ル ，
ガ ラ ス工 場 に は60 万 リ ー グ ル の 資 本 が 投 下 さ れ て い た 。 ア ン ド レ ・ モ ン ス ニ 鋳
造 ・ レ ー ス ・ ガ ラ ス製 造 会 社 は こ の ほ か に シ ャ ラ ン シ ー （Chalencey), ア ン チ ュ
リ ー （Antully) お よ び パ チ ュ ー ル （Pature) の 鉄 鉱 山 を 所 有 し て い た。 同 社 の 資
本 金 は1,000 万 リ ー ヴ ル で こ れ を2,500 リ ー グ ルの 株 ，4,000 株 と し て 配 分 す る こ と
に 決定 さ れ た。
14 ）L.  C. A. Knowles ，Eccmomic  Development  in the Nineteenth  Century, First Published1932,
 Reprinted 1952,  p. 115.
15 ） 本 位 田 祥 男 『改 訂 英 国 経 済 史 要』 日 本評 論 社 ，1941 年 ，199 頁 。
16 ）J.  H. Clapham,  The Ecoitomic Development  of France  and  Germany  1815-19 川. p. 57.17)
     Knowles,  op. cit。pp. 115-116
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第2 節　フランス革命によるド・ヴァンデルの没落と
ロレーヌにおける再建
しかし，ド・ヴァンデルはフランス革命の嵐の中を生きのびることはできな
かった。フランス革命は封建制度を根底からくつがえして，新しい自由な近代
社会の基礎を確立した。　ド・ヴァンデルのような特権的企業家やそれと結びつ
いた金融貴族達は没落しか。
イニヤース・ド・ヴァンデルは恐怖政治の時にドイツのチューリングンの小
さな町に亡命した。その領地や精錬所は没収されて革命政府の手に移った。彼
は2 年間ドイツに流浪の生活を送り，ゲーテと知己になって彼にその地の製鉄
業者のとっている製鉄法がいかに幼稚であるかを指摘したりした。ド・ヴァン
デルはコークスによる鉄精錬の研究を続けていたが，遂に1795年に54歳で自殺
してしまった‰
イニヤース・ド・ヴァンデルは企業家精神の旺盛な息子，フランソワを残し
た。彼は1803年にエヤンジュの工場が競売に付されたことを知ってフランスに
帰り，ド・ヴァンデル家が奪いとられた工場を買い戻した。その後の15年間の
彼の労苫は報いられて，エヤンジュの昔の繁栄を再ひとり戻すことができた呪
しかしル・クルーゾ一工場はフランス革命によって永久にド・ヴァンデル家
の事がら離れてしまった。同工場は所有主を次々と変えて,   1836年12月にアド
ルフおよびウージェーヌ・シュナイダーのものとなった。この時からシュナイ
ダーはル・クルーソーを足場として，ド・ヅアンデルとならぶフランス最大の
鉄鋼・機械コンツェルンをつくり上げるのである。すでに前章で述べたように，
ド・ヅアンデルがロレーヌを本拠としてもっぱら鉄鋼の大量生産に経営を集中
させ，また金融活動にはあまり活発に参加することなく，産業資本家として終
始したのに対して，シュナイダーはル・クルーソーを中心として原料，製鉄鋼，
機械，兵器の長大な縦断的重工業コンツェルンを作り上げ，ことに機械および
兵器産業においてはフランス最大の生産者になった。また重工業を土台として
しだいに令融活動にも参加するようになI), 遂には自ら銀行を,没φミしてフラン
ス国内の銀行，産業はもちろん，外国にも欠配のf- 仝拡げて国際的な人令融責
本に発展するのである。このド・ヴァンデルとシュナイダ・づ）人パンツ土Jレン
は相互に緊密に協力しつつ発腱して，フうンス収|違 令完令に 久醍する地位に
し ていく…
フランス革命によって，すでに疲弊しきっていたフランス経済はさらに混乱
し，また外国からは侵略の危険が迫っていた，この時に肖た卜強ノJな指導れで
あるナポレオンが登場して外国の干渉に対抗する戦争に勝利を博し，国内にお
いても産業の発展に努力して，保護・助成政策により1ミ業の團期的発達をもた
らしたっフランソワ・ド・ヴァンデルもエヤンジュL 場の買い戻し，およびそ
の後の製鉄兵器生産の発展のためにナポレオン''A帝の人きな援助を件た　1815
年，セントヘレナに流されるまで人戦争をし続けたナポレオンにとって，ド・
ヴァンデルが軍需工場として，とくに保護助成に値したことはもちろんである
王政復古時代を過ぎて7 月王政時代(I83(  ～-18年）に入ると，フランス代議
院の中心勢力であった大資本家に擁立されたルイ・フィリップは積鰍的なに業
の保護・助成政策を行ったので，工業の発達は実にめざましいものがあっし
フランスの産業革命が本格化し始めたのはこの時期である，ことにこのころか
ら熱狂的な鉄道建設が始まり，それは人量の鉄鋼需・堤をひき起した　ド・ヴァ
ンデルやシュナイダーはこの鉄道川資材の生産によって飛躍的に発展し乙 。こ
とに注目すべきは，これら人製鉄企業はその際鉄道会社，およびその背後にあ
る大銀行とも密接に結びついたことである，たとえばド・ヴァンデルはとくに
東部鉄道会社（パリ～ストラスブール）と緊密に結びついたのであって,   ド・
ヅアンデルは鉄道会社から資金の援助を受け，それを生産物（レール等）と株
式で支払うという方法をとった。また鉄道会社はド・ヅアンデルの製品の輸送
費を割り引いていた。同時にド・ヴァンデリレもまたその強人な資本力を利川し
て東部鉄道会社等の人株主となり，その有力メンバーに筧えられた几
このよ‘うにして人製鉄会社はどんどん拡大されていったが，鉄道と結びっけ
ない小企業は没落し，企業の集中が急速に進行した。この傾向はこのころに赳
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こっ た技 術的 発 展 か ら も 人い に 影 響 を 受 け て い るし 。前述 の よ う に フ ラ ン ス に
おいて は 木 炭炉 か らコ ー ク ス鳥 炉 へ の 転 換 が イギ リ ス に比 べ て ひ じ ょう に 立ち
遅 れた　1806 年 に は イ ギリ スで は す で に 木炭 炉 か ら コ ー ク ス高 炉 へ の 転 換 が 完
了して お り,   227基 の コ ー ク ス鳥 炉 に対 し て 木 炭 炉 は 僅 か に2 基 が 残 っ て い る
にすぎな かっ たが ， フ ラ ン スで は コ ー ク ス高 炉 は ル ・ クル ーソ ー に ただ1 基 あ
るだけ であ1). そ のほ か は 令 部 木炭 炉 で あ っ た。 し か し1818 年 に なる とフ ラ ン
ソワ・ ド ・ ヴ ァ ン デ ル はエ ヤ ン ジュ に 彼 の 最 初 の コ ー ク ス 高炉 （フ ラ ン スで2
喬fl) を建 設 し たyい,。’H
3 基が 建 設 さ れ， その 後 し だい にコ ー ク ス高 炉 は 木炭炉 に とっ て代 わっ て い く。
ルヴァン ヴ ィル に よる と1830 年 には 佃8 基 の中29 慕,   1840年 に は462 基の 中41 基 ，1864
年ご ろ に は413 怯の う ち270 基が コ ー ク ス高 炉 であ っ た。 し か し 生 産 額か ら
見るなら コ ー'7 ス 銑87 万6,000 ト ン に対 し 木炭 銑 ■;9万4,000 ト ン， コ ー ク スお よ
び木炭 を混 川 す る も の目 万3,000 ト ン と な っ て お り， こ の こ ろ 木 炭 か ら コ ー ク
スへの転 換 は か な り 進 ん だ と みる こ とが で きる。 な お 当時 の ド イツ の 製鉄 業 は
フラン スよ り もい っそ う 久ち遅 れて い た 。 最 初の コ ー ク ス高炉 は1794 ～96 年 に
フォン ・ レ ー デ ン(Von Reden) に よっ て グラ イヴ ィッ ツ(Gleiwitz, 上 シ レ
ジア） に 建,没さ れ た が≒　 そ の 後 コ ー ク ス高 炉 の 普 及 は 遅 々 と し て 進 まず ，lsno
ご ろ に な っ て も ウェ ス トフ ァリ ア鉱 山 地 域 全 体 に コ ー クス 高炉 は た だ1 基
しかない とい う状 態で あ っ た
い
コ ―ト の パ ド ル 法 も ］818年 に ド ・ ヴ ァ ンデ ルが 採 川 し， ル ・ クル ーソ ー もそ
の後同 もな く そ れ を採 川 し て， し だい に 他 の 製 鉄I".場 に も 普 及 し た(1834 年 に
はパッ ド ル機 械 の 数 は18'1台,   1847年 に は45 叶ド) 。
こ の よう な 機 械 化 を卜f能 に し たの は ワ ット の 蒸 気 機 関 の採 用で あ っ た。 ル・
クルーソ ー が もっ と も はや く1784 年 に イギ リ スか ら4 台 の 蒸 気 機関 を輸 入し て
い る呪1810 年 に は フ ラ ン スの 蒸 気 機 関 は200  台( イ ギ リ スは500 台).   1848年
には300台 にな っ た 肌
その結 果 銑 鉄お よ び錬 鉄 の 牛。産 は ひじ ょ う な 増 人を示 し か。 す な わ ち1818 年
には22 万 ト ン，47 年 に は59 万 ト ン,
   186㈲ に は 銑 鉄 の み で138 万 ト ン に な っ
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か い…。 この よう な 生 産の 箸し い 増 大 に 対 し て 高炉 数 は む しろ 減 少 し こい る ので
あ る か ら， 生 産 設 備 は 急 速 に 改 善 さ れ 大 現 役化 さ れて い たこ とが わか るI
また1860 年 代 には 英 人 ベ ッセ マ ーの 転炉 製 鋼 法 や シ －ーメン ス ＝マ ル タ ンのトヽ
炉 法が 採 用 さ れる よう に な り ， 錬 鉄 に 代 わ っ て 鋼 鉄 が廉 く， かつ 実 川 的 に 使 ＼
さ れ る よ う に な っ た。 鋼 の 生 産 は1847 年 の1  /J3 、000ト ンか ら,   旧 年 に は3 万7,000
ト ン,   69年 に にill万 ト ン に増 人 し た　 こ れ ら の 製 鋼 法 の 発明 は 鉄 鋼 業の
み な らず 工 業 全体 の 発 展 に 大 きな 影 響 を 与 え た 。
こ の め ざ まし い 発 展 の 時 期 に 人企 業 は ます ます 大 規模 と な（　 小 企 衷は 没落
し て大 企業 に吸 収 さ れて い っ た。 こ の 傾 向 は1860 年 の イギ リ ス との 自 山 通 商 条
約 （ コブ デ ン条 約 ） に よっ て さら に 強 化 さ れ た ーナ ポ レ オ ン3 lil.-(よフ う ン スi.
業 の 進歩 が めざ まし か っ た の で ， イギ リ スの 競 争 を恐 れ ず， コブ デ ン 条約 によ
っ て 関 税障 壁 を 大幅 に引 き下 げ たの で あ る 。 そ の た めそ れ まで 保 駿 さ れて きた
フ ラ ン ス鉄 鋼 業 は イ ギリ スの 競争 に直 面 し て恐 慌状 態 に陥 り.  人 ト 裳へ の 集巾
が さ ら に急 速 に促 進 さ れる こ とに な っ た。186-1 年 に は イギ リ スの 競 争 に協 働し
て 対 抗 す る た め に フ ラ ン ス鉄 鋼 連 盟(Cnmit しdes [・(
 r即s  ck' l'"ranc(')が,
没 ンヽ: さ
れ てい る。 こ のこ ろ から フ ラ ン ス資 本 主義 は 鉄 鋼 架 を 先 頭 と して 次 第 に独 占の
段 階 に 入 っ て行 く。
し か し ル イ ・ ナ ポ レ オ ンの 第2 帝 政 時 代 には 政 府 の熱 心 な 援助 を受 け て フラ
ン ス の 産業 革 命 は さ ら に 発展 し， 工 業 の 競 争 力 が 強 化 さ れ てい た ので,   1860年
の 貿 易 自由 化 政 策 は1786 年 の 時 ほ どの 恐 慌 は ひ き起 こ さ ず， む しろ 外 国 貿 易は
輸 出 入と も 著 し く増 大 し た目し1848 年 の 革 命の 混 乱 は1850 年 まで に は お さ まっ
て ， そ の 後 の20 年 間 に フ ラ ン ス経 済 は¶赳 に空 前 の 繁 栄 を ヅ受 し た とい わ れる。
鉄 道 の 大 規模 な発 展 は鉄 鋼の 新 需 要を ひ き起 こ し， 農 業 お よ び工 泉の 巾場 を拡
大し た。 銀 行 や 信 用 機 関 が発 展 し， あ らゆ る 種 類 の 会社 が次 々 に 創 設 さ れた
い
また 科 学 上 の 発 明 は ど ん ど ん 工業 に応 川 さ れ た ， こ と に 鉄鋼 業 は 相次 ぐ幟 争に
よる 厖 大 な 軍 需 を う け て 著 し く活 況 を 呈し た。1866 年 の 銑 鉄 牛丿煩は イギ リ ス452
万 ト ン， フ ラ ン ス124 万 ト ン， ド イ ツ79 万 ト ン， ベ ルギ ー ・ ル クセ ンブ ルク53
万 ト ン で ， フ ラ ン ス は イ ギ リ ス につ い で 世 界第2 の 製 鉄国 の 地位 を 誇り てい
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た1≒
この時間にド・ヴァンデルは急速な発展を示した，例えば銑鉄生産の増大に
つれてミ汗 ノトの需要も増人したので，ド・ヴァンデルは盛んに鉄鉱石を増産
し，また鉄鉱山を貿収した卜　ia 旧 年にオルヌ谷に獲得した鉱山は34 年の6,000
トンから69年には15 万5,000トンに生産量を増大させた。ド・ヴァンデル
はその後もさらに次のような鉱山のコンセシオンを得ている，
1844年　　　 ロンウィ，クールミー
1848年　　　 ナンシー，シャンピニュール
1856年　　　 シャヴィニー
1858年　　　 フルアール
また1870年ごろにはド・ヴァンデル所有のエヤンジュ，モワイヨーヴル，ス
千ラングン・ヴァンデル等の製鉄工場（いずれもロレーヌ所在）は約5 、000人
という多数の労働軒を雇川していた。
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第3 節　普仏戦争後の仏独両国におけるド・ヅアンデルの発艇
］870年の普仏戦争の敗北によって，フランスはアルザス・ロレ・-ヌをドイツ
に割譲した，そのため同地方にあった製鉄設ft (高炉数-l基）および肖時ドイ
ツの地質学者が調査して判明していた鉄鉱社鉱床のほとんどヤ部に当たる4 万3,000
ヘ クタールがドイツのものとなった　 ド・ヴァンデルのI:場もエヤンジ
ュをけじめ全部ドイツ領に入ってしまった　その後第にk ＼iリリく戦終f までは
これらの工場はドイツの工場として大規模な発艇を遂げることになる。
ドイツの工業は19世紀前半から著しい発展を開始していた［　1834 年の関税
同盟と1835年から始 まった鉄道建設とを土台としてルール収に裳の開発が忽速
に進み,   1870年には銑鉄生産においてフランスを追い越すようになった（ドイ
ツ124万ロングトン，フランス110万ロングトン） また同年のドイツ製鋼:,;:は1.3
万ロングトンで，すでにフランス（8 万ロングトン）をはるかにりードレご
いた几　しかしドイツ工業が本格的な発展歩調をとるようになったのは吽仏戦
争以後である，それはドイツ民族の勃興的気魂と努力の成'Ji',にはかならないが
とくにロレーヌの鉄鉱社資源の獲得とルール炭坑業との結介的 心 経営化の成
功を重要な原因として挙げることができる
い
ルールの石炭資源とロレ ヌーの江
鉱石資源とが中。一の国家的支配のドに総介的に開発されることによって，この
両地方の鉄鋼業はめざましい勢いで発展した,‥,その際げ 人紆営へのはー,きりし
た前進が現われた，銑鉄生産に関する長s-  ＼の数字がそれを説明していが
このような能率の増大および人企業の発展は，生産技術の急速な発達による
ものであった。ドイ ツ製鉄業は19世紀申柴においてイギリスのそれに約20年哩
れていたといわれ,   1850年においてさえ僅かに2 雌のコークス高炉が仁在して
いたにすぎない（木炭炉はs 基，混合炉は2 ),り卜　しかし1872 年ににに:; ―ク
ス高炉は5!基に川人していた（木炭炉は5 基卜　また新裂鋼法としては187( 年
代にベッセマー法およびシーメンス法がとり入れられた。しかしドイツ製川求
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表8 －2　 ロレ ーヌ・ル クセンブルク地方
鉄鉱石 およ び銑鉄生産
単f,ド 下う ン
鉄鉱石　　　　　 銑　鉄
; ＼ミ
-
1 町21
 S8i  I189.")I
 Dili.  I
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出叫：小鳥桶 ■ 「鉄鋼業竃展史論」
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イiの発展を可能にしたのは】878年に発明されたトーマス・ギルクリスト
製鋼法であった。この製鋼法はドイツ国内および新たに洋合したアルザス・ロ
レーヌの燐を多く介んだ鉄鉱石の人資源の利用を可能にしたからである。それ
までイギリスの製鉄業は燐を介むことの少ない良質の鉄鉱石を有していた点て，
ドイツの製鉄衷よりも丼しく有利な地位にあったが，トーマス・ギルクリスト
法の発明によってこの優位性は消滅した
い1903
年にはドイツはイギリスを追い
越し，アメリカに次いで匪叫第2 の製欽国となった。また鋼牛。産では1900年に
イギリスを追い越している。
ト・マス製鋼法の御 阻・J-後，ことにアルザ ス・ロレーヌの鉄鋼業はひじょう
な勢いで発艇した。それまでルール地方に:i:場を集巾していた大会社も，続々
と新r.場をロレーヌに住設するようになってきた。第2 次大戦後独仏間の問題
とな,)だモ‥ゼル運河はこのころすでにルールの業者によって提案されてい
が'1＼
ドイツの呻鉄に中， ルールおよびロレーヌ・ルクセンブルクの二大中心地は
その約8 割を占めている
い
その中でも円代紀木における後者の呑しい発展ぶり
はiiii-2 のとおりである。
もちろんドイツに帰化したド・ヴァンデルもこの時期に偉大な発展を遂げた。
ふヤンジュ，モワイヨーヴルを中心とする炭坑，欽鉱山および製鉄鋼工場は急
辿に拡人し，ドイツ帝国の辰人鉄鋼企哭の1 つとなった叫 ロレーヌではドイ
ツのティッセンをもげ倒し こいたといわれている。1878 年以後は,   5.315ヘク
2l8
表8 －3　 ドイツ鉄鋼業カルテル参加量（A 種品B 種品 合計8・I）
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タールの鉄鉱山のコンセシオンをもつ独領ロレーヌ最人の鉱区所有者になった
さらにド・ヴァンデルはルールにも進出してその卜k な石炭資源をD こ入れ，
第1 次大戦までにここにも重要な地位を占めるに至った1898 年にはウェスト
ファリアのハム（Hamm ）大炭坑を取得している，ド・ヴァンデルはドイツの
鋼鉄組合に参加しているが，その参加量は1904年俑万トン，ぼ）7年62万トンと
クルップその他のドイツ最人の会社と肩をならべており（衣ii＜り ，その後も
急速に発展している，そしてポール・フランソワ・アンリ・ド・ヴァンデルは
ドイツ帝国議会の議員にもなった聯
1918年現在高炉はモワイヨーヴルに6 基，エヤンジュド8 堪, トーマス炉は
同じく4 基および6 基，平炉は後者に4 基あった，モワ イヨーヴルおよびエヤ
ンジュの所有鉄鉱山（埋蔵量4 億4 ,000万トン）は7,477ヘクタールで，年間3
万トンの鉄鉱石を産出した‰ こうしてド・ヴァンデルは独領ロレーヌにおい
てフランス鉄鋼業の伝統の中心となっていた。
他方フランス領ロレーヌでは1874年にフランソワのf・，アンリ・ド・ヴァン
デル（Henri de Wendel) がブリエの鉄鉱山開発に着f- した。1880 年2 月23日
にレ・プティ・フィズ・ド・フランソワ・ド・ヴァンデル（l.（s I'ctitsドi）s doFrangois
de Wendel ，独領ロレーヌ側のド・ヴァンデル）はドマ －ーシ・エ・セ
イエール社【MM.  Demachy d Sci 】励re）とともにル・クルーソーの シュナイ
ダー社（MM.  Schneider et Cic)の参加を得て仏領ロレーヌのジコ。フにド・ヴ
ァンデル・エ・コンパニー（I）e Wendel d Cif) を創設した。，ここにド・ヴァ
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ンデルとシュナイダーの2 人ミ
接な関係を結ぶにヤつた.，ド・ヴァンデ ル・
エ・コンパニーはジューブ鉄 に場を新設し.1882
年い 川川」に辰初の新高炉に火人れし，同
年12i! 9 日にはトーマス製鋼炉の最初の出鋼を
行ったト
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表8 －4　 仏 領 ド ・ ヴ ァ ン デ ル
社 の 生 産 （1913 年 ）
銑　　 鉄　　　39.  1万ト ン
机　　 鋼　1　　33.0 万トン
鉄　 鉱　 行　i　　79.  1 )iトン
卜 所：E;!*)均 ず監修 ？ 簡西製鉄業』%
頁
このド・ヴァンデルのL 場とともに　ロレーヌのブリェ地域には大鉄鋼会社
が集中して世設され，フランス最人の鉄鋼業地帯を形成した。すでにル・ク
ルーゾ‥のある中部地方はしだいに石炭および鉄鉱石が涸渇してきたので，粗
材のAi.;几 産はできなくなり，鳥級鋼およびその肌］工品に特色を発揮するよう
になっていた
い
これに対してロレーヌは地元の莫大な鉄鉱石資源を利用した粗
材の人;砂卜産に専門化されたのである。
仏領のド・ヴァンデル会社の資本金は900万フラン,   19J3年の生産は表8 －4
のとおりである。高炉8 基，トーマス転炉6 基. I王延機4 台を有し，労働者2
湛）O人を雇傭している。またジュフ，ハトリーズ，ボア・ ダヴリル，および
マンス（いずれもムールト・エ・モーゼル県）に広人な鉄鉱山を所有し，ルー
ル，ザ‥ルおよび北仏バこド≒ カレーのフレニクールの炭坑を所有あるいは参
ずしている。
こうして独仏双万の企裳を介計すると，ド・ヴァンデル家の鉄鉱山は9,000
ヘクタール，鉄鉱石抹据高は380 万トンにのばったl几 また石炭に関しては
ザづレ，ル‥ ルおよびその他のドイツ各地，べ・レギー，オランダ，北フランス
等で有力な炭坑会社を吸収合併:して，少くとも！万5,000ヘクタールの炭坑を
もっにヤり，年貯は200 万トンを超えた日≒
製丿小,!:(よ介計100 万トンを超え，フランスの他のいかなる大会社も及ばない
人規役なものとなった。例えば191が|において，マリヌ・オメクールは銑鉄45
万トン，粗鋼祁万トン，ドナン・アンザンは銑鉄33 万5,000トン，粗鋼40万ト
ン，ロンウィは銑鉄37万トン，粗鋼31万トンで，これらのフランス一流の鉄鋼
会社と比べるとド・ヴァンデル・グループのずば抜けたに人さがよくわかる。
当時ドイツでさえ．製鋼量が100 万トンに達した人金≪はホエニックX ・ホエ
ルダー，ティッセン，クルップ等，2 ～3 を数えるにすぎなか-・,た．こうして
ド・ヴァンデルは採鉱，採炭からコークス，銑鉄，粗鋼, 鋼材. 機械にいたる
多数の企業を支配し，フランスk'i人の国丿県的鉄鋼コンツェ ルンを形成した
1,1　 ハ イ ン リ ヒ ・ ク ノ ー りH菌 経 済 史 人 系 。i ・1 を,   藤 沢 り.0i; 託-u ir.( 頃 参 照2)
     Br 山sh Iron and SlL ・fl Fu[lt'ralit)n, Su ・ilisl,・'S・ 司・山r丿r,・≫l a>ui Sl,i・/ 畑uiii.s・It・l,・S・. 1)37.3}
     ク ノ ー, 前 掲 書,    123 頁. な お ・レー レ ヒ ロ レ ー ヌ の 桐 町 衣作 関 係 の 歴 史 的 発 展 に
関 し て はPounds.  "Lorraine
 and the Kuh ビ シonv 面 づ',ni};rat'h＼づCl.-ii・k fill い ＼(ll ，33.
 No.  2 、April  1957, 参 照.
匍　 ク ノ ー ， 前 掲 書.    124 頁 ，
5) 小 島 精 一一 『鉄 鋼 業 発 展 史 論j 362-363 頁 お よ び 拙 柚 ≒u レ ー ヌ 鉄 鋼 叢 と ル ペー・お
よ び ザ ー ル ． 名 城 人 学' 収 工 業 研 究
丿
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剛　Raymond Poidevin.  l.i's relations  i'nm 叫nuiini＼s I't /inann,'res  りi/nリ4 /. 乱川,V  ,7 にi;;.maf;ne
面M'.9,Sd  昂 か/. 1998. 川).32-33.
刀　Poidevin.  lぼ. cit.
Pierre [ ■"rilsch. Li's W'pn 加/. rrns  ふリ'ari リツrancais.  1976.  p|). 1(  r)-ii)fi.
Cf.  K.  S むdil】ot.La  Maison  deりW'e,idi'l de  I 70 いd  nos  畑itrs. 円ins.  □柘*.
8) 沢 村 宏rf 止 界 各 国 の 製 鉄 に柴し921' レ
印　J.  Che 、・alier. レCreiisol.  pp.  187-188.
lOj　Guv p. Palmaric ，Catntalisme d C 仲 柚山sii's  .函au び心　fiit　.V/.V ＼su-rU' ， 円Cil, 呻 ，232-233.
ス ト レ イ ト 『帝 国 ド 義 戦 争 と 製 鉄 む 荒 川 寒 付 此 南 京 川 ベミ,   lりiバ}'-，12
頁 ，
H)　 松 田 道 雄 縮 前 掲 占 ，15G 頁. フ ラ ン ス の 鉄 鋼 衷 者 の ド イ ツ 炭 坑 欠配 に つ い て はRavmn
】n(.＼  {"'oidevin. Les  Relalions  斤・on切mi 引i'sし=l /I
・
川n 旨'rcs  円ili・,・;≪ f-ranc{〕・目' ．・1//Cmagne de
 tH9H d 円1 ・;. 1998. 川). 229-232 ，を 参 川 ． ま た ド イ ツ の 鉄 鋼 衷 片 は ソ リ ン
ス の 鉄 鉱 山 を 盛 ん に 買 収 し て い る. そ れ は ア ル ジ.I. リ ア ．モ ロ ッ コ 等 ア ソ リ カ に ま
で 及 ん で い る ，I'oidevin,
 op. cil.. pp.21
ト220 ，
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第4 節　フランスにおける企業集中運動の発展と
ド・ヴァンデルの金融資本との結合
ロレーヌ鉄鉱山の開発は熱狂的なブームをひき起こした。1883年から5 年間
に1 万5,000ヘ クタールにのぼる15 の許町申請か行われたといわれるト。，しか
し仏領ロレーヌの鉱山は西に向かって地中深く傾斜しているため条件が悪く，
数 ＼メートルの深いところを地ド水を汲み出しながら採掘するには大資本が必
要であり，少数の人会社しかこれを行うことができなかった。また鉱山のみな
らず，製鉄段備の人現役化，ベッセマー法，シーメンス・マルタン法，トーマ
ス法というような人設備による鋼の人星生産方式化も大資本を必要とするよう
になった
このような技術的発艇のみならず，第3 共和政成立から第1 次大戦にかけて
のこの時間には，アメリカの農業恐慌に始まった匪界恐慌の影響によって世界
的に人企衷の発達が促進された。ア メリカやドイツでは企業合同とカルテルの
時代を現出したが，フランスにおいてもその刺戟を受けて人企業への集中が急
辿に進められた。たとえば187,S'i-".にはフランスに383 の製鉄所があったが。
川2 年ににに()8に減少し，しかもその問に鉄鋼生産は5 倍になった。1 製鉄所
ので均能ノjiよ1875乍に2. 伺)トンであったのが,   1912年には2 万1.700 トンに増
人した①
この時に当たって多数の■Ji-業銀行が帽次いで設ぐ/■され，人工業の発艇を促進
するとともに, 金融トラストの支配網を令岡に広げ始めた仁 巾でもシュナイ
ダ丿 ま産業資 本家から漸次 歌融資本家に移っていき.   川内産業のみならず海外
にも活発に逓川寸 るようになったい卜 ‥・ノプド・・ゾアーンデルは産業資本家として
の性格を強く糾持してはいたが，しかし㈲時に銀行資奏と緊密に結介してフラ
ンス'Jミに果かにおける丈配力を強化した。ド・ヴァンデルはとくにミラボー銀
行と密接に関係して，それを迦じて令融活動を行・うようになった。 ミラボー銀
行け,    ツレー，オダンケ，ヴjリレヌ・ド・ヌフリーズ等とともにプロテスタン
卜系オート・バンク(haute baiiqin' proU'staiiuOとよばれているフV ンスJti-l'f
の金融企業の一つである．最初は宗教的関係がこれらプロテスタントの銀行宋
の結合において重要な役割を演じたが，その後しだいに多数の家族関係をけじ
め種々の複雑な関係が錯綜するようになi), 彼らを別々に研究することができ
ないほど‥一体化してきが^'・∇..
この銀行グループは］904年にパリ俘同銀行を創ヽ':した　この銀行には彼らの
ほかに他のパリの私立銀行，ベルギーの人銀行であるソシエテ・ジェ ネラル・
ド・ベルジーク6 :・ およびシュナイダーが参加しているレ バリ今回銀行はこと
にフランス鉄鋼業の背景をなす主要な人銀行であって.   u レーヌの人鉄鋼企業
を支配している‰　ド・ヴァンデルはミラボーを通じてこのバリ今同銀行にも
参加し，多数の大金融資本と共同しつつ，フランス鉄鋼業に支配のL をひろげ，
また世界各地の鉄道や製鉄所の建設にも参加しか．さらにド・ヴ゛アンデルはド
マーシ銀行(Veuve  Demachv d Cie)　に多額の出資をしてこれを自し二の銀行の
如くに支配している几 そしてこのドマーシ銀行もバリ今回銀行に参り凡 てい
る．
U　Chevalier,  op. cil。p. 188.
2） ストレイ1-, 前掲書,   18-19頁，
3)    See、op. c'it..円). 258-2印。
4) 前章参照。
5) フ ラ ンスの オート・ バン クについ ては 本茜 第1 部 第3 丿 ぴとと もに　I If回Coston,
 たps /・'inanriers qui m'enent le Monde,円）。20卜22(i,参照。
剛　 ソシエテ・ ジェ ネラル・ド・ペ ルジークは1822 年に創./. された山精 のあ るk 銀
行で，ベル ギーお よびル クセ ンブ ル クの産 栗に人きな 支配力 を有しておij. シュ
ナ イターの参 ずしている会社であ るア ルベ ッドに も 支配のF・を広げ ている,.   柘'V
第10章参照っ
7) パリ 合同銀 行に 関し ては詳 しく はEnnunnie  et I'lililuiur, niinirro spiヽ出I No 5-6,
］954, La l'rancりt  les Trusts丿I）。8卦88, 参匠,
8) 伊藤秀一 りJト藤岱 吉共軒n 匪 寮重i;業論』8町仁
陶　La  France el les Tni仏, p. 85.
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第5 節　 第1 次m 界人戦によるド・ヴァンデルの発展
鉄鋼業はこれまでも川期的な戦争に刺激されつつ発展してきたが，第1 次世
界人戦においてフランス鉄鋼業はさらに莫大な利益を得て飛躍的な発展を遂げ
仁 ことにド・ヴァンデルの独仏両国にまたがる巨大な資源と生産設備の活躍
はめざましく，祖国がないと評される国際的独占資本の性格をはっきりと示し
し
第1 次km. が勃発するとフランス最大の鉄鋼生産地であるロレーヌのブリェ
敲地はフランス車の何らの抵抗なく直ちにドイツ軍に占領され.   1918年末にア
メリカ車がこの方闘に攻撃を加えるまで戦闘は行われず，ドイツによって鉄鋼
生席が続けられた。このためフランスは人腿の鉄鋼を輸人しなければならなく
なり，フランス国内にはなぜフランス車はブリェ盆地奪回のため攻撃をしない
のかという激しい井難がおこった。しかし遂に同地域は戦火にさらされること
なくi'-穏裡に生産を続けたのであるが，それはフランス鉄鋼連盟（Comitむdes
ドorL'i's dvFrance）に結束したド・ヴァンデ ルを先頭とする大鉄鋼業者が，自
し!の利益のために政府および車部を勣かしたことも有ノjな原因の 一つであると
いわれている貼
それはともかくとして，フランス鉄鋼連盟は1864年に英仏通商条約によるイ
ギリスの競争に対抗するため設ゲされ，その後l884年に改組されたもので，鉄
鋼叉ならびにその他令属 に業に関するあらゆる問題について業者を代表してお
り，ll'l接商業的行為は行わないが，生産，貿易，財政，金融等広範囲にわたっ
て政治に強い影響力を有していた呪 そしてその結成およびその後の運営に当
たって指導柿を握っていたのはド・ヴァンデルおよびシュナイダーであった。
第l 次人戦当時シュナイダーは連'it幄誉会長，ド・ヴァンデルは会長の地位を
占めていた几 この鉄鋼巡搬はとくに第1 次大戦およびその後の時期において
同家の政治および経済を左右する重要な役割を演じている。すなわちその指導
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者であるド・ヴァンデルやシュナイダーが田家の政碩に人きな川j を加えたの
である。
またド・ヴァンデルは戦時中のイギリ スからの鉄鋼輸人政策を完令にす耳っ
ていた。すなわちイギリスからの鉄鋼輸人はすべて叩　・人のロンドン駐在の輸
入代理人（フランス政府によって任命された鉄鋼辿眼の公川 を通じて行われ
たのであるが，彼はフランソワ・ド・ウ’アンデルの弟であるユンベール・ド・
ヴァンデルであI), 輸人代理人を監督すべき任にあるロンドン駐在フツンス人
使館付陸軍武官は当のド・ヴァンデルの義弟，ド・ラ・バノツエ将車であった
またフランスの軍需品省にあって国内に輸人される 一切の金属を監督検閲すべ
き任に当たっていた者は，ド・ヴァンデルと密接な関係をイiするドマーシ銀行
の取締役，エ スブロワイエ大尉であったト
またド・ヴァンデルは鉄鋼業のみならず非鉄分属部門にも人勢力をはってお
り，フランス 一ー流の非鉄金属会社，ペナロヤの人株]-. ご経営にも参加している
が，戦争中もこのペナロヤはスイスを通じてloノゴトンの鉛をドイツのフヅンク
フルトにある同社の販売会社に売り渡していた二……
ド・ヴァンデル家はこのようにして国境の両側で盛んに活躍し.   }ll!仏内国に
莫大な鉄鋼その他の軍事資材を売り，「（額の利胴を得た。また回時にド・ヴァ
ンデル家は独仏両国の議会に議員を出して政治に強い影響力をもち≒ 彼らの
財産をよく守ったっこの戦争によって独仏鉄鋼業は人きな利信を得たが，こと
にド・ヅアンデルの発展は著しかった。
ド・ヴァンデルは第1 次世界人戦がフランスの勝利に終わったために 戦後
莫大な利益を得ることができた，そもそもフランスの鉄鋼業ほど戦争の成米を
満喫したものはなかったといわれる≒ すなわちドイツ領ロレーヌを併介，
ザール鉄鋼業を編人，ルクセンブルク鉄鋼業をし
ア，ポーランド，ブラジル，チリ等の多数の に場に進出しC これらに参'J・しし
またドイツから賠償として大量のイ1炭を于に入れた。ことに|日独領ロレーヌに
あるドイツの最新式人鉄鋼工場をフランス鉄鋼支行は不当に安い価桁で回いと
り，彼らの企業規模を一一躍拡人させた‰
ド・ヴ ァ ン デ ル・シ ュ ナ イ ダ ー
同 は ロ ー ト リ ン グ ン 鉱 山 鉄 鋼 連
介 （.<
 ihrini't'n-lhuten II. Hei-μwerks
＼(.'rt'in,   Knutan 即
所 で目
お よ び ゲ ル ゼ ン キ ル ヘ ン 鉱 山 会
社 （it'lsenkirchi'iu'r B 叫・c; worksA.
 (;.. AiK 佃i トTiche  け回iI　 を
第
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8 －5　 フラン ス鉄鋼業の生産
-
1829年　186叫丿　1929 年
石
鉄
?
?
?
?
?
炭I T－ ト ン
鉱　 町T ふ ン
鉄r う ン
場 一≫;- 働 行 数 一人
機 械 力 イl.'J馬 り
一一一
1.6(J(）］37
叩　32
旧I　I2r),fii)o　6022 1
320
55.OOU
50.731
10.36(1
! 52.0(105.750
丿 叫:  j  し・b・■. ■,l:.-r，/..・0,i 。jj,・.p2 丿
獲件して，新経営会社クニュタンジュ冶金会社(Metal 】urgique de Knutangej,
テール・ルージュ鉱山会什(Miniereヽ(・lus Te-res Rouges) およびテール・ルー
ジュ冶全会什(M(HallurKiqμie des Terres Rou叩s）の3 社を設立した卜　 また独
仏に分離していたド・ヴァンデルの工場はここに再びフランス側に統一された。
これらの旧ドイツ会社の併介によって，フランスの犬鉄鋼会社の資産は膨張
した。たとえばド・ヴァンデル・シュナイダー・グループの場合，拡大額は3lu:7.0()(
 万フランにレ つた1ト
フランス鉄鋼粟は|日m 領ロレーヌを今併したことによって，一一躍ドイツと肩
をならべる地位にのしあがった。しかし製鉄鋼設備および鉄鉱石資源は増大し
たが，それに仙心する石炭兪源を獲得できなかったため，石炭不足がさらにい
っそう深刻になり，フランス鉄鋼業の重人Jな障碍となった。192ト年のフランス
川のルール,'l領による石炭確保の強硬政策もド・ヴァンデルやシュナイダー等
人鉄鋼企衷の 支配ドにある鉄鋼辿服のあと押しによって遂行されたものであ
る|⑤ しかしこの政策は気米の反対によって失敗し， またザールの支配権も19
晶年の仕民投票の結米失われて，フランスは戦勝国としての地位を有効に利
川してドイツの石炭資源を確保することには失敗してしまった。またフランス
鉄鋼業は幟後の設備介理化運動にも甚だしく立ち遅れ，こうしてフランスは，
アメリカの援助の下にめざましく復興してきたドイツに結局のところはるかに
迅い越されることになった。
しかしそうはいっても，第1 次人戦後フランス鉄鋼業の生産は急速に発展し
仁 ここでフランス鉄鋼業の 川II:紀にわたる発達を見ると八8 う のとおりで
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表8 －6　 フ ラ ン ス主 要鉄 鋼 会 社 生 産
Lfs Pi'tits Fils do Fra りis  (ifヽ Wcruk ・I I・l Cie
-- 一一一 一
生 回 向
Kiiuls F（urneau χ ct Fondries (I I・ i',nにi M(JI1SS(M1　・ 19:拓年
AciOries (le LotlKW、・　　　　　　　　　　　　',  19?,r,年;Conipagnir
・des　For μs d　AcUTIfS （i・　la　M:i卜小・ lid'Honi
φcnun　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼'X',<i年
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鉄 幻|
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・i.iiir.
兜1)
出叫:' i i i%参考六卜」吊;を第f・り・。lilがに。りl:i・MI
ある。
中でも東部地方の発展が著しかったことは肖然のなりゆきであった。　ド・ヴ
アンデルの勢カドにあるエヤンジュ，モワイヨ －ーヴルおよびジュフの鉄鋼v.場
は高炉27 基（各10基,    8基および9 基）を打し，年間lfifi万トンの銑鉄を生糸
した。また製鋼炉はトーマス転炉17基（エヤンジュ6  基，モワイヨーヴルS 基，
ジューブ6 基）およびマルタン炉5 基があったにソ 当時のフランス]モ安鉄鋼会
社の生産は表8-6 のとおりである，。
他方，中部地方のル・クルーソー（シュナイダー）では石炭および鉄鉱石の
涸渇が高炉の操業を停止させた，玉立工場の最初の出銑かららようど150 年後
の1935年に高炉の火が消された，しかしシュナイダーはJ'一会社であるクニュタ
ンジュおよびノルマシティ製鉄によって人きな製鉄能力を有しており，また
ル・クルーソーは高級鋼および機械類の生産においてはフランス雌高の地位を
占めていた1几
U　 ス トレ イト ， 前掲 書，
2)     William F.  OKburn  &  William Jaffe,   The  Ea/nv 則・,丿)('iH'l<)pmcnl oj・/'os目Var  l-'ranfp:a
 Survey・of I'rodurlion, 1929. 松 岡 均 平 監 修 『仏 蘭I叫製鉄 裴』 お よ び 目 鉄 参 考・資 料 第6
巻 第5 号 （1939 年9 月30 日） 參!(■.,
3) スト レ イト,   19-20 頁 ，
A) スト レ イト,   33-34 頁，
印　H.  Coslon,op.  ciL, p 。87.
剛　 フ ラ ン ソ ワ ・ド ・ ヴ ァ ン デ ル， ギ イ ・ ド ・ ヴァ ン デ ル 竹 。　II. Coston, ≪/'. ''''・. !>・
第k  f?-　ト・ ウ ーi・ンデ ル・ グル－ープ　22 フ
187. 参 照
7)() 池 田'n &  i'ditv. op. til..即. 27(1-302, Price  ＆others.  Sitel.
8;     /),・・隋,ts 痛,  ＼,lh凹nrt, 5 川i  lWi  .J. w. ラ イヘ ル ト 「 フ ラ ン ス鉄 鋼 政 策 の 崩 壊 」
ダ鉄鋼 連 盟調 が 月報・   1り抑 年 回1  ■'/に よ る ．
田　 沢 村 宏 叩丿界 外国 の 製 鉄 し業 ユ 口町[ ‥
l巾　 そ の ほ か オ メ ク‥II ・ ク ルー ゾ は4  (t6.2( 柏万 フ ラ ン， しC ．p. M. に よ2 億'I
ぶ リi  ノ-7 ン に の ぼ るJ- T, Ncvv ・bold ＆(ithi-rs. Sift-トStudies  in Labour andCai>iuil.
 No,   8- prcpari・(I   for thi' La)our Resea-ch Ut'partmenl.  Lab(:lur  Publishi叩Conipanv)
 p. 8'1.
出　Pounds ／The  Ruhr. 1968. お よ びNew ・l)(]ld ＆others.  Sli'fi参丿匪．
i:^)　C 卜 ・alici・. op. 削 。p. 236.
圃　 ノV ン ス 鉄 鋼 裳 の 地 方 的 特 質 に つ い て はJean Chardonnct, /m  Sid'em 卵efrancaisf.
 195-1,参 照 ．
第6 節　第2 次吐界人我後におけるド・ヴァンデ・レ・グループ
の金融資本的発展とフランス経済に対する支配
山人戦闘に設術の近代化および合理化において否し＜立ち遅れたフランス鉄
鋼衷は，第Z 次人:枚後田家的人役興計川であるモネ・プランによって基幹産業
としご軋心的に筏n 近代化 日乍を実施し. il>業の再編成を行って全く白目を一一
祈することになった貼 中でもド・ヴァンデルはレ・ブティ・フ ずス・ド・フ
ランソワ・ド・ヴァンデルとド・ヴァンデル・エ・コンパニーとを改組して前
片を純竹の拉碁 会什とし, 後れを事業管理会社にした。前者はますますド・ヴ
ァンデル・ :jンツェルンの殼高統率者として同コンツェルンのみならずフラン
ス鉄鋼裳令体に強ノJにその指導力を振るうことになった。資本分は僅かに12億
フランにすぎないが，ここに表心的な華々しさを隠蔽しようとするフランスの
と舗的人財閥の特色のあるべ川 方がうかがわれる。
この持株的親会社が州 が参ソしているJ'・会出よ，はっきりわかっているもの
だけでも20礼近くに達する
いそのほか問接参与あるいはその他の関係によって
ド]グループに所帆している会社はひじょうに多数にのぼると考えられるド 欠に
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表8 －フ　ド・ヴァンデル・エ・コン
八二－の生産(1955 年）
ぐ　 鉄 鉱 石UI
銑　 鉄
・ヽ・　粗　 鋼
ニ・　川 延 材
・1-10 万トン （前 年比18.7% 増1176
万ト ンk　 々　16.3％川j152
万ト ン= 、 グ　10.27% 増 ）M
リj トン 、． タ　と. 6 ■ 
、増・
if : 1".しih 延 材は'ノラ・.クト の 巾． ド・ヴ-  シ デ^叶li-・
計 狐で輸出 される ものを 尽t・
プティ・フィズ・ド ープV ン ノリ.
ド・ヴァンデルの心接参り几 ているj'
・会什のうら収変なものだけを列挙
しご簡単.に説明しようト
巾　 ド・ヴァンデJレ・エ・リンパ
ニー（ 知WriuU'l c't Ci(。・）
同社は1950年にプティ・フ ずス・ド・フランソワ・ド・ウ） ンデルnレ1, /.-川
し，その鉄鋼生産能力を引き継いだ-, I: 場はジューブ，エヤンジュ，モワイ
ヨーヴル（以上ロレーヌ）およびメサンブレ（アルデンヌ）にあるり955 年の
生産は表8 －7のとおりである卜
総売上高は754 億フラン（前年は566 億フランハ 純益は日をr>、90()万フラン
（前年4 億3,200 万フラン), 配当率は10 ％　(wi年8  %) であった，従衷員数は1953
年現在約2 万2.000 人,   1955年の賃金および俸給の総支払額は約lOfile.フラ
ン（前年より15.6％増加，従業員数は変化なU であった。
ド・ヴァンデル社は1958年現在において注目すべき投資計㈹をすすめている
その内容は鉄鉱石破砕設備，［司鉱設備，3 基の人熔鉱炉，ト マースに場の丙建，
既存の圧延工場の改造および拡張であり，この計山によって鉄鋼生産能力は片
しく拡大され，その生産費が低下することになる，そのため資 本金5()億フラン
を倍額増資することに決定し，その一部分は積立金を使川し， ・部分は外部で
募集することになった，
(2) スネル＝モーブージュ（Sendic・Maubeugc）
同社は工業活動令部をロレーヌ・エスコーに引き渡して，その代わりにその
資本の22.8％を所有する持株会社となった。同礼の了一会社であるジャルニー鉱
山（Mines de Jarny） も同様にロレーヌ・ロスコーの株1.7 ％と引き換えに口
レーヌ・エスコーに鉱山を引き渡した（ロレーヌ・エスコ ―については後述）。
資本金
準備金
利益金
13億5,000 万フラン（1953年）62
億3,300万フラン（1952年）2
億4,300万フラン（1953年）
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表8 －8　 ド・ヴァンデル・エ・コンパニーの 貸借対照表
'f.位:1り億フラz
借　　 力
?1954 ''V-?1955 乍
に　資　 雌
り 投資・P:
   資 本
靫権岐通貨 ?29.
・13.7
】-I.I
目 ．7?26.7
■I. fl13.9!3.3
一一一一一一一 一一一
固　 定　 　
参　　 い 投 資 ）
経 営 資 本
糾 朗 債 権 岐 通 貨
株
績
艮
赳
式　 資
し．
期　 負
間　 負
貸
本
余
憤
債
方
-
1954 年-
5.0
'? ・') .012.718.-1
]955年-
3.0
9'>
17
14
??
8
j・li"I : I/,n,l,i^H:lit. i.'-i lull ＼'jr>r,
に引　エスコー・エ・ムース（Escaut et Meusc)
川礼も回じくロレーヌ・エ スコーの資本の22.05 ％, ベルギーの子会社ムー
ス製鉄所（les I'sine dc la Me
 use)等を所有する持株会社となった。もう一つ
の了・会社ベセージュ鋼管(les Tubes de F3esseKes) はロレーヌ・エスコーの資
本の2.45％を受けとった。
資本金　　　18 億フラン　　　　(1953 年）
準備金　　　56 億400 万フラン　(1952 年）
利益金　　　3 億8,500 万フラン　(1953年）
剛　 グーニョン製鉄（I'^oi'scs dt' (jiieunnon）
J下延材，薄板等を生産する。1953 年現化 資本金は8 億6,000 万フラン，従
剔 ＼数は2,200 人である。
㈲　パリ・ウトロー製鋼(Ariel・ies de Paris el d'Outi・eau）
鋳鋼，フェロマンガン等を生産する。
資本金　　　6 億2,4O0万フラン　(1953年）
利益金　　　I  ⑤に500 万フラン（　 々　）
取引額　　　88 億フラン　　　　（　 々　）
㈲　J. J.カルノー・ バスこアンド ル製鉄u 才Cai ・naud ei Forges de Basse，In
 （I re）
ブリキおよび添詰川雛を生産する。同社の取締役の1 人はモルガン銀行の代
衣者である。
資本金　　　io 億7,i()o万フラン
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準備金
利益全
従業員
54 (意3,900  万 フ ラ ン1
 tS7,700 万 フ ラ ン8
、000人
り953 年 現 在 ）
口　 ソラック（Sollac. Socii'te lりrrai皿do  laniinajrc Cf)削iml）
フラックは，アメリカから輸人した広幅ストリップ・ミルに場 新設のために
ド・ヴァンデル・グループを中心としてシデロール,   ロンウi     (Katvグルー
プ，のちにド・ヴァンデ ルとともにロレーヌ・エ スコ―を設>>:).   j. j.力・レ
ノー， グーニョン，マリヌ・オメクール，デ・fラン(DillinK）,じ（∴p. M. !.
の7 社が共同して1948 年に創設したものであるレ　ド・ヴし・ンデル・グループ
が資本の過半数を所有している。
製鋼工場，熱間および冷間連続凪延工場および電気錫メッキ に場を有し，銑
鉄は参加会社，主としてド・ヴァンデルから供給を受けている　1956 年のスト
リップの年産高はセレマンジュ（SOreman μe) の熱liilllミ延設備が120 万トン，
エバンジュ（Ebange) の冷問圧延設備が70万トン，電気鍍錫は1‥万2,000トン
であったトフ956 年現在の製鋼能力は130 万トンであるが,   56年以降粗鋼生産
能力を230万トンにする計画があり，転炉1 纂，i'-炉2 基, 均熱炉I  i,tを19^^(^
～57年にかけて建設中である。
なお有力な参加会社であるシデロールにはシュナイダーがアルペッドを通じ
て密接に関係している，1953 年現在，資4< 金50億フラン，従業もに,5()( 人であ
るが，これは急速に拡大されつつあるっ
㈲　ロレーヌ・エスコー(Lorrainc-lミscaiit)
1953年にド・ヴァンデル・グループ（エスコー・エ・ムースおよびスネル・
モーブージュ）およびラティ・グループ（ロンウィ製鋼）の合回によって駿々:
された，ド・ヴァンデルの持株は仙%, 残りはラティで，I'-J桂のiと配権はラテ
ィにあるかとも思われるが，この両財閥は緊密な協力態勢をとっている叫
この介同によって同社は鉄鉱石の採掘から完成品の牛。産までのあらゆる段附
を網説するフランス最人の鋼竹一員メーカーになった。年間粗鋼心吋は171 万
第8今　ド・ヴァンデル・グル プー　2夕
トン, 鋼皆生産は・}・}万トンで≒　フランス全鋼管生産の約40 ％を占める有力会
社である　 ミュリル鉱山(Mint's do Murrille, 鉄鉱石生産88 万トン，資本の51
％参り・），オランダのスリンスキル(Slinskill) コークスr.場（コークス生
前3（雨 トバ 等に参ずしている
なお1958 年現住日産能ノ川rioトン高炉. 鋼管L 場および厚板工場を建設中で
ある
資本企　　　　　120 億フラン
m 備金　　　　　385 億フラン
取引額　　　　　630 億フラン
利益分　　　　　　7 億7.000万フラン
従業口数　　　　　2 万6、000人
口953年現在）
㈱　ドコヴィル・エネ　巾にauvilleΛinφ）
鉄道川資材を生産する,。
資本金　　　　2億5、8(){) /jフラン(1953 年）
岬り盾公　　　2 億7,500 万フラン（。1952年）
利益令　　　　　-1,800万フラン　り953 年）
収引額　　　36  億フラン　　　　（　 々　）
従灯口数　　2.000 人　　　　　 （　 々　）
㈲) オランジュ ＝ナッソー炭坑(Charboniiaees  Orange-Nassau ）
オランダの炭坑で，年間160万トンの石炭を生産する。ド・ヴァンデルは同
什の資本100 ％を所有している。　ド・ヴァンデルはそのほかに西独のフェデリ
ッ ク＝ア ンリ 鉱山 （Mines  優dcri川kヽliri)　お よ びロ ベー ル＝アンリ 鉱 山
（Robr,・tllcni・i,年i>(; 100万トン）を支配し，シデロール・グループとともにベ
ルギーのベーリングン炭坑にも参与している。
㈲　アンジェ・スレート採据会社(Soci 飢八lo la Commission des 八i-d( isicresd'
Λliters）
i9r)2年には屋根のスレート8 万8,500トンを生産した。
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資本金　　　3 億9.500万フラン　{i9同年）
取引額　　　25億フラン　　　　(195ト年）
従業員数　　　2.900人
（13　その他八会社
ルーアン製鉄（Hauts Fourneaux de Rouen)
il3!　参与
ベ ナ ロ ヤ　(Penarrova）, エ レ クトロ＝メカニッ ク社(Cie I 玉clroMecanique)
等。
ド ・ ヴ ァ ンデ ル・ ソ ラ ッ ク・ グ ルー プ の 鉄鉱 石生 産は1952 年 に お い て 仝 フ ラ
ン ス生 産 （4.070 万 ト ン ）の11 ％(450 万 ト ン） で あ り， ロ レ ー ヌ・ エ ス:i - -の
分 を も 加 え る と23 ％ （940 万 ト ン） にh る卜　 ま た 石 炭 に 関 し て は ， フ ラ ン ス
国 内 に資 源 が 少 な く， また 第2 次 九戦 後 は フ ラ ン スの 炭 坑 は ほ と んど1
 ■-1 i1j
国イl’
化 さ れ たの で ， 外 国 の 炭 坑 に 大 規 模 に 進出 して い る 。 フ ラ ン スの 外 国 炭 坑 支配
に 関 して は すで に拙 稿 「 西 欧 国際 重 工 業 コ ン ツ ェ ル ンの 発展 」 げ政 経11,謡 第47
号 お よび48 号 ） で 述 べ た と ころ であ る が， 中 で も ド ・ ヴ ァ ンデ ルは い く から
ド イ ツの ル ー ル地 方 に フ リ ー ド リ ッ ヒ ・ ハ イン リ ッ ヒお よ び ハ インリ ッヒ ・リ
バ ー の炭 坑 を 所 有 し て い る （ 株式 の98 ％ 所 有卜 ，こ れ ら の 炭 坑 は1 OfiC 年 代 末 に
お い て4 万 ト ン以 上 を 生 産 し て い る， オラ ン ダで は オ ラ ン ジュ ・ ナ ッソ ー 炭坑
の 株 式 を100 ％支 配 し て い る （ 年 産170 万 ト ン戸 ， ベ ル ギ ー で は シ デ ロ ー ル・
グ ル ー プ と と も にベ ーリ ング ン 炭 坑 （年 産160 万 ト ン） に 参リ し て い る。,その
ほ かザ ー ル炭 坑 ， 北 仏 パ ＝ド エカ レ ー の フ レ ニ ク ー ル炭 坑 に も参 り七 て い る。
以 上 を 合 計 す る とド ・ ヴ ァ ン デ ル は 少 な く と も年 産800 万 ト ン以1-,とい う 膨 人
な 量の 石 炭 を支 配 し て い る こ と に な る。
表8-9 の と お り， ド ・ ヅ ア ン デ ル社 の 粗 鋼 の 生 産 は1953 年 に おい て143 万ト
ン， フ ラ ン ス全 体 の14.3 ％ に の ぽ り， ロ レ ー ヌ・ エ ス コ ー の 分 を 加 え る と2印
万 ト ン （28 ％) に達 す る ， こ の は か に フ ラ ッ ク， ジ ー ・ ジ ー ・カ ル ノ ーお よ び
ロ レ ー ヌ・エ ス コ ー と技 術 協 定 を結 んで 密 接 に協 働 して い るII. C. p. M. 1 な ど
● － - － 一 一
表8 －9
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フランス鉄鋼会社の粗鋼生産 （1953年）
-
?T-トン ?フラン ス令体
に対する％
ン八二ー ? レ43: ?14 3ド・ヴ・ーン~r'・レ・エ. コ パ －
ユ ジノ- - ルI ドナン ごアンザン・ ノ―ル ごエ スト
ンデu -  IレI  . 一ラン・ポン=。タ ユムソン・
ロレ‥'i ■エ ス:j - －（。ド・ヴ・ーンデII-・ラテ（
シバナf  ダー
出"ii : La . 。,r, ・,■! I,・，  I M.,,/1,   ;・, 】!・
1.363
I ,3501.350l.(iS7
14.3
13.6
13.5
13.5
10.6
を考慮に入れると，ド・ヴァンデル・グループはフランス鉄鋼業の中でもずば
ぬけて人規模な鉄鋼トラストである。
そしてフランス鉄鋼業を支配するこれらの人コンツェルンはフランス特有の
資本交流や人的連鎖関係によって相i.に密接に関係しており，ド・ヴァンデル
およびシュナイダーを頂点としてフランス鉄鋼業を一つの有機的な全体として
支:配しているということができる1几
すでに述べたようにド・ヴァンデルは金融活動を行うためにヴーヴ・ドマー
シ銀行に出資してこれを自己の銀行の如くにしている。またとくにミラボー銀
行と,'■くから緊密に関係している。このミラボー銀行はパリ背同銀行の有力な
構成llの　・つであり，今次人祓配　1953 年にパリ今同銀行に吸収された。ド
マーシ銀行もパリ介l"1銀行に参り士 ている
い
そしてこのパリ合同銀行はそれ自
体ド・ヴァンデルと緊密に結びついており， またシュナイダー・グループの銀
行であるユニオン・ユーロペエンヌ・アンデュストリェ ル・エ・フィナンシJ.
 ―ルに人きく参勺七 で，シュナイダーとも強く結合している。ド・ヴァンデ
ルとシコ。ナイターは|リくから資本的交流，経営上，技術1-.の協力，姻戚関係な
どで緊密に紹介しながら発艇してきたのであるが，このように金融機関を通じ
てもこれらフランス最人の鉄鋼コンツェルンは密接な関係を保っており，この
卜 人コンツェルンの連介体はその支配網を鉄鋼業のみならず全フランス経済に
拡げているのである。
すなわちパリ介同銀行はフランス鉄鋼業の背景をなす大銀行であり，ことに
ロレーヌの鉄鋼袁に強い丈配ノjを有している。その他銀行，保険，運輸,  石油,
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上木，鉱山等フランス国内の多数の雌匙　および国外にも支配網仝ひろげてい
る。
また同行はフランス最人の事変銀行であるパリ・オうンダ銀行と密接な関係
を有しており,   1934年現在フランソワ・|ヽ゛・''ノ r ンデルはその支配人のり いヒ
なっている川入 このバリ・オランダ銀行は多数の商 に銀行に参り几 ，それ會友
配しており，フランス金融業の中心となっている　 に叢八面においてはごとに
金属，石油および電機工業に強力な支配力をイiしているI そのほか桁糖，化学，
輸送，製紙，土木, 放送出版等フランス経済の人きな部分に勢力を仲長してい
るっまたモロッコその他の植民地，ラテンアメリカおよび中畑 二おいていff要
な地位を得ているに≒
フランソワ・ド・ヴァンデルはまたフランスの中火銀行であるフランス銀行
の取締役の地位をも占めている。このようにしてド・ヴァンデルはツユナイ
ダーやラティ,   衣ルヴォ等とならんでフランス金融寡頭制の川点に トヽ バCいる
その状態についてヴァルガ， メンデリソン共杵『帝国i-.義に関する幟後の新資
料』から引用すると次のとおりである1几
「フランスの産業能力はフランスト 業家総連合と経済発展国民協会のうち
に体現されている。これら二つの中心的組織の助けによって，ド・ヴァンデ
ルとランベル・リボーとをいただくコミテ・デ・ワオルジュと，ド・ペイェ
リムホ一フをいただく石炭委員会との権力は，多数の保険，電気. r ご仁 祁
会社，商工業全体を支配している，
5,000名がフランスのもっとも重要な株式会社の支配的地位にある。
lOO名がこの寡頭支配をうごかしている，
工業，経済，農業，諸組織を統領する20のに大資本家がバンク・ド・フラ
ンスを，したがってまたフランス共和国の仁川を，支配している。
2 名がこの寡頭支配の先額にたっている，バンク・ド・パリ・エ・デ・
ペー・バの支配人オラス・フィナリとフランソア・ド・ヴァンデルがすなわ
ちそれである。これら2 名の大物のうちに，人産業資本と人金融資本とが体
現され，結合されている,」
第x >':<- ド 一ゲアンデル・グループ　235
こ れ は 第2 次 匹堺 人戦 前の 状 態 で あ る が， 戦 後 の ド ・ ヴ ァ ンデ ル家 につ い て
は'A ー ス リ ンが 次 の よう に 要約 し て 述 べ て い る1 -1 ……
「フ ラ ン ス鉄 鋼 衷で 服 要な 役割 を え ん じ て い る の は， ド ・ ヴ ァ ン デ ル 家 で
あ る。 ド ・ ヴ ァ ンデ ル家 は ， ヨ ーロ ッパ 石 炭 鉄 鋼 共 同 体 に よる ， ル ー ル とロ
レ ー スの 結 合の 支持 者で あ る ，ド ・ ヴ ァ ンデ ル家 は， 数10 年 の 間 にこ の 国 の
経 済 と政 治 に 人:き な 影響 を'}・え る 一種 の 五朝 とな っ た 。 当 主 フ ラ ン ソ ワ・
ド・ ヴ ァ ン デ ルは 銀 行,  r.業， 運 輸 に お い て 指 導 的 な もろ もろ の 地位 を占 め
てお り， こ の 国 で い:人な 核 力 を持 っ て い る… 似
オル ジュ』( 鉄 鋼 連 盟 ） の 会長 で あ り, 重 工 業 の 四 つ の 大 会 社 の 社 長 ， イ ン
ド シナ にあ る 錫 会社 の 社長 ， ト ン キ ンに あ る 錫 ・ タン グス テ ン 会 社 の重 役 ，
フラ ン ス の 石炭 会 社の 巾 役， フ う ン ス銀 行 の 支 配 者， シ ン ジ ケ ー ト 『コ ント
ゥア ー ル ・ シデ ル ー ル ジ ク・ド ・ フ ラ ン 七2 の 代 夫， 国際 鉄鋼 カ ル テ ル の副
議艮 等 々で あ っ た ，
ド ・ ヴ ァ ン デ ル家 は 自 己 の 銀 行 『デ マ ーシ.3 を も ち， パ リ 連 合銀 行 を支 配
し,   西 ド イツの 収i;i.　 スエ ズ運 河 ， メキ シ コ の 銅 山， スペ イン の 鉱業 ・冶
泉 公什 （ペ ナロ ヤ） に関 係 を もっ て い る 。」
また，
「フ ラ ン ス鉄 鋼 衷の 金融 グ ル ープ は フ ラ ン スの 経 済 にお い て も 枢 要 な 地 位
を,' i め て い る,パIL|つ の 金融 グル ー プ ， ラ テ で, ド ・ ヴ ァ ン デ・レ， シ ュ ナ イ
ダ■-， ネル ボ は， フ ラ ン スの 冶 令業 ， 鉱 業 を 支 配 し， また 石 炭 業， 機 械 製造
に叉， 造 船 業 の 個B を も 支配 し 彼 ら の 間 で。 第2 次 世 界 大戦 後の フ ラ ン ス
鉄鋼 業で 集中 を 片し く 強 化し た|必定 を 結 ん だ 。」
ド・ ヴ ァ ンデ ルは こ の よう にフ ラ ン ス経 済 の 最 鳥 指 導 者 と み な さ れて い る ば
かりで な く， 国 際 的 に も指 蝉 的 な 人コ ンツ ェ ルン であ っ た。 前 に も述 べ た よう
に欧 州 石炭 鉄 鋼 共回 体, 欧 州 経 済 共同 体 ， 欧 州 原 了俯 共 ㈲ 休 等欧 州 経 済統 介運
動 の中 心的 拶 進 者達 の重 要部 分は 削 刈の 重 工 業 独占 体で あ り， そ して ド ・ ヴ ァ
ンデル はそ の もっ と も 有力 な　・人 とい われ て い る。 また 石 炭 鉄鋼 共 同 体の 主 唱
者で あ るロ ベ ー ル ・ シュ ーマ ンは ド ・ ヴ ァ ン デ ル家 の 政 治家 と み ら れて い る15)
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ド・ヴァンデルは西欧を一大経済ブロックに統合することによ。てこのD沃
コンツェルンが国境の枠を越えてさらに自由に飛躍的な免艇を遂げることを強
く念願していた。新たに調印されたEKC が成功裡に発展して叫欧経済が ・つ
の広大な経済圏にますます強く結集するようになれば, 彼のこの念願は杵々実
現されることができるであろうと考えられど 欧州統介運動と国際的人金融有
本の発展とは連動しながら世界経済にひじょうに収人な影響をもたらすことに
なろう。
1) モ ネ ー・ プ ラ ン お よ び フ ラ ン ス鉄 鋼 業の 企 業 集中 運 動 に つ い て は 拙 稿 「 フ ラン
ス経 済 の 復 興 政 策 」 東 洋 大 学 『経 済経 営 論 集』 第4  リ・， お よ び 拙 稿f ・フ ラ ン ス暇
工 業 の 再 編 成 と集 中 化 」 東 洋 大 学r 重 工 業 研 究j (・叶|) V. 参照.
2) 主 と し てLa  France  et les Trusts, pp. 212-213. に よ る.
3） 工 場 設 備 に つ い て は 詳 し く はH.  G. C<  rder( , /ron and  乱i'川Vnrks  of’μrいWorld. 参
照 ．
4) 前 掲 拙 稿 「フ ラ ンス 重 工 業 の 再 編 成 と 集 中化 」，
5)　Iron  and  Coal Trade  Review. 8 June 1956. お よ び ソ ラ ッ クの ス ト リ ッ プ 牛丿f.高 につ
い て はSlalil  u. Eisen. 16 Mai 1957.
6タ7)8)
印
川
田12)
前掲拙稿「フランス重工 業の再編成と槃中化 」
Iron and Coal Trade だei'iew. 8 Juneヽ 1956.
La France et les Trusts, p. 19.
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